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序

この報告害は、佐賀県教脊委貝会が日本道路公団の委託により、

昭和58年度から昭和63年度にかけて実施した、杵島郡北方町所在の

東西裾追跡と武雄il'i所在の馬楊滋跡 ・小野原逍跡 ・みやこ逍跡 ・玉

江逍跡・ Jill山窯跡・東福寺遺跡の発掘調査の記録をまとめたもので

す。

今回の調査では、弥生時代の集落や硲地、古墳時代の古墳群、古

代末から中世の村落や墓、更には明治期の磁器窯など、各時代の多

様な遺跡が対象となり、この地域の歴史を明らかにする上で欠かす

ことのできない情報が得られました。

本書が学校教脊や生涯教育の宍料として活用され、学術文化の向

上に幾分とも寄与するものであれば幸いに存じます。

発刊にあたり、酷暑や厳寒の時節を通じ調査作業に従事していた

だきました地元の皆様をはじめ、関係各位から賜った深い御埋解と

多大な御協力に対し、心より厚くお礼Ii!し上げます。

平成6年 3月

佐賀県教育委貝会

教育長 胡し 清行



例 言

I. 本苔は、九州横断自動車道建設に伴い、埋滋文化財の事前調査のうち、昭和58・59・61-63 

年度に発掘潤査を行った杵島郡北方町所在の束i:i-樹遺跡と武雄市橘町 ・武雄町所在の馬湯遺

跡・小野原遺跡・みやこ遺跡・玉江遺跡・皿山窯跡・束福寺遺跡の関査戟告湛である。

2. 発掘潤査は、日本道詑公団の委託を受けて、佐費県教有委U会が実施した．

3. 発掘潤査にあたっては、武雄市 ・北方町の各教育委且会、長崎大学医学部鮒剖学第二牧室、

並びに地元各位の協力を得た。

4. 本宙の執喰は下記の分槌で行い、編集は徳氷貞紹と百崎正子が祖当した．

第 1 -8索 • 第9f,t (弥生峙代・中世） ． ． ．．．．．．．．．． ． ．．．．．． ． ．．．．．． ．．．． ． ． ．．． ． ．．．．．． ． ． ．．．．．． ．• •徳＊

第4汽 （遺構のうち土坑）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・"・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高瀬

第 9京 （古項時代）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・家Ill

5. 報告苔作成作棠は下記の分祖で行った．

負紹

哲郎

淳一

遺物整理：新井

土井マサ子 .Jt田美恵子 ・村瀬

遺物実測：江副

兵動

整 図：鶴田

久美 ・紐野みつ代 ・陣内香代子 ・瀬Ill出規子 ・Bl中美毯千

勝代・森崎

光子 ・末吉 山紀子 ・鵡田朋子 ・蒲原

律子 ・光

啓子 ・徳氷

淑子 ・上瀧

逸子 ・村里

貞紹 ・兵動

邦子 ・室岡

百子・ 吉田

律子・ 三好

雅子

文子 ・光石

和子 ・山ロカズヨ

啓子 ・徳氷

逸子 ・村呈

貞紹

百子

遺物写耳掛彰：黒木 優子 ，古賀 栄子 ・窃瀬 哲郎 • 松尾 直子

:i.:;::r,; 現像焼付； /,I.I木優子 ・古賀

6. 測定餡の表示に）IIいた単位は遺構がm、遺物がcmである。

7. 本苔でIf!いる方位は国土座標第n系の座標北で、磁北はこれより西偏約6"0'である。

栄子

8. 本書に収録した遺跡は佐賀県教百委貝会の遺跡台帳に下記の略号で登録されている。

東宮裾遺跡： HMS 小野原遺跡： ONO 

束福寺遺跡： TFG 玉江遺跡： TAM 

みやこ遺跡： MYK 

llllLLI烹跡： SRA 

但し、第 1衆に記した半情により、現地作業及び整理段階での遺物や記録類に用いた略号が

上記と異なるものがある（みやこ遺跡B・C区： ONO-B・ C、皿山窯跡： TFG), 

9. 逍構の分類記サは下記のとおりである．

SB: 掘立柱述物

SF: 辺路状遺構 SH: 翌穴建物

sc: 石棺慕 • 石蓋土坑慕

s J : 土器棺涵

so: 溝・堀 ・流路
SK: 土坑

SE: 井戸

SP: 土葬沿

ST: 古墳 ・れ丘某 sx: その他

10. 出土遣物と遣構災測図や写其などの調査記鋭及び遺物実面図や逍物写立などの資料は、佐

賀以教育委n会で保管しており、各々登鉢番号を付けて検索が可能なように笠理している。
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第 1章 調査の概要

I. 調査の経過

九州横新自動車道廷設に伴う坪磁文化財潤査は、佐賀県教行委且会が建設省九州地方建設局

の委託により、昭和44(1969)年6月から路線予定地域全域を対象として行った遺跡分布調査

に始まる。その後、昭和48(1973)年9月の日本道路公団による路線発表を受けて更に詳細な

分布調在を央施し、昭和51(1976)年12月に一応の部前閃査を終了した．その結果、本格的な

発掘1!'~3との対象は路線延長約91.9畑において遺跡総数209節所 ・ 総面積135万吋に達した．
と 9 さ が●遣と

発掘綱在は昭和52(1977)年に開始され、建設工事計両に合わせて、まず瓜栖ー佐賀大和間、
が'..た“たうnし0

次いで佐賀大和一武雄北方問、武雄北方一蟷野問、佐賀大和 ICと続さ、発掘関査開始から第

13年次にあたる平成元 (1989)年の心栖ICを最終地点として、県内全線の供用開始に関わる

発掘潤査を終えている。各年度における発掘閃査の経過と慨要は、「九州横断自動車道関係埋成

文化財兌掘潤査概報」 1-12に記されているのでそれに譲る．

昭和54(1979)年度以来、報告害の刊行を続けており．平成4(1992)年度までに下記の計

16集の作成を終了しているが、本苔以降の4冊を加えた全20集の刊行によって、本事業を終了

する予定である．

第1集

第2集

第3集

第4集

第5集

第6集

第7集

第8集

第9集

第10集

"''も...大門西遺跡

"'~ 香＂造跡

""~ る
西原遺跡

・...うが9た＜
金立開拓遺跡
< .,.,., ..... 
久保呆丸山遺跡
しもいしヽ 9

下石動遺跡
ぇ•ヽ人

撰分遺跡

拍証i稀遺跡
つぶれ・し

礫石遺跡

m,.,.,, 
老松山遺跡

だい,,... 
大門函遺跡

.. ,,., ..  とうつ"

六本黒木遺跡藤附B遺跡 藤附C遺跡
あ●べ......つ

藤附E遺跡藤附F遺跡絞部八本松遺跡
こうだ ししぐい .,,. こだに て.,,'
香田遺跡獅々喰遺跡白虎谷遺跡寺ケ里逍跡
誓人、t

戦沿遺跡藤附A遺跡 籐附K遺跡 藤附I!遺跡
●ぶ...ヽ な”“
三郎lll遠跡長尾遺跡
にし.,. うもた にいヽ.....ヽ
西原遺跡浦田遺跡西一本杉遺跡

かふみつ,,,,.

上三油楽1以遺跡
．．こが

山古賀遺跡
・ん...い,,ベ
金立開拓遺跡(""~ ル....
久保泉丸山遺跡
しい・しな. ,,,, .. ,, ん..● たに"'' .ヽ.,,.,., 
下石動遺跡堤一本照木遺跡谷渡古9バ群 一本桜古項群
・重うえ “● .,, だC • ぐむ に..ぐ•,
山の上古柑群中村谷遺跡 1.1.!ロA遺跡西1.1.!口遺跡
こ'0' • るだ 、'、?がわ
鴻ノ果遺跡／仄m遺粉今出JIIA遺跡 今出JIIB遺跡
,,,., だ じ●ういで え,sん

大工田古瑣群十井手ほ跡撲分遺跡
>AOう 0が......, 
山王遺跡長尾開拓遺跡

っ"""し
礫石A遺跡礫石B遺跡

<'ふ`＇
久池井C遺跡

（ ち 、....ばん鼠つ
久池井一本松遺跡
・りし●'"ぷ人か. .,.,、つ●●

認島東分上遺跡泡松111遺跡
••c皇CS#ん

微島西分古m群 た•滝C遺跡
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て..ヽ．
滝A遺跡 寺浦遺跡寺浦瓦窯跡 寺浦llり方後円m
Uた"だ,.,,.,つ".. . い”‘^ ●つ

畑田三本松遺跡如；；；遺跡一本松古れ群
HI  

第11集惣座遺跡
そうぶ くら い •• d 

惣座遺跡久池井B遺絣春日遺跡
.. いし..

第12集西石動遺跡
にしいし●9 いし..に.... .. - が

西石動遺跡石動二本松造跡 Ill古賀遺跡
0 b •• , .... つ属つ

第13集志波屋六本松乙遺跡
し ・，......鷹っ..., • < 9ヽ ●● . ..  

志波屋六本松乙遺跡的迅跡上志波屋遺跡
.. :m: 

第14集都谷遺跡
. ., ..  ル•心 .. t .. ••• <•, ．．うふしんでん

祁 谷遺跡宮西遺踪 山uli西北方遺跡 Ill涌新Ill遺跡
鱚.. . "・ だ 。，，しだ ..  ご,.
萩野遺跡 日岸田遺跡束田遺跡本/II/Ti.遺跡

妍 ゜ ’た ●● ● ●た い● .. ,.. ,,.,, 心し

第15集 日北遺跡 朝 日北遺跡悧日遺跡城 IIJ遺跡大1·~西遺跡H地区
"●た 9ずく， ．．だ" ● ,. た

第16集切畑遺跡 鈴熊遺跡猿ほA遺跡猿嶽C・D遺跡切畑遺跡
. .. . たがた .. し^ ●,. た"紺 ばば

今団の第17集で報告するのは、杵島郡北方町所在の束宮裾遺跡と武雄市所在の馬場遺跡・小
. .,. ● I< ・ら●ヽ と9

野原遺跡A区・みやこ遺跡B・C区 （小野原遺跡B・C区） ・玉江遺跡1-3区・皿Ill究跡・東

“じ船寺遺跡の計1遺跡である。
贔．． ．や量 み かbしも

これにより、九州横断自動車道関係で未報告の近跡は、東から顛に三梵基郡甚山町三）11下遺
と 會にた 、9 だ ●●う6 ●重... .. " . か“贔 こうだ あや

跡、 -~栖市畑ケIll遺跡・七浦遺跡 ・山都町遺跡 ・LIJ£EI遺跡、 三従某郡中原町香田遺跡2次 ・綾
. ~ ● . . .,, し●奮d、.,,,,.., "'"● だに Uん會つ にし●拿e,んばん●つ い，....●んば.

部城跡、佐買郡大和町束 山田一本杉遺跡・西山田二本松遺跡・西LL」m三本松遺跡・今山八幡原
ぬ鯰 （ ば ●人"・、., .. . ふじ., ... ● ...  ●●●た

遣跡 ・大久保三本松遺跡、武雄市甕)i窯跡、藤津郡嬉野町内野山北窯跡、となる．

2 • 調査組織
東宮祖遺跡 ・馬場遺跡 ・小野原遺跡 ・みやこ遺路 ・玉江遺跡 ・皿111窯跡 ・束幅寺遺跡の発掘

潤究は、いずれも佐賀限教育委且会のl((営半業として実施した。その発掘調査及び整理 ・報告

に関わる組織は、下記のとおりである．

発掘詞査 （昭和58・59・61-63年度）

総括 教育 長 古藤 祐 (58年度）・志岐 常文 (59-63年度）

教訂次任 大塚正辺 (58年度）・高橋一之 (58・59年度）

釈 意正 (59年度）・古賀 信夫 (61年度）

堤 清行 (61 · 62年度） • 野角 計宏 (61・62年度）

水野 翌 (63年度）・久間三郎 (63年度）

文化課長 中島 信行 （鵠年度）・北村 一義 (59-62年度）

武藤佐久二 (63年度）

参 事 尾形普郎 {62年度）・応島忠平 (63年度）

課長補 佐 山田 陸三 (58年度） • 高島忠平 (58 · 59年度）

尾形笞郎 (61年度） • 宮原浪幸 (61年度）

大坪英樹 (62~63年度）
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発掘関査総：括参 事 尾形善郎 (62年度） ・ 窃品忠平 (6~度）

課長補佐

謂査第 1係長

＜束宮裾遺跡＞

応品忠平 (58・59年度）・尾形菩郎 (61年度）

中牟田只治 (58-63年度）

文化財保護主事

指導主事

く小野原遺跡A区＞

田平徳栄 (58・59年度）

副囚正道 (59年度）

指導 主 辱 罰島 正道 (61年度）

嘱 託家田 淳一 (61年度）

くみやこ遺跡B・C区（小野原遺跡B・C区）＞

主 査松尾 吉布 (62年度）

指淳主事 lilt)島正道 (62年度）

文化財保議主平 家m 淳一 (62年度）

く玉江遺跡・馬場遺跡＞

指祁 主ホ 副島 正道 (62年度）

嘱 託 木島慎治 (62年度）

＜束福寺遺跡 ・皿Lll窯跡＞

庶務

主 査

文化財保護主事

嘱 託

庶務係長

松尾吉高 (62-63年度）

家田淳一 (62年度）

中島恒次郎 (63年度）

中野安正 (58年度）．硲池文夫 (59-62年殷）

稲宮安徳 (63年度）

主 査山下行夫 (58-61年度）

主 平 山口 勝 (58年度） • 井原裕子 (58 · 59年度）

束 矢明 (58・59年度）・鶴m 明美 (61-63年度）

西岡真一 (61-62年度） ・立塚清純 (62-63年度）

本Ill 恵悟 (63年度）

整理・報告 （平成5年度）

総 括 教百艮堤清行

教訂次氏 深）II弘ー ・土居正

文化財探 C: 窃品忠平

課長補佐 中牟田賢治 ・瀬戸 明廣
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調

整 理 文化財保護主事

報 告

嘱

調

文化財保護主亭

庶 務 文化哀庶務企面係屈

主

主

嘱

丑

査

係

係

長

託

仕

査

平

託

窃瀑

1忌永

百匂

窮瀬

家田

徳永

氷松

濱野

池re

哲郎

貞紹 ・武谷

正子

和彦

哲郎 （馬場遺跡）

淳一（東福寺遺跡）

A紹 （東宮裾遺跡 ・馬場遺跡・玉江遺跡

小野原遺跡・みやこ遺跡

皿山窓跡 ・東福寺遺跡）

和久

清子 ・鵞崎

学

義彦

瀬戸喜久子

3 • 遺跡の名称と所在地

本苔で報告する遺跡の名称と所在地は下記のとおりである。
りりしみ●H 4 U >り ・..た
束白裾遺跡 略号HMS 佐笈県杵品郡北方町大字笑甘字涌濯

（たんつ., .. ., . . ヽ●●鼠

九反坪・梅ノ尾・今山
た. . たらばな 0たしう “ “ 

佐双県武雄市橘町大字片白字馬場
だい... . ., ふ

佐賀県武雄市楡町大字大日字小ノ原
ごう，， ・

佐賀県武雄市橘町大字大日字郷ノ木
た". .,, し、 今ぞ，， .. 

佐賀県武雄市武雄町大字永島字溝ノ上
”し拿 ●た..., 

佐賀県武雄市橘町大字永島字北上野

ば U

馬場遺跡. ., ,,. 
小野原遺跡A区

みやこ遺跡B・C区
C皇え

玉江遺跡l・2区

玉江遺跡3区
・ら●●

llll山窯跡
とうふ9 じ

束福寺遺跡

略号BAB

略サONO-A

略号ONO-B・C

略号TAM-I・l1

略号TAM-lll

略号SRA

略-l}・TFG

佐賀県武雄市橘町大字片白字片白

佐賀県武雄市橘町大字片白字片白

今凪の報告にあたって、調査時の造跡名や地区名を変更した部分があるので、変更内容とそ

の理由を述ぺておく。

先ず、小野原遺跡A区であるが、発掘調査時には 「小野原遺跡A(略サ： ONO-A)」とさ

れている.r佐賀凩遺跡地図 （杵西地区）Jでは小野原遺跡よりし、むしろ馬場遺跡に近接した
地区で、武雄市教'ff委只全が圃場整個平業にイ半ぃ講査した小野原遺跡とは尾れた位滋にぁるが、

馬場遺跡とは東JIIによって画され遺構・遺物の内容や時期も全く異なっているため、潤査時の

遺跡名を節襲して小野原遺跡A区とする。

次に、みやこ遺跡B・C区であるが、両地区は潤査時には 「小野原遺跡B・C (ON0-8・ 

Cl」とされていた。ところが、位溢図をみれば小野原遺跡A区とはかけ攘れた場所にあること
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が一目煎然である．隣接する地区は武雄市教育委貝会が六角川河川改修事業に伴い潤査を行っ

ており、これと対照すると f小野原遺跡BJは茂手遺跡I・U区の束但に、「小野原遺跡C」は

みやこ遺跡VI区の西側にあたり、遺跡の時期や内容も一連のものとして理解できる．また、 r佐
賀県逍跡地図 （杵西地区）」では、ほぼ 「みやこ遺跡」の範囲に相当する。従ってこの両地区を

「小野原遺跡」の一部として報告するのは明らかに問題があり、遺跡の実態からも遺踪地図の標

記からも「みやこ辺跡」とした方が矛tuを生じない．武雄市敦脊委貝会による「みやこ遺跡」

の調査は六角JII河川改修関係が 1-lll区と命名され、園場整情ボ業関係は計画水路の名称を援

用した地区名が付けられている．これとの区別のために祠査時の楼記である「B・C」を生か

して、「小野原遺跡B・C」を各々みやこ遺跡B区 ・C区として報告する。

次に、玉江遺跡については 「玉江遺跡1・11・Ill区」として調査されているが、このうち「玉

江遺跡 I・II区」については、「佐賀県遣跡地図（杵西地区）」の玉江遺跡とは六角川を挟んで

相対する位沼にあり、従米の玉江遺跡が橘町の範囲にあたるのに対して武雄町に含まれている．

従って、「玉江遺跡I・Jl区」については本来であれば玉江遺跡とは別の遺跡として認盆すぺさ

ものである．「玉江遺跡Ill区」の隣接地区は武雄市教行委且会により六角川河川改修乎業と圃湯

整傭事業に伴って発掘ii11査が行われており、六角川河川改修事業関係は玉江遠跡1-111区、圃

場整傭事業関係は玉江遺跡4-7区として報告されている。向後の肱乱を避けるためには、少

なくとも武雄市数W委貝会の潤査区とは区別する必要があり、 「玉江遺跡 I・U・Ill区」をそれ

ぞれ玉江遺跡I・2・3区として報告する．

束術寺遺跡は、「佐賀県遺跡地図（杵西地区）」では 「束福寺古瑣群」として周知されており、

調査時や概戟段階でも「東福寺古項群」と呼称されているが、弥生時代中期の集落遺構守が重

複することから、本むでは全体を束福寺滋跡とし、古珀群に限った名称と して束福寺古項群と

呼ぶことにする．また、皿IIJ窯跡については、束福寺古項群の範囲にある周知の窯跡であり、

調査段階の記録類は東福寺古墳群の略号TFGで注記されているが、整理報告段階の記鉗類は

llllill窯跡の略号SRAで注記されている．

いずれにしても．潤査祖当芯の異動等により現沿をよく知らない者が整理報告を担当するこ

とになった結果、かなりの滉乱が生している．ここで報告する内容について関査祖当者の迂図

と反する部分があれば整理担当者の穴任であることは言うまでもないが、実際の遺跡を見たこ

ともない整理祖当者にとっては、限られた記録類と潤査担当者への聞き取りから閥充成果を復

元 ・椎測しなければならないのが現尖である．このような事情により、詞査担当者による所見

が本米は優先されるべきにもかかわらず、概報段階での記述と異なる部分については、本杏を

もって最終的な見格とせざるをえない。
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第2章 遺跡の位置と環境

1. 地理的環境
た". . "' . たがた . . た（ 

今同報告の遺跡が所在する武雄市及び杵湯郡北方町は佐賀県の西部に位沼し、束は多久市 ・
．．．． しろいし ●●9● なり.. . 亀● ふじつ し“た うしno

杵品郡大町町 ・白石町と、西l:l杵島郡山内町・長鯰県波佐見町と、面は藤注郡塩田町 ・始野町
.ヽ. . . ●し虞,,. ●9ら

と、北は伊万里市 ・束松浦郡相知町と、各々接している。

武雄市は、仮に市庁令を中心とすると束経130・l'18"、北緯33'11'24"に位置し、市域は東西9.0

~m、南北17.lkm、面積127.28Ja,tで、平成2年度の国勢訊査によれば、人口34.490人、世帯数9,640

戸の地方都市である。気候は1992年の観測で、平均気温15.5'C.餃な気温33.3'C、最低気温ー

4.o・c、年間降水菰I.791.5mmと温暖湿潤である。
"'ら ● し重

武雄市の地勢は松浦 ・杵島丘陵地によ って規制され、
• < ,, た...ヽ ..ご

北側の頁手野盆地（武内町）とIll古盆
.,., た". た"● たWA ●●v 

地 （若木町）、中央部の武雄盆地 （武雄町・橘町・朝B町）、
.. .,,,. ..  し●"""' 

南西部の川登盆地（束川登可

にし●砂'" と'"" 
酌 II登町）に大き〈区分できる．東福寺遺跡が位双する武雄盆地は、 •• 

広義の佐只平野の西端部
しうい' .. 拿(

にあたる白石平野とは六角）11を介して繋がりながらも、
・し直●重

南北に延びる杵品111111地によって迄ら

れて独立した世界を形成している．
, •.. うい●●●

四盆地閃辺の地形は、束側の杵恥IJUI地 (~ふ如1J:206.lm, il'J猛山：258.lm, 犬山岳：
""" . い・わ とくれんだ., """はな●●

342.0m, 飯盛UJ:317.8m, 白岩山：340.3m)、北束鵠の徳連岳・鬼ノ鼻11111」地 （徳述岳： 標
• こ... "うい. . .. ●● 

高443,6m)、北西憫の赤椋山山地 （蓬莱山：329.9m)、西側の御船山山地 （御船山： 207.4 
a< う~..ん ●● U いのく •

m), 南1111の虚空蔵11.1山地 （虚空蔵Ill:287 .9m)が屏展のように返なり、朝日丘陵 （猪熊山：
Uなし●

130. 7m)、花品丘陵、 おつば山丘陵が盆地111!に張り出して地形に強弱をつけている。段丘の発

達は顕著でなく 、扇状地も小規校なものが盆地関緑に点在する程度である．盆地中央部の六角
●9● "かい

)II流域は布明海沿ほ低地に連なる沖積低地で、盆地を囲む山地や丘陵地を小河川が開析した谷

底平野が放射状に延びている．
し●● 

武雄盆地を流れる河川はいずれも六角川水系で鳥本流である潮見川は、市内の西川登町と杵
じんらく

島郡山内町・長崎県波佐見町の境にあたる神六山 (446.9mlに発してJIJ登盆地を縫うように北
．がし● し●今

束に流れに後、武雄町永品と檎町永島とが接する辺りの地峡を通り抜けて潮見山を泡き込むよ
ふ・た が9お

うに方向を変え、更に北流して橘町二俣で武雄川と合流し六角JIIとなる。六角川はここから北

方町の地峡部を横断するように東流し｀白石平野に出て大きく蛇行しつつ布明海に注ぐ．

この地域の表)tj地質は、成因や構造の異なるIし1地の状況を反映してやや複雑である。山地 ・

丘陵地は古第三紀統の固結堆禎物と新第三紀統一更新統の火山性岩石、低地は完新統の未固結

堆積物が主体である。したがって土壌の母材も様々であるが、主として山地 ・丘陵地は褐色森

林土壌｀｛氏地は灰色低地土壌 ・細粒グライ土壌等が分布する．

植は、植林が進み自然植生があまり見られないが、潜在自然植生は照葉柑林 （暖温帯常紬
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ありあ" し·•.
広葉樹林）と考えてよいだろう。杵島IIJ山地の反対IIIVになるが、杵品郡布明町稲佐神社のシイ

林がその例として挙げられる“。

動物相は、大型炊ではキツネ、クヌキ、アナグマの3椋が確認されているが、県内の他地域

に生息するニホンザル、 イノシシ、 ニホンジカは早くに絶滅している•。

． ク
ノ
／
 、（ー
・、

ヽヽ

玄界瀾

/ ，-"、
¥ 東

"' 

゜

， -. 

。

図l 束福寺遺跡の位mc 1 : soo.ooo) 
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2. 歴史的環境

武雄盆地周辺の歴史的日境全般については「武雄市史」••ゃ r北方町史」・・’に詳しいので、こ

れを参照していただくとして、ここでは近年の遺跡詞査によって急辿に充実してきた芍古学的

な所見を中心に攪述する。

旧石器（岩宿〉時代では、遺構や遺物包含層の調査例は今のところなく 、橘町おつぽIIJ遺跡"・
"ば
卒場遺跡＂等でナイフ形石器が確認されている程度である ．縄文時代の遺物は各峙期に及び、朝
...  たば ,.,. . が拿 ごう n•

日町馬ノ谷遺跡”で1-z畑式土器、おつぽ山遺跡＂で阿高式 土・.rふ橘町繹ノ木遺跡“で晩期の浅鉢

が確認されているが、遺構を伴うものはなく飛的にも多くない．
髯 ..  

弥生時代開始期の刻目突帯文土器期から前期の遺跡では、武雄111T小楠遺跡＂の調査成果が特

策される。ここでは刻目突帯文土器期からIii]期中葉ま での遺物を包含するV字溝が検出されて

おり、地形に合わせて復元すると長径約170m、短径約140mの卵形に巡るものと推定され、内

部施設は不明ながら集落を囲う環濠である可能性が強い。この他、渠藷遺跡としては書橘町馬
'1 ONみ..." 
場遺跡 ・潮見遺跡"・みやこ遺跡＂ ・市場遺跡“ ・郷ノ木遺跡"が調査されている．

●じわし

弥生時代中期以降は遺跡の数が急増する．集落遺跡では武雄町梶l以遺跡,,・小楠遺跡＂、橘町
.... じ むで しし鯵い.. ., . .,. 

束福寺遺跡・茂手遺跡““・下貝原遺跡‘`・小野原遺跡“等があふ墓地では武雄町小楠遺跡"・
ヽじん●皇 し● ● C 

梶原遺跡＂ ・祇園山遺跡”、橘町釈迦寺遺跡...みやこ遺跡.........四ノ木遺跡＂ ・茂手遺跡.,.

岱ふ遺跡”・小野原遺跡...., . 寄箱臼遺跡” • おつぽLlJ遺跡＂、朝日町 i註籍遺跡＂、北方町憫
ん●9● . ., し皇●』

・出裾遺跡“”・椛島山遺跡,,• ., 等、盆地/Ii]緑邪を中心に多くの遺跡が確認されている。行銅器等
●●し9 だ"に•

の副葬品を布する品は特定地域への際立った集中はないが、檎町片白 ・大日地区（釈迦寺遺跡、
と●算か ＊•會•

みやこ遺跡、納手遺跡、輝ノ木逍跡）、武雄町百既地区 （祇園山遺跡）、北方町宮裾地区 ・朝日
b ●● かばし●

町上滝地区 （東宮裾造跡、北上滝遺跡）、北方町椛島地区（椛島11.lil'!跡）の4地域がややまとま
たヽ＾

りを成す。なお、橘町玉江遺跡は、かつて粘土採掘の際に中広形別矛を単独に出土した遺跡と

して知られていたが＂．近年の一帯の潤査でもこれに関連する集蕗や墓地の遺構は確認されず、

存鋼製武器型祭具の埋納遺跡であった可能性が強まった． .... 
古項時代前期の集消と しては、玉江遺跡.,. .,、納手遺跡“．小楠遺跡＂、朝日町森崎遺跡 ”等

が、中ー後期の集落は、市場遺跡.....、みやこ遺跡＂、湖見遺跡“、茂手遺跡““、納手遺跡”、

玉江四跨.,. .,、下只原遺跡“、武雄町野間峠這跡’‘等があるが、いずれも集落構造を把姐できる

程の成果はない．
たじ• こ . ~.. し，',..... 

前期古項は、朝 日町多蛇古 1号IJ't"や武雄町矢ノ浦古坑”といった前方後f(間、武雄町~I岩山
H ゃヽ

古卯 ・上の山古頃”、朝日町餅B兄閻古如 ・多蛇古2号卯‘、橘町おつぽ山古唄‘等の中 ・小
型円れが．中期古れは、円1Jtとしては県内最大級の規扱を11し初期の積穴式石立を内部主体と

たヽし』 鯰`＂”’
する橘町玉1:、1古墳”や、竪穴式石当を内部主体にもち鉄製哀J~具を副葬する北方町追分古tft'が

ある．
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● 鶴ノ木遺蹟

〇 市場遺鰭

● 山下遺筐

・ードrt臥遺鰭
・ 上鳥占項
● 納平遺闊

● 茂平遺邸

〇 おつl?ih遭蹟
〇 以湯遣騎（北昂綸占項界）

・ 板嶋 （二伐） 遺跡

● 休馴遺罫

● 庄I前違鰭
● 井f矯遺縞
● 訳這凶讀鰭

● 鴫瀬山頂~.!/!群

● 鴫瀑占1/tll'JI
● S!.~-; むJJ¥11,
• ilif,fl占1/141
● 上ハU古n
● 矢I遍,!;lit(矢I遍匹）

,.c・ 
-,,: 

竺ー一--砕
..,,, .. ~. ., ,, "_,,_,_. ヽ9ヤャ・- ,

• CJもII心墳 ● 北上穐遺邸
・ 野間峠遭藉 ● loltfllllifll 
● 武 （柄崎）械謁 0牧窯跡詳
R 小綸遺蹟 〇 立山古墳群

● 梶硯遺隆 . ;u分古n
〇 多蛇山占汽計 ● 惧判ILL経ヽ
● 雹尾"'遺駐(ti谷せ軍） 0 椛島山遺蹟
e w,1谷遺精 〇 箕匹t渾群
● 綱ll丸Ill古in e.+: 地古m
• t,i崎遺躊 ● illt;l'・iJl猛'"古填肝

図2 武雄盆地屈辺の主な遺跡 (I: :,-0,000) 
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古墳時代後期には、特に杵ll山山地LL!魔一帯での群築れの形成が顕若である。杵烏山の北惧
•n ぐ ●● >d,.,t い.,う,,

から洒側へかけて主なものを列記すると、北方町箕具崎古JJ't群'・水池古れ群・勇猛山古項群”・
な...,  も" ,,. . . たし. .,., じ
鳴瀬山頂古墳群尺は町鳴瀬古項群・片白古項群・東福寺古JJ't群、守がある．杵為111111地以外の

みぞの う人りがし し●み たら●●
盆地周絃部にも武雄町溝ノ上束古積群＇、橘町潮見古泊 群、北方町立山古墳群’”等があるが、

杵島山山地側と比ぺてやや疎らな印象は否めない。後期古坑のはとんどは小規模な円項である
し●● 

が、橘町潮見古積”は径約25mの円項で、豆宮な馬具等の出土で知られる。また、未調査ではあ

るが箕具崎古柑群や束福寺古墳群の中には全長30m未満の小型の前方後円!J'tが存在することが

確認されている＂・
..  ん ・し●

律令期においては、武雄盆地一帯は肥前国杵島郡の範棚にあたる。杵B郡は「肥前国風士記J
た,.. 

に 「郷翡所、里一十三、 ＂笠所」とあり、この風 土記所載の4繹は 「和名襄i棗抄」の多歎 ・杵

因・品社・椅如、駅は「延喜兵部式Jにみえる杵島駅と巧えられている．これらの郷や駅そ
して郡街の故地の比定には諸説があり、杵島郡紺の所在地については「肥前国風土記Jや同逸

・ながた こう●
文の記述や地名等から現在の北方町北方から窃野にかけての一帝が有力視されているが、遺構

や遺物からその位滋を決するには至っておらず、橘町おつぼ山神寵石"の存在等から橘町片白・

大E1地区を候補地として挙げる向きもある。当該期の生産遺跡として北方町宮裾地区一帯に須

忠器窯跡群が知られており＇ ．＂、郡街との関わりで注迂される。築落遺跡としては、玉江遺跡＂

で掘立柱建物が確認されている以外は潮見遺跡・＇、みやこ遺跡“、茂手遺跡“、等で若干の土坑

等が検出されているに過ぎない．

平安時代中後期には記前国内で多くの荘1l!1が成立しているが、本地域の関述で特に預要なの
●がし●

は蓮華王院領長珀荘である。長〇荘については関連史料の集成”や他l別研究` ’●●.... が公にされて

おり、それによって立荘の過程や在地領主によるオ地開発と経営の実態等がかなり明らかにな

っている。長り荘の荘域は武雄盆地閲辺の過半を占めており、鎌倉後期の史料ではあるが肥前

因内の公領 ・荘図を網羅的に知りうるil'.応五 (1292}年八月十六日河..t: 点造営用途支配惣eJ数
““た●... 

注文（河上神社文書第23号）＇‘によれば 、杵島郡関係では庄園分として長岨庄・太田1主・大町庄・

杵届箭品庄・クJ1.t.庄．入命國・孤薔社 ．羅位社・紐点 （社） ．椅点（社）が、公Ill分として和紅
＂くごう .. •· ' . んざ3

北輝・六箇里保が挙げられており、長珀庄は一干五百十七Tと肥前国内では神崎庄三千・Tに次

ぐ広大な荘園である。荘の政所は、建治三 (1277)年十二月・U・EI地頭頷家田地屋敷注文案（橘

中村文沓第7号）＂中の ［一、しやうふんのやしき ー所、まんとこが,.艇、つめ」の記述か

•••• 
ら、橘町中橋にあったものと推定されている。

""'・・ つ皇 つ●..  ご .. 
在地領主としては、武雄社大宮司伴 （藤原）氏、橘菌際氏、基崎後藤氏等が有力氏族と して

,.. ばな•んなり

史料に登場する。とりわけ橘公業が長唆荘惣地頭と して入部して以米、長嶋荘在所にあって地

頭領主制を殷開させていった橘蘇摩氏の動向は、艮岨荘の開発過程を甜るうえで貧要な鍵を握

っている．
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平安後期から中世の遺跡としては、みやこ遺跡＂、 市場遺跡＂り ...、郷ノ木遺跡＂、茂手逍

酎 、i誼（竺履）遺跡“、iii早遺跡”、小野原遺跡.....、玉江遺跡＂、 小楠遺酎、梶原遺跡丸
.. . ばし

井手拭遺跡°等で村洋の一部が、潮凡遺跡“では在地領主の館かと思われる遺構群が瀾査されて
... ん.,. . ... ... た".. 

いる。また、平安後期の経塚として北方町糸判I、Li経塚＂、武雄町矢ノ浦経塚,.、朝 u町牛ノ谷（笹
M • • • .. ぼ●●

尾山）経塚`＇、橘町駁山神社経塚16等を学げられる．

, - ·~· . たか戦困期には廷崎後藤氏が武雄盆地閥辺をほぼ押さえていたが、天正 5 (1577)年に龍造寺隆
のぶ ヽ•ぇ●ぶ

信の3易家侶が後藤家を継ぎ、武雄地方は龍造寺氏の支配下となった．

天正15(1587)年の翌臣政権による九州平定をもって当地方は中世から近世へと移行する。
い,,. . ペ"

武雄領 （＆）主後藤家は家但の嗣子茂綱の代に鍋島と改姓し、武雄鍋島家は佐沢藩の親類同格

として佐賀藩家芯靱を努めることになる。近世の武雄地方を甜る上で欠かせない紺磁器生粒は、

北部の武内町・ 若木町と南部の東川登町 ・西川登町とに窯場が集中し、淘笞の生務が主体であ

る。現在、武雄,Ii教訂委只会によって市内の＇糾磁器惑跡についての詳細分布調査が進行中であ

り”、その実態が次第に明らかになっていくものと期待される．
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第 3章
ひがしみやすそ

東宮裾遺跡

ひがしみやすそ

迫跡名：束宮裾遺跡（略号HMS)
さが さしま きたがた

所在地：佐賀県杵島郡北方町大字笑畠字惰f箭籍う嘉
くたんつぼいまやま

九反坪・今山



ひがしみやすそ

第3章東宮裾遺跡

I. 東宮裾遺跡の概要
·~·· ●會' . . . . ● ●たがた ●●●● 曹な、重り とく..,,,. 

東宮裾遺跡は、佐賀県杵島郡北方町大字大崎字柳町1503外に所在する。遺跡は徳連岳山地か

ら南に延びる舌状丘陵に挟まれた楼応8-!Omの谷底平野にあり、周辺で発掘調査の行われた
たも..  

主な遺跡と しては古1.11時代後期の立山古積群 （北方町教委1976・佐賀県教委1985)と平安時代
．． 

前期の牧窯跡群（北方町枚委1976)が学げられる。

束宮裾遺跡は、昭和37(1962)年の水U1耕地整理中に巴形銅粒笞の岡葬品を収める石送土器

,!'ii裂が出土したことで発見された．昭和44(1969)年に当時の県教育庁文化財主査木下之治氏

等が、発見者であるllJ下二郎氏の保行していたこれらの逍物の存在を知り、急濾、発掘調在が

企画された。第1次潤査は昭和44(1969)年12月3日-4日に｀第2次渕究は翌昭和45(1970) 

年3月26日-300に災施され、この2皿にわたる瞬査によって副葬品の出土した土器棺猛に加

えて 、 大型土硲棺~\ ・ 小型土器棺墓 • 石溢土坑謀各 l 袖を検出L、弥生時代後期初穎頃の慕地

であることが明らかになった （佐賀県文化館19703・1970b).今回の九州横断自動車辺建設に

伴う調査は、これに続く第3次調査ということになる。その後、東宮裾遺跡では 1区束方のJそ．

陵上で宅地造成に伴う躙査が実施され、尾根の先端部に築かれた小円墳の項．丘下から弥生中期

前半の土器柁甚6某と岩盤を剤り訂いた石溢士坑i硲・土坑廷8基が検出されており＂、時期と立

地の異なる弥生時代慕地が近接して存在することがわかった．

今回の岡査では、対象面校30.200m'を工ヰ等の関係で南から順に 1-111区3箇所の濶企区を

設し、 3,390m•の範囲について関雀した。なお、 11区はUA区 ・IJ8区・IIC区に3分した．

l 区(•;:富計）は長）i形の調企区で南端部は削平されており書中央部,ti寄りに集中して石棺
ぅぁ.,t 

必 • 石溢土坑ふ沼各 1 某とやや不整な土坑 2 甚を検出した。 DA区 （字梅ノ尾）は雨北に長い調

在区で~ 南1l11で隣丸方形の竪穴建物 1 棟、北側で小児用の土器棺~]基を検出した他に土坑数

恥 ,Jヽ 穴群があるが、閤査区の東西両側には逍構が分布しない。 TIB区（字iし使尊）も宙北に
長い調査区で、製査区内の西爛は削平により遺構が残っておらず、東側北半部分で土坑・小穴

数枯を検l.llした。IIC区 （字九反坪）は南北に細艮い謂企区で、北側に集中して土坑数墓・小

穴を検出した。 Ill区 （字苓~i) は丘陵船のやや斜面になる台形の潤査区で、まばらに分布する
数基の土坑を検出したのみであった.n・Ill区の遺構から出土した這物は弥生時代中期の土器

がほとんどであるが、 1区SK026からは後期に下る天料がややまとまって出土した。

以上のように、東宮裾辺跡の今次内究では弥生時代中期～後期の集活と墓地の一部を確認L

た。特に 1区は第 I・ 2次調査地点の西に接しており、この辺りが比較的短期間に狭い範囲で

営まれた墓地であった可能性が強まった．
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2 • I区の遺構と遺物
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I) I区の遺構（図り

1区 (570而）は、第 I・2次閃査で弥生時代墓地が検出された地点の函に接しており、関連

遺の広がりが予想されていた（ただし第1・2次調査地点の位漑が正確には特定できず、今

次調査地点との関係は厳密には不明である）。 1区では、石棺磁 J基、石蓋土坑慕 1基、不整形

土坑2碁等を検出した。遺構検出面は耕作土下の肯灰色枯土で、石返土坑溢の滋石が自頂によ

り沈下していた在の軟弱地侶である．土坑から弥生時代中期～後期の土器が出土した．

SK026 • SK027(図 5)

l区中央部に位翌する不整形の大型土坑で、用複するが先後関係は不明である,S K026で、

・氏軸2.0m、冠軸1.-1m、深さ0.2m、SK027で長釉1.4m.俎軸0.9m、深さO.lmである。埋土

中からややまとまって弥生土岱が出土した。

S CD24 (図6)

1区中央部南束寄りに位四する小型の箱形石柁募で、 小児用と思われる。頭位はN60'Eであ

る。棺は内法で長さ1.lm、頭位幅0.3m、足位9嶽0.2mである．両僻の小口は各々 1枚ずつの板

石を立て、両8ll石で挟む組み合わせとなっている。側石は2枚ずつの板石で、函鋼は外に押さ

えをもう一枚立てている．蓋石は、 3枚の板石では1れ覆い足位tll1にもう一枚を付け足している．

掘方は検出状態で、艮軸1.7m、幅Lim.深さ0.6mのいびつな仕楕円形である。抵方に梵石を

立てて、灰褐色帖質土を充峨させている。遺物は出土しなかったs

ヽ
L _j 

廷m
し一

。
3m 

閃5 I区SK026・SK027(I :60) 
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scm (図 J)
1区中央部雨寄りに位ぼする石葦土坑墓で、頭位はN47'Wである．掘方は開丸長方形の2段

掘りで、 1段目で長軸2.4m、幅I.Im、深さ0.3m、2段目で長軸1.9m、閤0.6m、1こ而からの

深さ0.5mである.2段目の上に8個のやや厚みのある緑泥片岩の板石で返をし、頭位にはこれ

らの至石に続けて板石を横に立てて据え、その背後に支えるよ うに石を四いている。坑底に赤

色顔料が少蛍付沼していた。遺物は出土しなかった．

2) I 区の遺物 （図 8• 9) 

S K026出土遺物 （図 8• 9) 

弥生土器 1-9は甕形土器 （以下、 「00影土器」は00とのみ省略）の口絃部である。断

面L字形のものと断面T字形のものがあり、 1は0緑下に断面三角形の突帯を 1条巡らせる．

JO・11は甕の底部でいずれも安定した平底である,12は窃杯の杯部で鋤先状の口緑部である。

13は高杯の脚部である,14は胴部が箕槃玉状に屈曲する壺で、月部に述絞する 6条の突帝を巡

らせる。頸部以上は欠fJIのため不明であるが、かなり細い頸部が悲定される。 15は胴部が綬や

かに1ii1曲する無類の壺で、口緑部は内傾して以っすぐ終わり、）111曲部の上位に連絞する 5条の

突帝を巡らせる．胴部下位には焼成後の穿孔が1箇所ある。 16は屈曲部から底部にかけて急に

すぽまる形態の広口の壺と思われ、頸部に1条の突帯を、胴部の屈曲部に連絞する 3条の突帝

を巡らせる。 17はやや不安定な平底の壺の底部と思われる。18は大型の復合tl緑壺で、接合し

ない部分を図上で復元したため、若干の狂いが生じている可能性がある。口紬部は弦く屈1lbし、

類部に断面三角形の突帯を、胴部最大部に新面コ字形の突帯を巡らせている．

鉄銭 19は茎を大きく欠損する鉄鏃で、鏃身部は偽平な木葉形、茎部は断面長方形である。

現存長7.2an、鏃身部最大幅2.9an、鏃身部駁さ0.4cm、茎部幅0.8cm、坐部厚さ0.4cmである．

3 • II区の遺構と遺物

I) IIA区の遺構（図10)

DA区(980吋）では｀弥生時代中期の竪穴建物l棟、 小型土笞棺姦）基、土坑5基、 小穴等

を検出した。遺構は調査区の中央部に南北の帯状に分布しており、束西両側にはない．

S H009 (図11)

DA区雨端部に位置する竪穴廷物である。平面形は長軸4.3m、短軸3.8mの術北方向にやや

長い隅九方形であと残存吃窃0.2mで全周に生溝を巡らせる。床面は平坦で、小穴が数基あ

るが、主柱穴と特定できるものはない。貼り床等の構造や炉等の施設については不明である．

遺物は床面上から磨製石芹が1点出土した他、埋土中から弥生土器が少凪出土した。

S JOOI (図11)

IIA区北側に位霞する小型の合口土器棺墓で、小児川と息われる。頭位はS50'E、埋置角度
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はがとほぼ水平に近い..I: 部が削平され遺存するのは半分以下に過ぎず、掘方の状況も不明碓

である。下寝に水抜き穴が穿たれている（ただし実測原図に図示されていないので、函11には

表現されていない）．

S K002 (図10)

□A区の北束部に位霞する長紬1.5m.短柚I.Omの土坑である。涅土中から弥生土器が少量
とf'l盤形石製品が出土した．

S K004 (図10)

□A区の中央部北寄りに位沢する長紬2.6m、短軸0.8mの土坑である。埋土中から弥生土器
が少黛と煤耀岩製石鏃が出土した。

S KOOS (図10)

IIA区の中央部に位沢する土坑で、 SK006と望複するが前後関係は不明である。長軸0.8m、

短紬0.7mである．埋土中から弥生土料が出土した．

S KOOB (図10)

□A区の南価l東寄＇）に位沼する長柏 1.2m、短軸0.6mの土坑である。埋土中から弥生土器が
少揖l.ll土した．

S KOIO (図10)

IIA区の中央部束嬬に位置する長軸1.4m會短紬0.8mの土坑である．埋土中から弥生土器が

少拭出土した。

2) Il A区の遺物（図12• 18) 

S H009出土遺物（図12• 18) 

弥生土器 (20-22) 20は甕ないし鉢の口給部で、断面L字形である。 21・ 22は甕の底部で

ある。

靡製石芹 (98) いわゆる太形蛤刃の石芹で、基部と図の裏面側を大きく欠捐する。

S J001棺体（図12)

弥生土器 (23-25) 23はSJ001の上甕、 21・25はSJ001の下甕である。潰存状慈が悪く、

接合も図上での復元もうまくいかなかった。いずれも日常用の中型史を転用したものと思われ、

口紐部は断面L字形である．

S K002出土遺物（図1 2 • 18) 

弥生上器 (26-27) 26・27は断面L字形の甕の口緑部、 28はやや大型の史の底部である。

石製品 (97) 円盤形の石製品で全面が庖かれている。凶の表面中央部に浅い窪みがあり、

紡錘車の未製品の可能性もあるが、厚さがかなりある点でやや異なる印象を受ける．

S K004出土遺物（図18)

石鏃 (96) 黒耀岩製の凹基式で、荼部の一端を僅かに欠く以外は完形に近い。
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S KOOS出土遺物（図12)

弥生土器 (29~37) 29~34は断面L字形の寝の口緑部、 35・36は平底の甕の底部である。

37はやや特異な形態の小型の壺で丸底である。類部は内傾ぎみに直行するが、体部との接合部

分の遺存状懇が悪く、頸部以上の傾きはやや不確実である．器面苫整も摩粍により不明である．

S KOOB出土遺物（図12)

弥生土沿 (38) 甕の底部で、安定した平底である。

SK010出土遺物（図12)

弥生土器 (39) 甕の口緑部で、断面はやや未発達なL字形である．

3) ll B区の遺構 （図13)

B区 (740m')では、弥生時代中～後期の土坑5基と小穴10数碁を検出した。調査区の酉側半

分は削平されており、遺構は存在しない。

S K014 (図13)

B区の束測中央部北寄りに位沢する長軸2.8m、短軸2.lm、深さ0.Smの上坑である。埋土中

から弥生土咎と砥石が111土した．

り LI B区のii物（図14• 18) 

S K014出土ii物（図14• 18) 

弥生J湛 (40~57) 40~48は甕の口絃部で.40-45は断面し字形の口給部上面が水平なも

の、 46・47は口緑部l-.面が内傾するものである。48はく字形の口絃部で時期が下るものである。

49~52は甕の底部である.53はおそらく精製広口壺の口緑部で、やや未発達な鋤先状口緑であ

ふ 54は壺の底部と恩われる。55は益、 56は笞台である.57は長方形の透かし窓を持つ鼓形船

台で．時期が下るものである．上部と妊部を双方とも欠/Jlするため全体の形状は推定によるが、

旧状は上下2段の透かしを1「するものと思われ、透かしのfillに平行沈線で画した連続骰斜線文

を巡らせる．

砥石 (99-101) 99は断面不整五Jり形の砥石で、久:Htする上下以外の全局を使用している．

100・101は尺方形の板状の砥石である．

S) n C区の遺構（図1S) 

□c区 (200m')では土坑7基と,1ヽ 穴数基を検出した。弥生時代中期の遺物が少黛出土した
が、いずれも掘り込みが没（、確実にこの時期の遺構であるとは断定でさない，

S K018 (lllllS) 

UC区南端に単独で位沢する長軸l.9m以上、短軸1.2mの土坑である。埋土中から弥生土辟

が少fit出土した．
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S K017 (図IS)

UC区北側中央寄りに位置する長粕2.2m、短軸2.lm、深さO.lmの土坑である。坦土中から

弥生土器が出土した。

SK018 (図1S) 

nc区北側に位四する長軸2.3m.短軸1.3m以上、深さO.lmの土坑である。 SK019と重複

するが、新旧関係は不明である．埋土中から弥生土料が出土した。

SK019 (図IS)

UC区北側に位置する長軸1.5m、短軸1.2m、深さ0.lmの土坑である.S K018と預複する

が、新IB関係は不明である。埋土中から弥生土沿が少拭出土した。

S K020 (図IS)

DC区北側に位沢する長軸l.lm、短軸0.4m、深さ0.2mの土坑である．埋土中から弥生土器

が少紐と磨製穂摘具が出土した。

S K021 (図1S) 

NC区北側に位置する仕軸I.Im、短軸0.6m、深さ0,3mの土坑である。塊土中から弥生土諾

が少磁出土した。

S K023 (図1S) 

TIC区北側に位置する長紬0,9m、面軸0.6mの土坑である．埋土中から弥生士器が少量出土

した。

6) n C区の遺物 （図16~18)

S K016出土遺物（図16)

弥生土器 (58-61) 58・59は中型の甕で、 58の口緑部断而形はT字に近い.60・61は問一

個体と思われる大型の壺で、 lll祁部の突帯は断面コ字形である。

SK017出土遺物（図16)

弥生土器 (62-74) 62-67は中型の甕の口緑部、 68-73は甕の底部である• 74は壺の妊部

と思われる。

S K018出土遺物（図17• 18) 

弥生土器 (75-83) 75・76は甕の口緑部、 77-79は復の底部、 80は広口壺で鋤先状の口絃

部、 81は壺の底部である.82・83は窃杯の口粒部と息われる．

敲石 (102・103) いずれも図の表裏両面の中央部に顕若な使用痕のある敲石で、凹石とす

ペきかもしれない。

S K019出土遺物（図17)

弥生土器 (84-86) いずれも甕の口緑部で、 84は断面L字形でやや内傾し、口緑下に 1条

の三角突帝を巡らせる．
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S K020出土遺物（図17)

弥生土笞 (87-89) 87・88は甕の口紐部、 89は甕の底部である。

硲製枇摘具 (104) 外湾刃半月形の応製穂摘具で、孔問長は心々で1.8cmである．

S K021出土遺物（図18)

弥生土硲 (90-93) 90・91は甕の口緑部で鋭先状を示す.92は甕の底部、 93は広口壺の頚

部である．

S K023出土遺物（図17)

弥生土器 (94・95) いずれも中型の曳で、 94は断面L字形の[I絃部、 95は底部である．

4. m区の遺構と遺物
1) Ill区の遺構（図19)

Ill区 (900吋）では、土坑7陥等をまばらに検出したのみで、出土遺物も僅少であった。

S K003 (図19)

Ill区中央に位沼する艮軸3.7m以上、短軸2.3mの土坑で、 SKOOSと巫複するが新(El関係は不

明である。埋土中から円盤形石製品が出土した。

S K004 (図19)

Ill区中央に位骰する長軸2.2m、短軸0.8mの土坑で、埋土中から弥生土な約が少依Ill土した。

2) Ill区の遺物（図20)

S K003出土遺物（図20)

石製品 (107) 片岩質の磨製石製品で、局絃部をT寧に面取りする。用途や時期は不明．

S K004出土遺物（図20)

弥生土器 (105・106) 105は筒形器台の鍔部で、汲面に赤色顔料が僅かに残る。106は壺の

底邪である。

5. その他の遺物（図20)

その他、各区で遺構に伴わずに出土した遺物で特徴的なものについて報告する．

石鏃 (108) I区で出土した/.¥¥耀岩製の凹基式石鏃で、先端部を僅かに欠損する。

石鍋再加工品 (109} 調査前の現地跨企時に採染されたらしい滑石製石鍋の再加工品であ

る。いわゆるバレン形の製品で、石鍋の鍔部を鈍状に用い中央部分に残る:/Lの内部に棒状の鉄

が遺存する．

須恵岱 (llO) 0区で出土した仮l形のつまみを持つ短頸壺の益で、 天井部は回転ヘラケズリ

である。

自磁 (III・112) 共に 1区で出土した}jiJ僻体の口禿げの白磁椀である．
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裟I 束宮裾遺跡Ill土遺物一む U油tのlllf~U... g. ()  Iバ~;;;fl(

這慟1号鼻日1号出土遺鑽 遣物の覆類 注I f咋!RI匹闘J曇,1●l鼻1111 色鯛•石材 翌鋒蕃吾
I 図8 1区SK026 沐生・t沿 ・甕 (D(3Ul 浅賀P色 9訊叫553
2 図8 1区SK026 沐生;t:沿 ・甕 ① (I) (28.8) 内；浪黄色・外：ヽこJ:¥・誡は色 9300,15-17 
3 図8 I i,i; SK026 ,i!;<ll土わ .ll (31.0) 汲寅位色 93001546 
4 図8 1区SK026 弥,~-~-沿 ·ll! Q)① (四.2) 内：褐色・外：にぷい貨＆色 9300,1550 
5 図8 1区SK026 弥生土ね ・遵 (29.0) 内：褐色 ・外 ：n色 93004552 
6 図8 1区SK026 弥•et:妬・史 (1)(25.2) 内： にぶい貧a色・外 ：設色 9300<551 
7 図8 1区SK026 外••.t料・史 (1)(26.、I) 町貧褐色 9300,1545 
8 図8 I仄SK026 弥生1:お・史 器① (27,0) にぶい貨楼色 930045<8 
9 閃8 1区SK026 弥·~上岱 ・史 (26.6) 汲賞位色 93004549 
10 図8 1区SK026 弥t土溢・史 (9.0) 内 ；且1渇色・外 ：浅貨ほ色 930045お
II 図8 1区SK026 弥生~,お・虔

① ④ ① ② ② 8(((1(922.546R.1.、.. I) 666) ) ) (6.8)④ 17.2 

内：愚褐色・外：によい沢n色 93004:,54 
12 凶8 区SK026 弥生上岱・ ~II' 汲貿ほ色 9300454ヽ
13 1:116 区SK026 弥!~J:牲 ・ill杯 汲貨代色 93004560 
u 闊＆ 区SK026 弥生土お・壺 灰賀色 9300<逗
IS 閃8 I.. SK026 弥-~上，l1・壺 a色 9300,559 
16 kll8 区SK026 ~!~.I: 笞・必 R5① (2.74 .2) 浅1',Q色 93004芯1
17 図8 仄!;KOt6 体生土若 - ~ にぷヽ贋旧色貨ほ 93004滋
13 閃9 区SKDZ6 弥生 I:笞・む

$7② 0)① (((2-25. 1頌4.<1.6.0加) )) ① .9('/)1) (49.2) 
内・ によい 色・外 ：は色 9:l004S61 

19 図9 仄SK026 鉄 ・' 畑 4蛉4
以図12 ＾区511(1()9 外生士お・遵 ほ色 93004513 
Zl 図12 A区S11009

弥,ll::h生上t.岱li・文 内 ：昂灰色・外：賞屯色 93004514 
22 f.:11? II A l{SJ-1009 ・文

② ① a)① ② 1(27(((29謡.97.4,..20) 4) ) ) 

n色 畑 515
23 1'4IZ II A区SJOOI 体生J:西・史 こヽぶい黄a色 9珈 510
21 閃12 II A !i{SJOOI 沐生・t.石・安 淡貨色 9如引I
お 11112 II Al,(SJOOI 沐生土お ・文 淡賞色 9珈 512
％図It 111¥f,(SK002 体生 お・邊 #Ill色 9叩M逗

” 
t!412 llA!fSK切 ,)1;1, t苔・虔 ① <ZS.O) 内 ：t及貨..,色・外：貧ia色 ~537 
ね因12 II Al<SK磁 ％生j・,a..甕

② (])02(?7,,8l) ) 
崎貨a色 9:l(J(M5J9 

切図12 II A区SK姻 弥生 -~-11 -l!! 灰.~色 9珈 503
30 じ12 II A区SK姻 休生+.苔・史 ① ① (27.0l に.I;い賣橙色 93004502 
31 1!412 II ,¥ Ii(SKOO., 体生.J:Z,'遷 (24.8) 灰,・,色 9珈 501
況図12 II A区SK姻 休生 I:笞・ 央 ① (26.1) 淡#~色 93004505 
33 "412 nA区SK姻 沐1'.J:笞 ・甕 (1)(31.0) 内 ；灰,/ill;.色・外 ：代色 93004506 
“図I? II Al".SK姻 沐生t若 ．甕 ①<2)1;は,<U l 灰.~/色!¥灰 9300450』
35 ll412 II A区SKoo.; 弥'I•,上粉 ・吏 内 ： 色 ・外：は色 9300450S 
％図12 II A区SK姻 弥生十．芯・ 定 ② (6.3) にぷい賞a色 93001507 
37 l412 II Al.(SK郎 弥生上笞 ・,1; ~.4~14.8@14.:J にぶい寅け色 93004霙
渇 図12 II A区SK切8 淋!~. l・,Z,, 央 ② ① (6.8) 沢Ill色 93004540 
団以12 II A Ii SKOIO 沐生ヒ諾 ．遵 (24.8) 沢応色 9300,1541 
40 t>ll4 II 8区SKOl4 沐生上訟 ・髪 ① ① (3-0.8) 汲尻色 93001516 
41 1)114 II B区SKOi~ 弥•t-.上訟 ．央 (29A) n色 93004519 
42 lil14 ll Blx.SK014 沐生．ヒ笞 ，滉 ① (29.6) 賞泣色 93004522 
3ヽ 141< II R区SKOl4 沐生上岱 ．滉 (1)(I) (25.4) d凜）色 93004521 

“ !litヽ II l!l;i:SK01' 弥生t笞 ・甕 (27.6) ~,me~ 93004520 
,s 訳" II B区SKOi< ~-~. ~ 岱・浸 (1)(l) (27.6) 汎n色 畑おお

46 1)11• llll区SKoi; 弥屯＋．む・文 (31.0) ~,IQ色 93004517 
41 l~ I< II B区SKOL< ,l!;•pJ.11:, ・提 ① (28.6) み<Kt色 93004518 
,s Ill !~ II Bl>CSKOI< jj: 虹 石 ・這 ① (28.6) 貧伶色 9300•524 
9ヽ till< ll llli!:SKOl4 弥1'.I;甜 ・史 ② (6.2) 内：昂灰色・外 ：にぶい貧柑色 虹004528
団図1' II Bl><SKOI< 弥生tn・甕 ② 怠(6.2) 内：貧G色・外：~'位色 91-0い笠6
SI 図 I◄ II Bl~SKOI< 弥生土わ ・直 (6.3) 内 ：浅貨位色・外・外： ifr."1色 93004527 
52 以 I◄ 11 BllSK014 弥’に~f; ・史 (7.2) 内 :l!l'li色 ：買橙色 9珈 529
”図14 II Bl~SK01' 弥生七n,,;; 賀位色 9珈 525

“ !>114 II Bl>!SKOU 弥生 ヒ沿 ・＆ ② (10.0) 紐貨"'色 匹 530
ss 図I< II Bt;,(SKOU 弥生七わ・雀 ① 」漬(S杖応.7 貨口色 螂 531
56 図1, 11 lll;(SKOI• 分屯土お ・四台 .2) 内 ・1こぷい沢〇色・外 .fq色 9300,1532 
57 図14 II Bt>(SKOI• 弥生上沿・ 苫台 内 ：烹苓色・外 ：浪貧色 9300,533 
58 図16 II C f;lSKOl6 弥生上比・ 直 ① (30.2) 内 ：9こぷいR色・外 ：,i色 9300<564 
”図16 IIC区SKOl6 jj:•~.J: 沿・ぇ ② 6.7 にぶい欽n色 93004565 
6() l:lll6 II C区SK016 件生土澁 ・史 ① (41.8) 浅貿m色 9300心63
61 閃16 II C区SKOl6 弥•t-. 1:松・史 器④ (62.8) i父貴 9300!:,63 
臼図16 IIC区SKOl7 弥生+.お・丸 （お.2) にぷ9・沢控色 93004滋
63 閃16 II C区SK017 弥•t」：沿・文 (25.6) n色 93004571 

“ 
図16 II C l~SKOH ~; 生土店・這 (I)(沈.6) 内 ：浅寅n色・外 ：貨R色 93004お9
岱図16 IIC区SK017 外•t I: 岱 ・史 ① 器(31.1) 位色 93004570 
幼 f.ll16 JI C ll SKOi? ~· に1渇f・ll! (27,51 茂貨Ill色 93004お7
61 図16 II C区SK011 弥中~'. 2'J ・史 ('£1.9) 貨位色 畑滋
68 図16 II C li!;SK017 弥生土岱・実 ~-9 内 ：桟寅n色・外 ：1こぷいa色 畑 576
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遺輸●＇舅区 ●号出土遣蠣 遺檎の直m 注i !•l!U!Ul麟書3曇さTIIIHU 色鯛• 石材 置綽●号

69 図16 UC区SK017 弥生土鉛・費 ② (6.8) 内：明貰褐色・外 ：にぶい貧は色93叩4577
10 図16 nc区SK011 弥生土~-甕 ② 6.7 覆色 93004573 
71 r'116 II Cl!SK017 弥生しヒ岱・ 這 ② 6.5 内：にぶい貨覆色・外：Ill色 93叫 572
72 図16 II Cli(SK017 件生土岱・ 聾 ~.5 内：にぶい賞覆色・外：a色 9珈 574
73 図16 IIC区SKOi? 弥生1:岱・ 史 ② 6.3 内：賞佗色・外：浅賞a色 9珈 57;
1, 図16 UC区$K017 弥生土む・壺 ② 7.6 内；汲賞代色・外：lこ1,い貧a色9:ioo,;1s
15 図17 UC区SKOL& 弥生土お・滉 ① (l) (37.6) 内：灰貿色・外 ：にふヽ 渭Uら 9碑 583
16 囚17 II C区SKOIS 弥生土ね・錢 (26.4) 橙色 9珈岱2
77 凶17 IIC区SKOIS 外生k沿・ 交 ② (U) 内：にJ;\•賞橙色・外：檀色 93004添
78 図17 11 CKSK018 体生;1：石・ 甕 器I 内：灰賞色外 ：にぶい寅控色 93004584 
79 閃17 IIC仄SK018 体生土召・費 .2 内：ヽこ,l:ヽ、Ill色・外：桟賃n色 9300ヽ認6
80 閃17 II C区SK018 弥生ゴ：臼・壺 ① (L)6(2.52 . •) 1!1色 931)()1580 
81~17 nc区SK018 作生土臼・返 内：Q色・外：にl:l•lll 色 9珈謁7
82 tilll7 IIC区SKOl8 弥生土笞・己杯 ① (29.6) !ll色 9珈胡I
83 図17 nc区SK018 体生;t.Ii・ 高杯 ① (28,4) 帽色 9珈 579
釦図17 rr C区SK019 弥生土芯・史 ① 器(26.8) lll色 9碑 590
85 図17 II Cf.(SK019 沐生:t.i,・甕 (25.4) 内：によん・屈色・外：Ill色 9蜘 589
86 図17 11 C区SK019 弥生上む・史 (25.6) 汲貨祖色 9珈 588
87 図17 II C区SK020 ~tl,:t·. 匹・吏 ① (23.4) 内：にぶい賞Ill色・外：汲賞a色93004592
邸図17 ll C区SK020 1)11;~; 上苔・甕 ①（お.1) a色 9珈 591
89 図17 IIC区SK020 体生土笞・浸 ② (7.0) 内：決賃色・外；、こふい貧a色 930IM593 
90 図17 IIC区SK021 弥生:l：笞• 復 QJ(~.8) 内：賞灰色・外：浅賀位色 9300l59S 
91 閃17 UC区SK021 弥生土＂・ 甕 ①（立,9) 灰a色 9珈 594
92 図17 IIC区SK02I 弥•t:l:ti· 虔 ② (7.8) 内：1こJ:い貸n色・外： Ill色 9蜘 591
93 図17 II C区SK02I 炊吃:I:醤•坂 伐貨ぼ色 9珈 596
＂図 17 IIC区SK023 弥生上臼・ 甕 ① (28.9) にふい賞は色 9細 599
史閃17 II C区SK023 弥生~:笞・ 甕 ② (S.6) 内；、こん：い貨橙色・外：哨赤褐色 9珈 598
96 VIIS HA区SK叫 .GS贔 ⑤ 2. 絞5(2)1.O<加 .4R1., 黒＂サ； 9珈 601
91 図18 II A区SK002 円慎彰石製品 径4. .ORl8.2 9珈 600
綿図18 II A区SH009 石斧 ⑤ (1.5)⑤ (U)⑦ 3. 閲 153.3 9珈細
”閃18 II 8 区SKOi◄ 闊

● "'● .● ."",.",. ・ 閲・"心... ',, 訳頂●●., .. "'.」'..  が.. ・. .ヽ.,,"ヽ,.,如9.. 如⑳,匹,'四.・ .. ●9... ● 如, ' " , ., 

9珈 607
100 図18 UB区$KOH 紙ぷ .8 9如磁
IOI 閃18 n n区SKOi< 既 .0 9細碑
102 閃18 IIC区SK018 敲石 9細 603
103 図IS IIC区SK018 敲a 9細 60!
10. 図18 II C区SK四 序製1!1111¥ 9珈 610
105 因勾 1Dli!SK004 外生"".お台

② ⑤ 鍔lf.5綿(2.<.8四.⑦5)⑤ 2o. .5 碍2.匹1.7.. ⑤ I.< 

ね賞.~色 9珈 S,2
106 図⑳ llliASK004 弥生土お・ 甕 内：褐色 ・外： 1l11褐色 畑 543
107 図⑳ ID区SK003 円嘘形,G~ぶ 滑石 9珈 611
108 図20 Ill汲採 lilll 昂燿沿 93004606 
109 図⑳ 表保 石鍼再加工品 (So.I⑤ I.I⑦1以細.6 憎石 9如 605
110 図れ ll li('F,~ m憑笞・短頸壼葺 ① (12.S)Q)S.2つ土み邸tそ3.3 町灰色 9珈 53o
Ill 図20 ＂る及ほ (I磁 ・精 ① ① 05.7) 業地・籍鯛：灰白色 畑 <5お
112 図2() ＂ス Kほ U磁 ・11i (17.1) 業地；町灰色・軸調」 虹叙
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6. まとめ

今回の東宮裾逍跡の潤査では、弥生時代を中心と した遺構 ・遺物が検出されたが、遺構の残

存していた範囲は狭く、しかもかなり削平を受けていた。 1区は後期の幕地、 Illぶは中期の集

篠の一部と巧えられる．

束宮裾遺跡では、第I・ 2次潤査で後期初頭の土器棺袋3基 （成人柁2・小児棺 I)と石益

土坑廷からなる潟地が検出されている。今次潤査の 1区はこのぶ地の西側に接しており、合わ

せて士器棺哀3Jf;、石壺土坑寡2基、石棺慕，1基が比較的狭い範囲に巣中することが確認され

たわけである。

第l・2次調査で出土した2基の大型土器棺は、全体に丸みを帯びており、口給1:1:<字形に

強く外反して紺〈伸び、頸部直下に 1条の三角突併を、胴邪中位の最大径部分に2ないし3条

のコ字形突帯を巡らせ、底部は安定した平底であるが、やや小径となっているものである。ま

,~ お面には調整のハケメないしククキを情めている。このよ うな特徴から、第 I・2次の 1.

2号土器tifは、原田 (1993)の編年による武雄地方VI式の内の古い部分、橋D (1979)のKIV

a式並行に比定でき、後期初頭に位氾1付けるのが妥当であろう。また亀第2次関在の小型土器

棺についても11ぱ同時期のものと巧えられる。したがって東宮拙1区周辺の弥生時代土器棺姦

はほぼ後期初頭に限定される”・

これに対して石柁廷・石溢士坑茎については、 .tiiや墓坑の内部からの出上遺物がなく時期比

定が困難であるが、武雄盆地周辺は大型土沿棺慕による集団品分布随の西端部に位沢しており、

中期から後期初頭頃までは大型七荘棺慕が慕地の主体を成し、その後に石柁茄 ・:/.i浚土坑廷が

盛行するものと考えられることから、東宮裾遺跡の石棺猛 • 石盃土坑墓も土牲棺慕に後出する

ものである可能性が渡い。第2次調査石盗土坑廷の上部及び屈辺からは透し入器台約3個体

分・ぬ＇杯約 1叫り体分 ・壺類が出土しており、石姦上坑袋に供献されたものとされているが （柴

元1985)、図示された透し入器台は弥生後期中葉から終末のものと名えられる”・また、 1区s

K026も某に伴ういわゆる祭祀土坑の可能性が雄いが、出土土器に後期初頭から後半の沢料が含

まれている。以上のことから、東宮裾遺跡の弥生後期の茄地は、後期初頭の頃に土笞棺墓が築

かれた後に石棺Jr.'七滋t土坑・からなる品地に移行し、古墳時代に入る以前に形成を終えたも

のと名‘えておきたい．

註

I)平成元 (1989)年に北方町教育委只会が発掘濶:Ii.を央施したが、未報告である (1989年4

月7El付の佐賀新flllに記事がある）．

2)ここでは第 I・2次調査報告の図によ った。実物は佐賀県立博物館に保管されているらし

いが、確認していない．
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3)この植の透し入笞台は長崎県や佐賀臥の有明海側を中心に出土例が多く、その系諮や型式

の細別については惹見の一致をみていないが、後期中葉から後半に盛行期があるのはほぼ

確実である （原旧1986を参照のこと）．
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第4章 ば馬
ば
場 遺 跡

ばば

迫跡名：馬場迫跡（略号BAB)
さが たけお たちばな かたしろ ばば

所在地：佐賀県武雄市橘町大字片白字馬場



ばば

第 4章馬場遺跡

1. 馬場遺跡の概要
ば U ・が た". . もば● かたしみ ピ d IC●●● 

馬場逍跡は、佐賀県武雄市橘町大キ片白字馬場に所在する。遺跡l:t杵為u」山地西麓に接す

る櫻紅Sm程の水田部に立旭しており｀現況では不明瞭であるが扇状地ないし埋没段丘に澱っ
し● • Vがし

ているものと巧えられる。潤査区のすぐ西に接して潮見川の支流である東川が流れており、対
• o,,. 

岸に小野原遺跡A区がある。馬場遺跡の躙査対象面積は11,700m'で、閾査範囲は2,070吋であ
し“み ごう● ● 

る。発掘四査の行われた周辺の主な弥生埒代遺跡としては、みやこ遺跡 ・潮見遺跡 ・郷ノ木遺
も で o, て

跡 （武雄市教委1986a)・茂手遺跡・納手遺跡 （武雄市教委1986b)、小野原遺跡（武雄市教委
し● かじ

1987)、釈迦寺遺跡（武雄市救委1990)がある。このうち弥生前期の集落関連遺構は、みやこ遺

跡 ・潮見遺跡 ・輝ノ木遺跡で土坑等が検出されているが、竪穴建物は発見されていない。搭地

では、釈迦寺遺跡で中期の土沿棺函群が、みやこ遺跡 ・郷ノ木遺跡・小野原遺跡で中期から後

紺）の土器棺墓•石柁溢等からなる慕地が検出されている． いずれにしても弥生時代の居住域が

盆地周緑部だけでな〈日然堤~Ji上守の低地部にも及んでいることは輿味深い。

遺構検出面は耕作土直下の買褐色土で、潤査区北東部では灰色粘質土が多く混じり遺構が怠

激になくなる。検出した遺構は中世と思われるSK003を除けばいずれも弥生時代のもので、土

坑50碁、溝1条、翌穴建物1棟．掘立柱廷物1棟、流路1条と小穴多数である。土坑は調査区

中央部に南北方向の帯状に分布しており、この土坑群より東謂は無遺構地帝、西側は段沿ちと

なって急に土坑の分布が疎らになるが竪穴建物 (SH056)・趾立柱建物 (S8040)各l棟があ

る。S8040より面側にははとんど遺構が存在せず、 1箇所だけ小1くのまとまる部分があり 1

IUI x 1間の掘立柱建物に復元できる可能性があるが確証はない。西端には 3基の土坑 （このう

ちSK003は中世の所産）と南北方向と思われる流路 (SD001)が位四するが、試掘坑を設定

したのみで全抱されていないため詳細は不明である。検出遺構の主体を占める土坑は． 平面形

態が11-l形 ・楕円形 ・閑丸方形 ・不整形と多様である，規校もまちまちではあるが、長径1~3

mの範囲にIll!収まる。埋土中に炭化物を含むものや、形態的に貯蔵穴の可能性が油いものな

ど、その性格もひとくくりにはできないようである．遺物のほとんどはこれらの土坑から出土

している。土沿はいずれも破片沢料で絨的にも多くないが、石鏃や石錐等の泉IJ片石器類が比較

的多く出土している．竪穴建物と思われるSH056は周限が全く逍存していないが、平面円形の

竪穴建物であったと推測される．

以上のように、今回の馬場遺跡の潤査では弥生雌代前期の紺ではぽ収まる集蕗の一部を確認

することができた．
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図21 馬場遺鯰・小野原遠跡A区問辺の地影 (l: 2,000) 
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2. 遺構
L=5.30m L=5.30m 

E
 

on 119- 〗
こ
鳥
S KDD3 

賓在区西嬬で随認されたIll跡SDOOIの東は辺に、
3基の土坑が位云している．本土坑Ii.その最も頃

鯛のものである．

平面はやや悶丸の仕方形．北欝短辺の阻はほ1.rili
であるが、他Ii斜めに掘り込まれている．坑氏は、

Iヽ決に向けてゆるやかに探くなる．氏さI.IIm・ 輻

0.92m・ 深さ0.29m.
須忠お • 土帥若 （杯）・序石が出±.

E
 O&'S "『一

疇疇ニ會：
j SK004 

-0) — 

I ヽ

L;5.20m 

疇

ーニ
S KOOS 
S DOOiの東出辺に位覆する3基の土坑のうら・駁
も北1l11のしのである．

酎西部が外側に広くなっているが、基＊的には柑

円形である．北側の壁はやや肛であるが.ili鱒11糾
めに磁り込まれている．坑底はほぼ平坦である．長

径1.46m・ 煩径1.13m・深さ0.28m,
弥生土若•石片 (/I.I躍石 • 安山岩） が出土した．

SKOOヽ
S K003と同じく、 SOOOLの東,;,辺に位Zしてい
とすぐ北1111には、 SKOOSがみられる．
平面は不整な楕円形． 束堕はややUであるが．他
の代からはかなり斜めに星り込まれている．坑旺は

やや狭く不整であるが．各奴から中央に1.Jけてゆる

やかに深くなる.ti: 径1.43m・俎径1.16m・深さ0.24
m. 

弥生:1:お • 石片 （黒I出，; . 安ti沿 ）が111:tした．

L=6.40m 

疇.J
l Sl<OO, 

-f=三y
r
 

L
11 5
.
4
0
m
 

SK007 
閥査区中央よりやや市側に位置している．北側に

S KOOB・009がみられる．
平面は惰円形．東傭のみ2段に掘り下げる。他の
壁はいずれも 1段であり．斜めに掘り込よれている。
坑庇は不梵であるが、各堕から中央にむけてゆるや

かに深くなる． 長径1 .69m• 饉径0.91m・深さ0.43
m. 

弥生:tお • 石銭• 石片（黒邸石•安Ill宕）が：lは:.

。

~
2m 

図23 S K003・S K004・S KOOS・S K007 (1 : 60) 
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i、=5.30m
A' 

L-5.30m 
A ~ 'ff s 

1゚ 疇 I -I' ~"'、叫

r、―""' ―c ~I"匹
-A I) 

r !), 

爛 ~II --- I ~ |『‘ ~,,,, h C"l. 1:l ョ
SK●●● -冷;i,<m1囀ヽょ位漏Lてい6.!WOii<-: S K019・007 
が 4贔らn<,.
東 '""'SK●I●と切,,介っ ているが、 4'.J-,t,"Lの J;b•
硲 しい．
平珈I±綱凡長7;彰が今えらhるが．簸；賽もぷ賽疇
でふる たヽ ぅ．心"・各収からu拿,.,,,こ繹,.,込い'-"'"'I, ゅるやかに...くな"・ ~ さ 1.:nm•,.心 0.2"
"'・ 緬は不9●,. "'"·>t<.~ の北潤ビ In.の小穴が，，
るが、本-"'凡との関係ヽ s不'"・
虻 さIC土...,;r, (Jl!,H● :.,.,,.. 山w がIll+..
SK● 11 
匹綱<-S K006とり・9介っているが．平,.,,,..,,.,
靭．各臀からば鋼がこ繹,.... , 込え9している．杭底
“やや鋏く，ゆるべ•かになくな"· 氏さJ.20m+a
m• ffll. l llm • IO心 0.37.,.
弥生"'江 ・れ 以 ，も I¥ (/A\IMlT• な山'IJ)が"'""-

1,=5.30m 

S KOOS 

潤を区中央よりややiii丙111lに位 東帽

IC S K007・008がみられる．
平面はやや不整なP1彩．大さ<n, 平されており．
flとんど残存していないが．各祖からは斜めに掘り

込まれていか坑底LIつずかに深くなる.lfi径
0.95-l.OOm・ 深さ0.08,n,また、 r;;.mこ2偵の小
穴があるが、本土tii.との関係は不明．
潰物は出土していない．

L;5,30m 

~~ ー／量,~ ― ／／／ 
SKO!O I I 

1-- '"J-~ ー`
SK009 
SK009と同じく、関査区中央よりやや南丙胃に位
置している．

平面は南北方向に細長い不整彩．＊さ<n, 平され
ており.llとんど残“していないが、各墾からは斜

めに堀り込まれている．坑庇はわずかに中央部が深

くなる．穀大仕2.30m・蚊人幅I.OOm・深さ0.07m.
遺物は1l!土していない．

S KOIO 
関在区北鯛に土坑の一群が分布しているが、その

中の南西邸に位口するものである．北鋼にSKOl4,
東綱にSKOIS, そして西躙にSK011・026がみら1t
る．

平面はやや不整な惰円形．各＇をからは、斜めに深

＜磁り込まれている．坑庇はやや袂く、平坦である．

長径1,66m・短径0.86m・ll!さ0.25m.
弥生-1:お・~,}'; (/!I耀石•安till'{) が出土．

゜
?.m 

図24 S K006・016・S KOOS・S K009・S KOIO (1 : 的）
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L=5.40m 

L;5.10m 

賣
SKOll 

l
 
S KOil 
躙査区北鑽に位；l'Iする土坑＂の中では．最し市'"
鴻のしのである．
平illlはやや不笠な怜r1形でムるが．その•I!にはさ
，，に2箇所の虹）込みがみられる．北111のいのは不
聾形で．坑底Ii平坦．駁大艮l.57m・最大帽0.74m・
深さ0.39m.南1111のしのは惰円形で、坑底Ii中央9こ
むけてゆるやかに深くなる．艮径0.88m・偲往0.63
m. 探さ0.37m.いずれの虫も斜，，，に撼り込まれて
いる．
弥生:1:⇔・砥石・石J~(焦以石 • 安u,m が/U.:t.

L=5.20m 

畜
SK012 I 

届二］
S KOil 

躙査区のなかで．綬いttllに位置する:I:ti, のひと
つである．すぐ1t/OIIIこSK013がみられる．

平面は隅丸長月影．各墾からは．釘めに掘り込ま

Itている．坑此はIllエ平坦てあるが、東鯖へむけて
次第に深くなる．氏さl.55m・幅0.82m・深さ

0.19-0.JSm. 
弥生土諾 • 石鼠 • 石片 (/!¥屯石 ・安山岩）が出土．

L=SAOm 

~ 

屈
SK013 
1111'9': 区の北饒に位汲しており、すぐ北憫にはSK

012がみられる．

平ifiはやや不整な円形．各墾からはややれに掘')
込まれている．坑庇lょほぼ平J!lであるが．西彎がわ
ずかに深くなる.'ii{径J.08-l.l2m・深さ0.39-0.45

m, また、坑底北開に大きさ0.2mはどの石が1傾み

られるが．本土坑との関係は不明．

弥生土翡．石片 (Ill耀石 ・安IU岩）が出土鴫

~ I 
L
115
,
 
4
0
m
 

SKOiヽ

調査区北彎の土坑群の中では、雨洒蝠に位置する

土坑のひとつである。す(・)り11!1にSKOIO・S KOJ I・
S K026がみられる．

平面1:1惰円形．土坑四隅にむけて3段に退り下げ

ているが、その各壁からの最初の紙り込みは糾がこ

深い．坑庇の I • 2段，，は平坦であるが、 3段めは
狭く、 中央にしけて探（なる．長径1.72m・冠径1.21
m・11. さ0,79m. 

弥生土お 、 石饂 • 石片 (Ill曜石 • 安山公）が出±.

。
2m 

図25 S KOU・S KOJ2・S K013・S K014 (1 : 60) 
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し=5,30m

E
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1
1
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SKOIS 

S KD15 
S KOIO・Oll・014と同じく．潤森区北鯛の土坑群
の中では.ill部に位召している．洒綱にSKOlO・Ol4 
がみらItる．

平illilH'II'!形． 各~1からは鳥釘めに掘り込広れて
いる．坑姪はlllf'l'J!!.lt大/H,77,n.粒大幅1.37
m • 深さ0.39m.
弥生.I:岱 • 石9ヤ (ll\鰈石・安,~岩）がIll土．

L;5.40m 

s
o
t
.g
1
1
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疇
SK017 

I --
S KOll 

潤忙図I•火よりiii鯛に位はしている..:tJ>区域に
他に七Iii.Iiなく ．離れている．
i付jlfj部に小さな掘り込みがあるが．平面1サ呂丸の
仕方彩．各壁からは．斜めに掘り込まれている．坑

底I!はll'平坦であるが.ill鋼1こI.Jltて次第1こ深（な
る.Jiさ1.57m・幅0.86m・深さ0.08-0.ISm. 
弥生+.a; • ~;箪 .~;J~ (.'I.I耀ィi ·安11,rnが出：I:.

L=5.30m L二

SK018 

1~ ~ 
5 K018 
潤在区の市~!1111に位況している. .: の区域に他に
.I'. 坑はなく、鑽/lている．
:l：坑の北東訊をS0002と切り合っているが．新Ill
関係については明確でない．
平面は．北側部分では不竪彰であるが、 ili鯛邪で
はり）瞭な閑人艮方形となLている．切り合いはみら
ILなかったが、北側は別の遺構と斌複しているのカ・
もしれない．各鷺からは、糾のに絋り込まれている．
坑麻Ii広く 、111:t平Jf¥である.ft大艮2.88m.れ大
叫1.31,.・ 森さ0.20m,
弥生土岱．ぶ片 w、¥111,{i・安山岩）が出土．
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SK020 
置介区の南東鱒に位寇している• Iii束員IIこSK
024・025がみられる．
原躙がやや挟いが．平面は閏）L妖）i影.ill側から
だけ!!2段に掘'I・ドげている．その各堕からの掘'I
込みは斜めである．坑底,n,聾であるが．中央に1t
けてゆるやかに深くなふ Kさ 1.41m•11,!1.0lm・ 
深さ0.27m.
弥生;1:粉 .I:! 皐・<ii¥・ (/!.lll!TT・安Ill岩）が出土．

図26 S KOJ5・S K017・S K018・S K020 (I : 60) 
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L=5.40m 

-D疇彎'
S KOl9 
関企区清嬬1こ{of.沢している．北11111こSK006・016 
がみられるだけで、他に土坑はない．

西溢邸でSK057と切り合っているがその研10閲
係は不,,1.
全体を大さ<n11平されてお '),JI(!;,! 部は梢減．平
illil;l不整彩である．位大la.38m・k1大幅1.37ャ“
m・ 沢さ0.05m.:l:lii. 内に小穴がみられるが、互ヽ・
の関係U不,,,.

弥釦む。 イi)「 (!!.\llll~i· 安IIJ'itlが出土・

L=5.40m 

E
 
o
~·g 

1
1
1
 

S K021 
コ査区の泊東嬬に('if.濯している。SD002を挟ん
で．西編にSK024・025がみられる．
2絞1:楓り込まれているが．その平面は定形では
ない．不窯な惰111形か, I・2段の各Iをからは．ぃ
ずれしやや糾のに偏り込出れている．坑底はIllがF
坦である. 1ftめの仕径1.60m・俎径0.89m・深さ
〇．吟m、2段めの仕径1.18m・冠径.86m・深さ0.30
m, 
弥生j:•;111. 上製紡箕 •lt • m~ (/tlll/l<i · 安山rn
が出土

0 2m 

S KOSl 
平面はやや不整な悶丸仕ガ形．各峡からは糾のに

磁り込まれている。坑氏はIiば平坦であるが、その
巾北両嬬にさらに掘り込みがなされている．探さは

それぞれ0.03mと0.05mで、かなり没い．全体の長
さ0.95m・紺0.64m・沢さ0.17,n.
潰物は出j:していない．

L=5.20m 

疇一・ 疇疇

こ~~、 ｀｀こ
S K022 

潤北区中央よ ＇）やや西傭に位訳している．すぐ西

鴎にはS8056がみられるが..:. の遺鳩の墜が残存し
ていると、切り合うかあるいはその住居内に収まる

という関係になろう．

平illili杓flj影．各壁からは．斜めに掘’／こまれて
いる． 坑lilllが平坦． 侵径 1. 26 m • 短托0,91m・
深さ0.13m.
弥生土お ・石箪 ・.(if,- (、，.1,a石 • 安山'/~) が出土拿

図27 S K019・057・S K021・S K022 (I : 60) 
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L=S.30m し二込辿m

Q 
T 『

I 
飼‘— Lこ

I ..,,,,,,,,. 

昆 I ~

1疇 ~ \ 
S KOU  .. ,,, ベ~.,、，,.,.,.,こ位：Uしていし. .:c の 1 鳩ん~＂

で， 億"'J.』人にな,.. .,,, .. ,,,.,.,._,~,, ... , .,~•」;,.,で,.. , . ' ,~.,,., 
Ot11•" さら'"'" ,, ...-,r. • ,.,.,,,,,~? ている. If~ 
"'グ）名'ltlrら......、)10血'}込.,、,-cいる. 2'~ ヽ

u . '"'"力•w.r11<-<->•""'· '也"拿9ダ"" "''.. ,,.,,~ 
IJ. ヽヽず H~111:•o<1•1~...,. ・,;,u,v1l<さ......, . 
叫" · •·-.'"さo.«m .
"'''" ,. お・"以 .,;i,・'"''"'". •1..: ,r,·;:, ,, • .,,.,_ 

S KO, ● 

"'介:Iべ,It.. ,, ≫N嗜'<, OlQ! >•1,\:<'>•I• で ．そグ>iii
パ郎に位ロしてい...Jtt囀ヽ esKor.:o. "''"'" S >< 
● 10. ,N,_S Kut lh、✓,,, 、, ,.. ,

ヤ爪IIょヽ,.,.,,,.,.各.,.から"・ ベ•ぺ,,r, ,eなく閲 ヽ9
;,,. "てい"• I、.... ,u. ,.,,.,. ""てぺ9やなくな，，．
その火四郎ヽJ. さらにo."'"'I! ど...,, .. ., ,.._'"" 
1.os-1., ● m ・f>! さ 0.47• 0.13m. 

•~•I I・"'."』•, (:II叫H · •lo>,t,rn ,,•1111 .• 
L=5.40m 

•8 
t
u
o
v
.9
1
1
1
 

., 

"'0~"S= 1 

S K024 
S K021とといら凛介区のiii東嬬に位訳してい
る．
北求部でSK025とり）り合っているが．その新1日閲
係1.1:)f,IYJ.
平1iiili不竪影．東壁部はイ鴻1瞭であるが．他の各
吃からはやや糾めに掘り込よれている．坑底lilll.!'
平州である兄大尺1.55m、蚊大編1.28m・深さ0.23
m. 主にまわりに数因所の浅いlliり込みがみらIt
るが.4'I: 坑との関係は不明．
弥(~土鉛 • 石)',-(!!.¥曜石・安LHむ）がIll土・
0 2m 

3
 

SK025 
'l'ifiilよ惰1り形．各唸からはl!IJ1fJ.1こ沫＜堀り込ま
れている。 坑必11•]決にしけてやや深くなり．そこ
にさらに浅い掘り込みがなされている。その'I潅氾
やは＇）惰円形であるが.Jii•W南北の 2l)l所で深い．
1乏径1ふSm・短径1.08m・深さ0.44m.:).to坑庇の
小穴の氏往0.60m・沢よ往0.45m・深さ0.応mと0.09
m. 
弥!J:.j:わが出土．

凶28 SK023・SK026・SK024・025 (I: 60) 
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し=5.30m し=S.30m

E

U
.
9
1
1
1
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疇.,
SK029 

----
SK028 
漏在区中央よりやや東側に位；l'<Lている．この因
1111に他に上坑はなく．やや隆ILている．
土坑の111東部を他の小人＇とり）')介っているが. -,i: 
いの新IB関係IH'明．

平illiは惰fl!形．各代からははrr,n_に砿＇）込まれ て
いる．坑底はIllがY.lllである ． 艮径0.9~ m ・紺径0.78 
m • 深さ0.17m.
弥'ic.:t沿が出土疇

E
 o
i・s
a
1
 

5 KOJO 
関'If[>(北憫に分布する一:r.の・I:坑の中で、そのJI[
邸に位沼している.t!'i鯛1こSK041・054、i引側にS
Kお1がみられる．

平面は惰11!形．各咽からは，やや斜がこ批り込ま
れている．坑氏は.ilillllへむItてわずかに深くなる．
氏径1.34m.赳靭.95m・ 深さ0.26m.
弥生土笞 ・ m;· (.:11111石 •安Ill岩）がIll土．

SK029 

調化区の北鱒に位訊している．すぐ北霧1こl:!SK
012・013がみられる．

平面やや不整なU惰I'!形．各'¥tからfj,糾のに磁
り込まれている.)j£底lilllr'f'lllである.~ 径I.71 
m. 虹径0.88m・ 探さ0.22m◆
弥生土沿•石誼が出土．

L;5.20m 

し=5.20m

SK031 

ヽ
SKOJI 
調企区の東111:位;?;Lている．すぐ西側にはSD
002がはしる．
平iii!は:r:~u. 各堕からは、糾がこ以り込出れて
いる．坑妊1ふ西開へむけてhずかに深くなる．そ
のi年卜部を．さらに0.06mllど払り下げる.Ii, ・大・I<
1.64m・ 餃大輯1.50m・沢さ0.J9+0.06m.
弥生 I:お・石貨 ， ~ii~ (黒!j/~-j . 安Ill府）が出±.

0
、・

2m 

図29 S K028・S K029・S K030・S K03I (I : 60) 
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L=5.40m 

言‘叫 9 SK032 

.t,__ 

_.,,;I. 

呵
S K032 
講企区,,央よりややHi東側に位誼している．西冑SK033がみられる．
-q<il(jは不岱影.:I: 坑は慨h2段であり. I段めのは1.r中央をさらに転り下If2 

段のを造っている． ！ 段めの各梵からはllll'l/.iに掘り込まれている• 2 fltめは北
壁が111.ril(てあるが．他は斜めに深い．坑底It.酎側にむけて次第1こ深くなる．
殷大役2.74m・袋大幅1.73m・深さ0.07...。.2Sm,
弥生土笞• 石汲 ・石片 （県し11,1:r;,安Iii岩）が出土．

L=5.30m 

L=5.30m 

! 憂云疇

『こ：
E
 o
r
s
 U
T
 

言 ー／／
I SK 

夕 I'I I↓ h ヽ

ご
昭

.,, 
SKOll 
調査区中央よりやや雨束側に位滋している。東flll
にSK032がみられる．
平面1:1;ci;整影。各代から1:1は1幻{11こ掘り込まれて
いる。坑底は．北側へむけて次第1こ深くなる．穀大

m.o5m・ 位大似0.71m・深さ0.18m.
弥生ゴおが出j:_

。
201 

S KOH 

l:11査区北鯛に分布する＿、Pの土坑かI•でその11
lが中央部に位；；；している．北鯖にSKい3・044がみ
られる．

平面r:t惰Pl形.:t-. 坑は2段であり、 1段ののほぽ
中央をさらに掘り下げ、 2 段めを滋っている• I, 
2校の各!¥tからは．いずれも糾めに掘り込まれ、坑
庇も中央にむけてゆるやかに深くなる.Jl: 径2.20
m・短往1.39m・煤さ0.l7+0.12m.
弥生土粉 · :(i鏃 ・ ~i片 (ll,\IM石 • 安山沢）が出土．

図30 S K032・S K033・S K034 (I : 60) 
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L,=5.30m L=5.30m 

三$K035 

;~-
L
1
1
 5.3
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~1 

~<¢-《 1祭
S K035 
潤介区の西lllllc位誡している。やや離れるが．束

111lに1:1S80.IOがみられる．
平面は不整形．各吠からは．斜がこ掘り込まれて

いる．坑庇1:1不竪であるが、中央にむItてわずかに
深くなる．紋大f<l.40m・ 最大幅l.12m・深さ0,24
m. 
体生土笞 ・石饂が出：I:. 

L=5.20m 

SK037 

---
S KOil 

1"1<区の洒厠に位~,している．やや離れるが．束

閉1こUSBOおがみられる．
東洒面饒がやや広がるが、平面は隅丸仕方影．土

ti(の束洒樹鯛は 1段であるが，消北糾鯛は2段に掘
り下げる． 各代からは斜めに掘り込まれ、航底も •1•

央I~むけてゆるやかに深くなる．仕さ2.76m・幅1.82
m・ 深さ0.36m.
弥1,.:1:沿 ・ 石雄 ， li片 (/.l\耀岩 • 安Ill岩） がIll土．

S KOU 
綱査区の東躙に位置している。すく洒憫にはSO

002がはしる．
平面I:!閑丸三角形．各竪からI:!,斜めに掘り込ま
れている.lie底11.~t●へむけて次'Illこ深くなる．

長さl.J8m・幅!.!Om・深さ0.35m.
弥生:t.ぉ・ 1i鎧布片（黒““ • 安l~岩）が出土．

L=5.20m 

｀ 
S K038 
躙,/tl/(.(l)fとも政沿に位置している．やや隈れるが．

訓側にSK036・S D002がみられる．
平面I!杓f'I影．士坑は2J'Jtであ1)、JI如のの1』II
,, 決をさらに趾り下げ.2段のを滋っていら 1段
のの各梵からは．釘ii>に深く艇り込まれている.2 
段め1よ、北聾を除く各墾を1』1.rt((1こ掘111-・1r.迄っ
ている.lii.I>tli、IJ.ぼ平坦である． 長径l.2~ m • 骰

径0.87m・r.!さ0.22+0.23m.
遺物は111:1:していない．

。
2m 

図31 S K035・S K036・S K037・S K038 (I : 60) 
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L;5.J0m し=5.20m
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疇
SK039 

゜
｀ 

'5 ~ I SK041 

1 」.〗, 《a,
S KG39 
調査区;tffllに分布する一群の」：坑かI'で．その北
東沿に位滋している。品引傭1こSKOSO・055がみら
れる．
丙躙がやや不竪であるが、 1V-illilよ楕l'I影．各埜か
らは．斜めに深く掘り込まれている．坑成I.I.挟く．
1よぽ平Jt」であ る． 屈t彰'2.09 m•虹径1.67m・深さ0.30
m, 
弥生i:お・田製紡錘Jt(-,{j議 ・.fi!',・（黒耀.fi・安
11!';-;)が出土．

L=S,20m 

疇董響~庸詈
SK042 

S KDヽ2

潤,ff,区北綱に分布する一仰の土坑の中で．その東

祁に位置している.1111111にSKOSO・OSSがみられる．

求fol!の張り出しが弱いが、平面は隅丸Ji形〇各峡か
らは釘めに掘り込2れる.Jii. 底はIll?平坦である．
一辺の仕さ1.40m・深さ0.08m,

弥生土nが出・I・..

SKOヽ1
... ,,.k{増闘に分<1,・、も -411'の 1:1;,か 1・で．その東
邸に位;1,'f,.ていム一 IIIA!綱にSK030. HI匹MicSK 
05<がみられる．
北鋼がぷ霰であるが.-~、nitい惰I'llぅ. ...,,, .. 21女
であ'I, I政ヽ ＂乃 9よ,r,f次をさらに庫,,いr.2 f1t 
ヽ没Jitっていが 1・2 tltの各-~~からu.いず11し
,,,..,、こ狐'I込土れるが. 21クのの方がやや'"に近い．
坑紐IJ. • Iりたに C,ltていずかにt'l!( なる． 妖 ff.1.66

m ・ 貸~M'J. 12,o· 匹さ0.15m.よlo,4じ吠'"小穴が
みらいるが.4', .. ,,, このLLLL係ヽ ュ心"・
分止,.. お・,m・<:... 111,.;. 安,11mがIll.lo.

L=5.20m 

e
S
.
S日
1

疇 ー／‘
SK0-13 

‘ 
S KOヽ3

溝'ff.l,(~tll1=分布,,.る一~Iの土坑の,,,で．そのll

1がI•央部に位訳している．西鯖lこSK044、耐凸鋼1こ

S K034がみられる．

平面は、悶丸艮方形の北村隅が張り出した影の．

不整形である．各".!からは．斜めに抵り込まれてい

る,li(bそは．丙1111へむけてわずかに深（なる。母大
IH.4lm・幅l.l3~1.38m・深さ0.19m,

弥t紅器・イi片 (/!,¥耀ィj.安IIJ'i1)が出士．

゜
2m 

図32 S K039・S KO•II · S K042・S K043 (I : 60) 
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L=5.I0m 

叫 Pin

｀ 口
ヽS KOヽヽ

調査区~tllll に分“する・→群のJ:坑の中で．そのは

1が1•央部に位沼している．束餌にSKO.J3・11)111!にS
K034がみられる．

9朽iliilり~IIJ形．各’遠か;,J!lわりに虹り込ま/l. l凡
紐 !. • I>央にむけてゆるやかに深くなる． 艮径1.25

m・ 冠径0.98m・深さ0.35m.
弥生1:お ・イiiヤ!/Hli:'/i・安u,rnが出」-

SKOヽ5
濶:/l' (x.~tllilに分布する一群の士坑かI'で． その北
渇1こ位広している.11lllllこSK043・0.14がみられる．
平面は既丸J乏方形． 各只からは．糾n1;深（贔り

込J. llている• I氾&¥11.Jl(llllにしけて次筍に深くな
る.l<さ2,34m・幅1.52m・深さ0.63m.
力生I:岱 ． ィ ; 1~ (//,\Iいj) が出土．

L;5,00m 

f
-

SK017 

A
 

叶

S KOヽ1
潟代区北飼に分布する一f,fの」:Ii(<かl•'t その社

北溢に位笞する いののひとつである．

北求IllのSK048とはほり合う．求漏にSK052が
みられる．

北胃がやや快いが、 1り~,は隅九MJ;Kら各!itから
は．斜めに深く伍り込よれる ）ii底はlll!~<Jqであ

る．艮さl.l3-1.35m・紺1.14m・深さ0.40m.な
ぉ.S K0~8とのl!il ll関係I!不!JI.
弥生1石 ・店石 ・li訊 ・イii',・(/.!し釉W・ 安Ill沿）
が/ll:t..

S KOO 

,1;1111がやや広が..,てJ;'I.'l'iliili不整形.0-咲カ・
らは．糾が3磁り込まれる. li,~lははぽ-'I'州である
が、そ.:1こ2餅の小火が砿られている,/Jl.klll.30+
"'"'. 餃人幅I.Olm・ 深さ0.29m,小穴の深さ0.05

"'・ Iii', ・（黒IM/i)が出・J・..

。
2m 

図33 S KOH・S 1<045・S K047・048 (I : 60) 
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L=4.90m 

羞I ~,, ~,,.. 

膝、 一□ 9ー幻＼
I I 
S KOヽ9
関在区北閏に分布する一群の土坑の中で，その駐

北塩に位四している．やや離れるが、 ili側にSK
047• 0.18がみられる．
全体的にやや•'!Iiであるが.4面はほ丸仕方影．
各央からは．斜めに深く掘り込よれ、坑妖 L •I •央へ
むけてゆるやかに深くなる．にさJ.36m・輯J.07m・

なさ0.45m.

弥'E土&·~i迅 ， 石片 (II.IBM,, · 安Ill岩）が出北

S KOSO 

調企区北綱に分布する一群の上坑の＇ドで．その東

郎に位沼している．洒鋼lこSKOSSがみられる．

平面は不整影．各梵からは、糾めに掘り込まれる．

坑底ははぽ平坦であるが、その※洒面嬬にさらに小

穴が掘られている．鮫大1!1.65m・紺0.62m・ 深さ
0.14m, 東綱の小穴の深さO.llm,1!'i冑li0.05a,,

弥生土笞が出.:I:.

L;5.21lm 1.,辛

E
O
N鼻

9
1
1
T

SK052 

S KOS! 

調介区北鯖1こ分布する一群の土1』~(1)•1 •で．その面

東部に位湿している．北関にSK030,j!!j鐸にSK015 

がみられる．

Iii束鯖がやや不繁であるが、平面IJ楕I引屁各唸

からは、糾めに磁り込まれる．坑庇1:1.、東欝へむIt
てゆるやかに探くなる．その活端に. Jllll,n,1,xが
紺られている.a径1,59m・ 短径1,32m・深さ0.30
m。小穴の深さ0.08m.
弥生：t怜・石片 （懇9は石 ・安Ill岩）が出」-

S KOS2 

潤を区北1111に分布する一群の：l:li(の•I•で．その北
東嬬に位沼している.iJJi傭9こSK047・018がみられ
る．

平面は惰rり形．各虫からは．ややUtに深く貶り込
んだ後、土坑中央にむけてさらに斜めに砿り下げて

いる．坑底は、かなりiがい．長径1.39m・ 凩径I.IO
m・ 深さ0.67m.

弥生;l:~ · .f-i銭 ·.fi!~ (,I\1/1石 ・ 安lil沢） が出土．

゜
2m 

図34 SK049・SKOSO・SK051・SK052 (l :60) 
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L~5.30m L=S.30m 
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L
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冒
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S H056 (図36)

調布区中央部西1111に位訊する竪穴建物で、すぐ術に接してS8040がある。削平が若しく咄は

全く遺存していなかった。炉の可能性がある長軸0.8m、短軸0.6m、深さO.lmの,Jヽ十．坑を中心

に6箇所の主柱穴が巡り、平面が円形の翌穴建物であったものと，，，えられる。柱間は2.3-2.7

m、柱掘方は径0.3-0.6mと小型である。遺物はP-2からイi鰈が出上した。

S 8040 (図37)

潤査区中央部西1lllに位沼する掘立柱廷物で、すぐ北に接してSH056がある．主軸はN85'Wの

は1よ束西方向である。然行1r,り(2.lm)、桁行2JUI (4.90m、5.03rn)で梁行柱11112.lm.桁行

柱r,IJ2.4-2.6mである。柱拙方は径0.4-0.5mと小型で、内側に向かって延びる部分は染み状

に土質の異なっていた部分である。遺物はP-5から削器が出土した．

S 0001 (図22• 37) 

潤査区南西蟷に一部がかかる流路で｀片方の岸しか確認されていないので全体の規段や走行

は不明であるが，調在区内でははぱ南北方向に走る．躙在期間の関係からかIt紺所に試掘坑を

設定されたのみで全掘されておらず詳細は不明であるが、少なくとも幅14m以上、深さI.Gm以

上の大規校なものである.f11査時の所見によれば:I:術はU然堆積の状況を示しており、 15府よ

り上位が人工遺物を含む堆積でSDOOiの埋土、その下位に木質を多炊に含むが人工追物を含ま

ないSDOOi以前の低湿地堆梢府があって、基盤JMを覆うものとされている。馬場遺跡の集沿が

営まれていた時にSDOOiがいくらか流れのある状態で存イ£していたのIi確認でさるが、人均的

な氾削が加えられているかどうかを別にしても、結問のところSD00.1が馬場迅跡の弥生時代巣

蕗の中でどのような存在であったのか、記鉢からは判断できなかった。遺物は小破）tが多いが

割にまとま った屈がある。 上下に分けて取り上げられているものの． どの附を各々 J.:/~ ・下M

に比定しているの力•Iが記鉗がない。

S D002 (図22)

潤査区中央の：ヒ坑群が帝状に船中する部分の東寄りに位囚し、はぽ南北方向に伸びる溝であ

ふ幅0.4-0.6m、深さO.l-0.2m、鴻査区内での延長24.5mで、北端は途切れるが、南側は

潤査区外に続いている。SK025やSK018とm複するが、新旧l関係は不明である．埋土中から
弥生土器が少れと息暉沿製石煤が出土した。

-65-



冒
⑬
,
 
P-2 

゜
P-4 

＼
 

1
 
roー
6
 
p
 

貯

2m 

A
 

5.0m 

- B 

。

sooo,,,, . .,_,,.,, 

1: 鵡蟻"" ,: ""'色鴨り'"'"""'':'"鴫" 10: 疇置色.,.. ,. ,. 渭内<,)
"贔嶋.......' "'暴嶋色',, .... ぶ化輪？い
2m"町鴫....., 識.....げ"'こ入●I 1% ,Oi'f"1C,.• ,ff I・(●伽,,..,.,..,,.●9 
s: 訳膚... t , .... ,,.. ,.,.,.,. 入., " .. ,, .. ,,. .... ,..., ... !11,ff , .... ! +(<!! 人●9
''"'"'"楓り ,. .. 灰~-"'"'·t繊....ぅ !-,.4'1!Aら）
？：囀，，，"""''*"'"'"裏，，，髯""'"'... , 賣"'""'やや,,.n,,.,
Al ,I .. セ.,ない.,,.,,四，，.....,.,,,. t,ヽ.. ., 肩l
........... 11・ 訳嶋色M胃1・ ... 鴫付給色••胃 ....... 亀は,.. むl
" .. 昂色帖ffI・l"-ff.Vl!l>UI 20'-/1"11'戴紗

" .,,. 色-"'".... 色....
図37 S 8040, S OOOJj:f# (I : 60) 

ー66-



3. 遺物

S K003出土遺物（図38)

1は底部回転糸切り離しの土師器杯形土器 （以下、 00形土岱は00とのみ記述．）で、復元

底径7.2cmである．

S KOOS出土遺物（図38)

2は甕の底部である。 3はやや不安定な丸底に近い底部である。

S KOOS出土遺物（図38)

いずれb甕で、 4・6は口紐部と胴部上位に刻目突帝を巡らせる。5・7も口は部であるが、

刻みの有無は不明である.8・9は安定した平底の底邪であるe

S K007出土遺物（図38)

いずれも甕で、 10・11は口緑部と胴部上位に突帝を巡らせる．器面摩耗のため不明瞭である

が、おそらく刻みを施すものであろう。 ，12・ 13は安定した平底の底部である．

SKOi! 出土遺物 （図38)

14は口緑部と胴部上位に刻目突帝を巡らせる甕、 15-17は平底の甕の底部である。18は壷の

口緑部で、口緑部は大き〈外反し、段や肥厚部はない。

S K012出土遺物 （図38)

19-21は甕の口緑部で、小破片で摩耗が芳しい。口緑端部に突帯を巡らせるが、刻みの有無

は不明である。 22は完形の石鏃で、やや細みの凹基式である。23は柳葉形の石鏃である．

S KD14出土遺物（図38)

24は柳菓形の石鏃である。251:1.2条突帯の複で、ポ耗のため不明であるが刻みを施すものと

思われる.26は平底の炎の底部、 27はやや上げ底の壷の底部である。

S K016出土遺物 （図39)

28はやや大型の剥片の絃辺部に刃部を作出したrJIJ器である．

S K017出土遺物 （図39)

29は2条突帝の甕で、摩耗により刻目の布無は不明である,30・31は平底の甕の底部である．

32は凹基式の石鰈で先端部を欠損する．

S K018出土遺物（図39)

33・34は2条突帝の甕で、 34は刻目が観察されるが33は不明である。35は外反して終わる壷

の口緑部である．

S K020出土遺物（図39)

36は盈の底部、 37は大型森の頚部でllfrilii三角の突帝を 1条巡らせる.38はラグピーポール形

の土弾で、煎祉20.7gである．
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S K021出土遺物（図39)

39・40は口結部に突帝を巡らせる寝の小破片である。 4)は中型姫の頸部で、 2条の平行沈線

の上位に放射筋のある二枚只による咽弧文が施されているが、小破片のため全体の文様構成は

不確央である。

S K022出土遺物 （図39)

42は壷の口粒部、 43は壷の底部である。44は平底の梵の庇部である,45は片脚を欠jJlするl!!I

基式石煤.46はやや大型の石鏃で、表衷両面に部分的に研磨が施されている。基邪は袂れたよ

うに細くなっており、有坐石鏃としておさたい．

S K023出土遺物 （図39)

47は2条突帯の甕で、摩粍のため刻みの布無は不明である。48は口粒部に突帯を巡らせる褒

で、 t1)みや胴部J:.位の突偕の有無は不明である。49は平底の甕の底部である,50は凹碁式の石

鏃で、先端部を僅かに欠く ．図の裏而中央と両側の関絃に妍府を施しており、切絃の研恥部よ

り下位は袂れたよ うな線の流れで、衣図的な平面形と思われる．

S K024出土遺物 （図40)

51は口緑部に 1条、胴部上位に連続2条の突帝を巡らせた甕で、割みの布無は不明である。

52は平庇の甕の底部である。

S K024• 025出土遺物（図40)

5:Jは大型の盗の口緑部で．端部を在ませて上下両端を突出させたように弛潤している。54は

大'¥Iの壷の底部である。55はやや財手の幅広泉I))ヤを素材とし、 1辺に退続的な剥離を施して刃

部を作出した日IJ器である。

S X027出土遺物（図40)

SX046北側の落ち込みがSX027とされており、石鏃数.'.'.(が出土している。56は擁策形の、

59は平甚式二等辺三角形の、 57・58・60・61は凹基式の石鏃である。56は索材剥片の形状を留

め、未製品の可能性がある．

S K028出土遺物（図40)

62・63は2条突帝の梵、 64-671:J.史の底部、68・69は大型の壷の[I穀部である"

S K029出土遺物（図41)

70・71は,,り碁式の石謀である．

S K031出土遺物（図41)

72はやや小型の石錐で、刃部を中心に因緑を1m:r.しており、素材剥片の主要剥離面を留める。

S K032出土遺物（図41)

i3は石鏃の未製品と思われる• 74は縦仕ぷJ)ヤの一辺に刃部とみられる述絞する小剥離痕をも

つもので、削器としておく．

- 70-



ぃJd,戸
言一ハ

o ·u ~ 鼻［贔
"珈.., 創幽贔｀

~ 
<:> 57 

C:> 

=・oい』贔|<> 58 ＜二> 61 

SK028 

二二 ＼ 
.. 62 

¥_LJ. ¥Jd ¥li ¥Jd. 
ー モ

＼ 一三三=t:o .e 5oa 

図40 馬場遺跡出土遺物3 (土罪は I: 4. 石沿は2: 3) 

-71-



知

一じ

‘
 

[

/

―

げ

八
馴

1
3

州
い
い

I
f

―
〗
“

3
 

2
 

□

8
1
,
 
は笞

贔
:ーり
'
:鼻

爪
8

2

-

―

―-―

石4
 

は益

，
｀
胃
0

。一

，
 

7
 

二戸

±
 

\
｀
ー

l

〗
g

ー

71

讐

：

口

(

~J. 

＇
77 

土出41 

属
こ
こ
口

□

8-

人

＼

／

図ー＼

~
り
〗
＼
｀

g

-

口
剛
]
~
\

（
）
！
!T

¥
 

。



S K034出土遺物 （図41)

75は2条突帝の炎、 76は口緑部が外面に段を持つ壷で、やや不明瞭ではあるが削り出しでは

なく張り付けによる段らしい.77は厄みのある知）片をmいた掻器、 78は凹基式小型三角形の石
鏃である．

S KD35出土遺物（図41)

79は自然礫をそのまま用いた敲石で、使用痕と思われる浅い敲打痕が汲面の中央部のみに認

められる．

S K036出土遺物（図41)

80は甕の底部、 81はやや大型の石錐で、刃部にはT寧な潤整剥維を施す。

S K037出土遺物（図41)

82は左右非対称の小型両面潤整石器で．石錐としてお〈.83-86は突帝をbつ疫の口給邪、

87は甕の底部である。

S K039出土遺物（図42)

88は2条突帯の甕、 89は甕の底部と思われる。90は壷の口紐部で、外反するが段や/J邸厚部は

ない。91はやや小型の鉢と思われる.92は土採Jヤ再加工の有孔円窪で、紡錘単の可能性がある。

93・94は凹基式の石鰈で、 94は大型で5.7gと重量がある。95は索材剌片の主要刺離面を大さく

背め周緑部に網整加工を施す削器で、両開から袂りを入れていることからいわゆる石匙の 1舷

とみられる。96はJf/.みのある剥）ヤの一端に角度のある刃部を作出した掻器である。

S K041出土遺物（図42)

971ま甕の底部で、安定した平底である。

S KOヽ3出土遺物（図ヽ2)

98は突帯をもつ凌のU緑部、 99は甕の底部である．

S KD49出土遺物（図42)

100・101は2条突帯の炎の口絃部、 102・103は寝の底部である。104は柳葉形の小型両而調整

石笞て＼石鎚としておく。

S K050出土遺物（図ヽ2)

105は2条突帯の甕の口舷部である。

SK047出土遺物（図ヽ2)

106はやや柔らかい揉灰岩質の石材を木葉形に加工したもので、磨いた痕跡はないが磨製石鏃

の未製品と思われる。

S K05I出土遺物（図43)

107は2条突帝の寝である．
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S K052出土遺物 （図43)

108は三角形凹基式の石銀、 109は小型剥片の周絃部のみを加工した石錐である• UO・Illは

ロほ部が外反し、口緑下に三fり突帝をもつ甕で、ポ耗により不明ではあるが、本米は刻~I を施

していたものと名＇えられる。 112はやや大型の壷の底部である。

S K054出土遺物 （図43)

113は2条突帯の甕である．

S KOSS出土遺物 （図43)

114は面面謂整の石錐と思われる。

S 8040出土遺物 （図43)

115は大型で薄手の紫材剥片の連続する 2辺に祠祭剥離を施して刃部を形成するものである。

S HOS&出土遺物 （図43)

116はr11基式の石鏃で、やや細身である。

S 0002出土遺物 （図43)

117・118は甕の口絃部、 119は厚みのある小型三角形の平基式石鏃である．

小穴出土遺物 （図43)

120はP-8出土の喪の底部で、焼成後の穿1Lを施す。1211;1P-18出土の2条突術の甕であ

る • 122はP-22出tの甕で、口絃部は外反し、口緑ードに突帯を巡らせる.1231:l P-15出J:の

石錐で、索材剥片の形状を大きくは改変せずに利用して刃部を作出している．

S DOO i 出土遺物（図44• 45) 

S 0001出土遣物は試掘坑邪分から検出したものである。124-144は下部出土：L:器、 145-154

は上部出土土器である• 124-133は浅のn緑部で、刻目突帯を巡らせるものが多いが 130は外

反するn様の端部下濶に刻 I~を施すものである。134-136は壷の口絃部、 137-140は森のTtl部

で沈線を巡らせるもの、 141・ 143・144は甕の底部、 142は壺の底部である,145-150は擾のロ

緑部で、 ード部出士のものにJ:tペ遺存状態が憑いため不明瞭ではあるが、旧状は刻目を施してい

たものと息われる.151-153は甕の底邪で、 153は肛みのある上げ底状である。 154は溌の底祁

で外面にな雑面詞整のヘラミガキを惰める。155-165はS0001出土石器で、 155-158・160-162・

164・165は三角形凹碁式の石鏃である。159lifll基状のやや不整な石鏃で、 163と共に石鏃未製

品の可能性が強いしのである。

その他の遺物 （図4S)

遺構に（半わずに出土した逍物のうち、特徴的なものを一括して報告する。166は全面を丁本に

磨いた光形の石芹である。厚みがなく（ヽ 平で、).)部は両刃である。167・168は1叩応式三角形の

石鏃、 169は平碁式三角形で臥みのある石鏃である。170・ 171は中国産白磁で、 170は口絃部を

大きめの五緑に作る椀、 171は1-l緑嬬部の釉を剥ぎ取る[I禿げの皿と思われるものである．
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汲2 馬場遺跡Ill土遺物 一覧 法泣の11\1~11= · .. 1 )は慣元伍

遣嘗n 員!Ill号出土遺構 遣物のII類 注量た董!llltl!'Dall 色鯛• 石U 童鋒書号

I 四 S K003 土師お • 杯糸切 ② 怠(7.2) 汲責覆色 9300勾84
2 図38 SKOOS 四'-~わ・ 史 (6.2) 内；沃責橙色・外 ：位色 9300碑
3 図38 S KOOS 沐生土石 ・甕 (8.6) にぷい償色 9300と185

｀ 

図捻 S K006 沐生t甚・ 襄 ① ① ((2294 .9) 内 ； にふべ •tll色・ 外 ・ "ぷい賞6色 9300Z387 
5 図38 S K006 弥生土お・ 復 .7) にぶい貧柑色 9如班
6 図謁 S K006 沐生土お• 炎 氾色 一7 図箕 S K006 弥牛土 わ・ 這 ¢色 9箕如90
8 図謁 SK006 弥生土鉛 ・甕 ② 怠(8.0) 内・ によい褐色・外：糧色 9~ 四 l， 図謁 S K006 体生上侶 ・史 (5.8) 内 ：Iこぶい檀色・外 ：位色 9珈竿
10 図箕 SK007 体生：tお ・賽 (18.4) 沢褐色 岬 im
II 閃箕 SK007 弥生:t•お ・提 内：煤色 ，外 ：氾色 U沿如39
12 131箕 S K007 弥生土Iii, • 直 ② ② (6.6) 内 ：褐色 ・外 ：灰色 一013 図38 S K007 ~1'.1: 1:. ' 史 (6.2) 褐色 碑 m 1
14 閃箕l SKOII 弥生；t岱 ・甕

① i (22.9) 渇色 なりぬ93
15 ell渇 SKOi! 休生1:お ・虔 (5.8) 内：浅貧代色・外：Ill色 9灰碑碑
16 閃絡 SKOII 弥虹お・ 央 (7.6) 内 ： によい賞代色•外 ： lll色 9如 OO
17 図箕 SKOII 休Us士む ，甕 (7.2) にぶい橙色 9細函
18 切謁 SKOi! 淋生t岱・箪 (11.4) 昂褐色 9如 95
19 li!l38 SK012 体生土岱 ・甕 氾色 9額ぷI
20 1:4潤 SKOl2 淋生土石 ・這 内 ：灰貧色・外 ：によい寅檀色 9300250'l 
21 図渇 SKOl2 沐生土Zi・邊 内：訣貧色・外 ：Iこぶい賞位色一22 図埠 S K012 石饂

.... "0〇●"臼".・.・ 項為,心'" ●・ 訳い"' 賣匹"' " ・ 碍 . , 
讀紋岩賃安II』む 94(如 7

i3 e;i埠 SK012 Ii饂 . A~釦13)1.6 黒耀岩 9,m込3
24 図埠 SKOll 石以 . . .3 墳岐沿買安lll'tl 940(緑 I
2S 図箕 SKOi< 体生:tお ・吏 にぷい褐色 9300'l姻
26 邸 S KOi• 体生土沿 ・史 内：に.,ぃG色•外 ． にJ"ヽ\l>lit色 93002005
27 図胡 SKOi< 体生土む ・蚤 内；貧白色外：1こぶい分渇橙色 9珈釦
28 t-139 SKOJ6 ”笞 .7/J)l).00知.s 濃岐むJt'ii l~岩 9l000706 
29 図珀 SK017 沐~-,:~ 會史 内 ；にぷい褐色・外 ：Ill色 93002004 
30 図沢 SK017 休生・ta.・聾

② ② ⑤ ① l.(((6626(il) •. 1.166) ) ) l.5R()A釦 .7

内： ICぷい賞R色・外： t:l& 9:IOO'l嗚
31 図団 $KOl7 休生土硲・ 史 内 ：にぶい賞代色・外 ：n色 畑必
32 閃39 SK017 石饂 填鮫岩償安,1,む 94岬 9
33 閃39 SKOl8 体生土む ・直 内 ：によいほ色•外 ： 汲貨色 9珈おIJ7
3ヽ 1'<139 SKOJ8 体生土お・ 這 内：灰貧色・外 ：紀色 930()25()3 
お図39 SKOIS 沐生.t詣 ・壷 内 ：択団色・外 ：決代色 9300?509 
36~39 SK020 淳生:t.i;・壷 ② (7.8) 内 ：以色・外 ：にぶいJr>l:l色 畑如
37 図l9 S K020 弥生土お ・濠 内 ：灰色 ・外 ：貴＂色 畑細

箕図39 SK020 上悼 ($).1.6怪2. ◄細 .1 にぶい橙色 94呻 I
団図39 SK021 弥生上公・ 聾． 内 ：1こ..: い賞は色・外 ：灰白色 9~ 双512

＂ 
図39 S K021 体生土岱 ，甕 醗褐色 93002511 

<I 図ぷl S KOZI 弥生：tお ・壷 にぷい賞杓色 930025!0 

“ 図39 S K022 弥生＋．お ・噸 汲寅11t色 9年 IS

“ 閉39 S K022 
弥虹 岱 ・屯

...... ①.,,磁...... ., ., 紐... ,,  , . . ,,  ....  , .., .....  . , , 

内 ： ~賀IQ柑色・外 ・1f1色 9珈 SU

“ 
図39 S K022 祢生上わ ・襄 にぷい 色 9如 :il3

“ 
図39 S K022 石織 昂耀む "如3

46 図” S K022 石鍼 ・内員岐：岩栓賀色安・外.~： 沿,: ぷい択符色 ,、00070341 図” S K023 弥生土わ・ ll 9年 16
48 図茨 S K023 弥生土わ・ 史 内 ； 浪貨色・外 ：に ~:い霞ば色 畑 511
49 図39 S K023 休生土訟 ．這

② ⑤ ① ② 62((62..S(ii)83 .6.) 8) I. 以 .-1/S)l.3

内 ： にぶい賞橙色•外 '.IQ色 g刃硲19
50 図39 S K023 石饂 頃鯖'i11t安,,,む 94如 6
SI 図 0ヽ SKOZ,1 弥生土岱 ・甕 貫(i色 93002350 
52 図ヽ 0 SKOZ4 匁生土お・ 史 内 ；灰白色・外 ：!,¥>Ill色 9碑印1
”図,,o $K024•(Yl5 弥生土お・直 貨n色 93(如 7

“ mヽO SKOZ4・025 
弥生土％ ，藻 卯は色 9蜘3◄9

ぉ fi!l40 SK024•025 ”西
墳項濃岐岐岐岩内む質買＂安安安11IIllll1む料<1 

940(碑 2
％尻40 S K027 ~i級 9碑 76
57 図,o S K027 ““ 

9碑 75
埠図40 SK027 石饂~ 贋耀岩 9碑 11
59 閃ヽ 0 S K027 バ饂 黒耀岩 9'000672 
60 図40 S K027 石饂 昂ばも !11000074 
61 図40 S K027 石議 II.I耀れ 94000673 
62~40 S K028 外生；tfi. 遵 褐色 ~oomo 
63 図＂ SK028 弥生ゴ：怜 ．虔 貰出色 畑磁？

“ 
図,o S K028 弥生土お・甕 灰褐色 ”“曲

65 図40 S K028 体紅甚 ，甕 内：灰1!1色・ 外 ：褐1111色色 9200祁18
66 tll40 S K028 体生土公 ，ll! 内 ，灰黒色・外 ：貿 920036115 
67 因40 S K028 体生J:召 ・麦 内 ：灰色 ・外 ：褐色 92003679 
68 1:>140 S K028 弥生土お ・嗽 灰渇色 9200困 l
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遺鎗1臀 llilliら出土遺綱 這伽の糧類 泣1:,11111u1m 111t●lヽ,tu e•• 石材 鷺鱒●号

69 閃,o S K028 弥生.t笞・覺 内 ：鳥色・ 外 ：褐色 9磁 3681
10 閃41 S K029 石鐵

邸．寧.且icrxi. 心と.5 鑽岐む質安,on 94(戚只
71 図H S K029 ,6饂

G>2⑤⑤⑤ z33 •. 寧4改寧$2I. • • . 4R暉 1.1. 、6 
讃岐岩＂安 Ill岩 94000642 

72 図<I S K031 till 議岐岩償安山岩 94(螂;;
73 凶41 S K032 石鰤未製品 • • .8知③ 3.9 昂悶労 94000704 
7ヽ 凶,11 S K032 闇お .'.  .6 闊ばti 940007応
75 図H SK034 弥生jこ沿・史 灰賞色 9如 6関
76 閃41 SK034 弥生土お・濠

.. ""  .. ., .... 0 。,,........ 年... ' . ,, • •• 心匹、,,,. .., .. ・・ '" ... 象.. .. □ 訟,"お., 9 ・, ' 0 

灰僭色 93002609 
”図41 S K034 擾わ

/11,¥¥', ばI、岩む
94000707 

78 11!141 S K034 石饂 94000648 
79 図41 $ K035 敲石 94000109 
栂図u S K036 沐生土笞・央 内 ：灰色 ・外 ：灰fl色 9如 607
81 fllH S K036 石鑢 填岐も質安111ft 94000702 
鯰閃41 S K037 石鐘． 讀岐岩胃安山岩 9ヽ000701
ね図41 S K037 弥生.I:苔・ 史 内 ：にぶい貨l!l色・外：裕色 93002531 
U 図41 S K037 体生土笞・甕 内 ：汲賞ほ色・外 ：tこぷい賞橙色 93002528
邸図い S K037 淋生土沿・聾 にぶい貨a色 9碑 529
邸図』1 S K037 体生土ね・史 ① ② (25.0) にぶい賞柑色 9細 527
81 図ヽ I S K037 弥生土21・ 哭 (6.2) 内：1こぷ1•:ltlil色・外： 9らムペヽ8色 9碑 532
88 図,2 S K039 弥生上む・這 ・`白色 9細 611
S9 図~2 S K039 弥生上笞・ 央 ② (7.2) 内： "ぶい灰出色・外 ： ~l褐色 9珀Ol!613
90 図ヽ 2 S K03'1 弥生土召・濠 ① (20.2) 内 ：賞褐色・外 ：に.,ヽ 賃ヽ褐色 9300'Z612 
91 図れ S K039 体生土お・鉢

""  .. "'., 如゚隔"・... "", 譴'慮』叫".', .・.四... "''".... ・,.°I"' .. 霊,.霊,,,,`' ., . ‘ 

内：に1,い褐色・外：1こぷい灰褐色 93002610 
92 llll•2 S K039 ~i孔土製晶 内：灰fi色・外 ：褐灰色 9<! 如 0
93 閃<2 S K039 石鍼 愚ば岩 94螂 5

＂図◄2 S K039 石鍼 議岐,•む1'1t竹安安o1IJm 941)(如 I
％図,2 S K039 n, お （石駐） 讀岐 む 94000108 
％図<2 S K039 掻お 頃岐nu安IU!il ,、000678
97 図42 SKOH 弥生土召・it 内 ：灰は色・外 ：'"ぷい/.B灰色 93002J.l6 
98 図◄2 SK043 弥生土む・虞 にぷい褐色 931)(如'!
99 図,2 SK043 弥生J:と・虔 ② •• 内：9こJ:,ヽ費色•外 ： によいぶr.ta 93四 5
100 IRl42 S K049 沐生土苔・甕 賞8色 93002342 
IOI 閃◄2 S K049 体生:t：西・甕 1,: に J;、1濯色•外：によい賞褐色 93四 3
102 閃,2 SK0<9 弥生士お・遅 息4 にぶい寅位色 93叩 I
103 図42 SK049 弥生土む・虔 .9 内 ：寅け色・外 ：l.~1:/i 色 93岬 0
104 閃42 SK049 ふ鏃 ．ゆl.lcrJ/J.4R1.5 滋岐岩償安山岩 94000652 
105 図42 S KOSO 舛生上翡・ 甕 灰貨11l色 930023ふi
106 図42 SK047 慮製石饂*"'・

<!i)5① ⑤ ⑤ (23. ..寧II⑥⑤.4)1 1 .J(l)O. 閲DJ.I
lit灰H 9400061!5 

107 閃43 SK051 弥中土む・!I! 灰黒色 9300'1逗
108 llll43 S KOS2 石饂 _四;⑦ 0. 碍叫切I.6 IJ.Iば岩 94(蜘 4
109 図43 S KOS2 ,fill ' . ,0 議岐ふ：岩い刊貧安R山沿 9-1000654 
110 凶<3 S K052 弥生土若 ・ll! に色 931)(四
Ill 図ヽ 3 SK052 外生土笞・哭 内 ：灰色 ・外 ：小位色 9301匹 s
112 図43 S K052 弥生土鮭・壷 Iこぶい寅橙色 9JllOlJ37 
113 図43 S K054 弥虹お・史 にぷい貧n色 9300'l339 
114 図43 SK05S “緯 ② ① ⑤ Gl6⑤ ((82!1... 0: 5$1. 8⑥ .脳6)) 1.71 41⑦ (:t)fl)O01 . 如閾閾p4 I . 9 填岐',111安111沿 9<000100 
115 図43 SIJO<O•P 5 mぉ . • 6.7 議岐岩竹安山料 94匹？
116 図43 SHOお 石鋼 • • .7 ,11燿む 9100磁 7
117 閃<3 SD如 弥生:t:11・丸 内 ：匝色・外：にふ；い位色 9,(四 2
118 閃<3 S0002 弥生土笞・ 央 l'i: 灰貧色・外 ：に.., い賞杓色 ，”位箕3
119 図43 S 0002 石饂

如〇.. ,., .の？.. ,, . 0● ... 如ヽ ,し.. " ... " . ... , 割 i 

見1ほ岩 94000679 
120 閃43 p ~s 弥生上若．這 内 ：1こぷい位色・外：Ill請l褐色 9如)34)2
121 因<3 P-18 沐生士:~・甕 息褐色 9四 13
122 図<3 P-: 克 弥虹公・支 内 ：注貧n色・外 ：褐色 9如 14
123 図43 P-15 

“” 
．珀I.OiS)I0.3 愚11¥1 9◄(碑77

J2.I 閃" S0001下瓢 弥生土公・史 昂褐色 93002319 
125 図“ 50001下聾 体生土店・甕 内 ：灰貧褐色・外 J!I褐色 93001377 
126 図44 SDOOI下郷 体生r.a・辺 にぶい貨R色 9珈 378
127 図“ SDOOI下郷 弥生i:若・甕 浅賞a色 9珈 lJ73
128 図』』 sooo1・ ド瓢 弥生ゴ：鯰．捻 黒褐色 9孤 J.403
129 図“ SDOOl'l'謬 弥生土む・戎 昂出色 9300J.CO< 
130 図“ S0001下恙 弥牛::t.む・央 昂褐色 9如 02
131 fflH SDOOI下怒 休生土0・遅 内：！こ.;:いIll色・外：黒褐色 93003-!05 
l3Z !'AU SllOOlr絋 休生土笞・史 内 ：灰貧迅色・外 ：灰貿色 9'.!-00J.106 
133 図u SIJOOff総 弥生土苔・虔 内：にぷい賞R色・外：Iこぷい褐色 91003-I07 
13< 以.. SllOOI下邸 弥生土笞・逼 ① (16.8) 浅賞n色 93002380 
135 li4H SDOOJ下氾 弥生上匹・製 にぶい代色 9岬 01
136 WH  SDOOI下絡 沐生t荘・嘔 にぶい楼色 93003250 
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箪1ii'i褐国暑号 出土這綱 遣物in11類 沿量 む量1、llllIUi!llllUIIU 色鯛• 石材 量鑢曇号

137 閃" S00011'感 弥生土わ ・吸 内 ：にぷい賞位色・外 ：灰賞氾色 93003408
138 1!114 SOOOff郷 jt.~ 土お・点 賃灰色 930034的
l隣図44 SDOOJ-ド邸 弥紅沿 ，凜 内:111褐色・外 ：m褐色 9珈 3410
140 fi!l44 S0001下邸 弥生土ll;l • 彊 黒渇色 93003ヽII
1'l 044 SDOOlr撼 沐生：t店 ・邊 ② ② (9.2) ほ色 93002376 
1<2 因" s0001・ ド絋 弥生土わ・壷 (6.8) 内；褐灰色外 ：浅貸m色 9300泣14
1•3 閃44 S0001'ド部 弥生;t:祐 ・ll! ② (7 .4) 内：1こふい賞褐色・外 ：黒褐色 93002375 
"↓ 図" SDooffllll 弥生土お・史 ② 器(7.0) 灰賞渇色 9300237'2 
1<5 1>444 SDOOI」:II 弥生土わ・甕 (27.2) 帽色 9箕畑7
146 lil4• SDOOI上躯 弥生上お・這 (22.5) 内；息褐色・外：によい貧a色 9箕MY.!36<
1'7 図" SDOOIJ: 郎 弥生.t鉛 ・甕 (1)(17.0) 内：汲賞a色・外：橙色 9如逗
1◄8 閉‘‘ SIJ(J()I上謁 弥生;t.召 ・丸 (])(25.0) 内 ：にぷい賞履色・外 ：褐色 93002.16S 
Iヽ,9 図‘‘ SDOOIJ埠8 弥生土i,.!I! ① (1)((2233 .6) 黒褐色 9畑 :;.;9
150 図44 SDOOJJ: 狐 弥生土沿・提 .G) 内 ：賞Q色・外：a色 畑 M
151 図ヽ 4 SD<IOI上祁 弥生士沿・史 ② (6.8) 内：浅賞ぬ色・外：寅R色 ，“叩9
152 囚ヽ 4 SllOOI上部 祢生t澁 ・交 ② (7.6) 内 ：灰日色・外 ：！こぶい貨I!:(!). 93002370 
153 図ヽ 4 SDOOIJ: 郎 弥生土お・復 ② ② (7.9.6 ) 賞｀色

， 
154 図4◄ SllOOLI: 船 弥生土臼・量 内 ：Ill褐色・外：灰貧色 93002371 
155 図45 S0001下氾 石1l!

0 惰鴻..,.. 賣濁,9.●.. 認り泣,,," ... .,,, ... g,,. , , .... 匹以', 伽 ， 
昂耀ti 94000約6

156 1;145 SDOOI 石饂 ...... •••• ..... 目... ,.. , , 昂“む 9'000061 
157 図45 SDOOI .(i饂~ 昂罐岩 9年 3
1謁図45 SDOOI 石銭 • . • .2 黒lift 94000統0
169 図,s s0001.1: 郡 石鐵 黒“営 94000665 
160 図t5 SDOOI 石鎮 汲岐宕預安,,』~: 94000659 
161 図45 SDOOI 石饂 昂耀笞 940(畷 2
162 図,s SDOOI 石饂 讚紅岩沢安1JJ岩 9• 呻.,
163 閃45 S0001上1111 ぶ饂 虞岐宕賞安山岩 9↓OOO臨
16ヽ 図4; s0001 石鱗

0$.., , 傘螂... ミ, • •• 嶋...... ＂ • ~ ヽ, , 黒噸沿 94000656 
1お図45 SDOOI 石饂 島“む 9↓ 000657 
1的凶45 汲石 序製石芹 9400068』
167 図,s 表は .i; 戴 ⑤ 1. • .3忠釦 .3 !.11111岩 91000669 
1認図45 表は 石鍼 ⑤ ⑤1 • • • .9 黒耀営 94000磁
169 閃45 表は 石鐵 , , •• I 黒ll:~l 94000610 
170 図,s 表R 白磁 ．拐 案蛾・軸関：灰白色、 93002522 
171 閲45 れね 山磁 •n 素地 ・檜鑽：灰白色 9300Zm 
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4 • まとめ

馬場遺跡での発掘調介は今回が初めてであり、 i面積はそれはど広〈なかったが、弥生時代前

期の滋構 ・遺物をはぽ単純に検出することがでさた。今回の潟査成米のうち、出上遺物につい

て簡11iにまとめておく e

まずt器については、破片沢料ばかりでありしかも遺存状態が良くないので、俗形や笞面潤

整に関して不明な部分が多いが． 一定の傾向と特徴を うかがうことはできる． もっとも多〈出

土した礎についてみると、 主体を占めるのは刻目突帯文系の屈11!1しない2条突帯の史で、如意

形U給で胴部に突帝を持ついわゆる折衷形の寝は少11.t(110・lll・122)であり、如、な形I]緑の

板付系の虔はsooon屑出士の 1点 (130)のみである．妊部はIIJ盤状の厚手乎底のものはな
く、 SDOOI」』り出土の 1点 (153)のみが中期初頭に多いJ"/.手上げ底で、これ以外はやや（び

れ気味の平底である。また壷に関しては、口緑那外1針に段のつく肥厚部をもつ板付系の要素を

示す沢料はSKo:14出士の 1点 (76)のみで、他はいずれもt!W突帝文系の盗である。このよう

に馬楊遺跡出土土器は、刻l:l突帯文系の伝統を色泊く留めるのに対して板付系の影響は希薄で、

こうした様相が:/i明海沿l~!地域では一般的な傾向であることはしばしば指摘されているところ

である。当地域の弥生前期土岱と板付I式-LI式との関係を明らかにするためには、いわゆる

亀ノ甲式の内容把艇と細分を行う必要があり、すでに公にされた研究 （藤尾、 1990)l, あるが、

前段陪の刻目突帯文）j¥純期の安料が墓葬I関係に行しく偏っており、今少し集落逍構関述灯料の

蓄積が待たれる。

石器については、組成や製作技術について提示できなかったが、図；J<でさた石鏃• 石錐 ・用

器以外に黒耀沿と'11岐岩質安111岩の石核 ・和I!',. 砕片が多数出土しており、遺跡内で刹片石路

の生廂が盛んに行われたことを及している。まに両刃の磨製石斧 (l66)は縄文時代的な形態

を示し．いわゆる大胚系窮製石器と しては的製枇摘具 （小破片のため肉示していない） 1点が

あるのみで、石器保有に関する馬場沿跡の特徴と してあげておく ．

引用文猷

武雄,ti教訂委n会 0986a ) 六角Jll河川改修Jこ平に伴う埋蔵文化財発批調企報告愕 L!:~l み

ゃこ遺跡．武雄iii文化財関牡報告む第15集

武雄市教育委月会 (1986b)六角Jll河川改修：r: 事に伴う埋蔵文化財発掘詞査報告.pf(下巻）没

手遺跡．武雄市文化財潤企報告¥11第15集

武雄市教n委H会 (1987)小野原遺跨． 付茂千遺跡・北m遺跡．武雄rli文化財酒査報告術第
17集

武雄市教育委n会 (1990)釈迦寺遺跡．武雄,1,文化財1V/1査報告；柑第24集
藤尾 慎一郎 (1990)西部九州の刻U突帝文土粒.[!ii立歴史民俗博物館研究毅告、第26集
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第 5章小野原遺跡A区

おの Itる

遺跡名：小野原遺跡A区（略号ONO-A)
さが たItお たらI!~ だいにち おのばる

所在地：佐賀県武雄市橘町大字大日字小ノ原



おのばる

第 5章 小野原遺跡A区

1. 小野原遺跡A区の概要
u ".,. • が た".ミ"'' だいに9 いのばし

小野駆逍跡A区は、佐賀県武雄iii橘町*'t'大Wやlヽノ原に所在する。対象面積は20.600m'で、

潤企範囲は3.350面である。今Imの関代と同時期に、洞在区の東南睛に並行する圃場笠i耐Ji業の

水路部分が武雄市教n委Ji会によ って潤在されており．図16の追楕紀沼図には併せて；卜してい
し幻. . ヽし

る．潮見川支流の東川に隣接した楼/.'S6m程の自然堤防上に立地し、東JIIを挟んだ対J?には馬

場遺跡が1如在する...t,: 米の小野原遺跡は今回調究のAlヌより南方の如IIと洵H↓1111こ挟まれた,Jヽ

JHJ・れ集格の関辺に広がる弥生時代遺跡として因知されており、武雄市教百委貝会がMl場整偉に

11'って濶査した地点では、弥生時代,,,期を主体とする掘立柱建物等の遺ばが検出されている（武

雄iii~委,1987b), 「小野原」の地名は. ·~ 徳四 0155)年三月t-liB渋江公代内状（樅中村

文:1l'64~) に「艮珀庄内小野9点 1五町」とあるのが初見と思われるが、.:.の1 5町分のm地が、

現在のどの範囲にあたるのかは確認でさない．

検出した滋構は．大きく奈良叶代と謙介時代li•J後の 2時期に別れ．溝32条、）l'i=渇基、土坑

9基、 :fUJJ逍構等がある。この他、柱穴と息われる小穴も多数検出されたが．掘立柱建物は硫

認でさていない。遺樟はIFI地表面のほr.:;がii万かったIii部分は比較的逍存状態が良好であったが、

全体に削平を受けており．集硲構造を把捉するまでには歪らなかった。奈良時代の遺情は土坑

3基があり、須忠器氏膳具や」葺器梵等が出土している．鎌釦UI前後の逍構は、沿のUとんど．

,~ 「・;3甚、上tii.6基、不1,1JJ'J構がある．鎌介期前後の逍物を出土する溝の多くは、互いに,IE走

する力直交する走1/,Jをホしてお'),.::.れは逍跡周辺の復元条里の方位にはぽ一致するbのであ

る．また、 SX009とした不明遺構は.r i1・」キ状の溝で1l1lまれに範囲に灰や炭化物州が堆栢す

るもので、この俎構の北測と西側をL字状に区切るものと思われるSD007・ S D030から編羽

nが出J:していることから、只体的な1昇磁は不明であるが鍛//;に関連する可能性が強い．鎌介

期前後の逍物としては、土師笞杯 ・小皿 ・麻瓦器椀、東播系須思器捏鉢、 1ti恵お甕、 中国困

磁沿ィi知 .,鍋、＋．筵編却 i、亨が出土しており、編年沢料として>Tl要な(1'地 ：I.: 器群もある．

逍物の中にはi1i瀬J-;(/)釘JJUl/!;し含まれており、これらの搬入経路がIIIJ題となるだろう．

この他.S DOOiは出土遺物から弥生時代jjij期木ないし中JUI初頭頃の遺構と考えられ、資料的

には1t弱であるが、対f;Jの馬沿逍跡との関述で興味深い．

以 Kのように、小野原遺跡A区の調布では奈良的代と鎌介時代前後の集落沿構を検：1¥Ltc. 

特に鎌介紺lliり後の集落と息われる追構群は滋存条件のため、その構造を把握することがでさな

かったが．条'1し型地割りに規制されている.::.とを確認できた。
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図46 小野原遺跡A区の遺構 (1: 500) 
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2. 遺構と遺物

S EDDS (図41)

潤:!'ti笈．北側に単独で位沼する.S D004と重複L、これより新しい．平面は径1.3mの円形、

断面は逆台形で深さは0.7mてある。北侶側に 2段の平場が付く．

S EDDS出土遺物（図41)

1 は底部回転糸切り離しの土師器杯で、板状圧紺はない。復元n径13.3cm、器F.~3.8COJ、底径

7.6cmである。2・:lは龍泉愁系脊磁で、 2は横田・森田 (197$)分類の碗 1-1類 （以下、中

国伐磁の分類に関しては横田 ・森Ill分類による）、3は椀1-4類の小破）ヤである。

SEDU (図41)

関在1ざ．南1111の中央部に位殴する,S D016と煎複し、これより新しい．平面は艮径1.3m、短

径1.2mの松円形に近いFLF形で．断面はj((に立ち上がり深さl.lmである。

S EDIS出土遺物（図41)

4は土面器小皿で器画ポ耗のため洞竪や底部切り離し手法は不明。復元n径9.5cm、岱和〇.8

cm、復元庇径7.2anである。 5は底部厄l転糸切り離しの土師器杯で、板状圧痕を留める. 6・7 

は底部回転糸切り離しの瓦器小皿で、 7は板状圧紙を留める。いずれも底部をやや丸底気味に

作る。 8・9は瓦器椀である。8は完形に近く、内而は 1方向のヘラ ミガキ．外而は口緑部が

やや雑な横方向のヘラミガキ、休部は山形に交差するヘラミガキを施す。外而休部下半には押

し出しの際のユピオサ工を惰める。爪ね焼さにより口緑邪 ・内外底部と内外体部とで色両が異

なる。 9 は約1/3個体の破/~で．外面はややJIU阪のあくヘラミガキ、内W1iは分割ヘラミガキを施

す．煎わ焼きにより、内面から口給邪外面は灰色、外面体部以下は灰白色である。10は須恵器

甕の小破片で、内外面平行タクキである．

SE D2D (図48)

潤査区中央部の京がりに位滋し、北園に接してSK024とSE021がある。平面は艮径I.7m. 

短径1.4mの楕141ftに近い円形で、断面は逆台形で深さI.Omである。

S ED2D出土遺物 （図48)

11は庇部回転糸切り痘Lの土師岱小皿で、不明瞭ながら板状圧鉗を背め、内底ナデを施す．

復元U径9.2匹、岱窃I.I四、復元底径7.2<:mである．

SKD24 (図48)

潤査区中央部の束寄りに位沢し．西側に接してSE020とSE02lがある。平面は長軸2.2m、

短軸1.73mの不竪な長楕円形で、深さ0.5mである。

S K024出土遺物（図48・49)

12は底部同転糸切り離しの土/.iii沿小皿で、板状圧痕はない。復元口径8.5四、器麻I.Jem、復

元底径6.Sanである。 13は瓦器椀で、外面はケズリに近い独いヨコナデの後部分的にヘラミガ
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や内面は庇部を起点として放射状に同帰するヘラミガキを施す。 1柑面にはコテ当て痕を招め

る．爪ね競さにより、口粒部外面から内面体部は灰色、外而体部以下と内妊部は灰1:1色で、特

に内胚部はふ1台径に一致するP:J形の}t色部分が明瞭に観察される.14は古瀬戸の笥lllllで口緑部

は欠損する．底部はIii!転糸切り維しで、内面全体と外面の底部近〈まで灰釉が施されている。

内底部の卸目部分は使Illによりそしく摩滅している。 15・16はiJJ安窯系斉磁で、15は1Il1、16は

椀 1-1b類である.17は塊泉窯系脊磁碗 I-4煩である。18は自磁椀IV類である。19-22は

須忍岱炎である。19・20は同一個体の可能性がある.22は平底の底部で、外面は正格子クタキ、

内而はハケメである。23は束播系須恵器捏鉢で、爪わ焼さにより口絃部外面のみがやや暗い色

潤である.241:t滑石製石鍋で断面が不等辺台形の鍔で、 U絃が斜め上月に立ち上がり底部がす

ばまる木戸分類Ill類C (木戸，1993)である。 25-27は砥石である。

S K041 (図50)

潤査lを中央部に位沼し、 SD032の南端と頂複するが新IEII関係は不明である（綱究記録ではS

K041が新しいような図化がされているが、新181関係の記述はない）。平1r1il・'I形の小型の十坑で、

径O.Sm、深さ0.4m、底1/iiは平坦である。

S KOい出土遺物（図50)

28はほぼ光形の瓦骰碗であるが，若墜が薄くなるほどに摩滅が宅しく器面潤整などは全く観

察できない。漬わ焼きにより内面口は部と外面n絃部下が帝状にややi尋い色網である.29は器

樟不明の土師器の口絃部である．泊1部はくびれて内面は稜をなし、口ほ部は外折して大きく開

く編口絃部外測は断1fli三角形に大さく肥肛させる。器面調整は、内面がT寧なナデ、口緑部は

ョコナデ、頚部外面は縦）i向のハケメである。器比はJ•j.(胎土に砂粒を含み、叔炊用の上器と

息われる。令体の器彩が不明で局辺での類例もないが形状からすると釜形かもしれない。

S K019 (図50)

詞布区南憫中央部に位匹する．南側が大きくり秤されて全体形はイく確尖であるが、不整な閑

丸艮方形の土坑である。現況で長紬2.2m、短紬1.7m、深さ0.4mである。

S K019出土遺物（図SO)

30はn緑部が外反する土師器炎で、器面調整は、口緑部がヨコナデ、外面は縦方向のハケメ、

内面頚部以下はヘラケズリである。 31-33は須忠岱杯で、岱形は 3/f.各々が若干異なるが、法

姐はn径12cm代、器高4an以下にまとまる。いずれも底部回転ヘラ切り離し未濶整で、 33は体

部と底部の楼を回転ヘラケズリする。34は須思器硲台付杯の底部で、俗面摩耗のため調整は不

明である。

SK043 (図50)

調査区中央部i柘寄1)のSD014とSD046の間に位沢する。平面はやや不整な卵形で、反軸2.2

m、短軸l.Om、深さO.lmであるn
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S K043出土遺物（図SO)

35は須忍器序ぶ 36は須恵器皿で、いずれも底部は回転ヘラ切り離しの後かる〈ナ元 37は土

師器甕、 38は編羽口である．

S K042 (図SO)

岡査区面側中央に位沼する。SD016・S D046と屯複しこれらより古い．長軸3.2m、短軸2.3

mのやや不竪な紐九長方形で，深さは0.4mである。

S K042出土遺物（図50)

39は須恵器溢で、口粒部は嘴状｀天井部は欠mするが回転ヘラケズリを施す。40は須恵器皿
である。旺部は回転ヘラ切り躍し未図整でヘラ記号がある。41は須葱器杯で、底部は回転ヘラ

切り離L未閲砥 42は須忍器窃台付杯で、底部回転ヘラケズ')。43は土師器科台付杯で、器面

摩耗のため潟整は不明である。44は須思器甕の口絃部で口緑部外面が台形に肥厚する。 45-47

は｀口綽部が外反し胴部のあまり膨らまない±Cili~寝で、内面をヘラケズ,,する。

S X 009 (図52)

調査区中央部束端に位滋し、一部は園場整備1ド業水路関係の調査区に延びている．平面形は

「廿」字状で、民輪12.5m、短軸6.5mの不明遺樟である。外周を編0.8-1.4m、深さ0.2-0.3

m程の溝が巡り、その清に囲まれた中に灰や炭化物を多く含むJr!が堆積するものである．また`

S X033とされた遣構は、やはり炭化物等を含むHが堆栢するもので、平面形・断面形がはっさ

りせず、 SX009と頂複することは解るが、両名の構造上の関係については調企担当者に聞さ取

りをしてもよく解らなかった．この遺構の北側と西側をL字状に区切る形でSD007・S D030 

が位紅しているが、これらの溝とSX009とは出上遺物の年代観と位沼関係から、 一述の遺構群

と認盆して大過ないものと弓えられる。このSD007とSD030の双方から薩羽lゴが出土してい

ることから、 SX009を中心とする遺構群は．製鉄ないし鍛冶に関述する可能性が弛くホ唆され

るのであるが、具体的な性格や構造について明らかにす,,. ことがでさなかった。

S X009・S XOJJ出土遺物（図SJ)

48-5.1は底部皿転糸切り離しの土師蒻杯で、法飛は平均位で口径15.7cm、硲硲3.9cm、底径8.5

cmである。51はSX033との接合資料である。52-56は瓦器椀で、 55は外面体部下'I'に回転糸切

り離しの痕跡を留める。いずれも箕ね焼きによる同一悩体内の色関変化が認められる。特に明

瞭なのは53と56で、 53は口緑部外面とIJ緑部内面端部が暗い色調、内底部がfl]形に薄い色関、

内面体部が両者の中ID]で、 56は内底部のみが円形に薄い色調である．つまり53と58U垂虹に重

ねられ、 53が3個体以上巫ねた楊合の中間、 58が2僻体以上重ねた場合の下側｀という爪わ焼

き方法を復元でさる。 57は白磁椀N類のい緑部,58は滑石製石鍋で、木戸 (1993)II類の口緑

部であろう • 59は底部回転糸切り離Lの土師器杯で｀復元n径15.2cm、器邸3.5cm、復元底径9.4

四である.60は白磁椀N類のn緑部、 61は底部である。62は同安窯系i粁磁皿、 63は褐釉系悶器
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涵の底部である。 64は細い紡錘形の:I:錘て..1',-Jl11を一部欠Hiする．

S D007 (図46• 54) 

潤査区中央部束側に位沢する束西方向の溝で、走向はN71'Wである。幅0.9-1.4m、深さ0.3

m, 延fH7mである．東端には細い滑が連なって潤必区外に続さ.iJs端は継状にはぽ[(ifりに折

れて細い沿て・s0030と連結する。南睛に位設するSX009と1関連する辺椒と名えられる＂
S D007出土遺物（図54)

65は求播系>J'[忠粒捏鉢のII緑部で、頂ね焼さにより外mi端部のみがやや暗い色潤である.66 

は.~磁椀W類の口絃部、 67は瓜部で書 同一•個体の可能性がある, 68は約1/3佃体の瓦器小皿で、

n絃部はやや歪む。器ilii潤整は外面口絃部がヨコナデ、 外ii社本部にはユピオサエ痕を留め、外

面駈邪は 1方向にナデ．内面はエ具のあたりと息われる級跡がある。内外1侃北に明瞭なヘラミ

ガキは施されていない．索地は9天白色で砂粒をはとんど含まず．焼成は良好で銀黒色を示す．

69・70は輻羽nの破片である．

S D030 (図ヽ6• Sヽ）

潤査区中央部に位沿する南北方向の溝で．走向はN19'Eである．幅l.l-1.3m、深さ0.4m、

延長IOmである。南燐は途切れ、 北嬬は細い溝でSD007と連結する.Jl!1lllに位；花するSX009 

と関連する逍構とダえられる．また、西1111にはS0026・S 0027・S 0028・S 00:12が間翔を

牧いて並行する．

S D030出土遺物 （図54)

71は廿白磁合子の溢.72 · 73は I•~安密糸w磁で.72は碗 1-1b類、73は皿である。72は使
mのためか[I緑嬬部の釉がかすれている• 74はやや焼成が甘い須思粒甕で、正格＋タタキと1J1

形ククキが巫tJて施され、内而1:11:lの組い横方向のハケIである。75は編羽IJの破片である。

S D037 (図46 • 54) 

関究区中央部西寄りに位漬する凍西方向の溝である。 走l•Jは N73'Wで、 S0007と一致してい

る。幅0.7-l.3m、深さ0.lm、延長15mで、東西111油端が途切れる。東端からやや間隔を沼いて

S 0030が直交する形で位沼する外．束側半分の南に接してSD026・S 0027・S D028・SD 

032がif(交する．ま/;:、北側にはややJill隔を沼いてSD040が並走する。

S D037出土遺物 （図54)

76は褐柏淘器濯の底部、77-79は紡錘形の土鏡である。

S D032 (図46• H) 

調在区中央部に位設する南北方回の清で、走い）はNl6'Eである。輻1.l-l.3m、深さ0.3m.

延長llmである。北嬬はSD037に接して止まり、南端は迩切れる。北間にはS0037が直交し．

束測にはSD028・S 0027・S D026・S 0030が間隔を沢いて並行する．
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図55 S D032土層 ・SD023土附 (I: 40)、：-11土遺物 (I:3. 88・92は1: 2) 
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S0032出土遺物（図~5 )

80は沿みi製石鍋で、木戸 (1993)Ill類a-2ないしIll頴bと思われる。81~83は土的器杯で

ある。全体に摩耗しているが底部回転糸切り離Lと思われ、法欣の平均は口径13.1cm.器窃3.8

〇、底径8.4cmである。84は瓦器椀で、内面はやや掘のあるヘラミガキ、外碩if祁I]開のあくヘラ

ミガキを施す．また、内面にはコテ当て威を留める。85は白磁椀IV類、 86は口磁JlllVII頚である．

87は口秘部の一部を欠肌するが、はぱ完形に復元できる魚住窯ill(と思われる須恵器捏鉢である．

底部は回転糸切り離L.焼成はやや軟質でIIは部内外面は煎わ焼さにより昭灰色である,8811 

紡錘形の土錘である。 81~83と87は完形に近い状態で近按して出土しており、はぽ一括廃棄に

近い汝料と息われる．

S D023 (図46 • 55) 

閃査区中央fff束端に位沼する縦Iこ長い溝状の落ち込みである．圃場整iR水路部の躙査区に絞

き、そこで完結している。出土遺物には明らかに時期差のあるものが含まれる。

S 0023出土遺物 （図55)

89は刃遠彬彰 囮転糸切り離しの抗跡を貿める底部破片である。90は白磁椀IV類

の底部、 91は釉のt'f.い端応）の行磁磁 92は紡銹形の土錘である．

S 0016 (図46• 56) 

岡査区南側に位置する東西方向の溝で、走l~Jは N73'Wである。面0.4~0.Sm 、深さO. l m で、

釆西両端が削平により失われているが残存艮は16mである．現楊での所｝↓による他遺構との賃

複関係では、 SK042・S 0046・S 0014より新L〈.S E015よりは古いと記鉗されている．

S 0016出土遺物（図56)

93~101は瓦岬で、いずれも n径に比して砕店が低く．謀台は大さく安定している• 93・97 

は原形の杯を}立くは押し出さずに高台を付けており、岡転糸切り離しの艇跡及び体部と底部と

の投し明瞭である。95は頂ね焼さにより外面口絃部以下と内Iんが薄い色両である。また、 lOOは

店台内に線彫りの記分を施している• 102は1出磁椀IV類である．

S 0001 (図46• 56} 

綱充区の北端部に位沼する渭で、延·~6 '" の弧状に調介区にかかる． 福0.3~0.4m、深さ0.1

mである。SD002と爪複し、これよりi'iい。

S 0001出土遺物 （図56)

103は両).JQ)磨製石芹の破片である。104はSD001の下部からIll土したらLい弥生土器の史で

ある。 IJ絃部の突帯はやや発遠しておリ、逆に口絃下の突帯は低い．器面は店耗しており謂艇

は不明である．
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公 3 小ft原遺蹄A区出土遺物一覧 法 i~のqi位1れm・• • ( ) lj復元値

illol号鼻因1号出丑II 遺物の檀類 注量 I•島!alllH!l犠!l!i!III鼻•IU 1!111・ 石材 鷺緯暑号

I l'AH SE姻 上凶11, • t/.糸り9
① ① 1(163.4.(%)63)~. 心.6③.39 .8 灰fl色 ,、002901

2 図17 s coos 村磁・罹 業嶋・｀ビ湛；灰R色•柑真： 9 り一双色 94002901
3 I閃47 SI, 磁 斉磁.,.. 素崖：灰1り色・檜111・が1-・111.色94002911

• 図"7 S EOIS j糾笞 ・ )ヽ•Ill/(,切 ①(9.5)② (7.2)¢4).8 戊貨橙色 94002904 
5 ＇出7 SEOIS 士．却岱 ．杯糸OJ

窟゚
灰,・,色 9ヽ001901

6 m;  S£015 瓦f,; , ,Jヽ鰭糸~) IO.:I)② (6.0)③ 1.8 ＂械第一体瓢： Ill灰色•雌·外：町1色 9ヽ的zgお
？ tA17 S 1'015 JlliF ・ 小D糸 ~J

灰U色：灰 94002908 
S t:447 S ;;015 瓦切 ．舷 @6① (1)¥I15.6 S.8(2).7)② 7. 平(7.2)③ .s 内禰 色・外illi:灰 J~色 94002909 ， l'A47 S t:015 ん石 ・帽 .8 灰色 ・哨灰色 94002910 
10 1'4<7 S f:015 絹ぷわ・ 滉 内 ：出灰色・外 ：ヽ とふい褐色 9400!906 
II 図•18 S E020 

上細霰 · •·・糸. ..  .似...... 如,".. ふ,,, " ・9""● ● ., .. ,". ., .. ・" .... ". , ' ・' 
灰,・,色 9<002903 

12 U謁 S K024 tblil, ・,1、11糸切 灰.~色 940014況
13 1446 $K024 几祐 • 関 灰色 940014ね
14 閃,18 SK024 ,'; 瀬,,・飼IB 奮濾鶯は畠：灰色・饒ill;('Iーブ灰色 940028潤
15 図』8 S K02< ＊磁 ．鵡 ③1.9 苓饒·露佑瓢 ： 灰色・籍讚 ： ~,... 灰色 940014邸
16 閃48 SK02< 行患 ・関 贔地・霞は畠：沃(J色·檎 ． が1-•flli色 94002826

” 図<8
S K02•1 粁磁 ・院 嘉皇・芦を氾：沃H色・lo買：が1--r費色 94001424

18 凶48 S K024 H蟷 ・Iii ぷ地・芥貼郎・ 檜lll:灰山色 9<002821 
19 図49 SKOZ< !~ 点お ・這 灰色 94002832 
20 囚49 S K02, II'(ぷわ ・史 灰色 94如 831)
21 以,19 S K02-1 '"点怜 ・曳 内 ：灰色・外 ：灰白色 94002829 
22 図49 S K024 f~ 点沿 ・史 灰色 9,1002831 
23 閃49 SK024 瑣1/1'.l:i・rm 灰U色 9,IOOJ.121 
2, 閃49 S K024 ~; 鵬 冷n 94磁 836
25 図<9 S K02< 訳石

⑤ ⑤ (l.16の111082.寧以..9心邸恥．公.．26/tJI紀加⑦肱． 1,9 
9•002834 

26 i:>149 S K02•1 砒“ .o 9,100283$ 
27 図49 S KOれ 紙4 I 94002833 
28 図” SKOH 瓦石 ，1fi .1 灰U色 9•10003,10 
29 因” SK041 •ロヽぉ 11.¥ltl色 9•1000339 
30 因511 S KOl9 1:11お ・安 器(])(23,2) 浅沢tll色 91000337 
31 閃団 S K019 項息沿 ・杯

(12.8)② ②② 7((87ぶ..S2訟))〇(J).：6 4 I.? 
灰fl色 9400033< 

32 閃団 S K019 須忠お ・杯 (IU) 妖色 94000333 
:1:1 閃“ S K019 項氾沿・払 0)② 02.6) .0 灰色 9.JOl)(t332 
34 図切 S K019 !/(恵ね・杯 (8.2) 貨n色 9,,000335 
35 図” S K0<3 1n駐沿 ・杯

① ① (1)1Itn2S..• 7(2)6,② d) II. • 紀匹1.7,5 
f琺 色 9400034? 

:16 図油 S KO<'.l 瑣必お-n 浅灰色 940003'1 
37 図” S K0,13 Hi澤 ・提 内 ：灰褐色・外 ．択1(11!, 9,10003・13 
瀾 閃a S K0<3 鴫材LI 940003•1< 
39 凶51 S K04Z f~ 駆沿・滋 悶 94000331 
4B 1:<151 S KD42 れ必岱・11 94000323 
di 因;1 S K04t 須忠岱・杯 灰(I色 94000狂9
42 図51 S KO立 訳出袷．“ 悶灰色 9,1000327 
43 図SI S KO心 上ば妙．“ 貨m色 94000326 
44 t:<151 SKO<Z 頚必と・這 灰色 9,10003)0 
45 Lll51 S KO心 l•lfl, ・公 内 ： 汲貧R色•外 ： 1こぷい貨位色 9,10003ね
46 図51 S K042 」;“沿・遷 桟スね色 9<000324 

＂ 
図51 S K0<2 1,£1111・文 灰l'I色 940001?, 

“ 
図臼 SX叩9 n貧ほ色 94000577 

49 閑氏 S X009 .l:M~ ・杯糸りか 浅貨代色 9l000578 
50 図ぷ｝ S X009 lcl;jむ・杯糸切 桟賞R色 94000579 
51 図臼 SX印9 ・1:!al召・杯糸切 浅貸Ill色 9<1000591 
52 閃氾 SX的9 んお・惰 111ォ'Iープ灰色 9400058.1 
ぷ 図甜 SX009 Ji,沿・円 灰色 94000582 

“ 
閃印 SX叩9 Jtl培・扮 IOIが9ープ灰色 9•1000581 

お 図53 SX切9 瓦む・防 悶 94000584 
56 閃53 SX009 )(.il;l・悦 9'0005RO 
;1 図53 SX叩9 “磁 ・汽 彙地・独潤：灰U色 9,1年 5
鵠 閃53 SX009 石鱗 rlt"fi 9,1000586 
;9 閃;3 SX虹↓ 七閻石・杯糸切 ① 窟(15.2)② {U)<:!).1.5 浅黄Ill& 9100059? 
oo 図53 SX033 ,., 磁・惰 (16.0） ) 苓燒・倍膚：灰9り色 94000594 
61 t'A53 SX033 (I磁 ・偏 (8.2 よ旭 ，露貼郎・ 輪調：灰白色 94000595 
ぶ！ t/153 SX033 什磁.II ② 智(3.8) よ請・冨f.111:灰8・槍員．灰.,, ーブ色 9•1000596
63 1!<153 SXい3 阻わ・喩 ．ヽl 灰色 94000593 

“ 
IA53 SX0:13 I, 紳 l邸．如.2 閃灰貨＆ 91000597 

お 糾s, S D007 碩.d,1,;・1i鉢 灰U色 94002839 

“ 
1'154 SDOOl 日磁・11i

潟逮-~fl灰色（J檜色• 槍：M明:す灰•Jオ·ー•1プ-K·/色! 94磁 840
67 MS< 51)001 I●1紐 ・位 ② ① (7.<) 重籍・rtll: 9,1002841 
邸 図;,, SUIMII Ji. む .,,.輯 (9,S)(l)s. 父IP-.0 !Ii色 9•1001&沿
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il鎗I号＂ 国1号 出土ii蠣 遺物の覆Ill 泣● ，I•量lHIU!f鬱む11111.LlOU ~Ill• 石材 鶯m葺再
臼図54 S 0007 鶴羽II 9100蕊,9
70 囚s, S 0007 鴫羽n 94002848 
71 閃5◄ S 0030 w,~ 磁 ・1>-f・lli ① (S. ◄)天井1111往(◄ .3) ぶ亀・n墨：恥111・11員．ぽ0かiltf!9100284•1 
乃図54 S 0030 汀磁．惰 (1)① (16,•) 素地・輪訊：オ •J ープ貨色 9,1002843 
乃因54 S D030 村磁 ・直 (10.S)② (5.1)③ .J 亥地・檜調・露佑部：灰1)色 9100沈4Z
74 図54 S D030 項患お・甕 灰色 9400蕊46
75 llllS< S D030 鱗羽n g, 叩埠"
76 以54 $ D037 編召・遍 灰,~色 9400284$ 
”図5ヽ S D037 上饒 ぶ代色 9400l9砧
78 MS4 S 0037 上綽 にぷいn色 9400砂11
”閃54 S 0037 ,~. 飩 褐灰色ー黒褐色 9400公 6
腑 lll55 so四 ぷ鱗 m、; 94如邸
81 凶55 SD臨 1:lt笞・杯糸切 1こぶ9・貨〇色 9<000598 
32~ お so四 出灰色 940005的
83 図お S D032 土鰤む・ll'糸l:J1か にぶい賞口色 94000000 
糾 ~ss SD032 瓦行・ Iii .7 灰色 941)(磁 I
85 11455 S0032 0磁 ・扮 苓地 ，軸潤・露祐邸：灰〇色 94(如 ;J
86 因ss S UOJ2 (i鑢 ・ロ ② (3.8) ＊地・檜溝・露給郎．灰白色 94002な
87 図ぷ S 0031 須はむ・IV.鉢 ① ⑤ 235. 寧.閲1)8．蝠.ゆI10.0 州灰色 94002852 
鯰囚必 S 0031 1: 飩 .s !II色 9碑 5S
⑲ 図お S0023 れ忠岱・I'/体 灰r,色 9'0006S1 
90 図お SD四 白1B ・·~ ② (6.6) k玲 ・触調・芥蛤ffll:灰白色 “切90
91 Ill≫ S0023 1/IB. 紛 (1)(16.6) ぷ地：灰山色・糟調：餃U色 9>000認9
92 図必 S0023 .I: 綽

(1)⑤ I. 16叡.1②1．閾.虻1151.l.0 
汲寅け色 94ooo;&; 

93 閃56 S0016 Ji.註・llil 内：灰l'.l色・外；灰色 94001346 
91 門％ SDOJ6 .Ii.も ・椀 灰色 94001345 
95 紐 S0016 h匹 ・翫 灰(J色 9~0013<7 
96 因必 5D016 瓦1i.蔚

〇""... 邸瓦...... ',, ,. ,, ・如"'.....,, , .● ②"ば.. ,"信'..°' ... ● 四● , .... 9 ' • , 灰色 9•0013-lS 
97 図お SUOl6 瓦わ・院 .3 内 ； 灰,~色・外 ：灰色 94001341 
98 図a SDOJ6 瓦宕・阪 :: 内 ：灰1引色・外 ：灰色 94001342 
99 日五 SD016 Ktl・隣 灰色 9』001349
100 逸％ S0016 瓦笞・綱 ① (16.8)② (8.2謡)③： .6 内：灰色・外：灰賞色 9<0013" 
IOI 凶お S0016 瓦笞・lli ①① (1（8.6)② ② (7. . ヽ 灰色 9<0013<3 
IO'l 閃お $D016 n磁・Iii 18.3) (7. .4 嘉這：灰オ,,ー"fl;-露 Ill・槍：灰,,1s9↓ 0013.50 
103 屈お SDOOI 閉関石芹 邸①(2.．碍1.2以)，1⑦ 2.5(1臨，7 910028<7 
104 llllお S DOOi 弥·~土お・甕 Pl: に：い員覆色外．臣：, .. _!_..~ 灰I!,94002837 
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3 • まとめ

小野原遺跡A区の関査では．奈良時代と中世前期の 2時期を中心とする集落I~連遺構を検出

した。奈良時代の遺構は土坑のみであったが、律令制下における橘地区を巧えるうえで基礎資

料の一つとなるものである．中世前期のほ構は、全体に削平を受けていたことと堀立柱建物を

復元できなかったことから、集落構造を検討することができなかった．

中世前期の滋構のうち.S X009は構造も具体的な性格も不明ではあるが．特異な形状や灰層

の堆積．周囲を画する溝の存在とその埋土からの闘羽口の出土、等から集硲内ないし集硲近接

地における鍛治に関連する遺構であると思われる。武雄盆地における中世前期の：I: 邸岱杯・小

皿は、器形や製作技術は大宰府や佐償平野と相似した変遷をたどっており、 U径の変化も佐賀

平野に近いようであるが、器店が全体に応い地域的な特徴を布している,SX009・SX033出

土の土師器杯 (48-51・ 59)は、いずれも底部回転糸切り離しで、口径15cm代．器窃3cm後半

代であり、器r.r,の謀さを先述した武雄盆地の特徴とみれば．おおむね佐安平野の12世紀後半-13

世紀初頑頃に対比できるものと思われる。小野原遺跡A区の土師笞杯 ・小Jlllは全て庇部回転糸

切り離しで、全体として12世紀中頃以前には需らない。新しい様相を示す衣料としては、 SD

032の3点の土師骰杯 (81-83)がある。口径13四前半代、器裔3cm後半代であり、器形の特徴

を併せて芍えると、佐賀平野で13世紀;f.(-L4世紀中頃と考えている資料に対比でき、共件の東

播系須思若捏鉢の形態とも111駈はないCS0032出土沢料が総体とLて同時期のものかどうかは

別問題である）．その他の土お・陶磁粒類もほとんどが12世紀後キから14世紀中頃の峙期幅に収

まるようである。したがって。在地土器食籾具を甚準とした地域編年の確立が課題であるが、

小野駆遺跡A区の中世集落は、潤査区内という条件付さながらはば中世前期に限られるものと

百えるだろう。

小野原遣跡A区で検出された中世の溝は、走向がNt6・-2s・Eとこれに直交するN10・-1nv

とに巣中している。周辺は、服部 (1979)の条且復元案では下立石品の範皿にあたり、基軸線

の走Jn)はN2s・Eとされている。つまり、検出された鎌倉期前後の集落内もしくは周辺の清は、

この地区の条旦型地割りに強く規制されていることが肝る。今次綱在のもっと b!F.裂な成栄は

この点にあると酋えよう。

引用文献 （第2京で掲げたものは省略）

木戸雅IR(1993)石鍋の生産と流通について．中近世土岱の基礎研究IX.pp.127-143. 日本中

世土器研究会

横m賢次郎・ 森田勉 (1978)大京府出土の楡入中国淘磁器について一型式分類と編年を中心

として一．九州朕史資料館研究論集, 4 • pp. I -26. 九州歴史資料館
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第6章みやこ遺跡B・C区

迫跡名 ：みやこ遺跡B・C区（略号ONO-B・C)
さが たけお たらIf~ だいにち ごうのさ

所在地 ：佐賀県武雄市橘町大字大日字郷ノ木



第6章みやこ遺跡B・C区

1. みやこ遺跡B•C区の概要
た".t匹 ,,,, ..  ごうの。

みやこ遺跡B・C区は、佐代県武雄市伍町大キ大El字鐸ノ木に所在する．讚在対象となった
.. かく ,., 

面積は17.000m'で．潤査範囲はB区l.040m'、C区450吋の計1.490m'である．遺跡は六角Ill(潮

兄JII)改修前の右/ilにあたり、屎高約6mの日然堤防上に立地する．
し で

今囲の九州横断0動車道建設に伴う潤充区は.8区が武雄,Ii教行委且会潤査の戊手遺跡 I.

II区の東に接し.c区は武雄iii教行委且会潤査のみやこ遺跡V]区の西側に各,,位況する。第l
p ""' れに記した理由により亀現地讃査及び概炭報告の段隋で小野原追跡B・Cとなっていたi即跡名

を、本報告ではみやこ遺跡B・C区に訂jf.している。

ここ10数年来、は地区一帯では六JりJII (潮見Ill ) 河川改修やl~I場整偏等の大規校開発に伴っ

て各時代の遺跡が広範囲に潤査されており．中世の追構 ・遺物しかなりの狐度で検Illされてい
.... ., 

る。集落遺構は、六角川河川改修関係の潮見遺跡、みやこ遺跡、市場遺跨、郷ノ木遣跡、戊手
のうて いが" ●9した し●.... ら た直え

遺跡．納手遺跡．板低遺跡、山下遺跡.I絣場整頃関係の小野原遺跡．下f(Jf,(遺跡．玉江遺跡、
・ヽ,'" 井予低遺跡、~;沿逍跡等、枚'Pに暇ない。中世翡は、みやこ遺跡と玉江追跡て・I.Ill郭品を伴・i土
葬涎が検出されているが、いずれもぶ域を形成するものではなく、いわゆる凩敷藉の類いと思

われる。これら長虹輝故地における中世逍跡の分析や評価Ii.これからの課題であり｀今次謂介

の成釆と合わせて総合的な検討が必要である。 「みやこ」の地名は北治三 (1277)年十二月11-11

地頭領家Ill地凩敷注文案 （橘,,中収：l!H・1J・)に地頭分Ill地として 「祁星 （みやこがり）」 の名で

現れるのがM見である。この 「祁具」は、服部英雄 (1979)の条叫知じ案によれば今kitの潤忙

区を含む一帯に比定され、 NS及びN「Wの走,,りを"'すとされている。

みやこ遺跡8区は南北に細Uぃ潤在区で．中央部を大規校な清状j町構のSDOOiが縦l!Jiする．

これから洒に向かって鉗0.5-0.7m程の小清SD002・SD003・SD004・SD005・SD006・

S D007・S D008が11ぽ咄II隔に延び、この部分には．やや疎らながらも土坑や小穴が存在す

る。いずれも,,珊：前期の遺構である。SDOOiより束111部分では全く遺楕が確認されておらず．

調査前の地割りやn直i標祁等と併せて推祖すると、この辺りが潮見111の日然堤防上に展開した

•t• ·IU:Jll/期梃落の束限を示すのであろう ．

みやこill跡C区は、湘見/II (六角)11 ) 改修以前の右1出堤防下にあたる• C区東方の武雄iii教

ff委且会潤在区では各時代の濃密な集沼迅構が展開しているのに対し、 CJ>{.では遺構が極めて

希消で、中世後期の:U路い基の他は沿 .-t:t,t各1基と性格和り！の落ち込み3箇所が検Iiiされ

んのみである。 小穴がはとんどなく墓み物のみがやや扱•f•するC区の状況は．中泄後期における

楳落外絃の様和を典1'1的に表しているしのとクえられる。
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脱57 みやこ遺駐B・C区閲辺の地形 (l: 2000) 
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2. B区の遺構と遺物

S 0001 (図58• 66) 

S DOOiは関査区を南北に縦断する溝状逍構である。幅2.2~3.0m、深さ0.3~0.5mで.iii燐

部分には東側に似2.0mの浅い段が付く 。SDOOiの走向は、北側ではN24"Eであるが、四査区

の中程でNl2'Eにやや向きを変えて南に延びる。埋土中から多lilの土器類が出土しているが、

出土状況は明らかでない• このS0001より束llllには全く遺構が確認されておらず、潤査粕度の

問題を考虚しても、この遺構が居住球の東限にあたることはRAR述いない．

S 0001出土遺物 （図59~66)

I ~23は土師硲杯である。底部切り維し手法は、 1が!iii転ヘラ切り離しの叶能性があるもの

の、他は確認できるもの全てが圃転糸切り離しである。

24~40は土師岱小皿である。庇部切り離し技法は摩耗のため確認でさない38・40を除さ全て

圃転糸切り離しである．

41 -43は土面器紺で、いずれも摩耗のため器面潤整は不明である.-11は内面にコテ当て痕が

ある。 43は色調から土師沿としたが、瓦鈴の可能性がある。

44は瓦器の可能性もあるが、黒色土牲B類碗と報告しておく。科台は低く厚い台形状で、ヘ

ラミガキの幅は］辺器に比して狭い。内面にコテ当て痕が認められる。

45-69は瓦笞憐である。45-47・63は回転糸切り離しのllt跡を留める。45-47・49・50・52・

54・591:l限ね焼きによる異色部分が観察される。59・61の訟台内には 「X」状の線彫がある．

70~76は瓦器小皿て．．全て胚部同転糸切り離しである.70は底部を押し出し丸底に作るもの鬱

71~76は平庇のものであるが72には内面にヘラのあたりが観'f~されと 75は外底部に bヘラミ

ガキを施し、口給部内外而に玉ね焼さによる帝状の暗色部分が観祖される。

77・78は東播系と思われる須ぶ邪捏鉢である。 77は体部が直線的に開き口絃部は切り落とし

たような燐面をなすもの、 781iif!線的に開く器形に切り落としたような溢面をなし、口粒内嬬

側がやや突Illするものである。

79は東播系と思われる須恵器甕の胴部破）ヤで、器面潤整は内面がナデ、外面は平行クタキの

後軽くナデ。焼成は良好で硬質である。

80・811:t褐釉系囚器の壷（瓶）である。80は口粒部で、 fl祁から大きくすぽまり口緑邪が短

く外折する。口粒部はやや膨らむが日粒雌は尖り気味に終わる。81は口緑部を欠失する長胴の

面である“底部外面は中心側を用り帳広の硲台に作る。80は褐色の釉調であるが、 S!li発色の

良い部分では粗製のう'f磁に近い粕躙である。

82-126は白磁である。82~部は俯IT類 （横m-森m.1978、以下の•I•励蛮磁器の分類に関し

て特に断らない沿合はこれによる）. 87~97は椀N類、 98~104は杭W類の底部、 105~1101:t椀

V類、 Ill・112は椀Vil類、 113は椀lX類である。114-124は皿VJ類で、 114は外底部に花押と息
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われる墨苔がある。 125・126はllllll類である．

127-130は伺安惑系汗磁で、 127は杭Ill煩、 128・129は椀1-lb類． ・130は皿である．

13i-134は龍泉窯系'i'f磁で、 131は椀1-4類、 132は椀1-2類、 133は椀1類で内底部に「金

玉満棠」の印文を施すもの、 134は縞迷弁文の碗1-5b・c類である。

］絡は初期窃罷奇磁で、山本 (1985)分類の椀Ill類にあたる机製品の底部である．索地は机

く、白色粒が器面にもやや浮いている．透明感のある釉を全面に施したのち、高台端面のみ削

り取っている。内底部と高台端面に各々 5箇所の白色の耐火土と思われるg跡がある。

136-144は滑石製石鍋である,136-139は仕方形の把手が縦に付く 11類a (木戸.1993、以

下の滑石製石鍋の分類に関してはこれに拠り説明する）である。138は破lJl後に図の右tlllの断面

を再加工している。 1 40は II 類 bである• 141は底部のみが迂存するものである。 142は断面長台

形の鍔が付く Ill類aIである。】43はIll類a2で言紫材が粗く表面や断面に孔が多い。144はIll

類aを小型にしたものと思われ、明瞭な煤の付沼が認められないため桟造品の可能性も残るが、

他の例からするとおそらく央用に供されたものであろう.145-149は輻羽口である．

6~8 c-
~~,_ 

廷 'o
巨

o-
疇

゜
4m 

図66 B区SDOOI出土ill物8(1:3),SOOO!横断面 (I: 100) 
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S K013 (図67)

綱査区中央部の南西寄りに位沼する土坑である。平面は不整な楕円形で、尺径2.2m、短径2.0

m、深さ0.3mである。

S K013出土遺物（図67)

150は白磁椀N類の口縁部、 151は滑石製石鍋の口緑部小破片である。

その他の出土遺物（図67)

152は押印文を留める常滑焼甕、 153は白磁皿II類、 154は1!l!泉窯系甘磁椀 I類、 155は底部回

転糸切り離しの土師~~,Jヽ皿, 156は白磁椀11類、 157は白磁椀v類、 158は底部回転糸切り離しの

土師器杯、 159は東揺系須）g牲捏鉢、 160は9り釉系掏器函、 161は闊羽t1である。

一 届
150(SKOI3) 

一 之
ーj J5l(SKOI3) 

鬱，］疇
152(SD005) 

~ 口二竺―ー
函(S0014)

゜
2m 言~14)

7 ~ 
157(S0015) 

0 10c皿

159(P-14) 

___  __j 

尺二三:(P-15) Iここ
16l(Pー16)

図67 B区SK013 (l : 40). B区出土遺物 (l: 3) 
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3. C区の遺構と遺物

S ?001 (図68)

c区の南僻l束がりに位況する：I: 葬品である.S P002と項複し、新In関係は実iJt1J図ではSPOOi 

が新しいような表現がされているが、所見は記されておらず厳密には不明である.i:)1(の平面

形はやや不整な屈丸長方形で、検出面で長軸1.2m、短軸0.9-0.Sm、妊面で長軸0.9m.短軸

0.6m、深さ0.5mである。底面は平視で、収はややさつくー、zち上がる。土層横断面の状況から

すると木棺渫であっt;可能性が強い． 副葬品としては、南llllの:~\坑上部から棺上に沿かれてい

たものとみられる」:師粋杯が、北側底面中央部から柁内副葬と見られる白磁杯 ・銅製入花形容

器が、いずれも光形で出土した。白磁杯と鉗製容器は釘位に白磁杯を上にして煎わられており、

更に捐製八花形容岱の中に1f機物が収められていた．人竹の遺存がないため頭位は推定によら

ざるをえないが、仮に廷坑の幅が広い方を頭側とすれば主軸はS23'WでSP002と同じである。

S POOi出土遺物（図68)

1621が完形の自磁杯である．紫地は緻密で磁胎である， ti;性の強い不透明の白色釉が施され、

窃台部以下は露胎である．莉台内に円形の記サ状の忠；，tが施されている。163は完形の銅製八化

影容岱で、仏岱ではないかと思われるが類例を見つけることができなかった。 164は底~m転糸

切り離しの土師器杯で、沿墜は薄く内外面とも頌―符なヨコナデが認められる。I」径12.0cm,2. 

窃3.1血、庇径6.3cmである。

S ?002 (図68)

c区の南側束端に位沢する：I: 葬茎である,S POOiと凪複し、新Ill!関係は実測図ではSP002 
が古いような及現がされているが．所見(j.記されておらず厳密には不191である。：I:坑の平而形

はやや不様な開丸長方形で、検Ill!面で妖柏1.4m、短軸0.9-0.7m、底面で長軸1.2m、紐軸

0.7-0.6m, 深さ0.4mである．妊面は平坦で．峡はややきつく立ち上がる。副葬品としては、

耐flllの底面近くから完形の±糾i硲杯2点と鉗銭約3枚が/II:七した。鉗銭については劣化が若し

く鉄種の判別ができなかった。人，，tの遺存がないため頭(it.は推定によらざるをえないが、仮に

硲坑の幅が広い方を針直とすれば主柚はS23'Wて・sPoo1と同じである．
S ?002出土遺物 （図68)

165・166は底部回転糸切り離しの土師器杯で、牲"&Iが博く内外面とい煩升なヨコナデが認め

られる。 165はII径10.9cm.岱窃3.0cm.l!Hf..5.0cm. 166は口径11.1cm,i拾/;f,3.Icm、底径4.5cm

である．

S ?003 (図69)

c区の中央部i紺寄りに位汎する。平而形は長楕円形で、検Ill面で長軸0.901.短紬0.6m.底
而で長軸0.8m、短軸0.4m、深さ0.2mである．潟介時には：Iこ坑SK003とされていたbのであ

るが、遺物の出土状況や他の沿桟との関係から土,fl!J;f,として報告しておく．
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S P003出土遺物（図69)

167は行磁椀である• n緑部外面に簡略化した・,rt文を巡らせる。外頂i体部は述弁文の退化した
縦方向の区fLbi線が施されている。釉は厚くやや1透叫で、高台内の付けmあたりまでかけられ
ている。168-170は底部阿転糸切り濫しの土師器杯である。1681:111径11.4cm、器高3.3cm、底

径5.1cm、169は口径12.0cm、器祁3.4cm、1,'f.径5.0cm.170はII径11.4cm、器；岱4.Ocm、底径5,0cm

である。17[・172は低部回転糸切り阻しの小llllである。171は口径8.0血、 t訟,2.lcm、底径4.5

cm、172はn径7.8cm、粒高1.9cm、底径3.3<:mである。173・1741よ十．師器小Oilと思われるが/if部

のみの遺布であり、杯の可能性も残る。

S P010 (図69)

c図Ii側に位沼する．平面形はやや不整な閑丸艮方形で．検出lfiiて投軸1.2m、段袖0.8m、

妊lfiiて・長紬I.Om.斑紬0.7m、深さ0.3mである。副葬品は出上していないが、規阪や形状がS

POOJ・S P002に類似しており． ．＂臥らの可能性が他い 。主軸liS47'Wである。

S X 004 (図58)

C区北OIIJに位沿する不整形の箔ち込みである。潮見川の方に向かって広がりながら浴ち込ん

でおり、底面は1111凸が竹しい．遺構理：I・・中から、時期幅のある中・Ill;の此物がm土している。

S X004出土遺物（図70• 71) 

175は白磁碗N類、 176は困）祁台の白磁小Oilで内底に目跡を留める。177は内面底部に印花を

施す·,•;-磁碗で. ,•.'ii台はやや細く．窃台内には施釉されない。 178- 1 801よ士師沿小mlである。 1 78

は復元口径8.San. i辟·~1.2an. i!.l元底径5.6cmで、底部liil転ヘラ切り蔑しのようである。179は

底部回転糸切 ＇）離しで板状圧紅を留め、11径8.8cm.甜硲0.8cm、底径7.3<:mである.180は底部

回転糸切り離しと思われ、復元II径8.知、器高1.2cm.復ん底径6.6cmである。181は底部IYI転

ヘラ切り罐しの土師器丸底杯で、 II径15.0Clll、2認祁3.5cmである,182・!831i底部回転糸切り離

しの：I: 師器杯で.182はIlffl6.2cm. 怨窃3.釦m.底径[0,5cm、183は口径13.6an、岱困i3.lcm、

妊径7,8cmである。184-1851よ土師器椀である.w,; 面が摩耗しており濶整は不明であるが、いわ

ゆる研府土師器と思われる• 185は瓦おの可能性もある• 186・187は瓦器椀で、187は内rfiiにコ

テ当て痕がある。 1 881;1.~:師器鍋で.i:, 緑部近くが僅かに肛くなるが全体として紫口絃の形態で

ある。 外miにはユピオサエが顕沢で、内面は横ゾil••lの目の細かいハケメを施す• !891i土師器襦

鉢、 190は瓦器揺体の底部である• 19[は土師岱茶釜で内面は横方向のハケメを施す。192は深鉢

形と，思われる土師硲火鉢で、 II舷下に巡らせた突帯の上位に梅花の印文を施す。193は上師器片

を再加工した.r.製品で、中央蔀に径0 . 6cmの~Lを両面から穿つ, 194は常沿焼喪で、 II緑端部を

幻Jlするが受けII状ないLT>紅形のn給になるものであみう。外i(ijには沿緑色の自然釉がかか

る。
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S X 006 (図58)

C区中央部雨寄りに位渥する不整形の硲ち込みである。潮見川の方に向かって広がりながら

落ち込んでおり、底面は凹凸が芳しい。埋土中から中世の道物が若干出土している．

S X006出土遺物 （図71)

¥95は底部回転糸切り離しの土tili器小皿である.□ 径8.Jan.器窃1.0cm、底径6.4cmで、全体

に歪である• 196は東播糸須恵沿捏鉢の口絃部で．煎ね統きにより口緑端部が昭灰色である。197

は束播系須恵器捏鉢の底部で、回転糸切り維しの痕跡を貿める。198は瓦器揺鉢の口緑部で6条

Iii¥位のば目を施す。外面はユピオサエの痕跡が顕若である。199は鉗銭3枚分で、 3月びて密灼

しておりはがせなかったもので．銭純も全く判読できない。 200は茶臼の下臼である。中心部か

ら二つに破損する他、受皿の絃を大部分欠く。日は九州に多いとされる六分画で/.llli/11は4-6

条．沿は周緑にまで述している。ふくみは1.5-2 omと僅かである．芯木の礼は 1辺2cmの方形

である（石臼の名称その他については．多くを三輪.1978に拠った）．

その他の遺構 （図58)

k述した遺樟以外で遺鳩番号の付されているbのとして.t坑SKOOS. 不整形の落ち込みS

xoos、溝状遺構SD009がある。これらは遺物しほとんど無く時期や性格が不詳の遺構である．

このうちSD009は、幅0.6m.深さ0.2-0.3mの消状遺楕で. L字状に折れて両端とも関査区

外に絞いている。4述の土郭墓が集中する部分に位沢しており、中世硲の区画である可能性も

芳えられる。
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及4 みやこ遺跡B・C区出上遺物一覧 法鼠の lj\ (~Um• g, ( ) (ill(元tll

il傭1号 9口1号 出土遺講 遺物の糧類 注量 1,1ru1111m1鼻1 1111,10 色調•石,~ 畳＂書号

I 凶59 B区SDOOI I: 泌苔・杯覧切か 桟貿a色 釘001339
2 図:;g u区SDOOI 上蝸苔・ I(. 桟貧は色 9<00132~ 
J 図59 Bl.:S DOOi 土闘Z1.杯糸切力• 灰fj(!. 引OOllお
4 l"i59 Btx:S0001 +. 鰤苔・杯糸切 淡摺色 94001318 
5 図59 Bl-<SDOOI J: 閾器・杯糸切 灰CIC!. 9-1001効
6 図59 BIKS 0001 J潅6苫・杯糸切 に;;い位色 9'001滋
？ 紛59 81-<SOOOI 土的苔・杯 灰(1色 94001函
s 因;9 Bli<S DOOi 土閾も・杯糸切 ぼ賞は色 94001函， 111159 0仄S0001 土吋む •l石糸切 桟貧代色 94001況？
10 図59 Bl1S DOOi .tl.1岱 ・ヽM,切 汲賀G色 9-1001磁
IJ t'A59 B区5D001 t閾苔・杯糸切カ・ にぷいa色 94001319 
12 図59 Bl<S 0001 上“苔 ・杯糸切 灰fl色 9-1001323 
13 l-'l59 8区SDOOI J:~ む・U糸切 にぷい貨,a色 9'0013絡
14 図59 BRSDOOJ 土関と・II'糸切 灰日色 ~001迄
IS f,<]59 B区SDOOI J: ば若 • Ulr,り） 浪賞ほ色 94001337 
16 図59 BRS DOOi 土閾苔・杯糸切 汲糧色 ,、001331
17 閃59 B区SOOOI t閾は ・“~ にふい位色 ,、001函
18 図59 Rl(Sl)(J()I :I:閾お ・“糸切 浪ぷQ色 940013?1 
19 閃59 B区SDOOI J: 閾ロ・杯糸切 浪貧色 !MOOJ326 

” 図59 Bl.<S DOOi 
上輝註．杯糸切 内 ：贔:111色，外：灰U色 !MOOJ334 

21 閃59 B区SDOOI .1, 鱗苔・杯が切 汲賣ほ色 940013況
名 図閲 BKSDOO! 上綽苔 •li糸切 灰白色 94001340 
23 11159 Bl;<;S 0001 J;l>if笞 ・杯糸＂ 沃賀樗色 ,、001333
？ヽ t~60 BllS DOOi 」的召 ・ヽJヽ饉糸の 伐貧柑C g,001304 
2$ 図60 Bt-<'.S 0001 .:tctロ・小籠糸り 灰I'll~ 94001301 
26 1'4印 B区SDOOI l:tl笞,,1,0糸り1

灰a 色色 9400131> 

” 
1)460 8区SDOOI 土“苫・，，、II糸切 灰B 94001露

26 1.460 lll,(S1)001 灰(;色 ,、001302
切 1460 B区SDOOi j・・閥2J. ヽI、 Ill糸~) 灰〇色 ,、001312
JO 罰60 Ot,<S 0001 Jぶヽ ぉ・、I、Ill糸切 沢餃柑色 94001301 
JI 図仰 u区SDOOI 土閾む・小皿糸切 桟沢R色 94001311 
32 t:<160 Bli!:S DOOi J: 綽器.,,、Ill糸切 灰U色 94001309 

“ 
図60 Rr?.S DOOi 土鍼苫・小皿糸り9 灰(I色 9《001313

34 図60 81べSDOOI 上鍼苔・小口糸切 灰r,色 94001310 
JS 図60 B区SllOOJ ct-.ltil.'I・、Iヽ闘糸切 茂貸伶色 94001314 
:u; 因60 B区SDOOI _[: 関R-,1ヽ翡糸切 ぼ貧杓色 94001306 
31 図60 BRSDOOL J: 閾ロ・,J、1l糸り9 にぷい貨は色 94001317 
箕 t:460 8区SIJOOI l:115i5·4• 饉 によい貧n色 94001303 
ぷ 図6(1 BKSDOOI 土閾お・小m糸切 ほR色 94001316 
<P 閃60 1111':S DOOi t:lf苔.,,、Ill 浪は色 9<001305 
41 図60 B区SOoot 上臼註・杭 桟貨11l色 94000562 
•2 図60 B区SDOOI J: 輯註・航 灰.~色 94000',63 

“ 
[460 B!l:S DOOi :tlfl.1・柑 灰.~色 94000661 

44 1'460 H区SOOOI 黒色上翌B・槙 黒色 （一郎灰(1色） 94碑 38
45 図60 Bl-<SllOOI 凡召 ・惰糸切 灰色 （一~~昂色） 910005<3 
.. 図60 uμ:s 0001 1, 花・惰糸切 灰色 940005-17 
<7 f)(i60 u仄SDOOI :Ji.お・遺#,'1J 内：!/ii'J郎色灰・外：昂色 91000548 

“ 図60
B区SDOOI 瓦苔・伍 焦色 I- ,,, 色） 94螂 I

<9 図60 81.<'.S 0001 凡甚．拐糸切 !ll色 （一部灰(I色） 9<0(記10

” 
凶61 B区S1)001 瓦は ・例 灰(1色 （一邸，!¥色｝ 94000544 

51 図61 H区SDOOI 瓦お ・筑 内～外ni&:: 外烹レ色そ・：外灰：,.,灰色賃）色 94呻 I
;2 図61 Bl-<S DOOi 瓦沿・ 慌糸切か ., /ll 色 （内lt • 91000639 
SJ 凶61 B区SDOOl 瓦iii・ 憐 灰H色 941碑 28

“ 
閃61 R!lS DOOi 瓦硲 ．慌 疇オ ,,_プ灰色(111,tr,1:.11色） 941)(如 5

“ 
t.l61 B区SOOOI 瓦沿・惧 内 ：灰n色・外 ：Ill色 9<蜘 9

訪 図61 Hi;!;S DOOi 瓦ね ・慌 .1 灰1)色 (nltr.&.'.ll色） 941畑祁
;1 図61 B区$DOOi £岱 ・燐 .1 灰,・,色(I~体～外a誡：讚色） 94000540 
鵠 図61 BRSDOOJ 氏わ・惰 .s 略灰色 （口緑証思色） 94如 I
59 ば61 B区SDOOI 瓦荏・惰 灰·~色（（外体/.~色） 911)(成 16

“ 図61 BCX:S DOOi 
瓦笞・慌 ＇門色外一部 //i;(J色） 94000550 

61 凶61 8区SOOOI 瓦1$.惰 灰色（一部灰,.,色） 9<卿 2
62 切61 8 1~$00()1 瓦衿 ．惰{(,VJ 只色 (--郎獣色l 9.,000553 
ぶ｝ 図62 ll仄SIJOOI 瓦も ・lijK,.,J 内u:-外Uは：関し・内成外：灰h色9400紐

“ 
図62 URSDOOJ 瓦社・惰 ,0 内～外IIは ；1!.I色・外 ：灰,・,色 91000534 

6& 悩62 H区51)001 瓦お・侃 内 ：I.II色 ・外 ：にぷい賞に色 94000533 
00 U似 B区Sil叩1 氏沿 ・Ill 内 .. '.ll色 ・外．灰,・,色 9・1000529 
61 閃62 Hr.<:S UOOI 瓦石・惰 ,0 灰,・,色 (-1111息色 9』00053;
邸 閃62 BKSDOOl Ji.お・憤 灰n色 (.部が,_プ灰色） 9-1000¥S? 
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ii書昌号 11111暑号出土 Ill 遺物の糧頸 注量 r,111ヽ311'1夏駅UヽII●lヽ•LU 色讀•石9カ 査餞書号

釣図62 B区SDOOi 瓦お・償 内 ：黒色・外 ：灰N色 91000; 空
？〇図62 BIKS DOOi 比諾・小瓢糸切 肌色 9J0005S4 
71 図62 B区S1)001 瓦硲 .,,、II糸切 贔＼色 9-1000団9
n 囚緯 61,(SOOOI 比お.~、IL糸~J 島色 94000,5; 
73 図62 8区S1)001 比お・小鵬糸切 忠色 9,1000啜
14 図62 B仄SDOOI 瓦お.➔、1l糸切 昂色 94000558 
15 図62 B区SDOOI 瓦む・小1l糸切 灰l'I色 (11樟部，.¥色） 91000557 
76 Iば62 81-<S DOOi 比粒 - ~•ll糸りl 息色 （内氏灰(I色） 9,10005お

”図62 BllSOOOI 絹患匹・代鉢 灰色 94000515 
73 図62 Rl><S 1)001 I~ 点お・代鉢 灰色 94000516 
79 rA62 Bi;<S UOOJ in必お・這

了公灰地色・Iii. 貨色 ・蝕洞：，1.¥褐色
94000517 

以Iflll62 u区SllOOJ 囚沿・逼

・I ・・" 
9400051< 

81 凶62 Si,<S DOOi 紺わ・遍 (7,0) ふ地・信佑花：灰(I色・檜潤：U灰色94000518
82 図63 Bl,!S 0001 l'I磁 ．惰 (16.1) ＊地・輪潤 ：灰〇色 93004S42 
氾図63 IIRSDOOI "は • 関 (15.0) 公地 ・ 輪調：灰,~色 93001843 
81 llll63 80CS 0001 ＇り磁 鼻旧 (15.-l) ;&J恵・帷潤 ：灰白色 930048'0 
お図63 Bl-<'.SDOOI U磁 ．慌 0<.9) ＊地・籍舅：灰IJ色 93004841 
邸 1.463 Kl7.SDOOI 1'1'8・lli 公J息・籍調 ．灰n色 9300484< 
87 図63 u区S1)001 ,:, 磁．惰 集J皇・棟調：1/i.i'J色 93001445 
槌囚63 81£S DOOi ,., 磁 ．捐 ＊地・陪調：灰c,色 93001447 
的図63 II区SllOOl n磁 ．惰 掌縫・籍調:灰(J色・常船氾：灰色 93001446
90 閃63 II区S0001 1:,ia• 惰 公地・檜illl:灰(i色 93004磁
91 図63 B区SDOOI fl磁．惰 索鳩・llllll:灰FL 色•漏約1111: 灰色 93001449
”凶63 R!~S D001 ,・, 磁 ．慌 公池・檜調：灰n色 93001448 
93 図63 B区SDOOl 9り磁 ・祝 公地・檜躙 ：灰山色 9300<821 
9'l:'163 ll区SDOOI n磁 ．椀 鸞地・Ill四：灰0色 93001450 
9; 尻63 81!S DOOJ 1'114・伝 索地・檜祠；灰r,色 9300'18l6 
％図63 Bl~S D001 U磁 ・病 ＊地：灰』）色 ・檜膚：t兵貰色 9300,1$29 
97 凶63 llllS DOOi (I磁 ．慌 素地’灰色・輪讀：灰,.,色 93004830 
随 li<l63 81-<SllOOI ＂臼 ・l!i ぶ地・輪調：灰,~色 93004831 
”閃63 8~$0001 U磁 ．杭 集地・檜調 ：灰U色・露船池：灰色 93004邸
100 図63 ll区S0001 1'.111l・ lli 苓旭・糟潟：灰9勺色色 9300<633 
IOI 図63 B区S0001 H磁 ・演 素地・積具 ：灰白 930048お
102 閃63 BRSDOOI ,:, 磁 ，1li 業埠・ロ ： 灰·~色・霞貼11!1:灰色 93004837
101 閃63 BIKS DOOi 1:1鑓・lli 患.2 素地・捨躙 ：灰n色 930043: 氾
104 図63 I!!;($ DOOi ,・, 磁 ．憤 ., 稟Jt・帷調： J/i~I色・霞佑渇：ぷ資(!\ 93004834 
105 t:<1い 81><S1)001 山磁・腐 16.0) ＊追・柑虞：灰山色 93004846 
106 閃C B区S0001 FL磁 ・笥 掌鳩・檜嗣：灰R色 93004845 
107 l.'464 81;(S DOOi ,~ 磁 ，1li 彙地・檜潤 ：灰(I色 93004847 
108 閃い B区SDOOI "磁．厨

¥'l);② ② ① <2lil(((165.<..8 63 ..1) ) 1)② (6.9)(3)6.7 

集地・檜調：灰U色 93004848 
109 図“ Bli(S DOOi ,,, 磁 ・綱 公迪・檜調 ：灰h色 93004849 
110 図“ B区SOOOI 日磁，椀 ＊地・檜潤；灰a~ 93004850 
Ill 閃い B区S0001 N磁 ，円 書鳩・露r;e:灰n色・檜綱 訳U色9300<8胡
112 図い Bll.S 0001 U磁 ．椀 業嶋・露は紀：灰〇色•積綱 ： 灰U色 9300樟刃
113 図い B区S0001 R磁 ．虜 工鳩・輪胃．灰＂色•露佑氾 ； 緩沢色 93004876
11, 図“ B区SDOOi l'l磁 • 四 嘉攘畠 94000501 
IIS 図い B区SDOOi (1ill・Ill 嵩這鶯暉：灰色・舵：用<'I-・なも 9,000502
116 図“ 8区SDOOI (1磁 ・置 真慮霞f;III:灰（J.U色•!籍·ョIIA・沃T'J-プ色,"螂
117 図い B区5D001 ,,, 磁・Ill .6 u.tni-n1 鴫,,,_双!9,000505 
118 11164 01;.s DOOi 1'1111・ 薗 .6 ＊地・精調：灰(I色 94000引n
119 i;!64 8KS DOOi ,・, 磁 ・置l .6 亥地・檜調：灰U色 9400050ヽ
120 llil6' 1l区SUOOI n磁 ・1員 .5 掌地・檜綱 ：灰r,& 94000SH》
121 図6 BV.S DOOi U磁・Ill 濤埠・ 杜調：灰U色 9400050!> 
122 1)164 B区SDOOi U慮 ，薗 彙地・檜嗣 ：灰U色 ,、OOO嬢
123 如 B区SDOOi R繊 ・Ill 公地・輸講：灰白色 ,、000512
124 図64 Bl><S 0001 n磁 ・111 ＊鳩 ： 慎賞色·檜躙·冨船謀沃,~色94000513
125 fA6< B区SDOOi ,:, 磁 ．饂 .9 業地・軸調：灰U色 94000507 
126 1!164 B仄SDOOi U磁・II

① I (10.1) 集旭・糟鯛 ：灰a色 9400051 I 
127 t'l6< 0区SD001 青磁．隣 (17.0) 業尾罵． 灰駐昌R：色灰•(糟JI贋：灰が,-プ色 94000527
128 l46ヽ B区SDOOi 冑磁．慌 (16,0)② (4,9)0)6,7 重這• 色・檜真＇が1ーア責色 94000況5
129 lll64 B区S0001 汗磁・沢 (4.8) 霊這・笛.w.111:灰n 色•檜汎 fリーブ応 94畑 16
130 邸 ｀ u区$UOOI 汗田・1!l 00.7)② (5.<)③ ,0 墳縫•寄給記 ：灰I)色•輸 · り1岬色 94000521
131 因65 0区SDOOi 甘磁．惰 掌地：灰(;色・檜111:沃,,,,_プ色 9<000522
132 罰65 B区SDOOi WIii・ 惰 案地：灰G色・檜調 オ •J -プ買色 94的05?4
133 l:>I鉛 B区SDOOi 'ltlll・lli ② (6.<) 羹島町0色・｀田昌 k色•菖員 ： ,11 -1慢~94000碑
134 図的 B区S0001 r磁 ・11i 項Jt,:1/iFJ色・糟綱 ．灰オ,,ープ色94000523
135 図必 u区$DOOi ¥'i鑓 ．縞

R①（お.o.2)② (21.8)③ 10.4 
寡地：灰色 ・輪1111:以灰色 ,、000519

136 閃は BKS DOOi “鍋 沿石 94001385 

- 129-



遭綸’’―11:uT―臼王這綱 這伍の種類 湛量[Ol!Ulll!JH 色鯛• 石材 鷺綽書号

137 ll<lf,5 B仄S0001 石鱗 ① (16,1) 滑石 9-1001381 
1訪図f,S B区SDOOI 石鱗 滑石 94001384 
139 図65 Bl.KS DOOi ,; 鱗 滑石 94001訪3
140 図65 B区SDOOI ぷ鍋 沿石 94001訪2
JO 凶的 B区SDOOI ~; 鱗 ② (11.6} 沿石 9-1001386 
I、12 凶的 Ri!S 0001 石鍋 (l)席(J9A)② (18.11③ ?.I 滑石 94001388 
J.13 匁お B区SDOOI 石鱗 (2S.8) 檜石 9400)38; 
144 図記 B仄S0001 “鱗 (7.1)② (7.1)③ 3.5 清石 94001389 
145 図的 Bl!S DOOi 輸羽n 9•001380 
146 凶66 B区SDOOI 鴫羽IJ 9<001378 
147 は66 B区sooo, 誓羽II 94001379 
1,18~66 B仄SDOOi 罐羽n 94001376 
149 tl166 B区S0001 II羽口 9<001317 
150 図6i ORSK013 ,,, 磁・防 鸞地・綸調：灰(1色 941細 70
151 1'167 B区SKOJ3 石鍋 滑石 91000571 
1;2 lal67 ll区S0005 含情焼・史 内：にぷいみ濁色・外：灰が色 94⑳応69
153 1-467 UIS(S 0014 ,:, 磁.m, 業地・軸調：灰U色 94年 5
1出 閃67 B区SDOJ.I 計磁• 閲 ②① （↓ 9) ｀亀， ~ll••ita ·t;;"••·員員慶U只o9100(邸4
155 図67 B区SDOl5 土鉦お・ヽJ、Ill糸UJ (9.1)② (6.8)① l.O 汲賞担色 94碑 6
156 図67 B区SD015 .~ 磁 ・院 嗚地・輪調：灰(1色 94000肉
157 図67 B区SD015 (I磁・棺 壌地・111潤 ：灰日色 94年 7
158 凶67 ll区l'-3 北細裕 ・杯糸切 ① 11.4② 11 . ◄C況.8 Iこぷい況m色 94000575 
159 図67 013'.P-I< 瑣憑ね ・ 11:S~ 灰,:,色 9,ooosn 
l60 図67 B区l'-15 1111; ・者 ② (8.6) I';: 灰色・外：灰R色 94000573 
161 図67 B区Pー16 織材U 94碑 74
157 図邸 c区SPOOi n磁，＂ (i)S. 心 .<0)3.S ぶ地・Ill調：灰r,色 9<001'20 
l認図認 ci;i:s Poot 銅賛吝笞

① ① ① ① 711I 20.I.I1 .. -② ~~ ~②蕊3, 3C. ．． -心心oQ)t;3訟③3. 0 .... o 7 1 I 
92003186 

159 図邸 C区SPOOi 土副r;.+i: 糸切 汲賞位色 9100107 
l切図砧 C区SP002 土”む・杯糸UJ 浅寅柁色 94001•18 
161 図雌 c区SP碗 上鰤岱 ・u;糸り） 内：決位色・外 ：にぶい位色 9<001<19 
162 1:;169 CII.S P003 w磁 ，榊 ① 14 常地：))i(J色・樟調：賞U色 88如 17
I匂図69 c区SP003 

k 鰤,. 墨 . . .記姻""'.,C〇疇,,.. ？ , "心心.匹心"・.. ● 四・・駄渕0""',"'"'攣か.・...  "・・ ' " ・' . , 、' 

明貨1!l色 8800・と2 1 8 
16< 凶69 c区SP003 ・t .. 悩・杯//,VJ 明貿11l色色 謁如19
165 図69 C区SP003 ,~.-» ・杯糸切か 淡賞褐 総姻llO
1邸図69 CRS 1"003 -~.. お ・小m糸切 褐賀色 総如21
161 閃69 C区SP003 上関お・1、llt/:IJJ 褐貧色 細 m,
168 1:469 C区SP匹 土II店・小鳳II,¥り 灰褐色 6il002UJ 
169 図69 CRS P003 上“お-1-m糸切 屈灰褐色 8螂 24
170 図10 CRSX叫 山磁 ．惰 •7CD)( (G2 .S) 素地 ・籍調・灰（」色 94001391 
171 図？〇 Ct..S X004 白磁• Ill .5 素旭 ．籍関：lfi.fl色 94001396 
172 l.<170 Cl'-S XOO. 守磁・楢 這ヽ：/li01!.・ 霞は畠；伍!-~ , < ,-'ff/ii 9<001398 
173 凶70 c区SXOO< 上幻苓 ·4•11筏:tJJ 内：灰貨褐色・外；、とふい貨代色 94001◄0<
17-1 図70 C区SX叩 明褐灰色 94001402 
175 図70 c区sxooヽ 上閾岱.,,.鵡糸切 灰·~色 94001403 
176 図70 Cli<S XOO< t閾笞・杯裕切 n色 94001406 
li7 図；o C区SX邸 •+.蝸む·杯糸り 灰~,色 94001<07 
178 図70 c区SX004 上鍼苫・杯{(,l)J 桟霞帽色 91001•05 
179 lll70 c区SX004 土閲苔・翫 灰U色 94001408 
180 因70 C区sxoo』 1:'° 召・Ill 灰白色 940014切
181 閃10 Cli<S XOO• 瓦お・榊 灰色 9,001<11 
182 図70 c区sxoo, 瓦店・1藷 灰iJ色 94001-IIO 
18.1 1,170 c区sxoo, 1・. 閾と・鍋 桟貧内色 9400139? 
IS4 1'470 C!i<S xoo, i:t41甚・ぱい 茂賞笞色 94001390 
1勘 図;o C仄SXOO•I 1(~ ・は鉢 灰色 94001394 
1邸 1)171 Cl;(S XOO,I ±IIJお ・茶益 掲灰色 94001393 
187 図71 c区SX004 .L燐も・-fe.S. ね色 ,、1)()1391
188 tll71 c区SX004 布JL.l:Ol晶 ⑤ .3R3. 況 .7R11.2 桟貫n色・賞灰色 ,、001,00
I訳｝図71 c区sxoo, 宮滑燒・甕 によいか褐色 ,、001399
I匂図71 C区SX006 :t. 帥若.,J,Dl(,ij/(1)8.J② 6.4③ 1.0 

汲”灰貨ば色色・灰色
94001413 

191 図71 CIXS XOOG 絹忠石 ・化鉢 94001414 
1笠図11 ci,i:s xoo6 須忠お ・ n鉢糸~)②(I0.7) lfi.色 9400139, 
193 図;i ci;:s xooe 瓦苔• r111, 灰(j色 虹001412
19ヽ 図71 c区SX006 鉗銭 ,、OOJ.116
I閲閃71 Cf.(S X006 茶Fl.下£1 」孤往：18ぶ訟. la)ll.4~●匹.0 94000576 
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4. まとめ

みやこ遺跡の今次潤査では、 B区で中世前期の大規楳な溝状遺t/11、C区で中世後期の墓地を

検出した。いずれも潮見）IJ沿いに立地する中世集蕗の周緑部分にあたるものと思われる。

B区SDOOiからは、平安末期を主体とする逍物がまとまって出土している。紅捐具は、土師

邸 ・小皿、 土師笞椀、黒色土器B類椀、瓦器椀 ・小LILT、中国産磁器椀 ・皿、初期高麗情磁椀

がある．土師器杯 ・小皿は、は1印庇部糸切り離しに限られ、杯の法黛は11径l如m後半代．器窃

3co弱．底径がやや小さめで内洛しながら大さくmlく岱形のものが主体である。また、 体部外
面にヨ コナデの1町1凸が類若に認められるのものが1恥立つ。瓦岱椀は、 /j.;<安定した，(~台を有し

深みのある器形のものが多い。底部に回転糸切り離しの痕跡を留めるものがいくつかあるが、

原形段階での底部と体祁との境は裔台よりも外1111にあり、 体部下牛の指頭圧戒や内面のコテ当

てa:rからも｀いわゆる庇部押し出し技法を甚木としていることは明らかである．内I籠のヘラミ

ガキは個体による違いが大きく 、外面のヘラミガキはヨコナデによる岱面の凹凸をf!l1るように

横方向に雄されるものが多い。中国産磁器は白磁が主体を占め、肖磁の中では同安烹系がやや

目立つ．初期邸腿w磁椀は県内で過去に報告例がないが、玉江遺跡3区でも出；I: しており．今
後の注迂でぷ例の増加が子忠される。潤埋具は東播糸須湛器捏鉢、貯蔵共は東播系須忍器甕と

中同産悶器壷 （瓶）がある。衣炊具は滑石製石鍋のみで、把手を付けるものと鍔を巡らせるも

のとが相半ばしている。また、編羽口は周辺での金属沿の生廂 ・加工を示唆するものである。

これら遣物群の時期であるが、 土師器杯 ・小Oilの特徴から佐賀平野のl2ill:紀後キ頃の型式に対

比でさるものとガえている。他の沢料もおおむわこの時期の所産とクえられるが、 1のヘラ切

り離しの土師諾杯や黒色土おB類椀、 M期高罷廿磁等、やや先行すると思われるものもある．

また、口禿げの白磁IX類椀と縞述弁文の龍呆烹系';'f磁椀I-5 b・c類の2点は混人の可能性

が油い。こうした点をク慮した上で.8区SDOOIIIJ:f・・迫物は武雄盆地における12iせ紀後半頃の

まとまった安料群としての評価が与えられる。遺物組成に関しては定益的検討を行っておらず、

また遺跡の構造や階府が明確でないうらみはあるが、 二三の傾向が指摘でさる。中国産磁器に

ついては、椀 ・皿に限られながらも安定した紐を占め、 Lかもその多くが白磁である．もちろ

ん黛的な多互や器権については遺跡の正確に左右される部分が多いが、大宰府で指摘されてい

る顕別の出土傾向と比較すると、僅かな追いではあるが、白磁主体の様相が残存し百磁の出現

平がやや低いようである。 1.(炊具については滑石製石鍋に限られ、佐賀平野で多い土鍋は 1点

も出土していないことが注迂される．佐賀県の匹部から北部地域における中世前期登炊具の一

般的傾向を追認したことになる。なお、石鍋の型式が大別2種に跨がり汰的にも拮抗すること

は、耐久性をある程度考慮したとしても12世紀後半頃における石鍋使用の実態を示しているの

であり、把乎付きのもの力't,r,}付きのものへの移行期がT度この時期にあたるか、あるいは2

つの型式がかなり長期にわたって併存していたか、ということになろう．
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S 0001の性格は、埋土や遺物の出土状況守に関する記蘇が全くないこともあって、今一つ明

らかにできない.8区の匝側に隣接する茂手遺跡 I・II区においても S0001とはぽ同時期と思

われる遺構としてSKIOI等があり、C区寄りのみやこ遺跡S0402や$£104等もIll!"この時期

の遺構と思われるが、情報が11/i)ヤ的で具体的な集落構造を把握することは困帷である。みやこ

道跡SEl04からは木製聞鞍が出土しており、この辺I)はイ£地領主級の屎敷地である可能性が油

い。13区S0001では花押と思われる俎肉沃料が出土しており、先述した中国産磁器のまとまっ

た保有等からすると、これらと一連となる屋敷地の区画淋と b労えられる。平安木Jり）～鎌介初

期の事例としてはやや閥が大さすざる感があるが水利を兼わた溝であるとすれば理解でさな

くはない。また、幅が広いわりに深さがないことや直交して延びる小溝の存在等からすると，

迫路遣構の可能性も与慮しておく必姿がある。いずれにせよ中世みやこ遺跡を評価するために

は、武雄市教育委且会の潤査Iざと合わせて遺物や逍横の検討を行う必要がある。

c区は、みやこ遺跡の西端部にあたり遺構の極めて令博な地j,(であった．検出された遺構は

士l認い基（可能性のあるしのを含む）の他は、性格不明の落ち込みや：l: 坑等が数碁あるのみ

で、この地区が居住域に含まれるとは到妊巧えられない。副非品のうち土師器杯 ・小Jillとfr磁

碗、および白磁杯は、いずれも15世紀代の年代観を与えられるいのである。また.Iム兵と息し

さ鉗製容岱を屈l)JI¥するSPOOlは出家者の渫である可能性がある。佐伐県内における中世紅の調

在例は、いわゆる出敷凝を除けば、 求介飯村窃(Jli寺跡 （東介恨村教甘委J:l会1980)や甚Ill町千・

塔Ill逍跡 （碁Ill町遺跡兌掘潤査団1978) の翡地がある社度で、 -~蒻ljQ)全休的な様相は明らかで

ない．こうした状況の中で、炭洛外紐部に形成されたみや.:辺跡C区ぶ地の在り方は中世後期

の一典型として重要な事例となるものであるが、 jな:/,¥主体の具体｛象州明は今後の諜閲である。

引用文猷 （第 2~に掲げたbのは行略）

木戸雅寿099:l)石鍋の生廂と流通について中近世u:社の基礎研究IX,pp.127-143. 日本中
世士器研究会

和 IJ町沿跡発掘潤査rl1(1978) T・ 塔Ill遺跡．

束行振村教育委貝会 (1980)-~,H11i寺跡． 束行阪村文化財関査報告内第 4 染

三輪戊雄 (1978)臼．ものと人Ill!の文化史 25.法政大学出版局

山本 /;t夫 (1985)El本における切期為鹿w磁について一大宰府Ill土例を中心として一.jf易掬
磁研究.No.5. pp.1-18. 日本貿易掏磁研究会

横Ill賢次郎・森田勉 (1978)大宰府Ill上の翰入中国掬磁器について一型式分顛と編年を中心
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第 7章
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玉江遺跡1--3区

たまえ

迫跡名 ：玉江追跡 1~ 3区（略号TAM-I ~III) 
さが たItお たItお ながしまみぞのうえ

所在地：佐賀県武雄市武雄町大字永島字溝ノ上
たちばな ながしま きたかみの

橘町大字永島字北上野



たま え

第 7章玉江遺跡

1. 玉江遺跡の概要
.. . . ● 畑 . "iば. -~··. た..0・". "が..パ...
玉江遺糀は、佐賀県武雄市扁町大字永島字北上野と武雄町大:if永島字湛ノ上に所在する。

し● . -くんぞう かわ'"'・ <N• 
遺跡の所在する辺りは、涌知1,と虚空蔵llJとが迫る地峡部で、 JII登盆地を流れてきた潮見Ill

.. ~.. り...
が武雄盆地に入る前に大きく蛇行しつつ向きを変える地点である。屈辺の山麓部には溝ノ上束

みぞ~.,..  ●● の

古坑群、溝ノ」・・西古項群、上男tc'i.lJ'l群等の群集坑が分布しているが、築沼遺跡の展開は狭長な

谷底平野部という地形条件のせいか各時代を通してあまり顕行でない。

元々、王江遺跡は粘土採掘中に中広形銅矛が出土した遺跡として知られていたのであるが、

近年の数次に及ぷ発掘調査では弥生峙代の遺構は全く検出されておらず、武器形祭具の埋納遺

跡であった可能性が濃/!1.である。武雄市教Y-1委貝会による関査では、古tj¥時代と奈良時代の集

落遣構や中世前期の土葬墓が検出されており、今次綱査と併せて遺跡の実態が明らかになりつ

つある．

九州樅断自動lll辺述設に伴う瞬在は、地形や遺跡の状況に応じて 1-3区の3箇所について

実施している• I・2区は潮JlJII左岸の武雄町氷島）也内にあるのに対し、3区は濶見HI右ほの

橘町氷島地内にあって、遺跡の内容からもplij名は区別して考える方が良い。閲査対象となった

面積は6.000面で、潤査範囲は 1区240m'、2区780m'、3区2,940面の計3.960m'である（ただし

3区は」・・府と下附の2面にわたって漬構面があり実際の詞充面積はこれより若干増える）．

1区は潮見山の西麓に位置し、石奴状の石積遺構とその前面に染中する小穴群が検出された．

記録類の不佃のために充分な検討がでさなかったが、小穴群は掘立柱廷物を構成する可能性が

強く．今回の潤査区は何らかの居住地区であると推測される。出土遺物は中世後期のものが主

体を占める。石積遺構の性格は詳らかでないが、四な地の位区や出土遺物の年代観からすると

潮見城跡との関連が示唆される．

2区は 1区の西方にあり、掘立柱建物l棟の他は小穴若干が検出されたのみで、全体に遺構は

希薄である．遺物もはとんどなく、遺構の時期を示すものは出土しなかった．

3区は湖見JII右岸の標高IOml!tl後の谷底平野に位召Lている.3区では部分的にではあるが

上下2面にわたって遺構面が確認された。上崩では土葬茎 1基と小穴若干が検出されており、

出土遺物は中世後期のbのが主体である。下府からは古墳時代後半期と中世前期の集落関述遺

構が検出された。全体にlll:1滋．遺物が少ないため遺構の多くは時期を特定でさず、また洞査区内

に分布する小穴群についても検討が充分でなく集殆構造を把掘するまでには至らなかった。古

坑時代後半の遺構は、総柱構造の掘立柱建物2棟と鉛治関連の廃菜土坑と恩われる遺構がある．

中世前期の逍構では潤査区を横断する溝があり、平安末期の遺物がややまとまって出土してい

しこの他、時期は不詳ながら輻約7mの道路状遺構が検出された．
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塵冒麗佐賀県教行委只会調査区
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100m 

図72 王江遺跡周辺の地形 (1: 20-00) 
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2. 1• 2区の遺構と遺物

1) 1区の遺構と遺物

I区は潮見山の西麗に位置する。Iii翡IJにあたる；褐'ftlみの東1ll1にははば南北に向く石双状の石

積遺構SXOOIがあり．その采側にはSXOOIの石積みを共:f:iする溝状の遺楕SX002が並行す

ふ SXOOI・S X002については試掘坑を設定して断面観寮がなされているが、断面図の胡準

点が平面図中に記載されておらず図示することができなかった。また、 SXOOIの西側には小穴

が密集し、掘立柱建物と思われる小穴初Ji,複数箇所認められるが．逍構の標高を記した~Ht記

鉗が9祈在不明となっており、検討することができなかった．

S X001 (図13)

1区東側で南北に延びる石双状の石桟il'W'lである。北1111は先細りで終わり、南fjll)は徐々に広

くなって調'#.I名外に続く ．両側をやや乱雄に石積し．その間に：I: を,c損させているようである．
石積のIIIJ等から遺物が；1¥:1:Lている。

S X001 出土遺物 （図14• 75) 

I・2は底部回転糸切り隈しの土師器小皿で、 1は復元n径7.4cm、器?,')jJ.%n、旺径4.3cmで

ある. 3は底蔀同転糸切り離しの土師器杯である。 4はi'f磁桝で、小破）ヤのため全体の文様構

成は不明であるが外面には細迅弁文、内面にはJ,q£文が認められる。5は協麗末期～朝鮮王朝

初期とみられるti'磁椀である。内泊i妊部には二重の困線と如慈頭文、その外側に田文を象嵌で

陀している。また、外面体部←F半にも象嵌による圏線を巡らせる。6・7は土邸怪ぼ鉢の底部

で、使mによるポ滅が顕若であるが、 f!U協をあけてばUが施されている. 8は比器控鉢の口緑

部で、全体に序粍が行しい。9・10は束播系須恵骰捏鉢である。9はU緑部、 10は底部で1日転

糸切り離しのbl跡を留め、内面は使用により摩耗している• 11-13は偏j府焼で、小破片のため

不確尖であるが中 ・小型の壼であろう．同一偲体かどうかは鮒らない。14・ 15は:l:師器鍋であ

る．内面の詞整はナデで、佐伐平野の類品にみられるハケメ潤整とは具なっている。16は小型

で浅い器形の瓦器鍋で、内面はr:1の細かいハケメである。17・18は口給から底部に向かって強

くすばまる滑石製石鍋で、鍔は全く形骸化している。19は士糾i1o¥茶釜で．頸部下の沈線から下

向きの笹葉状の刻画を施す。20は瓦器茶釜で、 f,J部に双花文の枝袋を糾み、花は菊花形の印文

であしらう。21は土師器で、破片沢料であるため不確実であるが鍔や把手がなく盗と屯えられ

る。内面の調整は板ナデである．類部下に櫛(fl状の押圧文を巡らせ、その下に梅花状の印文を

配している。22は茶臼の下臼部で、受皿部と底部のみ遺ti-する．

S X 002 (図13)

SXOOIの東側に併走する溝状の部分がSX002とされている． 西側のt,~はSXOOI来慨の石釈

を利/flし、束側の岸はSXOOIよりやや大きめの石を並ぺている。埋土中から追物が出tしてい

るが．石鍋以外は小薮片が多い。
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S X002出土遺物 （図76)

23・24は白磁椀で、 23は大きな玉絃、 24は高い窃台を特徴とするものである。25-27は白磁

皿で、 25 · 26は口禿げの無邸台皿、 27は内面底部を困状に釉倒きする窃台付皿である。 28は l•l

安窓系のうれ磁椀で、無文のものと思われる,29-31は郎泉窯系の吝磁椀である。 29は秋いl:l付

以外の全面に施釉するぷ？製品で、釉は原みがある。30・31は角応台で、 30は内底に廿状文を、

3.1は内面に1,X./E文を施す。32は瓦料捏鉢の体部破9ヤで、ハケメ潟整を内1面は横方向、外面は縦

) ,r, りに施す.33は平底の須恵器甕の底部で、外面にはククキ.I柑面には横方向のIllいハケメを

施す。焼成は良好て刹!t'tである,34-39は沿石製石鍋である。34・35が1、m辺台形の鍔であるの
に対し、 36-38はやや退化した鍔を,/jし岱形も瓜部が強くすぽまるものである。39は形態が不

明であるが、弦取手大があり実際に鉄製の弦の一部が遺存している．

1区その他の遺物（図77)

40・41は白磁椀で、窃いな台を持つbのと思われる。42は16世紀代の端反りの自磁皿である．

43は龍泉密系のw磁椀のn縁部、 44は底部で、いずれも縞のない運弁文である• 45は例鮮王朝

のいわゆる雑釉掬器皿である。全廂に施釉し、内面底部と邸台端面に各々 5俯所の砂目を招め

る。46は上師器播鉢で、 6条 I11¥位のほ目をtlfl闊をあけて施す，47は東播系須忍器の捏鉢であ

る．

二~-==-= ~(~ 7.3-'fSlJ 

＼ ． 

-< 
；； ,: 

~J 
可戸

' .. IOoo 

図77 I区その他の遺物 (I: 3) 
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2) 2区の遺構 （図78)

2区の遺構は、掘立柱建物1棟と小大む干が検出されたのみで、遇介区の南側に集中してい

る．遺物も:t器純1/¥・が僅少出」；Lたのみで時期の停るものはない。

S B001 (図78)

2区の南開で 1棟だけ検出された掘立柱建物である．簗行 IJUJX lfi行 2IUJの束西棟で、主紬

はN88i1/である。出：I: 造物はなく時期は1渭］であるが、主軸方位は 3区のS8306と一致してい

る。

3. 3区の遺構と遺物

3区は潮兄川に近校する揉麻約!Omの水Ill部である。 一術には1111面より一段窃い島状のIii地

が点在しており、潤査区内にも 5箇所がある。これらの1;1地部分では逍構面が上下2面にわたっ

て確認され、↑・位の遺構面は/.ll囲の水田部分における遺構面と同一である。畠地部分での上位

の遺樟面を上肘、出地部分での下位の選溝面及び水田部分での遺構面を下層として潤介が行わ

れているが、上下の遺構i/Jillllの-t:/flに関する記鉢がなく．特に上部の逍構面に関しては形成過

程や本来のJ.i,.がりなどが不明である。」丸りは中世後期の集葎遺跡と思われ、 J:郭;f,l;J碁と小穴

群が検出されている．下府は古れ時代後半期項と中世前期を主とする集活遺跡と思われ．掘立

柱娃物3棟、辺蹄状遺構、清、土坑、 小穴多数が検出されている。

S B306 (図80)

3区の北束端に位凶する掘立柱建物である。梁H2111JX桁行3IUlの総柱の求jl_lj棟で．主肩hは

N⑱ ¥Vである。柱掘方は径0.7-0.9mの円形で、いずれも径0.2m程度の柱痕跡が確認されてい

る．南側に1反して浅い溝状の土坑SK3llがあり木建物に伴うしのとカえられるが、遺物は:I:器

細片しか出土していない。

S B306出土遺物（図80)

48は:1．．師器窃杯の脚糾部である。器限は薄く、樹が外方へ強く開く ．器1面は摩耗しており調整

は不明である。古tJl時代後'i'期頃のものかと思われる。P-10からIll:!:した。

S B309 (図81)

3区中央部の南寄りに位硲する掘立柱建物である。梁行2[n]X桁行21間の総柱の東洒棟で、主

軸はN69"Eである。柱掘方は径0.6mのPl形で、 O.l-0.15mの柱痕跡を確認でさる bのがあ

る．

S B309出土遺物 （図81)

49は須恵器の頚部破1ヤで、 fl部はカキノ潤祭である。器種は不明で、壼と報告しておく。古柑

峙代後半期項のものかと思われる。 P-6から出土した。
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S8315 (図81)

3区対側の面束燐に位認する掘立柱建物である。南東の閉が洞査区外になるが、梁行HJJX

桁行3f:JJの南北棟で、 主軸はN6'Wである。柱掘方は径0.3-0.4mの円形で、時期のlllll/iでき

る遺物は出土していない．

S K316 (図82)

3区南憫やや西寄りに位沼する。平面は不整な水滴形で、 ＇貶軸3,8m、短紬1.8m、深さ0.3m

である。底面はやや凹凸があり、北側が浅く南側は一段下がっている。埋土には炭化物をやや

多く含み、鋏刀子1点と土器片数点 〈土師器 ・須忍路）の他、破片状態の鱗羽口と鉄搾と息わ

れる鉱滓がややまとま って出土した．またやや大きめの礫b数点あるが、慈図的に配泣された

ものや平坦面をもつものは認められなかったようである。出土遺物や埋土の特徴から鍛治に関

週することは確尖であるが、 ".t而や底面には明確な嫉熱の痕跡が観寮されておらず鍛治遺構そ

のものというよりは廃泰土坑の可能性が大である。出土土器はいずれも小破片であるためやや

不確実だが、 古れ時代後半期頃と考えられる．

S K316出土遺物（図82)

50は鉄J)子で、先沿部と基部を 9釦かに欠く以外はllぽ完存である• 51は須思器の底部で、平底

の外底部から体部下嬬にかけて回転ヘラケズリが施される．器植は平瓶の可能性が強い．古坑

時代後半期頃のものであろう。 52-57は縞羽口である。

S 0310 (図83)

3区中央南寄り で祠査区を横断するよ うに走る溝である。走向はN5J'W、延長36mで北西端は

不明説に途切れる．断面形はU字状で、南束部で幅0.9m、深さ0.6m、中央部で深さ0.Jmと怠．

に浅〈なり、北西部で再び深くなる.S F317と瓜複しており、災測図の表現ではSD310の方

が古い。埋土中から平安末期の土悩がややまとまって出土した。

S 0310出土遺物（図83• 84) 

58-61は土師器,JヽJinで、 58は底部回転ヘラ切り離し、 59-61は底部l!ll転糸切り離しである。

62は土師笞椀で、形態から浪入の可能性がある。底部回転ヘラ切り離しである。63は黒色土粒

B類椀で？罪jJjjは摩耗しておりヘラミガキが観察できない。64・65は土師器杯で、 64は底部回転

糸切り離し、 65は摩耗のため不明である.66-71はオ．師器椀で、 69以外は沿面摩耗のため成影・

調整のf{跡が確認できない• 69は底部回転ヘラ切り離しで、押し出し技法により成形し、 T寧

なヘラ ミガキが施される.72は瓦器椀で、内面にコテ当て痕跡、外面体部下埒にユピオサエの

痕跡が認められ、押し出し技法であることが解る。器面は序耗しており、調整は内面にヘラミ

ガキが観察される以外は不明である。73-75は白磁椀で、 74は大きめの玉緑□緑、 73・75は足

店tr,台の類である。76は初期窃謄背磁椀で、山本 (1985)分類の椀M類にあたる粗製品である。

紫地は机く白色粒を含み、失透性の柏を全面に施したのち高台端面のみ肖ljl)取っている．高台
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は硲(i'!IJり出した輪窃台で｀内面底部と悩台端面に目跡がある。77・78は滑石製石鍋の口緑部

で、いずれも縦に把手のつくものである。79・80は滑石製石鍋の再加工品で、関緑部が面取り

される， 81は闘の羽口である• 82~84はやや軟質の須忠若遷で、 82と83は同一個体の可能性が

ある。

S F317 (図79)

S F317として報告するのは、現場ではほ溢されておらず遺構名が付与されていなかった道路

状俎構である。したがって遺構の性格にしたがった関査方針は採られておらず、確実に道路遺

構と認定あるいは否定することのでさる情報は得られていない．しかし両側溝とみられる2条

の溝がやや断続的ではあるが整然と並行して走り、その間は明らかに他の遺構が希薄であるこ

とから、不確定要索はあるものの注意を喚起する意味であえて道銘状遺構．として報告しておく。

N30Wの走向で3区の中はどを横切っており、東側溝の遺存状況は幅0.5~1.2m、深さ

0.06~0.2m程、西側溝の遺存状況は幅0.4~0.Sm、深さ0.05~0.2m程である。溝の埋土から

は遺物は出土していない。 滑と溝の問閉、 すなわち道路遺椒とみt~湯介の路面幅は内法で

6.0~7 .6mである。硬化や土質等、路面推定部分の状況は全く不明である。SD3l0と重複Lて

おり、実測図の表現では$D310の方が新しい。SD310からは平安末期の遺物がまとまって出

土していることからSF317は平安時代以前の遺構である可能性が強い．

_]  

I 1------1' ＼ 
恥

ノ、 87

皿・ --戸鍼ニ ・I ~ r ~ 叫= 0 Im 

図85 3区SP308 (I : 40), 3区上lj,j:l1土遺物 (l: 3) 

-152-



S P308 (図85)

3区上層の高段部5段目耐西端に位置する土3料秘である．乎面はやや歪な隅丸長方形で、長

軸2.2m、短軸1.4-1.Sm、深さ0.7mである．阻はややきつく立ち上がり底面は平坦である．

底面北端近くで湖葬品と思われる土師器杯 1釣休が/IJ:I:しており、仮にこちらを碩側とすれば

頭位はN2TEである。

S P301出土遺物 （図15)

85は副葬品と思われる土師器杯で、口緑部を一部欠く．底部は回転糸切り離しで板状圧痕は

ない。口径10.6cm、器高3.4cm、底径7.4anである．

3区上層出土遺物 （図85)

遺構に伴わない上層の遺物を一括して報告する.86は3段目で採集された底部回転糸切り蔑

しの土li!i若小皿で、板状圧痕は確認されない．口径7.0cm、沿高1.8cm、底径5.2cmである。87は

5 段目で採集された底部Im転糸切り簾しの土師岱小IDlで、 板状圧痕は確認されない• n径8.4

cm、器高0.7cm、底径7.伽mである.88は3段目で採集された東播系須窓諾捏鉢で、 [I絃部外側

が肥厚し端部はやや内傾する。魚住窯産であろう.89は3段目で採築された中同旅と名えられ

る褐釉翔器の宛（瓶）である．口緑部は外反し、端部が肥1'1-して丸みをもって終わる。類部は

口緑部下から細〈延びて体部へと親いている。紫地は粗く、口緑部内面の一部まで失透性の褐

色の釉がかかる。
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汲 5 玉江遥跡出土遺物一覧 法1tの111!~1:ao . g. ( )は復元偵

il鎗書号嘱図書号 出土遣蠣 遺鎗の覆頭 ll1↓ <lllil1'1,JIIUl'11HU e■• 石材 董鱗●号

I 図74 1区SXOOI :t釘若 ・小m糸切 0)(7.4)② .Ja,1.9 m色 9J(J(M羽？
2 図74 1区SXOOI 土”お ・小nl(,切~① 3.3 位色 9珈 4細
3 図74 1区SXOOI 土釘わ ・¥-糸切 .0 位色 畑 4鯰I
4 閃74 1区SXOOI 青磁．慌 業濾 ： 灰＂色•輪讚 ： がI-プ灰色 9300埠出
s 図14 1区SXOOI 青磁．慌 案地：灰n色・糟閥 ：U灰色 9珈磁3
6 図14 I li(SXOOI :t飼岱 ・ば鉢 ② 02.9) 桟淡貧色 9JOOi釦
1 t,17ヽ Ill SXOOI ；ヒ帥若・ぱ鉢 ② 00.,1 茂貧代色 930041這3
3 図7ヽ 1区SXOOI 止お・ ほ鉢 灰(JI!, 93001885 
， 図7◄ 1 gsxoo1 須忠峰 ・代鉢 灰白色 93004蜘
10 liil7• 1区SXOOI 頂屯Iii.r. 鉢糸切②(9.0) 灰(J色 畑 4認6
II 図14 1区SXOOI 鍾附泣・改 内：1こよい褐色・外：によい淋褐色切叩樟91
12 図7ヽ 1 IK SXOOI 傭O'J鮫・邊 内：灰褐色・外 ：み謁色 匹 04905
13 図74 l ll SXOOI 傭前蛾・壺 にぶい.!llll色 93004珈
I< 図74 1区SXOOI 瓦お ・鱗 ①器ぽ7.8) 灰寅褐色 93004888 
15 図7◄ l区SXOOl 土蒻召・鱗 (J0.2) Ill色 畑 9切8
16 図乃 l区SXOOL 瓦笞・Ill （四.SJ 灰色 91004視7
17 図乃 1区SXOOI 石絨 滑パ 9 位％
18 図乃 l li!;SXOOI 石鱗 滑石 93004露
19 因乃 l区SXOOl 土“召・茶釜 (])(]) (13.0) にぷい投色 93004319 
20 図15 Ill SXOOI 瓦お ・茶釜 (11.2) 内 ：1こぷい賞a色・外 ：灰色 9300伐89
21 図1S l lKSXOOl 瓦む ・ 女力• ① (18,0) にぷい貨橙色 9300蒻77
22 図乃 11>'.SXOOI 荼白・下臼 ② (21.2)受羅径(:U.2) 9300ヽ901
23 図76 1区SXOIYl 〇磁・綱 業地・軸躙：灰~·色 9300ヽ918
24 因7~ 1区SX002 U磁 ・帽 ② ① (6.0) 素埠・flll111:灰Fl色 畑 49'11
25 閃76 1区SX印2 白磁 · • (9.6)② (6.2)③ 1.7 素鳩．＂調：灰,,,色 畑ヽ914
26 図16 1区SX的2 U磁・1l ① (J0.0) 索地・糟霜：灰n色 93004915 
27 図76 1区SX磁 白磁・饂 ② (• .2) 鸞埠・輪調：灰h色 9300ヽ919
28 図76 1区SXOOI! 冑磁・杭 霊地：灰B1!¥・輸翼：がJープ灰色93004916
29 図76 1区SX002 廿紐・帆 ② ② (4.0) 奮地：灰8色・檜翼：かjープ灰1593004917 
30 図76 1区SX002 斉磁 • m (6.2) 書塩：灰白色・檜葺：が1ープ灰色9300492゚
31 図76 1区SX磁 情磁・棺 稟増：灰(I色・檜調：がJ-プ灰色勁04913
3Z 図76 1区SX002 Ji.怜.r,1鉢 内 ：背灰色 ・外 ：灰n色 匹 04912
33 図76 1区SX002 れ恵益・提 行釈色 9300↓ 911 
34 図76 l区SX002 i; 鱗 滑石 93004姻
35 凶76 1 li<SX002 ぷ鵠 滑石 細 0ね33
36 図16 1区SXOO'l 石鱗 ① (]) (22.4) 滑石 93004瑯
37 図76 ）区SX002 石鍋 (25.5) 滑石 細 mi
捻 図76 1区SX002 /i鍋 it1石 93004凹7

” 
図76 I I,!; SX002 石鱗 滑石 93004910 

40 閃77 Ii<( a磁・Ill 素地・帷調：灰1引色 9300絡99
lヽ 図77 I l! 内は ・絹 業地・糟11111:灰I)色 9300ヽ897

” 
図77 1区汲捻 U磁・1l ① 115.6)② cs.GJ(3Xl.s 蓄達・糟調 ： 灰n色•露蛤麗 ： 汲賃色 93004903

43 図77 Ill: 内磁・紺 畠鳩：灰a&・檜讚：かlープ賞色9300ヽ898

“ 
1'477 1区 冑磁・編 (%)5.3 鸞亀霞船畠灰~i•-• · n-プ員i 9300ヽ900

45 t.177 ＂を絞ね ｀笞・II ② .4 業地：灰C色・糟調 ：灰色 93叫 902
•6 図77 Iii( 土閲笞・は鉢 汲賞位色 ，？珈8%
7ヽ

“” 
1 ll 碩忠わ ・W,体 灰白色 93004904 

48 1/180 3区S碑 土幻沿・麻ri ② (18.21 !fl褐色 9300159ヽ
•9 日81 3区S曲 墳恵匹，壺 剛灰色 93001596 

” 
1482 3区SK316 飲製JJ-T- ⑤ 13.1.⑤ 6) J.OCl)0.4 93001962 

51 閃82 3区SK316 瑣芯わ・f駅か ② (12 灰色 93001958 
S2 図82 3 ii<: SK316 

●● " .. .,"e● 心..  岬.り... ,."・ ,.,製.・.,.,.．,.. ' ...... ．,.釦訳②, . ,.i ., •• , • .,〇●.. , ., J 

93叫 95.,
53 図82 3区SKJ16 II羽n 9300,95ヽ
S< 11482 3区SK316 暢材口 93叫 957

“ 
t.182 3区SK316 II羽11 93渕 956

％ 閃82 3区SK316 lli'liA 93珈 9S2
57 閃82 3区SK316 鵠羽ll 93004953 
認 図83 3仄SD310 土絨む ・ Jヽ•l!l夏切 内 ：汲賞R色・外 ：にぷいR色93004933

” 
図83 3区SDJIO :I: 闘Z・ヽl、Ill糸切 汲賞a色 9珈 931

60 !;183 3区5D310 心若，小凰糸切 .8 内 ：筏貧橙色・外 ：灰~,色 9珈 931
61 図83 3区S0310

, ... , ....〇.. "・O •• 血り〗",, ''・, .... 辺'・・...""""" ,, ' .... 疇・・"'"'.,.... , ... , ・・., ' ..  ' . , 
内 ：にふい償色，外 ：灰a色 9蜘 9:ll

62 llt83 3区S1)310 ーヒ閾笞 ・属詑切 汲貨11l灰色 9珈 9濁
63 図83 3区S00IO 屈色:fiB類 ・慌 内 ：褐色・外 ：船褐色 9珈 936
64 図紅 3区S0310 ·~.J>liむ ・ 杯糸切 浅賞n色 9300l935 
鉛 四 3区5D310 上鯰沿・ 1不 .6 貿¢色 9珈 927

“ 
血 3区$1)310 t釦お ・隣 灰U色 9300!922 

67 臨 3 3区S0310 土鯰お ・演 .I 汲貿ね色 9珈 92S
認 如 31:l: Sll3JO 上鯰iむ ・慎 浅沢帽色 9珈 9公
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ii愉暑号欅図書号 出土ii囀 遺檎の種類 Ill f.c!lllllll!l!fi!lll4JIIIU 色調• 石U 盪餞書号

69 図83 3 l<:SD3l0 .L閾切 ・帽

似.. 虚. "・'"'""'.".・"'・'"."" .. "'' ' 
灰日色 93004926 

70 図83 3区soa10 土凶お ・慌 (17,6) ,6 内：灰I)色・外： i炎位色 93004924 

＂ 
図83 3 V.S0310 瓦匹・椀 (16.7) 灰n色 93001929 
n 囚83 3区S0310 瓦お ，阿 (15.9) .6 灰山色 9細 928
73 図83 J J;(SD310 1~111· 祖 (l•.3) 漏地：檜,,,匹色・檜長：灰1)色 9300-1938 
74 囚83 3区S0310 I)繊・帽 (7, I) 掌地・ ・露狛船：灰白灰色Iり 93004939 
75 図83 3区50310 n磁．憤

(2)6¢(7.1 .0) 
項地・檜111:A色・露姑墨： 色93004940

76 図S.1 3区S0310 Yllll・ 精 掌プ地色・：霧灰馳,郎,色：・に檜ぷi,iい;"'灰'褐ォ色,, - 93004937 

77 囚84 311:SOOIO ≪鍼 ff1石 930049,16 
78 C464 3RSD310 石鍋 滑石 93004945 
79 lll84 3区S0010 1i鍋再加：＇：品

⑤ 釦⑤①81は2,.8$2$4』.1.⑤01) 7,.21. ⑦ ⑦ 四1.31.3 .o 
滑~i 930049↓2 

80 図訊 3区Sll.110 “鱗再lilU:品 清石 93001941 
81 閃8< 311.SDJIO 嶋羽い 9300,1943 
82 図84 31! S0010 mぷお・鸞 灰U色 9300l961 
83 1..484 3区S0310 瑣巴笞・ 甕 灰色 9300,1960 
8,1 卿 lP.:S0010 

須怠鯰・史 ② ① ① (l)S71107. .匹,l(l..7 閲切切.．2心.413)(3)1.3.8i . ヽ

灰日色 93004959 
85 図記 3区SP308 土”お・杯 IIJ褐色 93001593 
86 11185 3" I: 層 :t-.l;J~-+旧糸りl 囀）褐色 93001涵
87 閃絡 3区.l:111 上け匹・ヽ Iヽllllr,切 ~l渇色 9双）01590 
総 図絡 3区」・.Ill 絹出沿・rl.鉢糸切 19}灰色 93001595 
89 lllSS 3区上M 貨訪 ・迂 ① (9.0) 部業埠：灰：灰U~ し ・軸調：黒邑色•霞祐 93001598

- 155-



4 • まとめ

今(iiiの玉江遺跡の四査では、主に古tJ't時代と中世の遺構 ・遺物を検出した。性格の特定でき

ない遺構も少なくないが、いくつかの点で1li炭な知見を得ることができた．

1区では潮見山の西麗に中世後期の石栢遺構が設けられており、その前而に居住地と見られ

る小穴群が展開していた．潮見山の頂部には橘涯摩氏の拠った湖見城が築かれていて．束側の

山駕から潮凡,,,までの一帯に居館を中心とする城下集落が形成されている．現状で確認でさる

潮見城の遺構は戦国末期の姿と思われるが、応安五 (1372)年三月日橘薩摩公輿軍忠状（橘中

村文苔44-~・）に応安4(1371)年12月に「於湖見山、初構城郭、致合戟Jとの記述があり、市

北朝内乱期の14世紀後半には山城としての利用がなされていたことが確認される。 1区の位霞

は湖見城の娼千側にあたる山麓部であり、 /lJ:l:遺物の示す年代観がおよそ14-16世紀代である

ことは両者の関述を容易に推測させるが、潤査範囲が挟く遺構の全体構造は不明であり、具体

的な性格や関連は詳らかでない。

3区では古積時代後半期から中世の集落関連遺構を検出した。古項時代後半期では稔柱構辺

の掘立柱建物2棟や飯治関述の廃棄：ヒ坑があり、因辺の調査成呆と併せて玉ii'.遺跡における古

lJ't時代集活の尖態を探る手掛かりを得ることができた。

3区を横断する溝SD310からは、いくぷん時期幅のある平安宋期の遺物群がまとまって出土

した．このうち初期窃麗Tr磁と思われる碗は県内ではこれまで確実な報告例のないものである

が、みやこ遺跡B区SD001 (本宙第6;;J.) からも出土しており、朝鮮王朝期の淘磁:~と同様

に．今後の注意でかなり事例が増えるものと予想される．

道辟状遺構SF317は、関査段階で認減されていなかったことや出土遺物のないこと等、道跨

としての誌定や時期比定に問題を残しているが、 SD310との関係からすると平安時代後期以前

の可能性が強く、古坑時代後半期の集落よりは後出するものであるう。再々述ぺているように、

玉江遺跡の地理的な位四は武雄盆地からIll登盆地へ通じる地峡部であり、道路状遺構の走向も

おおむねこれに合致している。もちろん両盆地と繁ぐ道を想定した場合でも．現時点ではSF

317は．れにすぎないのであり．他の関査区での遺1鼻の状況や周辺における遺跡の在り方を含めて

総合的な検討が求められよう．

引用文猷 （第 21~で掲げたものは省略）

木戸雅ダ'.J(1993)石鍋の生産と流通．中近世土器の某税研究IX.pp.127-143. 日本中世土器研

究会

山本信夫 (1985)日本における初期店開w磁についてー大乎府出土例を中心として一．只易淘
磁研究，No.5,pp. 1-18, 日本廿易,~磁研究会
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第8章 跡窯
豆
山
益
皿

さらや史

退跡名 ：JIil山窓跡（略号SRA)
さが たけお たちばな かたしろ かたしろ

所在地 ：佐賀県武雄市橘町大字片白字片白



第 8章 皿 山 窯 跡

1. 皿山窯跡の概要
・心●● ● が . ., お たりば. . ... . た" . " 

皿山窯跡は、佐賀県武雄市橘町大字片白字片日に所在する。窯跡の位訊は杵島1.l.1地西麓の

揉r..12om前後の西綬斜面にあたり、東稲寺遺跡の潤介区内南関で単独で検出された．

束福寺遺跡・皿山窯跡の潤査対象面積は17,700吋で、調査範囲は6,650吋である。束福寺遺跡

では、弥生時代の翌穴建物6棟、古IJ't8碁、石棺経1基、古項再利用の中・JU:墓等が検出されて

おり、本書第9r,;. で報告する．

遺跡名は佐賀県遺跡地図 （杵西地区）にしたがい皿IIJ窯跡として報告するが、開業式の際に

焼かれた染付皿には「片白悶釜」と記されているので、操菜時の呼び方を珠煎すれば片白黙と

するのが本米的であろう．

武雄rli内における近世以降の闊磁岱黙跡は平成2・3年 (1990・ 1991)年度に武雄市教1'f

委n会が実施した分布調査の報告苔（武雄市教委1992)によれば65箇所80基以上があるが、そ
の 8割以上は市域北部の川古盆地 （若木町）・狂手野盆地（武内町）と市域i佑部の川登盆地（東

＂［登町 ・西川登町） とに集中しており、武雄盆地 （武雄町 ・朝田町 ・i,町）
かみのはんのば

窯跡の位沼する橘町地区ではJ:野本登＇）窯跡が江戸期に潮る唯 一のもので．他はいずれも明治

には少ない。皿山

以降の比較的新しい窯である （野ITil975).

今1"1の兄掘潤査で確認された遺構は、胴木llll(燃焼屯） と焼成!i!6堅からなる陪段式連房状

登熙 l店と物原 l節所で、他に窯体覆段の柱穴と見られる小穴列や排水溝守が付髄して検出さ

れている.m体は胴木1り1側を西、窯尻側を東にしてllぽ東西に向さ、全長25.0m,胴木問船5.2
m、胴木IUI奥行1.2叫 焼成屯の平均幅6.9m.焼成室の平均奥行3.6mで、傾斜は約8・である．

遺物ははとんどが物原からの出土である。製品は磁沿染付の皿が主体で、椀がこれに次ぎ、

鉢が少拾ある。伐飾技法は大部分が型紙格であるが、僅かに錆版摺の製品も認められ、 2種の

技法による製品が溶苅したものがあることから、型紙摺から鉗版摺への移行段隋を示すものと

名えられる。臨叫1は多様な大きさと形態の焼台が多く．匝鉢が若r-ある。主力製品であるIIll
を爪ねる楊合には三足ハマが多用されているようである．

調査の結媒 ffilllt窯跡の製品 ・窯道具や席体の規校・構造等は明治後期頃の特徴を示してい

ることが明確になった。所在地が大字片白字片白の地であり、「)';白阻釜開業式」や「柿原J銘

の染付皿が出土していることをクえ併せると、明治30(1897)年に塩田久fHltllのエ人であった

柿原久米古が橘町片白の地に怒を築さ．磁器染付の皿等を 5年程にわたって焼いていた、

う「肥前知磁史芍j(中島1935)中の記述を淡付けるものと芍えられる．

とい
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2. 遺構（図87~89)

検出した遺構は、胴木間（燃焼室）と焼成寇6室からなる陪段式述局状登和1基と物J原）箇

所で、この他に窓休撲屋の柱穴と見られる小穴列や排水溝等が付随して検出されている．

窯体は全長25.0m、胴*llll幅5.2m、胴木nu奥行1.2m、焼成皮の平均堀6.9m.焼成堅の平均
奥行3.6mで、傾斜は約8・である。焼成室は6室で、調査時には窯尻側から順に 1-6炭と命名

されているが、胴木間1111から数えるのが通例であるので、焼成宛の番号を綱査時とは逆に下か

ら顧に l-6室として報告する。

I・2室は攪乱のため奥行の長さが推定によるが、 ］型は紺6.7m、奥行推定2.9m,21iiは

~7.0m、奥行推定3.7m である。 3 宛は幅7.2m、奥行3 .7m 、 4 寂は幅6.8m、奥行4.2m 、 5

室は福7.lm、奥行4.0m、6室は船6.5m、奥行3.6mである。6当に続けて奥行0.9mの煙り出

し部分がある。

各座とも火床の遺存状況は愁く、辛うして5寂の状態から入り口が右偶にあり戻行が1.0m程

であることがわかるのみである。通tiHしの構逸なども全く不明である。比較的遺存状況の良い

3-5妥辺りでみると、火床と砂床との科低差はO.lm.t.l、奥限の高さは0.5m在である．砂床

もかなり攪乱を受けているが、傾斜はほとんどなく平坦である。5至砂床の酎閲には大型のト

チンを据え設いた鋲跡が窪みとして残っている。紗床部分の土層観察によれば（図89参照）、最

終段陸の砂床の下位にそれ以前の砂床而があり、少なくとも砂床の造成が2度行われているこ

とがわかる。窟体上部構造の詳細は削平のため知りえないが、奥壁と1111堕はトンパイによる構

築である。

窯体覆屋の柱穴とみられる径0.3m程の小穴は、胴＊間の南側、 1室の北釘と酎佃）、 2室の南

側、 3至の北側、 4杢の北側、 5座の北側、 61iiの南測にそれぞれl箇所ずつ位謹している．

排水溝は、窯体の北側に接するもの、胴木間の下を区切るもの、窯体の南側に約4mの間慰を

空けて並行するものがある。 5室に残る火床の入り口と排水溝の位君関係から、焼成に関わる

作業は密の南憫から行われたことがわかる。窯体南側の排水溝の更に南側は造成された平楊が

ある．その上部（束側）端には,]渥掛けの柱穴と思しき径0.2m程の小穴3碁が並んでいて、こ

の平場が作業空間として利用されていたことを示している。

物原は 1椅所であり、平場の南閲斜iliilこ8.8X3.Qmのやや狭い鎚囲で集中している。遺物の

はとんどは、ここから出土したものである。

近世肥前古窯の変遷を窯体構造や規校の点から明らかにした研究（大橋1986)を参照すると．

第6グループとされた18世紀末-19世紀後半頃の術は、焼成室の平均幅7.l-8.5mで奥壁 ・側

壁にトンパイを使川することが特徴として卒げられており.19世紀末に築窯された皿山窯跡も

おおむねこれらと同様のものと百える．
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3 . 遺物（図90~93)

図示した遠物は全て物原からI.LI土した bのであふ製品はいずれも磁岱染付で、沿純は中'1'1

の11llが圧倒的に多く、伯が少洪と鉢が柘少凪ある。製品のはとんどは型紙摺によるものである

が、銅版摺によるものも少紐あり、両者が溶沼した例がある（写真図版参照）。 和道具は多様な

形慇と大きさの焼台がはとんどで、 他に匝鉢が少泣ある。焼台の植類はトチン、ハマ、逆台形

ハマ、 三足ハマ、シノ等と呼ばれるものがある．

型紙摺の製品

椀 ・益 (1~11)

碗の器形は．硲台からIJ緑部に向かって大きくl沿くもの(4~ 6), 楼が張＇）口給部が僅かに

沿反1)気味で高台径が小さいもの (2・7~10)、腰が張り口紐部はまっすぐ立ち上がり麻台径

の大きいもの (11)がある。I・2は椀の益で｀文様：l)'：匠から）は2と、 3は4と糾になる b

のと力えられる。これらは阪椀として生洋されたものであろう。文様は外面全体・内而口繰部・

見込みに施されており、 主題は桜花 (I・2)、矢羽根 (9)、梅 (6~8)、エ（花 （菊か？、 3.

4・JO)、壺と花籠 (5).竹林に人物 (11)である.JIの店台内には多分に登匠化された鈴が

記されている＂これらは仕付を除〈全面に施枯するのを基本とするが、 6と9は見込みを同心

円状に釉剥ぎしている。また、 8とJOの見込みには三足ハマの痕跡を留める．

皿 (14~30)

皿はいずれも中型のもので、しっかりした高台からU絃部に向かって内湾して立ち上がり、

端部はまっすぐ終わる． 文様は迂匠化が頃宅である• n径llc:m以下のやや小型の一群 (14-15)

と出土品の大多数を占める口径12~14cmの一群 (16~30)とがあり、両名の作行や文様迂匠は

は1引同じであるが、やや小径のものは，tl:付以外の全面に施粒するのに対して、 主製品の方はクt

付から窃台内を粕剥ぎする （窃台内の中央部分は施釉）．

14・15は` 主に内面に文様を施し、外面は麻台に困線を巡らせるのみである。15は菊花を中

心とLて風取状に区面し、菊花と、 w海波 ・桜花とを交互に配している.14ではやや不明瞭な
がら 15の内面見込みには三足ハマの痕踪がある。15の口絃は平はであるが、 14は放紐に作る。

16-30は、口径や楼窃 ・文様迂匠等に若干の追いがあるものの全体として類似するしので、

llllUI窟跡で煉造された主力製品である。文様は内面全体に施されるものが主となるが、外面体

部にも京?aJと（花が菊花のものや卒が1占卒のもの等がある）を施している。口緑嬬部は険り潰

し、波緑に作るものが多い。16・20・21・28・3011l↓込みに三足ハマの痕跡がある。

16-20はいずれも菊花 • 竹 ・梅花を組み合わせた迂匠を見込みに配している。17・18は扇形

の、 20は菱形の窓を沼き、その中に菊等を配している。

30は20に類似する型紙文様の上に項わて「柿原」の文字を書いている．

21は見込み中央に菊花を配し、そこから外側に向かって風111状の区画を廷ばす．
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図91 Hill」窯跡出土遺物2(I : 3) 
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25は三菱形の窓を配し、その中に~1,t文（葡面か？）を就く．

27-29は扇形と短冊形の窓を組み合わせており、扇には菊を主題として周1!11に竹垣 ・秋1,'(.

蝶を配し、短冊には27が秋],'(t、28が「菊花箕可愛哉尋出椅ヵ繁ヵ 叢ヵ早春伯近沼香似邪世ヵ

野田製」の漢特を戟せている。29は28と同文様の製品であるが、型紙を表衷逆に摺っており祝

文字になっている。これがりMなるだい）なのか作為的なものなのかはわからない．

「片白陶釜IJ/l棠式」銘皿 (31・32)

見込みに 「片白園釜」、その周囲に 1文字ずつ 「開」 「菜」 「式」の銘を配した皿で、出；t. 批は

非常に少ないが操業当時の皿Ill窯跡を知るうえで煎淡な沢料である．

銅版摺の製品 (12・13)

椀 (12) 高台から[I緑部に向かって大きく開く悩形である＂丑付以外の全面に施釉し、内

面見込みには三足ハマの痕跡がある．外面に松竹葎文を施している．

鉢 (13} 日緑部を欠失しており、焼さ盃みも全体に苔しい。仕付以外の全面に施釉する．

内面の文様は、見込みにみ＇i束 ・射1,'.（文を、その周囲に七宝文の帯を巡らせ、体部は不明瞭なが

ら幾何学文や七宝文等を配している。 外r面の文様は、 体部に1,~化文を施している。

窯道具 (33~52)

照道具は多様な形態や大きさの焼台多数と匝鉢少飛があり、三足ハマ以外はすぺて泊胎であ

る。なお、整理時の不予際から大型のトチンについては図示できなかった．

33-35は皿状の焼台で、ハマとして良いだろう。36は逆台形のハマ、 38・39はl'l盤形のハマ

である。 40-42は三足ハマで、 40は小型で磁胎のもの亀 41・42は一回り大きく本体が9月胎で足

の部分が磁胎のものである,43・44・47はいわゆるシノか.45・46・48-50は大型の焼台であ

る．」：I葡は平坦で會駈部は上げ氏に作り亀体部に数箇所在みを人れている.51は1更鉢である．

図示はしていないが25に類似する皿が匝鉢に入ったまま溶牙tした例が出土している。52は非常

に大利の逆台形ハマで、上面にPl慇状のハマを只わている．
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図92 皿I~黛孔射II土遺物3(I : 3) 
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汲6 皿山窯跡出土遺物一祝 法量の凧位li<m,( ) Iii!! 元偵

遺鎗書号鴨図書号出土遣鑽 遁檎の糧類 法闘暉・よ闘 謙 Ii・下覇 ‘謹 ' 色 鯛 鷺録●号

I 図” 愉既 込付．葦 鵞嬉・籍買：9ir,i-ll磁：コ9り ，3001364 
2 図的 掬嶽 染付・11i 霊•檜貫：J/iA色・II積：9バル}ブ,,_93001365 
3 図!JO 物直 た付・函
,j 因90 掬原 染付・Iii 霊亀輪：J/ifi色畑：9パルト,,.,..93()01362 
5 図90 掬原 染（す・Iii 該轟紐•tu:馳e饂 .,,<r,fカ-92002792 
6 図90 諭瞑 父付・Iii 豪這-!IJl:1/i(i色•螂 ： ,,<r, 笠00279i
？ 図90 ＊訊 染付・!Iii 鵞嬉・II買：lli1)色・れ須：9バル｝プルー92002796
8 図90 檎瓜 染付・11i 霊,liJl:l/iA!,•碑： ,, れ 1ブ,.... 92002795 ， 図90 ll,B/. 染付．椀 雲甦•口：灰U色畑 ： 9バ,...プル笠碑793
10 図90 物譲 染付・1lii 紐•檜:ii :1/iRt!.•ren:,パr、1プルー !rnlOZ79,I
II e490 物原 た付．薗 零這-!!Ill:灰n色畑：,,<Mプル-92002―、91
IZ tol90 檎II( 染付・Ill 糞 ・!!翼：灰1:1~·l\lR:,,<r,,t -,,,,_ 93001363 
13 @90 鞠瞑 染9す・鉢 凛地·Ii調：灰白色•共須：汲青色 ~005101

＂ 
図90 物駁 染付・II 霊亀綸：灰日色・ll碩：,,,11,1ア11,-92(1(12717 

15 図90 物瓢 染付・Ill 業這・輪買：灰(t色•和ill ,,パ.,,.,/I,ー92002718
16 凶91 11,S( 公付・II 集鯰・籠渭：w, 色・lVff:,,.,.,1アルー ”叩575
17 11191 論脱 染付・Ill 霊•鰻調：灰R色·匹：コパ...プ』,-..93001<79 
13 図91 掬朕 染9す・11 紐•粒謂 ：灰U色•紺員 ： コパf,f'11..... 笠002715
19 図91 鞠原 染付・II 業亀籍翼：灰U色·f~Q :,,, .. , .,,.,.. 92如 16
⑳ llll91 掬m 邸・紐 素•籠員 ： h\A色•r.'.11 :>バ•IプI>- 畑2798
21 図91 掬瓢 公付・鱈 業・籟貫：邸1色・!狐 ：9パ"-17ルー920027ヽ20
ね 凶91 掬!II( 染付・田 累・檜調：駅n色・fl清：,,,,,.,. ブルー如 799
23 凶91 論脱 染付・ 1l 鱚`11:11:l/iO色・:I損：コパ""プルー位002800
24 図91 掬尿 染t,t • ll 箕這•四 ：釈＂色·碩 ：,,,,,1プルー 笠002719
お 図92 物尿 染付・紐 集這籍舅： lsFJ色•rt111 : ,,,r.-1 プ,~92004573

26 閃92 掬原 染（す・瓢 案•輸綱：沃,.,色·WII • •バ"-l-,ル-9碑 1<80
21 凶92 鞠厨． ~H - 且 裏 ・II翼：灰U色-M1:,,≪1'f,.... 如 m
28 図92 掬駁 染付・圃 鸞餞・饉冥：灰Al!.・畑 ：コパ...プル• 94001祁I
29 111192 掬脱 染付・ 1l 震鬼檜翼：灰ti色•隠 ：,,,,,. プ'""'94001362
30 図92 掬反 染付・鳳 彙這·!S躙 ： 駈A~·畑 ・コパMプルー9珈 1366
31 図況 物厄 染H・ 瓢 Q ・ 籍調 ： 沃(I色•芯 ： コパ,,.. ァルー94001祁
3Z 図92 耐計1Ai 染け・m 掌地・釉霜：灰白色・共碩：責色94005102
33 図93 綸鋲 窯辺具 掲色 9珈 1494
34 囚93 物税 窯道具 剛褐色 畑 1495
35 tll93 物HI. 窯道U 明褐e色 畑 1400
36 図93 慟狐 賽這具 明褐 畑 1<97
37 凶93 掬厄 窯辺μ ほ出色 9四 1498
捻 図93 物ぱ 窯追具 ほ褐色 9珈1◄99
39 因93 掬駁 窯這具 ff. 褐色 93002651 
,10 1'193 物駁 窯這孔 沢褐色色 （足郎灰白色） 9如ぉ2
•I 図93 物厄 窯追μ 決出 （足部灰.~色 碑 265<
42 囚93 物I/I. 窪逍具 褐色（足謁灰白色） 93002li53 
43 !lil93 掬庫 窯道具 灰困色 9珈I ~笠

" 図93 物紙 窯辺μ 褐色-•J出色 93001491 
<5 図93 物臥 窯辺U Ill色 9細 657
,6 !ll93 綸ば

窯窯i辺l!具U 
明褐色 93002666 

” 1;193 物既 褐色 畑1~93
48 図93 物駁 窯辺具 褐色 93002臨
<9 ~93 物駁 窯道具 哨褐色 9珈臨
50 図93 物紙 閲辺μ 褐色 9碑的J
SJ 図93 物頴 窯這具 褐色 93001'90 
52 碑 3 物Iii. 窯迂ii 蜻褐色 畑 2662
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4 • まとめ

皿IIJ窯跡は、単独で築かれた磁器窯であった。 胴木IUI(燃焼室）と説成室6宅からなる階段

式連房状登烹 ］基と物原1箇所が確認され、烹体覆展の柱穴と見られる小穴列や排水溝等が付

随して検出された。 窯体は全~25.0m 、 胴木llll幅5 .2m、胴;,f,;jUJ奥行l.2rn 、焼成屯の平均幅6.9

m、焼成室の平均奥行3.6mで．傾斜は約がである．

製品は型紙柄の中型lll1をよとして~ 益付帆、鉢等がある。また少依の銅版Illの製品があり、

型紙格の製品と浴済したものがあることから．型紙摺から鉗版摺への過渡期にあたるものと巧’

えられ“明治後期頃の年代が・かえられる。また奮型紙mの迂匠には明治年間頃に塩(ff町一帝て・
生産された製品に類似するものがある （塩UI町歴史民俗沢料館1991).

これらの点から．＂畑 1掬磁史名」（中島1935)における以下の記述が注慈される．

f鳴瀬焼 叫瀬焼は明治十三年 （五十六年前）の好涼気に釆じ ;r,;記I.LI中民助、久保忠造及副

島({I,三等の組合にて六llll登を安窯し、久1111111の；r. 人を屈IJILて、天11,IQ.料にて染附磁岱を製造

せし bク）である。種類は皿、鉢．食磁小火鉢等にて年産頷三千円位であった.,,, にt久問山

の名エ浦JlflJ(六が、描さし測1凡両二尺鉢の如きは抜群の物といはれてゐる．又Ill]治十八年東床

l・.I 副島((l.三名義にれ牌を授かったのである。斯くて明治二十三年に

弔って廃黙した。」

「片白 片白も亦、同じ橘村にて五・I・余Pを有し、嗚瀬と l・.ffとの中1川村沿である。明治三十

年 (:-:I・/し年前） Iiり記l硲瀬焼のエ人なりし柿1尿久米古此地に四m1登を築窯し． 犬京原料を以て

染附磁器の八.,.刺身皿等を焼さ、年頷千五六・el・リを挙げたり しが、五年:r11にして廃窯し、後

年掬蹄にて貯金壺．火ii'!壺、ほ鉢等を製作せし名ありしし、今や全く廃滅に帰してゐる。」

この、 明治30(1897)年に橘町片口の地に柿原久米吉が槃いたという染付磁器の窯が、皿111

窯跡そのものを指すことは、窯跡の位仮や製品の技術的特徴、「片,・,凶釜J・「柿1以J銘字から、

まず疑いないものと思われる．

皿111照跡 （片白照跡）の潤をは、 111)治30年代前半に往棠していた磁岱染付疫の内容を明らか

にしたものとして、肥前の近代窟菜史に限味深い知兄を もたらすものとなっ,~。

引用文献 （筍 L~で掲げたものは省略）

大捻康二 (1986)肥前古恋の変遷ー焼成立規校よ＇）みた 一．佐賀県立）し州Ill磁文化館研究紀

淡．第1サ.pp.61-89 

塩IU町脳史民俗資料館 (1991)明治．大JE.昭和、塩mのやさ bの．

中島祐~\ (1936)肥前因磁史考．肥前園磁史巧刊行会 （引用は1985年w潮社復刻版）
野山伝 (1975)"町の甕密について．私家飯
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第9章東福寺遺跡
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遺跡名 ：東福寺迫跡（略号TFG)
さが たけお たらUな かたしろ かたしろ

所在地 ：佐賀県武雄市橘町大字片白字片白



とうふく じ

第 9章東福寺遺跡

1. 東褐寺遺跡の概要
・し. 'が "" r. • し● ●たが" し●いし ありあ〇

楼高345mを蚊府峰とする杵島山は、佐賀I¥!西部の武雄市と杵島郡北方町、 l!J石町｀有明町、
ふ.~.#. たヽ Uな と● 彎

藤津郡塩田町にまたがる南北に細長い山である。杵島111北西麓は武雄市橘町の屯瀬、簸五ふ

芹皆．宵芹且紐Bなどの諸集落がIll街道沿いに並ぷ落ち沿いた場所であった．
ここはまた、武雄盆地の東嬬にもあたり、杵島LI.Iから標高15-30mの複数の丘陵がこの盆地

に向かって幾筋も派生し多くの後期群集れが所在している．このうち柑的には国史跡のおつぽ

山神護石という我が国でも代表的な遣跨があり、また釈迦寺では昭和63(1988)年に背鉗製籍

や細形銅剣、細形鉗父などが発見された釈辿寺逍踪など頂要な遺跡が位沼している。

当遺跡は、この武雄盆地に面する幅160mの丘陵先嬬部を中心に分布している．行政J:では佐

賀県武雄市橘町大字）ヤ白字片白に所在する。従来はJJJIJ'IJ3基以上からなる後期群集JJ'1としての
とう.,じ •ら●●

束幅寺古れ群と明治時代の皿ill窯跡が知られていた。そして．今回の紺介区内でit;前に明確に

確認されたのはそのうらの1moしていた 1基(ST0!4)と1ft丘残骸が僅認された 1基(ST003)

の2基の潤介区南部の古坑だけであった。また、皿山窯跡は径2-3mにわたる小規俣な磁器

の集積が確認されたものの明確な窯体は不明であった。

このような事前の状況のもと、当遺跨は昭和62(1987)年の秋に伐採作某が実施された。こ

の時点で先の3遺構の他．新たに桐査区北端部で径!Om程庶の円形の店まりが確認され新た

な古t.t!J基が判明した (ST002)。この古mは宙側にれ丘が伸びており、前方後円れの可能性
も名えられ年また、皿LI.I惑跡も先の磁器集積の物原の北隣付近から烹児片等が確認されたの

でSTOO:l古項とSTOl4古1ftの中間の辺りに窯跡の所在が想定されるに至った。 そこで、これ

らの古1J1は先ずれ丘測位を実施することにしたが、これ以外の広汎な範囲には明確な遺構は硫

認されなかったので10月下旬から．頂機による表土剥ぎを行ない．その他の遺構検出に努める

ことになった。 この結果．北束部から低m丘の円IJlI甚 (STOOi)のはか、弥生時代の翌穴述
物と．思われる遺構が新たに確認された．昭和62(1987)年11月9Clから、作業月による発掘を

開始した。まず｀北束部のSTOOl・002の2基から潤査を開始したが.002の南側の前方部状の

高まりは後世の畑造成によるbのとわかったものの、その下から横穴式石当を内部主体とする

削平された円JJl(ST013)と翌穴式石屯の残骸 (STOJ7)が発見された。また、北洒沿にも

方J.tt(ST0!5)が検出された。昭和62年度は以上の遺構の関査を実施したが、当初の予想以上

に遺構が確認され、岡在期間が大幅に9申ぴる見込みとなった。そのため工ボは、 2月巾句から

北束側より順次11手されることになり、当該年度はST014・015の2培を除いた東側の関査を

3 月30I~に終了し、翌31Dには工事によってこの部分まで掘削された。昭和63年度は4月切め

より残＇）の STOl4・015の講査が実胸されたが、その過桂で終了していたST002古Illの床面下
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より新たに石棺慕])J;(S COJ6)が発見された。またSTOl3のそばから翌穴式石寂の残欠S

T017が、 STOl5とST013の問から項形不明の竪穴式石.!ii(STOJ8)が確認され、引き続さ

調査が行われた。さらに、 STOl1古償では、翰入磁器を伴う良好な中世の石室再利用窮も発見

された。そして．昭和63(1988)年8月JBに全潤企終了となった。潤企対象面積1:117.700m' 

で、調査範囲は6,650m'である。

以I:によって確比された遺構は表7に示すとおりである。

遺鳩番号 種 類 的 代 情 巧’

STOOi 古項 古積時代中期 円れ ・翌穴系横口式石蛍

ST002 古項 古打峙代後期 円れ・奸石 ・横穴式石室

I ST O O :l 古tJ'! 古Jl時代後期 円t/1・'11,石 ・横穴式ぷ当

SH004 竪穴紐物 弥生時代中期

SHOOS 翌穴紐物 弥生時代中期

SH006 竪穴辻物 弥生時代中期

SHOO? 竪穴孔物 弥生9与代中期

sxoos 不明遺構 弥'E時代

Sli009 竪穴姓物 弥生詩代中期

SH O I 0 翌穴娃物 弥生時代中期

S XO I I 不明迫構 弥生峙代

S XO I 2 心引遺構 弥生時代

STOl3 古t{t 古れ時代後期 円れ ・横穴式石寂

STO l、l 古!Jt 古積時代後期 円11!・咋 ・横穴式石姿 ・線刻文様

ST015 古tJ't 古t(t8$代前期 Jillt・.flj;t:jj籾加形和・箱形木柁

SCOl6 石棺・紙 古1Jt時代？ 人,,.,,2体

STOl7 古tll 古川町代前期 JJ't影不明・翌穴式石室？

ST O l 8 古m 古)Jl峙代前期 積影不明・翌穴式石坐

SX019 石室再利m慕 ,,, 世 人fl'3体

去7 東福寺遺跡遺構一覧
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2 • 弥生時代の遺構と遺物
束福寺遺跡の関査区のうち、楼高の為い束側部分に集中して弥生時代の竪穴姥物6棟が検出

された。いずれも削平を受けて遺存状況が悪く、平面形の全体を把姐できるものはなかった。

埋土は分府ができず、頂複するものも新113関係は不明であった。出土土器ははぽ中期に限られ．

比較的短期間の集沼と思われる。この他、調在時に弥生時代の.11'ti品としてSX008・S XOl l・ 

S X012の3箇所が注慈されていたが、出t遺物も少なく性格も特定できないため割愛した。

S H004• S H009 (図95)

竪穴建物群の南寄りの部分に2練煎複して位沢する．新旧関係はやや不明瞭ながら、現場で

の所｝↓によると SM009の方が新しいと判断されている。 SH004としたのは西側の部分で、長

軸4.0m以上、短軸2.6m以上の隅丸長方形ないし小判形ではないかと推定される．現存墜窃は

0.05mで、柱穴その他の内部施設は不明である。 SH009としたのは束側の部分で．径4.4m以

上の円形と推定される．現存壁1,'r,は0.15mで．壁際には深さ0.05mの溝が巡る。内部には小穴

が数基あるが、主柱穴は特定でさなかった．沿物はSH004・ S H009を覆う埋土から弥生土岱

若干が出土しており、どの土器がどちらの翌穴廷物に属するものであるか分離できなかった。

S H004• S H009出土ii物 （図95)

)~3は甕の口繰部で、断面がL午形を成す。,,-8は甕の底部で./fl. みのない平底であるu

9は脚台状の甕ないし鉢の底部である。いずれの土諾も器i面が風化しており、関整等は観寮で

きない．

SHOOS (図96)

竪穴建物群のうち、もっとも向に位因する滋構である。西側は削平により失われており 、南

側は躙企区外に絞＜．平面形は北東隣のfりが遺存することから方形ないし長方影と思われ、 iff

北方向の長さ5.4m以上，束酉方向の長さ4.lm以上、現存壁裔は0.35mである。虹際に幅

0.2~0.3m. 深さ0.05mの溝が巡る。内部には炉跡の可能性がある深さ0.2mほどの土坑や小穴

がある。主柱,;:は特定できなかった．

SHOOS出土遺物 （図96)

10~12は史の口緑部で、断面はL字形を成し、 10は口緑下に 1条の突帝を巡らせる。 13は11

く外反する口給部で、器棟は鉢か。 1ヽ1は邸杯の口紐部で、鋤形を成し内面側に短く突出する．

15・16は中型甕の平底の底部である。

SH 006• SH 007 (図91)

登穴建物群の中央に位霞する。孤複するが、新旧関係は不明瞭である。どちらも平面P'J形で、

西側は大さく削平されており、束睛半分のみが遺存する。 SH0061よ｀径約Sm、現存竪窃0.2

mで、虹際に9乱0.3m和、深さ0.05mの溝が巡る。はIf中央部分に焼:l:を伴う長軸1.3m、短軸

1.lm、深さ0.2mの土坑があり．炉跡と考えられる．その他に小穴数碁があるが、主柱穴は特
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定できなかった。SH007ぱ径7m以上、現存咄硲O.lmで、峡際に幅0.2-0.3m程、深さ0.05

mの沿が巡る．は11'中央部分に長柏1.2m、短軸0.6m、深さ0.2mの土坑があり、炉跡の可能性

があるが、統土等は伴っていない。内部にはその他に小穴数基があるが、主柱1,は特定できな

かった．造物はSH006・S H007を覆う埋土から弥生土沿が出土しているが、明確に面者への

帰属を分離でさなかった。

SHOOS• S HOOJ出土遺物（図98)

17・18は断面T字形を示す大型の甕の口緑部で、通常は大型土硲棺募の棺体と して用いられ

ることが多いものである。19-27は断而L字形を示す中伐虔のn緑部で、 19は[I緑下に述絞す

る2条の突帯を巡らせる。28は小型の寝か鉢の口は部である.29・30は窃杯の鋤形口絃部で、

内1111にやや突出する• 31は尚杯の底邪と思われる。'.!2-40は中型甕の底部と思われ、いずれも

財みのない平底である，

S H010 (図99)

竪穴建物群の北端に位沼する．遺存状況が悪く平面形は不明であるが、閑丸の方形ないし長

方形ではないかと息われる。規viは少なくとも5.7m X 1. 6m 以上、 現~,:唸高0.15mである。内

部には小穴数碁があるが、 主柱穴は特定できなかった。埋土中から弥生土笞若干が出土した．

S HOIO出土遺物 （図99)

41-48は中型甕の口緑部で、41・43は鋤形を示すが、他は し字形である。 49-56は中型史の

庇部と思われ、全てJ•/,みのない平底である．
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汲8 束福寺遺跡弥生時代遺物一覧 法量の爪位は.... ( )は111元伍

遣働1号 樗□1号 出土遺Ill 遣物の覆II 法amロIi・上讐秘2紐•下酎匹菖色調 童鯰書号

I 1,19, SH釦・姻 体生j;西・吏

"I '"・'】
剛渇色 畑 ms

z 図95 S 1100<・009 弥生i;li・甕 (?:/,6) 褐色 92003239 
3 Vl9S S H釦•印9 祢生土註．邊 ((326. ,0) 疇1渇色 92003235 
4 1749; Sil叫 ・009 弥生±2'・曳 I) 彎1褐色 920032•7 
S l.ll95 SH叫 ・009 弥生土1:1・嗅 (6.:i 外：樹褐色・内 ：晒褐色 920032-19 
6 螂 S 11004・009 弥生cl'.匹・窪 (6. 赤出色 92()03248 
1 図95 S 11004•009 !!:<Is」：苔・ 虔 ② (S.6) 外：町褐色・内：lff褐色 細 3552
8 如 5 S 11004・009 体生1:li・甕 ② (7.1) 外 ；が褐色・内：出色 92003250 ， 1'495 S ll00<-009 体中l:笞・央 ② (6.1) 褐色 92003553 
10 図％ S 11005 体生＋．呂・虔 ,・1褐色 93001394 
II fll96 SHOOS 体生土笞・ 虔 ①<D （お.6) 褐色 93001392 
12 11196 S 11005 体匂：匹・ 虔 (31.8) 褐色 93001393 
13 図％ ~H磁 弥生1:~ ・甕 明褐色 9珈 1397

" 
螂 SH螂 体生土ia-nu 噂1褐色 9拗 1398
15 閃％ S 11005 体!t±l.'1・史 ② (7.0) 191褐色 93001<100 
16 図％ SHOOS 弥弥生生北土と・擾

② (7,8) ,,1褐色 93001399 
17 U関 S H006•007 店・甕 ~I褐色 93001435 
18 1,198 S 11006・007 祢生よ苔・遷 褐色 93001436 
19 図団 S ll006・007 弥!isl:笞 ・甕 明褐色 93001408 
勾図韓 SH姻 ・007 体生土笞・央 叫褐色 93001413 
21 閃随 S 11006・007 弥't:1:73・浅 191褐色 93001412 
22 呻 SIi螂 ・007 体生土公・戎 II]褐色 93001<1D 
ね畑 SIi螂•001 体生 1:1.1•'/! II]褐已 93001411 
Z4 lil98 S H006・007 外生土笞・史 叫褐色 93001407 
ぉ区綿 S H006・007 体生j:fl・甕 明日色 93001415 
26 図箕 S 11006・007 祢*.+.苔・虔 出色 93001409 
21 図謁 SIi姻 ・007 弥生土雰・虔 褐色 93001414 
訪以雌 SIi磁 ・007 体生」：笞・ 史 褐色 93001401 
乃細 S H006・001 弥生土己 ・ ~u 明褐色 93001438 
濁畑 SH磁 ・007 体生土お・涵杯 り1褐色 93001437 
31 呻 SH邸 ・007 体生十,21.I<杯 出色 93001406 
32 呻 SH螂 ・007 弥生土む・這 外 ：IPJ褐色・内 ：31色 9珈 Iヽ以
33 Ill潤 S 11006・007 弥生土乙・賽 外 ： 褐色・内：~.\色 93001ヽ31
34 図鶉 S 11006•001 分生:t.z;・虔 外 ：褐色 ，内 ：!I色 9珈 Iヽ32
35 図縛 SH露 ・001 体生J:'111・甕 外 ：褐色 ・内 ：iII褐色 930014胡
％ 閃虹 SIi姻 ・007 体生:l:笞・文 外 ：A褐色・内 ：褐色 93001427 
37 13閲 S 11000・007 沐生＋．日・史 褐色 93001429 
38 図錦 S 11006・007 弥生土匹・甕 ② 怠CU) '"褐色 9珈1◄03

”呻 SIi磁 ・007 弥生土笞・ 擾 (5.6) ~I灼褐色 畑 14CM
40 畑 SIi磁 ・007 体生土石・浸 (7,0) 外 ： 色 ，内 ：ll¥Pl色 畑 1<33

" 1.499 SHOIO 体生ゴ：Ill・ 邊

・i "'・" 
外：熟出色 ・内 ：明褐色 碑 :ms

42 図的 S 11010 体生'-+.ZI・夷 (24.4) 褐色 9蜘 150

““” 
S HOIO 先紅む・浅 (26.3) 叫褐色 92003141 

“ 図99 S110IO 弥生北ZI・箋 (21.7) 比色 9碑1◄6
4S V199 S 11010 体生上塁・ 2 (27.0) '"褐色 如1◄3
46 !'≫99 SHOIO 祢•1-.:l渇1 · 甕

((2289..01) ) 
明褐色 如 144

-17 図” S HOIO 体生土召 ・史 '"褐色 92003140 
48 細 SHOIO 弥生:t:!3・ 髪 (27.7) ~, 褐色 92知 145
49 因” S 11010 弥生土む・虔 (6.5) 外：赤褐色・内 ：黒褐色 92003224 
50 図” S llOIO 弥生土笞・這

• .. ・.●°'0“,,'は、., ..“ ,, ' " ' 】
外：赤褐色・内 ：黒褐色 92003220 

51 凶的 SH010 祢生J:lt・甕 外 ：亦褐色・内：鱒9褐色 92003219 
52 凶” SHOIO 体生:l:111・ 央 外 ：Ill色・内 ：IJ!lll色 92003225 
53 til99 SHOIO 沐生土B・菱 暉1褐色 92003231 
54 l:499 S11010 舛生土お ・遷 外： ~Ill色 ・ 内 ： 11&褐色 92003226 
55 図” S11010 外；生-~.zi ・ 這 褐色 笠003223
56 1!199 SHOIO 体生土召・直 明11)1色 92003227 
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3 • 中世の遺構と遺物

S X019 と出土遺物 （図100• 101) 

S T014の石径を埋葬空間として再利用した中世慕で．約3体分の人竹と白磁椀3債体・脊磁

杭 2個体・瓦器椀 1個体・土師器杯16個体・土師器小皿 1個体が、やや澁然と散らばる挙大一人

頭大の礫と共に遺されていた．埋葬人1"（は、現地図査時の松下孝幸氏からの御教示によれば成

人2体と子供I体分で、火非ではないとのことである．人竹 ・Ml)葬品 ・礫の下面には焼土や炭

化物がやや広い範囲で認められ、何らかの儀礼的行為に伴うものかと思われる。Lill葬品の遺存

状懇は、完形品と破片となって数箇所にちらばるものとがあり、破片で出土したものb多くは

完影に近い状態まで復元できた。副葬品とみられる遺物は玄室内の他に絞辺部からも若干出土

しており、 60の奇磁椀は玄室内と飲道部から別々に出土した破片が接合した。この場合、埋葬

の後に破損 ・移動したものなのか、埋葬儀礼や追湛供養に1半って在図的に瀾られたものなのか

は明らかでない。

57・ 鵠は白磁椀N-la類、 59は白磁椀V-4a類で、すぺて完形である。60は龍泉窯系w
磁椀 1- 1類. 61は l•J安窯系i'f磁碗 1 - 1 b顛で妊部を欠失する.62は高台の退化した瓦辟椀

である.11. 面は摩耗するが、外面はかなり間屈のあるヘラミガキを、内面はややT寧なヘラミ

ガキを施すようである。63は底部回転糸切り離しの土師器小皿で、復元n径9.1cm、器窃1.8cm、

底径6.4cmである。64-781:i±師粋杯で、確認できるものはすべて妊部回転糸切り隧しである．

形態と法泣から64~68(A群）と69~78(B群）とに大きく分鰈でさる。A群は、 II径13.4-14.2 

ロ、器高3.4-3 . 9cm、底径8.0-9.2cmで、器店が硲〈底径がやや小さい。 器~.~はやや薄手で、

外面はヨコナデによる凹凸が顕芳である．底部と体部の境は鋭く、体部は直線的に立ち上がる。

B群は、口径14.5~ 16.4cm. 群科2.8~3.4cm.底径9.0~ll.4cmで、口径が大きく器/.'f,は3cm削

後と低い。諾壁は全体に厚手で、部位によって不均ーである。妊部と体部の境はやや不明瞭で．

体部は内笥気味に立ち上がる．

武雄盆地において土師器杯A詳と法絨 ・形態等が類似する沃科としては、小野原遺跡A区S

0032 (本害筍smや下貝原遺跡SKJOS (武雄市教委1988)があり、暦年代に関しては大宰
府や佐賀平野との対比から 14世紀前半-•I•頃と愁定している。土師器杯B群は複数の型式を含

む可能性が強いが．全体としては小野原遺跡A区SX009 (本裕第5未）、 B区SDOOi (本苔第

6政）や茂手遺跡SK30l・S K303 (武雄市教委1986)等に対比できる．おおむね12世紀後キ

から13世紀前半の所産であろう。武雄盆地の中世土器紺年が確立していない現状での所見では

あるが、 土師器杯の示す年代に半世紀以上の空白があることは注立される。土師器小Jillについ

ては、 1点のみであるため不確実であるが器応の高さや形懇からA群に伴う可能性が渡い．瓦

若椀については、小野原A区SX009やみやこ B区SDOOiに共伴する型式と比較すると、窃台

の退化やヘラミガキの粗略化等の点で明らかに後出の様相を示している。今のところ武雄盆地

ー は~-
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においては13世紀後半以協の瓦器椀1え．その存在も含めて不明であるので、 SX019出．十衣料が

土師器杯A群に伴う ）4世紀Iiり半～中頃段階のものなのか、土師器杯A群と B群の隙!Ulを埋める

段陪のものなのかは妍らない．佐賀平野においては14世紀代に瓦器椀が残1i-することが明らか

になりつつあるので、当該沢料について l,J.:師器杯A群に伴う可能性は+分巧應．すぺさである。

臼磁 ・行磁については、土師器杯A群に伴ういのと名えられる，

SX019中世慕造営の1松を巧える楊合、束福寺の谷地を行後に控えるという逍跡の位硲が頂

要な鍵となる．元々「東福寺」の名は、現在は卒庵となった寺院の名称で、文杏史料では鎌8

中期の建艮二 (1250)年七月七日1月束裁許状案 （橘中村文;tf3サ）が初見である。この史料に

よると束福寺ft俯良慶と地頭橘核摩公義とが束福寺院主職をめぐって相論しているのであり．

服部英雄 0979)が指摘するように、束福寺の寺mゃ谷からの川水が争奪の対象となったもの

と屯えられる．その後、南北朝期のl'i和六 (1350)年六月廿8橘祓斥公世軍忠状 （橘中村文柑

35号）では橘渥尿氏の惣領家が「東福寺」姓を名乗っており 、戟国期の文明十四 (1482)年十

二FL三日Ill地凩敷坪付 （橘中村文苔73号）にも 「一所束福寺」として「一丈llりまち、三反て

ら出、束幅寺 ー反あかこのしま、二反めうけんめん」が学げられていることから、鎌介中期

から南北剥期までの!Illに、閲藤序氏が束福寺谷一術 の勧洪I籍や水利椛を実力で奪い取ったこと

が解る．束福寺遺跡の今次濶査区は釆福寺谷の入り口にあたり、この地に窮所を選定するとい

う行為は、東福寺谷を己が勢力下に沢くという意図と撫関係ではありえない．先に副郭品の年

代設から推測した鎌倉中期項における墓地利用の空白期間は、当地において在来の開発領主系

勢力から新典の地頭系勢力へ転換する過程を．な味するものであるう．

JB 束糾寺遺l,fSX01911I土遺物一覧

遣嶋1号鼻I!)●号翫上暑号 遣物の覆類

57 111100 No. 2 l'.J磁 ・藷

法はのJ~位はan. ( )は復元組

法量 ①ロMl底穫〇遭9寓
(1)15.7(2)6. 平 .4

訪 1>1100 No. 3 l'.J磁 ・1li1
59 1'1100 No. I (i磁 ・11i1
60 l'AIOO No.6・26・ 沢謂郎 行磁．翼
61 1!1101 : ヽo.7・14-18・20 11磁 ・11i1
笠囚101 No.JO・27・:!1!・31・35J(お・llil
63 図IOI No.II .t. 閥荘・小鷹糸切
64 WIOI ~i'«f~ 涅.I: 北閾石・杯
65 図IOI S X019 士“澤・杯糸りJ
邸 図IOI S X019 J: 閾岱・杯糸切
61 f'llOI No.< 土ばお・杯糸りJ
68 llllOI No. 9 .t.Oli岱 .u; 糸りJ
69 図101 佼辺昂 l•.CI篇 ・ ff.
10 !11101 No.16・11 .t. 閻石・杯糸切
71 l.lllOI No」2 上閾む・杯糸切
n 1>1101 No.5 オ．帥お・杯糸切
13 日101 No.19•23 t.Olil:i・杯糸切＂ 図101 i'J! 這闇 .t.関わ・杯糸切
15 図101 No. 8•22 ·l•.lll岱・杯糸切
76 因IOI S XOl9 ・t. 糾笞 ・杯
71 即 01 No.29 j; 糾芯．杯ふ切
78 図IOI No.25 土師お・杯糸切
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① (16.7)(2)6.6(訪.8
(1)16.7 
① (17.4)~. 虻切.3
(!)(9.1)(2)6.•CDLS 
① 113. 7)(2$. i① 3.、＇
① (13.4)<218.G<: 切.9
Q)(l3.5)②．“切.9
Q)l3. 珀愧.3@3.7
(1)(14.2)(%)9.2③ 3.6 
① 14. 匹 .I①2.8 
① 14.612)10.3@3.l 
Q)14.~. 7③ 3.1 
① IS.Oil切．訳切.3
① 15.0(2)IO.l③ 3.4 
① {15.1)(%)9.30)3.4 
① (15.2)(2)9.0Q)3.2 
① (15.3)② 9. 心3.2
の15.匹）IL• 如 .3
Q)06.◄)(%)10.I③ 3.Z 
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色鯛 鷺鋒書号

第地：贖灰色・楡潤：廿山巳 93001'76 
素地：決賞U色・釉講：i哀Ul'.J色 93001477
黛地：汲貨灰H色・籍綱：汲Ufl色 93001<75 
嵩 ． 喝色•柁潤 ： 良灰オリープ色 92003183 
索地・灰色・綸綱 ：灰オリープ色 92003182
昂灰色・,~灰色 92003181 
剛出色 91000667 
黄灰色 91000699 
囀1褐色 91000674 
導1111色 91000673
"I褐色 910(碑
町褐色 91000666 
町褐色 91000697 
明褐色 91000669 
'"褐色 91000668 
囀1褐色 9100066.S 
嶋1褐色 91000670 
II]褐色 910006億
IO]粕色 91002626 
明褐色 91000675 
叫褐色 910006乃
II]褐色 91000671 



4. 古墳時代の遺構と遺物

(1) 遺構

古m時代の遺樟は、表10に整理したように方坦 1基、円ins基とれ形不明の翌穴式わ座Hふ

石棺~I 碁の 9 遺構である。

なお、かつてST018古坑として紹介した関在区外の前方後円れは （近藤 1992)、今阿あら

ためて整理したところST022と遺構番サを変更することにした (5.まとめ参照）．

汲10 もill-・覧汲 ）は残存偵

遺構番勺・ 項丘 規父m 内邪主体 方位 全長m
玄屯規絞

傭芍
長さX巾Xi!T,さ

STOOi 円
竪穴系柑

SSO'E (336) i86X90X (68) 打衣牛壊8 
u式石室

S T002 円 ， 横穴式石浅 N7l'E 432 
i96X前J28X奥

石閃あり
174X(80) 

S T003 Pl ， 横穴式石坐 S16"E (440) (220) X前110 石迫牛壊
x奥ーx(70)

ST013 円 6.5 横穴式石室 N84°£ 
(186) X IOOX 

石益キ唆
(110) 

S 1'014 円 12.4 横大式石室 S42・E 520 公ox2oox(272) 

;11構番号 れ丘 規阪 内部主体 方位
摂棋規l>i 棺規校

偏カ
艮さ X~l ~艮さ x111x1,·~さ

ST015 方 14 
粘:l:構・

割竹木棺
S79"E (300) x(l56) (260) X (60) 

箱式和＂ S8rE 238X 112 1$4X52 

STOI7 ・イ渭l
竪穴式石

N52"E 300X 194 194X34-40 
塁？

STOl8 不明 竪穴式石屯 S76'E 240X 143 J63X47X (30) 

S COl6 不明 笥式石棺 N 6"E 206X54 
178X頭位34X

足l~.22X20
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S TOOi古墳 （写真図版58・59)

概要

組究区の北束部に位沼し、当遺跡の古m群では北洒部のST002古れとともに北蟷にあたる。
jfi東に弥生蒔代の住居跡が確認されたが、そのはかに近接する遺椒はない．

tit.Ii. ・因清

tit丘は削平が甚9こしく，当初は古tJlの存在は予想されなかったが｀訊機による表土剥ざによ

り確認された.m-丘の斜而」：開 （南西～束1111)に浅い周溝、下側 （北西～北側）に薄い盛土が
確認されたが、 tJ'tJr.の旧状を正確に復元することは困難である。現状では、径約Smの円れと

推定される.!l't丘の残存高は北側および西1111で約1.2mである．周溝は幅0.8-2.0m、深さ0.01

mと残りが非常に悪い。

内部主体

南束に開口する竪穴系横口式石座である。主紬方位はSSO'Wである。

現状の硲演は渫道を含んで4.04mX2.16m、深さ0.94mの規阪で、平面形は悶丸長方形を旦

する。これに楼石を設沼するためにO.lm税度さらに掘込んでいる．また、搭道は長さ2.0m、

幅I.Gmである。玄室は長さ1.86m、前幅0.9m、奥幅0.94mを測り、 11ぽ長方形の平面形を呈

する。天井石は破壊されており鼻側堕の残存高は0.68mである。床面は向かって左側が0.4mの

的で高くなっており、 一種の脱床状の段を作っている。この床は径2.0an程の安山岩を敷いて作

られている。屁床部分を除去した面も、石の大きさはやや不揃いではあるが、床面状を旦して

いる。さらに、この面を除去した段陪で奥壁左隅のみに偏平な石が敷いてあった。仮にこれら

の床而を I・2・3iliiとすると、第2面上に遺物小片が検出されたため、第2面が1次床、 3

面が2次床面との解釈も可能である。両測墜は殻下段に幅0.3-0.7m、なさ0.4-0.Sm程度の

比餃的偏平な石を腰石として 3石ずつ用い、それより上位には幅0.2-0.Bm、高さO.l -0.2m 

,:. 度の石を平枝みする．奥捻は、汲下段に高さ0.7m程度の偏平な石を 1石立て、その上に側既

と同程度の規校の石を平偵みする。玄r,部は玄門立石はなく,0.96m X0.34mの石を沢き拒石
とする。裾石の前面が玄室床面より約0.4m高くなり、いわゆる段構辺をなす。前庭側壁は明確

でないが前方から向かって右1111に2石残存しており、破壊された左1ll1を含め元来は面憫に存在

していたと巧えられる。

遠物の出土状況

石座内から、鉄鏃2と兵犀頷の破9ヤかと思われる鉄片lおよび土器小片が2次床面上を中心

に出土した。墳丘 ・周溝からも弥生土器片はあったが時期判断の資料となるものは出土しなか

った。
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S TD02古墳（写真図版60~62)

概要

講介区の北西関に位滋し、南側にSTOl3古t]lが隣接するとともに、石杢ifI下にはSC016石

棺我が検出された．両滋構よりも、本れが新しいと芍えられる。

坑丘 ・周溝

m」iは径約9mを測るr.qlflで、残存する紅さは北阻で2.0mであと発掘前のtJt丘測位では南
閲に項丘が延びる状況が見られ、北土剥ざ後も、あたかも前方部状の石列が検出され注迂され

たが、結局新しい畑に伴うものと判断された。坑丘外表には、杵島Ill特有の安ILL岩により蘇石

が施されているが、東側は近世に破壊されている。屈溝は、この束側と崩壊した1紺iiに面する西

fl11は明確でないが、m隕のSTOl3古れと接する部分には幅2.0m、深さ0.5mの規模で確認され
る。北側は元々なかったと力えられる．

内部主体

西に開口し、全長が4.32mを測る横穴式石室である霊天井部及び側壁の上半部は既に破坑梢

失していた。主軸方位はN71'¥-Vである。玄妥平ilii形は羽子板形を旦する。

玄疫は長さ1.96m.Jlり幅1.28m、奥幅I.74m 、 残存1:~o.8m を測る。 側収の最下段には右偲lが

幅0.7-1.lm、高さ0.6m程の石2石を縦四さし、その上に岱0.8-l.2m.窃さ0.3m程度の石

を平積みする．一方左堕は、最下段の最前列と最後列が幅0.8-l.2m.ぶさl.O-l.2mの石を

縦沢きするものの、その間は上段の石と同規校の石を平積みしている．右堕はいわばセオリー

どおりの梢み方であるのにたいし左吠は腰石が不十分な施工である．奥墜もまた、幅0.4-0.6

m、店さ0.7m杜度の石を両サイドに立てるがそれだけでは登全体を埋めることができず、その

間の一石は窃さが足りないものを用いている。

床面には径0.lm前後の円礫によって敷石が施されるが、左阻側には、墜に沿ったかたちで板

石を面0.5mの間隔で配列し石陳を作っている．玄r・1部は床面に裾石と$l.i0.3m、応さ0.8-1.0

mの長楕P1形の石を左右に立てて玄門立石をつくり玄丞と羨辺部を分けるが、決辺部が玄室両

堕の延長として作られるために厳密な在味での袖を成さない。羨道部は．玄門から0.9mの位m
の、概ね羨道部の中間に裾石を配しまた、その間の床には敷石を施している。決道幅が広がる

ものではないが、複座構造の影雰が伺える構造を呈している。閉径9れ深によるもので比較的良

好に残っていた。潤査の結果．現状で大さく際と土の21Hに分かれることがわかった。まず、

玄1"1部と萩辺中央部の椙石の間に校辺幅に近い柱状の石を一石と人頭大の礫を設さ、その前後

の疾辺入り口と玄座睛に板石状の偏平な石をあたかも立てかけるように前後から汲いている。
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図lll S T002,¾IJIぷ屯遺物Ill土状況 ( 1 /20)

ただし鳥玄l"lflllの板石は」．．からJ、．屯側に落ち込んだ可能性もある。そしてそのJ:は小礫が混じ

るものの、基本的には：l:でおおっていると巧えられる（図109)。以」ク．の観寮の粕果では、追葬

の回数は明らかにできなかった．

逍物の出.I:状況

玄立内から鉄刀 l、鉄鏃等の鉄料顛、耳閃、勾玉．、ガラス小玉、臼玉等の装身具類が出土し

,~。鉄刀は切先を人り n側に向けん椋内のイi奥に、鉄鏃は長頻鏃が束の状態、広根鏃が 1 本で

奥控に刃先を向け鉄7/のとなりに滋いてある。その他は装身具頬も含め玄立内全体に分布して

いた。しかしながら、上器類は検出されなかっ,~。まな因溝からは、沃道人り n左側J より須

恵器の壷等が111:七した．
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S TOOl古墳 （写真図版63• 64) 

慨要

調介区のiti端に位沼する．関介前から因知されていたが、特に西隣のllllllf照跡が明治時代に

建設される際に大規模な破坑が行われにようで、 )(¥Ir.の残骸が私識される経度であった。した

がって当初は、石窒の残存自体も危ぷまれる状況であったが、予愁に反して萩道と玄府の約2

分の1は残っていた。また、 ）ft丘も一部分ではあるが墳丘樹の列石が確認された．

憤丘 • 閲消

IJ!」tは北～束1IIJの約4分の 1が残っていたのみであったが径約9mの円mに復元され．ぷ洛
中心を中心にしてJllJcの設計が行われていると思われる。残イ秒り，aiさは約1.5mしかない。外表

には糾と,1,段付近に二段にわたって-Q;,/:Jが検出されたが、裾部のそれは、 ST002・014山爪と

同様列石状に施されている．断面の観察では附のぷの外1ll1にもややしま った土が認められたが、

, n1c盛土か泣土かの判断が困難でありいわゆる外没列わ・カ・1俎要列わかのtJJll/iがつかなかった。
中段のものも残りが惑かったが、他の古)Jiの例から伍かれたものであろう．閥沿は北から東側

部分に限られ、しか!,さわめて没くしか残っておらず幅1.3m.深さ0.4mであっ9ら。よた、汲

土に礫が多く使用されることが特徴としてあげられる。これは、地Ill中に茂が多蛍に含まれる

ことによるものとクえられる．

内部主休

, ♦Jに開口する横穴式石室である。主軸の方位は S 16'Eである．潤介は．最初に確乱できたぷ

立から始め、その）加）から汲道を硫認する顛序で実施した。玄杢は右11月墜が玄l"l.1111から約2m、

左既が!.Im残+Fしていたが、奥'i!は残っていなかった．石衣残i杓れ：！印i掘り方から推定をま
じえた玄室の規校は．玄室長2.2m、玄窒紺は前部でI.Im、奥限伽Jで］．ヽImが想定され．玄寇'I'

面影は羽チ板形である。J滋高は、左右llll堅が般も残っているが、現状で0.7mしかない．問壁

は、 .(,fllllが故下段に輻0.5-0.Sm、1.百さ0.4-0.8m在の楼bを穀さ、それ以上は福0.4m、高さ

0.2-0.:lm程の石を二段程平積みするが．それ以1:1:til'f失している．左IIIIJは最下段に幅0.4-0.6

m 、 心jさ0.5mf~Jの右側よ ＇） 小ぶりのイiを縦沼さし楼石とする。 それ以1-.は｀舷iii/列に3段残る

がそれより奥1爾はil'l央している．奥峡もw減しているが、玄P'Iから2.3-2.4m付近に0.6X0.7 
mの穴が一OOあり、奥壁の位沼を推定できる。床面は、掘り）i内に小1り森を敷いた上に0.3X0.4

m -0.5X0.6m程度の広めの板石を敷（特徴的な構造である．

玄l"I部はi』j1JIIの玄l"I立石と1ボ1friの匝石から構成される。羨道は．イ雑馴炉I'部は破」JILていた

が、左慨で長さ2.7mを測る.ij1J1i部に向かって/l:がる影態であるが、玄l"I部付近では幅1.06m
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図113 STOOJ古項れ丘測黛図 （関査後）(I /100) 
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ST003古l/!tJ't丘遺物出土状況 (l/60)

と玄寇幅とほとんど変わらない．したがって、

厳密な1J：味での袖構造を成さない。閉側は大

さく 2li'lに分かれ．下部が人頭大の礫、上部

が土によるものであった．しかし堆積状況か

ら追葬の複数の単位を示すものでなく ．一回

の埋罪において玄1'1部付近が礫、それより前
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g 1.m 

図119 S T003古.1t't玄径遺物出土状況 (1/20)

面が土で埋められる状況を示すものである。また、玄室側に板石一枚が立てかけられていた．

これは、破壊の際に床石の一枚が動かされた叶能性が蚊も窃いが.S T002古れの閉塞状況とし

類似しており躾味深い．

追物の出土状況

玄洩から、鉄刀 1、鉄鏃、弓付屈金具、耳閃、必玉製笠玉、ガラス製小玉等が出土したが、

かなり撹乱された状況と判断された．特に、鉄,Jは中央付近から曲げられた状況で出土しさわ
めて興味深いものではあるが、玄宛内に転蕗した礫の直上から出土したため、撹乱後の状態と

せざるを得ない.t]lJiでは、入口左側から、須恵沿央の底部破）わが据えられた状況で確認され

た．
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S T013古墳 （写真図版60・65)

概要

ST002古打の南に隣接するが、当初は全〈存在不明の古坦であった。ST002古れの前方部

の可能性を追究する過程で確認されたもので．辛う じて硲壕と石室の一部および周清が残る状

況であった。

周溝• 項丘

周溝はST002古れと接する部分が消失する bののそれ以外は0.4-0.Smの幅で確認された。

これによれば、径6.5mの小形の円/ftであるが、 1ft丘は地山の削りだし部分以外は全く残ってい

なかった。

内部主体

西に開口する単糸の横穴式石立であるが渫撰の状況等から扱道の付設されないものと巧えら

れる。石室の方位はN84'Wである．石室は、殿下段の腰石が右側に2石、左1111に1石が残って

いるのみで玄坐の規桟は前幅がI.Omを測られるだけだが、石の抜き跡から元々は両測唸と l,3 

石、奥堕が2石で構成されていたことが分かり、長さ1.86m、奥幅l.lOmが推定され、羽子板

形の平面形を旦する。腰石は利iJ0.6m、高さ0.3m程度の小形の石を用いている。

玄門は開石と同程度の石を横に沢いて作り、他の古憤が長い宜方体の石を縦に誼さ、いわゆ

る玄r,立柱を作るのと対照的である．また、栴石も玄1"1の間に挟まれるのではなく、 1石分前
方に設沢する．この玄門の石の前には l;i; ずつ石が残っていたが、明確な疾道の掘り方もない

ことから、紺い森道が付設される石冦形態が想定される。

床面は敷石がはIr完全に残っていたが1cm前後の円礫を中心にした細かいもので、比餃的大

形の角礫あるいは板石を便う他の古用の敷石とは異なっている．
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遺物の出土状況

上記の破損状況ではあ

ったが、玄宛内には鉄硲

のはか勾玉 l 、 ~IJ]i.製行

玉 7、ガラス玉118などの

多品の玉類が検出された。

これらの玉類は玄立の奥

半分に限って出土してお

り、原位訟をある程度反

映していると名えられる。

周溝からは、玄門の右側

付近から須忠器 • 土t.i!i器

等が二箇所にguれて出土

した。この出土位沼やい

ずれも小破片に唱れた状

況であることがSTOOJ 

古1J'tと類似しており注.rr:
される．
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図122 ST013古m玄室遺物出土状況 (J/20)

ST014古墳（写真図版66~68)

概坐

閲交区の,liv.!i部に位四し、 Jill山烈跡の西南に隣接する。硲いtJ!li:が残存しiti1lllの平野に向か

って石当秩道が開口していたことから唯一閲査前から所在の明確な古墳であり、れ丘が大形で

あることから当古m群中でも中心的な古坑であることが想定された。しかし、一方では天井石
が持ちIllされれ丘頂部が陥没し、また荻道部の前半の石は除去されるなど破坑が進行している

ことも知れた。そして特に、打丘の北憫秤後は、近世から現代に至る哀地造営により墳丘糾部
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図124 S TOL4古墳1Jl丘測霞固2(1/120) 

が大きく破壊されていた．

墳丘は径12.4mを測る円れである。外表には裾に列石状、中段以上に1旧石と二段に施されて

いるように見えST002・003古項と同様な状況だが、鋸部も一部で数段llかれている部分が見

られる。 ・氏石は上下とも及下段に比較的大形の礫をならぺ、それ以上に小形の石を用いている。

周溝は、れ丘束1111の一部に若干の溝状の痕跡が見られたが断定はでさなかった．

内部主体

南東に開口する単室両袖の横穴式石座である。IUl口方位はS42'Wである。玄室は長さ2.4m.

蛭2.0mで平面は艮方形を呈する。天井は除去されていたが、左憫険が約2.7mの謀さまで残っ

ていたので、元来の天井店もこの程度と巧えられる，両俯壁とも最下段に幅0.6-l.Sm、高さ

0.6-1.0m程度の石を縦置きし煕石とする。そのヒは幅0.4-0.Sm、窃さ0.2-0.4程度の石を

平杭みし4-5段積んでおり。霰石をふくめ比較的平均的な大ささである。奥壁も特に大形の

石を用いることもな(1111壁と同程度の大ささの石を上下に）11いている。床面は0.1-0.4m程度

の礫を用いて敷石を施している。玄門は右1111が0.9m、左側が1.2mの仕さのれ方体状の石を立

て玄門立石とし、その間の床に枢石を誼く．

羨道は、天井石が消失し測墜、特に右側駿は 1石しか残っておらず破損状況が若しい．左憫

壁は長さ2.6mまで残っている。また、麻さは1.4mまで残存しておりこれより若干窃い位辺が

天井の高さと考えられる。茨辺の床面には敷石は確認されなかった。

逍物の出土状況

玄杢内から須恵器杯蛮 ・身、鉄鏃 ，刀子等の鉄笞類、雰珠や辻金具等の馬具類、耳因、銅劉,.

約140点の玉類等が出土した．これらは｀当古墳群のみならず周辺の古J印群を力慮にいれても特

箪すぺさ内容の遺物といえ、石室規梃とともに当mの位沢付けをする上で砥要である．
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図127 ST014古墳玄至遺物出土状況 (1/20)

1. 雲珠(426・427).2. 辻金具(428).4. 辻金具(431).5.lt金具の詞(436).6. 鋲毬金

#(4鴻）. 11. 費金具(509).22・23. 銅釧(523・524).24. 辻金具(430).52. 鍋先(520).60・ 

69・70・71. 鉄鍼(◄88·489·448·472) . 82. 須恵笞杯遍(370).83. 須慰岱杯身(362)、84.
頚息笞杯身(369).101. 須恵笞杯蓋(380).102. 須恵沿杯身(302)、104.勾王(S44)、105.肴
金具(5⑱). 117. 1;(50ヽ） （ ）は遺物番サ
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図128 S T014古れ某道前遠物出土状況 (1/20)

その他に茨道前面から土器類が出土した． しっとも目立つのは須忠怪大形甕の破片であった

が、土中というよりも応食した木の葉の中に含まれた状況で原位笠とは牙えに〈かったものの、

m丘あるいは萩道部における祭祀に使用されたものと考えられる．

線刻文様

石室の奥壁、右玄門立石、右荻道限の3ヵ所に線刻文様が施されていた。

奥堕の文様は、奥壁2段目中央の石に施されている。この石は奥唸の孵石以上の石では最も

面が大きく中央に紀澄されており、当初から線刻文様を施す計画が予定されていた可能性があ

る。文様は、 一見すればこの石の緑に沿うように描かれた一条から三条の曲緑を主体にし、若

T-の斜線を加えているようだが、慈味する形は不明である。

右玄門立石は、いわゆる木の粟文様と格子文様の組み合わせでその他に若干の意味不明の短

線が加えてある。木の葉文様と格子文様1:1.JiiJ者が先に刻まれているようである。

右羨道は直線を主体にした文様であるが、向かって右上に3-4本が水平から右下がりに施

されたものと、左下に5-6本が垂直に近くこれに3本程の水平線が施されたものの二つが観

察される．後者は格子文様に分類してもよいかもしれない．
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S T015古墳 （写真図版69)

概要

潤在区の北西嬌に位置する。西は片白公民館の敷地でカットされ、北側は急な斜面である。

東隣にはSTO!S古積がある。

，J't丘・周溝

謂究前に'.tl丘．の店まりはほとんど観察されなかったが、潤査によっても盛土等はまったく確

認されなかった．周溝が南束関のコーナーを中心に L午状の平面形で全体の約2分の 1が検出

され、 一辺が14mの方項ということがわかった。残り 2分の 1は関査区外になるが、隣接地は

上記のような土地状況であり大半は残っていないと考えられる。周溝の幅は約2.0mであるがコ

ーナ一部では3.52mと広い。深さは0.8-l.4mを測る。断面形は逆台形に近い （図131).また、

南束部に円形の掘込みが見られたが性格は不明である。

内部主体

表土除去後、 m丘の中央に東西方向に長い 2ヵ所の粘土の娯跡がみられたが、検出の結果2
基の埋非施設が確認された．

（北潤主体）

位沢的に北側のものを北側主体とする．濁在区洒溢の土手に切られる状況で長さ3.0m.幅1.6

mの隅丸長方形の第猿とその中央部に長さ2.7m、幅1.2mの中央が桔ち込んだ枯土の面が確認

された （図132)。これに四分法でトレンチを設定したところ、当初床而を認翠できず掘り下げ

I. 淡貧．＂褐色土

2. 淡m褐色土
3. 朋褐色土

4. 渇色粘質土

16.00 

15.50 

。
2m 

図131 S TO!S古IJt閲溝土用図 (1/40)
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5. 白色粘土
6 .• i¥色帖土 i棺床枯土
7. 褐色土

。
2m 

図!32 S TOJS古れ北領主体l(1/40) 

てしまった。その時点で断面により再観察したところ上部の被穫枯土が落ち込んだ断而uo;::形

の杭板跡が確認され、この時点で当主体は割竹形木棺と考えられた．そこで次に、この落ち込

んだ枯土を除去し棺底と巧えられる面までllilり下げたが、この段陪で西悶で赤色顔料、東側で

鉄剣と鉄鎌が検出され柁底であることが確定できた。束備が削平されているが外法で径0.6m.

→反さ2.6m程度に復元される（図132)。さらにこの枯土を除去したところ先に検出されていた墓

演とその中央に棺床を作るための艮さ2.6m、帽0.65m、深さO.Olm程の掘込みが確認された（図

133)。これによって、北側主休の構築はまず掘り方と中央の掘込みを作り、次にこの中央の掘

込みに粘土を入れ棺床を作り棺を設匹する。そして、理葬後棺上部を枯土で被覆する、という

過程が愁定される。頭位方向は束で、 S79"Eである。
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（南睛主体）

北闊主体の南に約I.Sm離れて

位滋し，同様に掘り）iと枯土の痕

跡が確認された．硲濱は長さ2.38

m、幅1.12mの閑丸長方形である。

調査の結呆、測板と,Jヽ日板の級跡

が慕濱底に明瞭に確認された。ま

た特に土/j,j断面で、 主軸方ruJの西

側小口板の他は、板材の外而の立

ら上がり線が確認されたので長方

影の組合せ式の箱式木棺と巧えら

れる （凶134).外法で及さ2.0m.

中央栢0.64mを測るが板の厚みを

考慮すると数oずつ小さくなる．

経塘底の掘り方を見ると、西の小

口が束より広く、頭位は西と考え — u 
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られ、 Nsnvの方向である．

遺物の出土状況

北側主体の柁内東の北脇から、

図134

到
叫

。
Im 

STOIS古{I /40) 

鉄剣 1口と鉄鎌1点および鉄鉗が屯なって出ゴ＇．した。鉄剣は切先が西を向いており、頭位を束

とする根拠となった． この位匹は、埋郭名の右胸脇辺りの位氾と推定される。南鳴主体からは

遺物は出J.:しなかった。

また、閥溝の南束コーナーの底から：I: 師器の鉢I.E".が出土した （図135).

16.00 

15.50 

。
Im 

図135 STOJ5古項局溝内遺物出北状況 (1/20)
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ST0t7古墳（写真図版70)

概要

頷査区の北側に位沢する,S T002古tJ'tの南でST013古れと望複して確認されたが、当mが
先行して作られている．

墳丘 ・周溝

m丘及び局溝は全く確認されず、掘り方と石室の基底部のみが残っていた。

内邪主体

墓廣は長さ3.0m、幅1.94mの概略隅丸の長万形である。石立は大半の石材は抜き取られ石座

構造は不明な点が多い。西備の小口は小形の礫で積み、束囮のそれは裾石上の 1石が残ってい

るので竪穴系横口式石室の可能性もあるが正確には判断がつかないので小形の翌穴式石当とし

た。閲虹は0.2m前後のJ/J蝶を最下段に並ぺる．規楳は内法で長さ1.94m、幅は西町が0.4m.

束閲が0.34mを測る。小口は束が狭く西が広いので西側の頭位と巧えられ、頭位方向はNs2・w

である．

遺物の出土状況

遺物は検出されなかった。

S T018古墳（写真図版70)

概要

関査区の北西部に位置し、西端のST015古れと ST013・017古1J'tの中間に位滋する。

この古坑も当初は予愁されず、調査の後半に証墟や石材が確認されたが、天井部および壁上

部は既に梢失していた。なお、かつてST0!8として紹介した古項 （近藤1992)は、今回は都合

により ST022と遺構名を変更した (5.まとめ参照）．

償丘 ・閥溝

項丘・周溝は確認されなかった．

内部主体

碁演は長さ2.4m、輯1.43mの平面がややいびつな閑九長方形である．現状の深さは0.4mで
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比較的綬やかに立ち上がるが、小□1111は東晦が西側よりさらに綬やかである。石立は小形の竪
穴式石室であふ内法で長さ1.63mを測り、幅は束小口から大半が0.4mの規校であるが西隅付

近で0.28mにすぱまる。これより、東頭位と考えられ頭位方向はS76"Eである。側槌は最下段

より幅O.l-0.3m、厚さ0.05m前後の板石を小n積みを基本にして積み上げる。小n側は最下

段にfii0.:l-0.4m、高さ0.15~0.2mの大形の石を四きそれ以上は板石を小口積みする。床面

は、東の小口付近と函の約2分の 1が幅0.15m粒度の板石中心の敷石で、その間の中央付近の

みが小円礫の敷石である。東小nは男i位と関連する可能性も労えられるが積極的な根拠はない。

遺物の出土状況

石冦内からガラス小玉 1と時期不明の土笞細片が出土したが、確実に伴うものかは慎頂を要

する．

S C016石棺墓（写真図版）1・12)

概要

調査区の北嬬に位訳し、 ST002古頃石妥のほぽ直下に検出された。ST002古培の床敷石を

除去し石室掘リ方の下面を調査する段階で確認されたもので、 ST002古項の敷石と本石棺系の

蓋石との間隔は10cm以内であった。

れ丘 ・局清

項丘 ・周溝は確認されなかった。

廷損 ・柁

慕演の規民は盗石の下面までは長さ2.06m、幅0.54mの隅丸長方形であるが、講板より下側

は長さ2.0m、幅0.5mと側板に校する規1及に縮9卜し 2段掘りとなっている．

石棺は、内法で長さ1.78m、頭位側の北西小口が0.34m、足位側の術束,1ヽロが0.22mの規楳

を測る。床而までの深さは0.2mである．硲石は幅0.1-0.Smの板石5枚を基本に丁水にかぷせ

ている．側板も板石を用いているが、両側とも0.8m程度のものを 2枚横位に頭位11!1から四き足

位側の端部に小形の板石を足している。小口石も同様の板石である。

遺物の出土状況

棺内頭位側左11l1J石に近い床面より器種不明の鉄器片が I.•.'.(出土した。 また、 2体の人竹が検

出された。いずれも成人で、頭什を中心に残り、四肢骨も若干確認されたが、 tl:JJIJは不明であ

る．いずれも北西頭位である．
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参考文献
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(2) 遺物

前項で述ぺたとおり、当遺跡からIll土した古れ時代の遺物は須恵器・土師器などの土粒類、

武牲・馬具・エ具などの鉄器類、耳t.l・3i類などの装身具類などに大別される．

しかしながら、 STOIS古jバについては小片で図示するに耐えなかった。また、 ST017古れ・

SCOI紅柁墓では出土遺物は検出されていない。したがって、本項では残りの5碁の古項につ

いて記述するが、古積の中でも項丘 ・周溝 ・玄座などの出土位殺に分けて説明する．また、紺

年の基準については須忠器を用い、最初に記述に必要な若干のまとめを編年に祁合の良い須恵

研蓋と杯について行う．

J 杯蓋

杯蓋A □ 緑部に身受けの付かないもの．

A-1 口径13-13.7cm、器け64 cm前後のもので、口緑部はまだ、垂直に近く立ち上がり、

天井部へ丸昧をもって移行する。1]緑部は天井部と口緑部の境が鈍い稜やP!I線を持ち、

□絃燐部に内傾する面を有するものがある。外面は.全面の1/2-1/3にヘラケズリを施

す。

A-2 口径10.2-13.0cm、怪邸3-4cm前後のもので、口緑部は短く立ち上がり、丸く

あるいは角をなして天井部へ移行する。天井邪と口紐部の坑の稜や凹線はなく、口緑端

部は丸い．外面のヘラケズ＇）は、全面の 1/3以下に極めて粗雑な回転ヘラケズリを施す

か、切り離しのままである．

杯査B o給部に牙受けが付き、聞みがないもの。身受けは短く □緑部より低い。天井部

は平たい．類例に乏しく 1例のみ。口径11.2cm、器高1.2cmである．

杯蛋C 口絃部に身受けが付き、撮みが付くもの。

C-1 撮みは、上端の九い円柱形。 身受けは短いが、口緑部より若干高い。•若在は、比

較的邸く、天井部は丸い。口径8.6cm、器高2.5cmである．

C-2 骰みは、下邪がくびれた円錐形で、いわゆる宝珠形を呈する。身受けは短いが、

n絃部より若干高い．器高は、比較的高く、天井部は丸味を残す．口径13cm前後、器邸

3cm程度である。

C-3 扱みは、上部に若干ふくらみを持つ偏平な形態。身受けは短く、口緑部とfaJ程度

の邸さ．器r.i;は2.7cmでC-2と同程度であるが、口径14.6cmと大きくなる。

2 杯

杯A 盗受けの付くもの、＇

A-I 杯は、溢受けが、低くなり内傾度が増すもののA-2のものはどではない。口緑
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端部の内傾する面はない。外面のヘラケズリは、杯溢とも全面の1/2以下が大半である

が、底面未関整もある。杯の法況はU径11.5-14,4cmで、立ち上がnが石いが1.1-l.6

cm狂度である。器高は．良好な費科が少ないが、概わ3.9-4.9cmである．

A-2 溢受けがさらに低くなり内傾度が培す。口緑端部の内傾する面はない。外面のヘ

ラケス・,,は、全面の1/3以下に極めて机雑な回転ヘラケズリを施すか、切り離しのままで

ある。また、杯の法況は口径8.2-12.5匹で、立ち上がり高が0.6-1.0cm程度である。法

品から二分される可能性もあるが、保留する。

杯B 九味のある平底に口緑部が立ち上がるもの.ts台無し。 [I径7.8-I0.6cm、笞芯

3. 1-3.Scm. 

杯C 高台の付くもの．体部は斜めに立ち上がる。窃台は、外方向に張り/Uし、跨ん張る

ような形態の窃台が付く 。口径l,1-15cm、器高3.9cm.

杯0 平底で、 体部は斜めに立ち上がる。在台は付かない。口径13.2匹、店甜3.4cm. 

以上を小Ill組年に対応させると杯近 ・杯のA-1が111B期、A-2がIV期、杯盃B・ C-1

と杯BがV期、杯菟C-2・C-3と杯CがVI期になる。また、杯DはVII期の終わりごろに位

沼付けたい。

去）1 須恵岬蓋型式の編年対照表

小田紺年 杯汲 杯

Ill B A-I A-I 

IV A-2 A-2 

V B B 

C-1 

l'I C-2 C 

C-3 

I'll D 
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STOOi古墳出土遺物 （写真図版73)

鉄器

玄呈内から、鉄器が出

士している.79・soは鉄

鏃 79は先端を欠くが、

かえりのある平根腸快三

角形式。茎には木質が残

り、樹皮が巻かれている。

80も平根式であるが、基

部以下を欠＜．圭頭ない

し脱袂柳葉式．

81は、径8•• 程度のPl

柱状の鉄片。カープして

79 

R 

゜
＇・ じヽヽ on 
土Iク~81 

゜
I伸

図139 S TOOi古JJ'l/l¥土遺物 (1/3)

おり、兵屈鎖の可能性が考えられるが不明確である．

汲12 S TOOi古れ出土鉄鏃観察汲 （ ）は伐布艮

111-暑"'"誼ヽ,Itll土地≪I 型犬 翌；；

1~;791 石年61!!三,,,影 汝 1 平恨 且頭

及13 S TOOi古Jft/11土鉄器観烈汲戸三＿
S T002古墳出土遺物 （写真図版73~)5)

土器

82は、須思器杯身。歪がひどくi:,径復元不能である。A-2類。83は、須恵笞窃杯。杯部の

みの敬片．訳は、須恵沿壷．口絃部のみの薮片で、波状文が付く．

85は、 [I緑部が内涛気味に立ち上がる直口の須恵岱壷．底部は九駈.,,:j部にいわゆる耳が4

つ付く。 ~1部から朋部にかけて緑色の自然釉が掛かっている。 外面は上邪が平行叩きの後カキ

目で撫でii'!し、 下部はllflきを残す。内面は1司心円叩さ．
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土製品

86は、土鈴。 JftJ:C.盛土内から出土したもの。比較的器壁の薄い作りである．
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表14 S T002古項出土土沿観察去 A:11径 B: 匹高 C:, こちんがり,Ci D: 庇径 ( ) fl!l'(F!{ 

Q-員菖書り
出：ヒ埠d 石桟 法量(c,,) 彰匹・置皇'"'"'嚢 色調 是成

隕遺諭皇U蓄サ
写紅翡場9 >IK. 皇“書サ

140-82 出 溝 杯 身 C: 0.8 
董受けの立ち上がりI.I逍（．内傾す

暗灰色 A ,、001356
る．

-83 周 清 寓 杯 A: (9.2) 
撫~~杯の杯孤.U:1111と□-(f)境 扇仮・I員 ,~ ,、001353
に沈練． Ii! 

-8ヽ 墓 這 壷 A: US.3) 0縁JII謁は肥旱預綿にIll!,¥諫状文 渇灰色 (~ 96000Bl6 

ー記
.VJ 清 壷

A: 20.2 1はゃr．鼻u位，，J:f,• uに11O!量菖大軋u径~が~h?,.る.員IoI.C、~IIかに9てClや'1やすl 褐灰～ R 9細 757
73 B: 5-1,5 血色 931229 

表15 S T002古れ出土土製品汎察汲

撞“
14~;;1 噴績土1•I土

●量書紐書サ
写員UH

93002107 
勁 132

汲16 S T002古m出土鉄刀観哀汲 （）は残存長

積蹟

141一
74 

須

汲17 S T002古1J1出土鉄鰈観察表 ()llllU長

M1lO rk:J: 地．（（ 屯 式
法量(cm)

写‘‘真書tll出』O書号IA-I書‘’ 出土嶋A 翌 式
法 lot(m)

巧冒aAt奮.2R11書1号り
＂匹 9ヽ lli長 Ila饂 写員暉ヽ i 鵬9艮皐9暢
141-88 
N心.Noa 平恨 1, 順 (6. ヽ S)2.1 ―l ー95 No.13 尖橙 ,j,I)鬱鵞 2.1 0.6S 

92咄364'
74 勁 135 7< 960135 
一切 No5 平根憎葉 4.75 (2.75) 

9200'16tS 

一
ぬ12 不明 (2.1) (0.9) 9"00'M43 

7ヽ 9601:15 

＂ 
9601お

―” 池5 平恨不彎I (3.<) 2. 7 
9咄%,? -97 ,¥/o.11 不"'

92岬2
＂ 

9601お 74 960135 
-91 N心．油.25 平横万鎖 7.55 2.9 9?00*5() 

一郎
砥叫8尖覆小彰欝鵞 3.0 0.9S 

92(籾 0

＂ 
9601お 74 960135 

-9? 
紐16 平讃方競 SA (2.8) 

9200: 知 6 ―” 砥ド●18 尖 4ふ息’墨 2.3 0.7 ”岬774 勁 135 7• 勁 1お
-93 
Nal5 平根 1;鯖 5.2 (2.4) 

920<如 5
1.10 ""'27 尖小杉膚鵞 (3.15) 0.9 

9叩5~
74 9601お 勁 135
-9' 
No!O 尖糧心貴 2.0 0.6S 

9以卿I

＂ 
960135 

鉄器

鉄硲は、いずれも玄当内から出土したもので、武器に限られる。 87は鉄刀．両関式で切先を

欠<,88-93は平根式鉄鏃。88は圭顕式.89・90は柳葉式,91-93は方頭式であるが、 92の鋒

は1.tJ頭に近い。94-100は、尖根式鉄鰈。鋒の知れる94-96・99・100は、いずれも棚葉式．
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固142 S 1'002古積出土耳環 (1/2)

耳哀

玄室内から、 5 点出土した。 いずれも銅芯である• 101は、最大径が2.85cmと他の4点より大

形であるが表面は腐文し、金銀の区別は不能である。103・104は金張、 102・105は銀張で、蚊

大径は2.2-2.4匹である。

表18 S T002古JJIIU土耳口観察表

応＂暉•書.,0 出土捨_(I. 憧
“ 

法は(..,J
弓‘‘真會量1u11n1号

1'言-1““114‘ 111土邊．，.i ＂ “ 
法饂(oo)

¥爾直員LLI!IILLllヽLり
舷随鎗這 lj;l!jt 最大帽

112-101 
心 ＂環 2.85 0.6 ”螂7 ー10◄ X• 6 ＂環 2.2 0.55 9200墨 3

＂ 
（覧這長n學I 960137 7S (Ill地金張） 960131 

-102 No.17 （銅埠＂閲猷汲） ?.4 0.55 
9200:IB'iS -105 

図 4 ＂環 2.2 o. ぉ 9200碑75 960137 75 （鋼地饂張） 960137 
-103 
池16 （銅鯰“環金張） 2.35 0.6 

9200¼S. 
75 960137 

玉類

玄室および疾辺からの出土で、勾玉. ff玉、切子玉、丸玉がある• 106・107は勾玉。106はメ

ノウ製、 107はヒスイ製である。 108は．碧玉製の管玉。 109-112は、水品製のりJ子玉。 113-141

は丸王であるが.113はヒスイ製,114は滑石製.129はメノウ製である。また.ll?-128、130・

131はガラス製 117は、甜食して色悶不明。他は紺色・緑色・空色があり．紺色が多い.115・ 

116・132-141は土製で、表面は漆黒色を呈する。

小結

本れの出土遺物のうち年代の目安になるものは少なかったが、杯打はA-2類で小III紺年の

IV期である。また、 壷は福悶県字芙町岩•艮浦古)Jl群の 6サ墳および!Iii邑のKM IJS号烹から出土

しているものなど（字美町教委1981、大阪府教委1976)に類似するが、前名は小Hl編年のIll一
BーRV期、後者は中村沿氏の11-5段階に位武付けられており、いずれも 6世紀後半 ・末から
7世紀の初頭と巧えられふしたがって、本れの造営期は6世紀後牛 ・木から7世紀初めの問

に滋くことができるが｀さわめて少数の須恵岱からの判断であることに注烈が必要である。
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図143 S T002古m出土玉類 (l/2)

表19 S T002古墳出土玉類観察汲 法量 ：丸玉は艮往・短往 丸玉以外r,長さ・幅
炉
出土嬉A 心 U買 iii● (.,l 色讀 ●H直書iQJllIH畜1/H"! 出土縫点 桟瓢 t!ff 法量如） 色霜 H”真HillSI奮H9 u: 檀II ntttn 

1 ♦3-1ぷ
~.2 勾玉 I Iり3.35 2.22 尋l賞褐色

9300153i -113 
紅 tスイ1,3 1.25 

9らい*!!89300ll01 
お 9601謁 75 ,,. ていら 96013jj 
ー107
Nol 勾玉 t • イi.22 2.0 

灰白色 93001531 -IIヽ 佼這郁
九 憎石 I.I 1.o; 昂色

93001辺？
1, (l~ してヽ•ol 960138 75 涅土•I• 960138 
-108 

~•18 管玉 伶玉 2.68 1.0 叫色
93002709 -l!S 辰辺瓢

“ 土賢 0.9 0.83 昂 色
93001況5

7; 960138 75 J置土中 9601渇
ー109

泣 8 6子玉 木贔 2.1 1.35 透明
93002717 -116 佼這郎

丸玉 土 0.8 0.73 吊色
9300152• 

75 9601謁 75 蝶土中 960138 
-110 ,.., り子£ 木＆ 2.1 t.• 遵明 930015?7 ー117 1'440 肛 ！9うX0.91 o.ss 3Ll'.le 9珈 ．とヽーと175 960138 ;5 勁 138
-Ill 餃這部 、H 木』 1.97 I.JS 透 哨 9300L5誌 -118 ｀ヽ3 九 ”うス 1.3 U 色 93001泣315 環土ヽI• 9601鵠 75 

I.、
畷 138

-112 
Nall 悶1-玉木晶 I. ぉ 1.3 i!! 明

9300?707 —-119 $025 凡玉 ”うス 1.3 l.?S 紺色
93002716 

75 勁 138 75 勁 1箕
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3-olll! 
出；t遠点 極“ U胃 法Ilka) 色調 'I .. A書tllRII畠ヽ号S 

!HU~ 
出土はli. 檜悶 111'1 法員(o,) 色閃 ¥“員慟!IiUllヽがぅサ¥W:tt 鯰`籍n

Ul-110 
紐12 丸Ji~, ス1.25 I.? 紺色

畑 2706 -131 
s.38 人王~" o., 0. ↓ 交色 93002滋75 渕 138 15 9601雌

-m  
So.29 狂 ガ,.l.2S I? 囀1 色 9碑 7181―翌 四 I 凡玉 .t 0,18 0,IS "＂~"零,.●"る’烹'",¢"' ! 93磁 71375 勁 138 勁 138

-122 
地10 江 ”うス l.08 1.0 紺色

93002705 -133 
池20 丸i 土 0. ぉ0.1; .. 打な...な,皐~.色 93002711 

75 9切1謁 75 9601渇

-123 伽IS
紅 67~ 1.13 I.I U 色

畑 723 ー1出
1'<>20 

“ 
土 0.9 o. ぉて憫，，恨,.:,J;> , 9300'll10 75 紐 勁 138 75 9601算

-124 
心 紅 ，，うス 1.2 I.I 紺色

9J00l719 -135 
S.ZI 

“ 
土 0ぶ50.6 て霜ヽ`忠るI,.! 

93002712 

75 躙 138 75 勁 138
-Iお

池8 いi”う11.03 0.9$ 紺色
9傘 70ヽl -136 

心 I 九 .J: 0.8 o.is ，，て,.. 直^,,."る.凪nい色長． 
9細 m

75 勁 138 75 9601埠
-126 

池7 狂 ., ス1.0 0.9; H 色
93002703 -137 

心`9 大土 土 0. 乃 O.i れ~"繊●,,"がら"疇ぶ？っ） 色
細 1716

75 9印138 冗， 勁 1捻

ー121
江 ~7' 0.95 0.9 

93002i08 138 
N<,33 k..fl J. 0.1 0.6 てku,>.● II.•:: • .,岨n,色, 一75 

池14
肩1 色 960138 75 勁 l謁

-128 狡辺郎
狂 ~, ス0.91 0.!1 濃紺

930015?1 -I箕
匹 丸玉 土 0.7 o. ぷ咄て（ '^が"る攣心,っ1 e 93002715 

75 惰.,. 勁 138 75 勁 138

- ;~9 , 凡玉 I Iウ0.85 0.3 
半透Ill" 9300270? -140 

汝 l 丸 土 0.83 0.18 t"l"'"",.'. 』''"瓢"~ 色 9細 20
ォレンジ色 960138 15 勁 138

-I刃
紅31 M ”う1o., 0潟 うす,,1,1色 9珈Zn◄ -141 

四 I 9五． t 0ぶ5G.75 て"（（躙事,.が"."'恵•~ l 色 畑 714
7S 960138 75 勁 138

S T003古墳出土遺物（写真図版76~79}

土器

いずれも須恵器／こが、因溝ならびに羨辺1iiJ1hiの出土が大半で．玄器からは出土していない．

杯森では154がA-I類、 142・143がA- 2類である。また、 155はC-L類である。杯身は145・

148・156・157がA- I類。144・146・147・158-164がA-2類で、 156がc- 1類である。そ

の他には有荘、無姿の高杯がある。有溢窃杯には149・168の長脚のものと 150・167のような俎

脚がある。 149は二段スカシ,151・169・170は撫益窃杯.151は小形,169・170は杯部のみの破

片で櫛描波状文が体部に施されている• 152は矩頸壷.153は臆，

汲20 S T003古m出土土翡観烈表 1 A:n径 B: 若高 C :to らみがり~ 0:0ll登 ( )l!!Jl'fl 

閃→計,,サ
出土地点 わ桟 法炊(M) 影芭 ・調整の特徽 色ヨ 燒成

以遺檜l!ilCサ
万真R5奮I/ 写真企IJ書り

l≪-142 
•oo(U lll 

葺 A.(13.1) 
内面：
9- 92003167 

負llfLUI 灰R色

-143 
閃 溝 量

A: 13.0 天井郎とn絨親の墳が不明駁．
灰色 R 

92003162 

16 B: 3. 応 全iiiのHがへ9ヶズ'). 931700 

-144 印.1沼.""'．悶閏日岱I 杯 身
蘊受けの立らJ, ~ を欠(.

灰色 R 9碑 3151
紐都のMがヘラケズ,,.

-145 Ag : (ll.5) 五受けの；；l.ら上')I』It餃的高く ．嬬 細四6

16 
屈 潰 杯 ~ ：`I ．ヽ 謁u丸い． 灰色 A 

800449 : .8 

-146 ii慟•·,li内.,,"I・,成,~.,遁.を鴫 杯 I>. A: (12.0) 葦 Itの立ら上りは比較的低く．内 灰色 l~ 920031SS 
c:u 鯰する．

-1-17 
団 潰

“ k 
A: (I0,8) 匹 Itの立ら上りは低く．内傾する．

灰色 I、岬 2248
76 c :o.a 庇体郎のMがへうヶか,. 細 450

-148 !•! 溝 "-' ~ c:cui 
墓 ftの立ら上＇）は比穀的 11;(,JIJ 灰色～

不R ダ蜘1的
船は丸い． 渇灰色
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1
1
1
芯 ＋153 。 20cm 

図144 S T003古捐出土土悩 I (1/4) 

表21 S T003古積出土土笞観寮汲 2 A: D!'l B: 笞i; C :tcらみがり;r.r D: 庇径 ( )t;Jl"(f 

"―、lit~ 出土旭.II. 若桟 法鼠(a翼） 影氾 ．躙祭のl.}11( 色慎 焼成
Ill遺物迂t喜サ

ijjlllQj奮り >Fl¥登SI書サ

144-1心 liAR: : ! 200I ほ•,0..0. 1 , 長杯，，，，.. 面狐..:n駁に体カ郎スキのカI~.％シ.ヘ4ラr筆ケズ,,.JIii邸の 灰色で責褐 880022、49

76 
出 溝 ;q ll' e玲 9て A 

890563 いる

150 
NJ 溝 悶

“ 
A: (11,6) 

紺のを岬へ立で9ち.ドヶI:I影ズ')のはリ．応スいカ.シ；II'罪正I!:~受邸のけ部％ 灰色 良
細匹？

76 C: l.8 8905況

-151 因 消 /.li 杯 D: 6.2 
短脚で小~•. 蟹渥．杯部妊面付近の

灰色 良 91002珈
みヘラケズリ．

-152 闘 漏 壷 A: (7,;) lilitり~•••玉i色及--~~ A 細 2243
-153 

悶 構 曝 A: (12.0) 
IJ経が体t.&e:.k!J.より大さい． 体謁

灰褐色 A 
8!!002244 

76 の9員＂郎全郎を ヘラケズ,,. ぶ 1
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~155 

~ 

＼ ~ 
ーヽ、レ1 63 \ —-l 

- ' 7 o 164 

こ
乞弓三急，

~ 芯

こ的

（二166 ~三つ 己言ニ
＼ー:ジ170 叉血9●“

゜
20cm 

図145 S TOOJ古損出i:」：沿2 (1 / 4) 

及22 S T003古）tltllゴ：J: 格観察及3 A : nil 8 : fill C : leらあがり硲 o: 既il! ( )に残r,

愕ー置書畜り
出・t:池ぶ 召 lt 法員(..,) 彰患 ・調整の特徴 色胃 斌成

霞遺槍皇U壽サ
,;,r. 俎場9 万真丑U書サ

145-四
叶ゴ,. , ・.. ・, ＇ 肖.. ., .,_ 羹

A: (12.9) 夭内の面み井ヘ郎には面ラ 比ケを較残ズ的·•tJ •• 窮i<く立lt・llllちJ:.のmり，氾付口械近 囁~• ·`mit<紐色 良 92003163 

” 
8: 4.3 931711 

-1お 榮辺削画
逼
A :8.6 小閃の立紐つよみ.I]緑郎Iこ俎いク

賞灰色 A 
92003165 

” at沿A群 B: 2.5 受け．削曲のMをヘラケズ,,. 知 500

-Iお
匹U11匹iflt,-、HI,.,,. A: 13.6 

立千ぃ.ヘら上IJラ!iケり躍はズ比紐りU．較店:11.い（．． 内沢傾illi度(t近1よゆを妬る 92001600 

” 
杯 身 C B: 4.9 灰色 fi 

931702 :1.3 

―・IS7 
員這Ulit・

“ tt 
A: '3UZ.9 .3) 立るをいへち上•9ヶI'JIllljズ比編＇｝較．llil的ヽiJi;九い(., ~内l傾体度11i1はのゆH 灰色 a 92003152 

IDMUAI CB : 1.5 

-I追 晨UUt♦·
杯 身

A: (12.6) 立ら上り"低く，内傾する．紐部
褐灰色 A 92003153 

骨冒篇itffAJ C: 0.6 のHをヘラケズ •J • 

ー159
員111・

杯 身
,¥: 00.71 

立ら-~- ')I!低く．内傾する． 灰色 A 呪001598
6.1-ti皇鵡 C: 1.0 

-160 i'illl墳丘泣 A: 11.2 立ら上＇）は低 く．内傾する．底iii付 91002603 
77 ~LI昆

杯 身 C B ::J0..9 9 近を丑干ヘ.,,,ズ •J .
灰色 Q 

964502 

ー161 J-J“U員ilUlt• 
“ ~ AC B: : :o3(L..O9 5 』)

立ちJ:りは低く，内傾する．体部の 曙灰色
ft 92001599 

％をヘラケズ •J, ー黒色
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A;n径 B: 訟属 C: たちあがり高 o: 外径 （ ）は残"

(t-, 量曾H
出J,地，(! 沿• 檀 法.lll(cm) 彰鱈・鯛査のM僅 色調 熾

属遣論登ll書サ

写真暉畠り 万真皇II.書サ

l<5ーは2
餃辺~Uili

杯 身
A: (IO.I) 

立ら 1:.•11よ低く．内傾する．
~i~!. 
a 92003154 紅,,, C: (0.8) ”員,;~

ー163 繁這前iii 杯 身
A: (10.0) 

立ら上,,は低く．内傾する．
鴫灰色

~'A 92003159 C: 0.9 一罵灰色

-16ヽ
餃道前面

杯 $1 
A: U0.0) 

立ち上りI!,矮小化．
灰 色
只 細 3156

土UAfl C: 0.6 褐灰色

-165 餃這前直

“ 
身
A :7.8 庇郡tよ丸く．体部は霞織的に立ち上 賃灰色

良
細 3164

” 土笞A詳 B: 3.8 がる．底郷のみをへうケズ,,. 一昌灰色 知 505

—l硲 AヽI 応 杯葦
A: 13.1 

嬬頂と郎部口絨の内瓢面oのにrむ墳はつにわ1ずまiみ沈かが繊に付が面あをく．桟る.天す．井n郡誡 灰色 ll 
91002碑

” 
B: 5.1 931101 

ー167 lり渭

“ 
杯 0: 10.8 4(憂で."・ ち.I:りを欠（．逍”・ 褐灰色 LL 9邸と105

-I絡
高

“ 
ADB・:: 114(154..2 5 .5) 布邑仕綱.SI. ら上＇）は比餃的illj(. 黒 色 良

91002605 

” 
ロ匹廓内面1こ若干のiJliを残す． 931224 

ー1的
餃這 トレ

高 杯 A: (13.6) 瓢直体邸に曝磁放状文． ""Jli -Uall~! ! ! 良 92002713 
ン＋内

一
羨道間面

~ 

“ 
A: (12.0) l<l.t. 褐灰色 -r-A 9心位112

土ねAff.

鉄刀

171は玄室内から出土した鉄製の大刀。刀身の約1/2付近で折れ曲がっている。全長112.4cm.

茎には3ヵ所の目釘孔があるが、 刀身の関付近にしいわゆる縮元孔が1つある．

紐

172-178は平根式,171 ・ 1 72は五角形式で173は脱袂がある• 174は鋒を欠くが、椿業式,175 

は圭頭式であるが、菱形に近い• 176・177は方頭式だが、前者の鋒は円<S T002古打出土の92

に近い。179-191は尖根式。いずれも、柳葉あるいは小形開葉式とされるものであるが、179-181

は鏃身の平面形が五角形を呈する．

刀子

192-195の4点出土。 いずれも破片である．

弓付屈金具

196-198はいわゆる両頭金具で、弓に付属する金具とされるもの。

馬具

199は、鐙金具の破片と考えられる。

胡禄

200は、 Ml禄金具破片。 幅2.45cmで、鋲が2列に 5個残っている．
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咲23 S T003叩n出土鉄7J観店汲
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汲24 S T003古瑣出j・・鉄鏃観察没 （ ）は残mt

日国書ヽ
出＋．地ll. 屯 A

法 J,l(o,)
, 囁t̀n檜ftaiulヽ,りs 

:fOH' 
出J:蜆．，!，. 'I'! ,t 

法駄(a,)
艤>/aU檜釘lt9#、サりr,nflU 鼠It!!鼠9鴨 7/L'l贔書S 鼠身R 麟身編

141-li'Z 
＂賃1'i叫ら f恨 r,1りも 6.9 3.35 

9碑 7'3 -182 ~"32 尖隕 H須鵞 (Z,6) (0.9) 呪003612
78 勁 139 78 勁 139

173 li,!l';¥¥119 l'!I H[Ali 4.0 2.75 
920007,12 183 

.. ~ 内S.12尖!JIH鴻島 3.15 0.9S 
92000150 

78 勁 139 18 勁 139

-114 
！浮内泣 平恨惰槃 (3.7) 3.0 

9碑 7、15 -184 
li没l'ilfoll 尖隕 小影膚嘉 2.4 I.I 

畑 7ヽ7
78 勁 139 78 勁 139

-175 
9湘内咄 入円恨 ：い漬 {6.15) (3.<) 920007.39 

-185 
l沿”狐パ 尖隕 ,;.戚累 2., 0.8 

9100勁 5
78 勁 139 78 幽 139

-116 
咄 aド損 1i頭 6.0 (3.15) 

9碑 1、10 -1邸
u'i!I'! ヽ 5， ？ 92003601 

78 勁 139 78 勁 139

-In 
叩 5 内`恨 H頭 (5.1) (2.7;1 

9碑．、u -187 
l環f';SoS 尖!IIH珊鸞 (1.3) I.I 笠003601

78 拗 139 18 幽 139

ー118
胃q技佑中 平m ~"" (2.25) (3.2) 

9碑 146 -188 
(i,;i内'413尖I!(+暉 墨 (2. ll I.I 9200拗 678 勁 139 78 勁 139

-119 
＂冑......10 尖投 ~-臼嚢 3.5 1.05 

9碑 ー、<9 -189 ~•32 宍戌 ＋暉 置 (I.ISi (1.2) 92003611 78 勁 139 78 勁 139

-1以I
打也A 尖 ~-駐欄ス 3.1 1.05 9W00748 190 Ti,!_ 尖ell ~-Ii揖農 (1.5) (I.I) 

9200劾 8
;s 蜘 139 78 勁 139

-181 6翌応 I↓ 尖橿 i・ll囀纂 3.3 0.95 畑 3633
-191 

No30 ？ ？ 
92003609 

78 勁 139

~ 92 c::i~,93 .aコ！出 ・ーこ・195

-i了：： -~~9~ - ~~= 音 t-見-~=t鵬00
ー """

゜I I I'― 
ゆ皿

図148 S T003古墳出土工具・武器付属金具 .!.~ 具 (1/3)

表25 S T003占Ill出土訊．．武訟付属金具・馬具観察表 （ ）は残存氏

~~-IIll位IInH 出上撼,I, 桟 碩 法 lil(c,,)
り温直真濤lliflff奮書り9 

tl-Ufl 
/Uct蜻戊 械旧

法黛(cm)
●直真富al印l昌9号

鑽大艮 絨大繕 ”員~-·· 験大艮 最大蝙 r; サ

118-192 攪紅1, /J ・1・ (7.2) 1.15 
9匹 24 ー197 U屯；りSo2S 弓付属金↓` (2. お）(0.6) 92003619 79 勁 141 79 960141 

-193 
li!i!l'i,..6 刀'・ 12. 総）0.95 

9四 15 -19S 攪乱,p •➔H属金µ (2. 総）(0.6) 9200362"l 79 勁 141 79 9601,H 

194 
暉＂＂上中 JJ + (2.8) (U) 

9以殴20 ー199 1覧［い1, 鋲臼金A (2.5) u 92003626 19 960141 19 960141 

-195 
漫WI• /J ・f lS.•S) (1.7) 9函寧3 -200 fi屯;'!Sol 鋲信金具~ (2.3) 2.•5 9200361< 79 960HI 79 960141 

-196 
茂a •·iH属金A 3.75 0.7 9蕊 :1621

” 960141 
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図149 S T003古tJ'tlll土玉類 ・ 耳~ ( 1 / 2)

玉類

201は沿石製の勾玉。白色を呈し碧玉製に比較し成形が俎略で、偏平である.202・203は、投

:F. 製管玉。いずれも片iJjj穿孔L.204-206はガラス製の丸.Ii..いずれも紺色であるが、 206は空気

による線状の'./Lが複数みられ、 一兄屈様のよ うにみえる．

耳g

207・208は鉗地金張の耳哀。207は玄盗内、 208は羨辺前面の出tである．

及26 S T003古れ出土JI類観察宍

訃 n
出J:旭.!!.Hは H・l'I 法鼠(co) 色調w.u, 

149 201 石立内 勾Jiltfi! 2.5 1.3 I) 色

” 
償北していら1

-202 
氏幽r泣 lfli l'lli 2. お1.0 淡紐色79 ＼鼠itしてl •らi

-203 6登費品上中 fl'li l'!J. jl.6) o.s; 暗U色

” 
表27 S T003古力出；l:lfll! 観察表

糧 M

雰叫li';I心 le銅::張）
小結

丸玉は艮往・l!i6', 九且以外は長さ ・Ill

●弓直真書!!皇II;,奮nサ11--1.M, 
＂閑 n

93001533 204 
960142 79 

93001530 一9601<2 乃

93001529 -206 
9601'2 79 

出上地紅

JI採

k採

l<l'.ll 

匹 叫法量(.,J

丸

丸玉

紅

叫•お
9うス0.95 

”ウnI,1g 

擾ば

Ifill 
（銅地金jil)

G.95 

0.93 

0.15 

()  I! 伐If

色綱 鳳”ヽ頁論illillHH 

Ill 色 93002729 蜘 142

Ill 色 93002113 
蜘 142

紺色
93002730 
蜘 U2

須忠器は、杯身杯益ともにA-1・A-2・C-1類が出土しており.,)ヽIll編年のUIB-V

期にあたる。鉄刀は、玄立内が攪乱された際に曲げられたものと巧えられる。また、小破片な

がら、鐙金具や胡社金具が確認されたことは注目される。
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S T013古墳出土遺物 （写真図版19• 80) 

土岱

209は杯汝の破片。A-2顛.210・211は杯身。A-2類とC灯i。212・215は麻杯。213・216

は視。216は周溝から破砕された状況で出：t.したが完形に復元されたもの．体部は若干屈の張る

球形の器形で、 n給部は短く外反する。下半部を中心に自然釉がかかる。214は窃台の付く胚邪

の破Jすで、面と与えられる．

三 209ニ 戸芦i~二］
211 2

 

7“‘,21 

亡〖'"こ 215 

、•‘ 

。
釦

lii1150 S TOl3古1(1出 ~-. :1沿• (1/4) 
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表28 S T013古墳Ill土土器観察表 A: II狂 R. 岱~ C :toらみが'I,/:; D: 妊往 （ ）は残If

~ - • 債 け tll こK蛾•I 笞 9奮 法 (a,) 影0 ・ 置誓の~j徴 色調 斌成
県遺物H 畠'}

弓頁罰liH ,; ~:(It! 菖サ

I SO—碑 k妬1!えり 材: 蒼 n絃嬬邸け丸い． 明灰色 LL 9.1001お？

-210 A: ll， ,6 立ち上がりは低く．内傾する．底体犯 940013: お
79 
ャ:l'Iピ2り1≪: 身 C ll: 4. 

のスにへ9ヶか,.
IIJ灰色 良

如 507: 1.0 

211 “溝涅上•I• 杯 身 D: (7,2) 短い氏台iよ，若T・外冑へふんばふ 灰色 A 9<001斑

-212 .l:ltピより1 Ill “ 
A: 01.6) 算iii. Iり1灰色 .R ~0013.SI 

-213 “濱涅 ；ヽI' 安 A: (19.2) ~!Illに閉子状タタ キ．
灰色-

A '1001359 
褐灰色

—·214 Lり清児i:中 壷 I): (14,5) 店台付さ．
灰色～
N 94001361) 

褐灰色

-215 上鉛Itまり 紅 "' D: 7.9 “紐に一nのスカシ． 灰色 fl. 9400!3~ 

-216 
l!l.tH ? 突

A : 21.2 体紐にt'ol"Hkククキ..f・干郎に I~然
外針灰色 A 

9200762 
79 11:39.7 輪． 幻1230

8
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h
M
H
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7
 
2
 

公
’

亡＝土~
I I I 

9 I ff (l 

ここ 219 

゜
10cm 

罰151 S T0!3古JJ¥:111土鉄笞 (I/ 3)

鉄器

217・218は鉄鏃。 !iii名は践身部のみの破片で尖根の柳葉式。後者は頚部付近の破片だが、同

型式と愁定される。

219は刀f・・ 刀身部の約1/2を欠く 。 220は鉄鉗． 鋒から7.6cm を残す破）ヤ。 先端から約 ~anの

付近より木質が残っている．

'J:<29 S TOJ3占n出土鉄鏃観察表
炉 晨柵易9~ 出上地11. ~, 式 饂法狂~m,~嘔, .. 'I還U膏四IIH"t~―訟●●d●•>出土這丸l'I! ,I: 5訟 后書

151-217 
N•32 4遁i 2., i.z; 9200-1494 か1叫 zI 不胃l匈 960144 

表30 S T013古打出上鉄岱観察汲 （ ）は残Ifft

f,f¥ 頂 法 \t(.,.)¥•,t員lJtIllll畠Hサ 給 書書 Iii土地.ii ft 1J( 
鑽大艮l最大嶋I X頁K箪ヽ8

,rr <9 , I I 9".001493 I -220 1'038 鉄籍. I 1.3 %0144 "" 
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02肪

． 
I 
"286 

STOl3古れ出t玉lli(J/2l 

玉類

221は小形の沿石製勾玉。 222~227は投玉製符玉。228はメノウ製管:Ji..{'.'王製に比餃し長さ

が面く、 1しも大きい• 229・244はメノウ製の）直i..230~243・245-286はガラス製の丸王．
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ガラス製丸玉の大ささは長径1.3cmから0.2S..'1llの間に分布する。色潤Ji紺色が最も多くその他

に青色、水色などがある．また、 230-233は、螺旋状の俣様を表出させている。以上の他にも

腎玉 1個、ガラス丸玉223個が玄至床面より出土している．

小結

当収からは少汰の土器しか出土しなかったが、小田編年のIV・VI期に対応する須忠沿が出土

した。また、勾玉 1佃、管玉8側の他に 2点のIノウ製を含む281個のガラス製を中心とした多

派の丸一弔が出土したことも注目される。

1<31 S T0!3古項出土王類観察表 丸：li:il<Iそ・,tlf. 丸E以外は艮さ・嶋

A-4'1厚
出上違れ 禎悶 fill 法量(co) 色“

嶋、書QUH!Htll 
出t這A U煩 U賣 雌佃｝ 色綱 酎＂没1111)

~-負｀＂ 'lilli!IIヽ り9四 I! り潟tu書t

152-2ll 
池-'!O 勾ぷ

＂ 
1.4 0お U社しゎ，...おてヽ.・"＄ ・93002788 ー237 ~a35 丸［~,. 1.1; 1.0 紺色 9如 789

80 知 u; so 勁 145

-m 
•'o.162 ’ 符土 2.'5 o., 深U色

9以畑？ -238 
ぬ157 Jt'li dH  I.I • 9; 紺色

93002837 

80 960145 80 勁 145

-m 
畑 16' 竹ふ t;; 2,;; 0.91 沢8色

9珈蕊 ー239
池19,1 “ •?• l. ぉI.ti 紺色

93002853 
80 960145 詢 960145 

224 
N必7 u 9玉 2ふ50.9 粽U色 9如 85 -240 四 9 人頂ガう1n. 嶋 0.95 紺色 9JOOl船I

80 勁 145 80 幽 145

ーね5
紐43 l!_h '.l'li 2ふ30.9 m鯰色 9泣 1796

-'.UI 
S.161 凡五 ，，う1&.9; 0,9 紺色

9300009 
80 9601<S so 9GOl45 

-2祁
四？ Wli fl.Ii 2. ヽ50ぶ5 荘U色

93002791 - 2•2 
却 A玉 9うス 10 1.0 紺色

93(炉塁

80 9601•5 80 96014> 

-227 
池;5 怜:r.伶ポ 1.68 0.9 斥緑色

9300匹ー、 -?<3 
紐118 え`

~,. o.g; u 紺色 93002651 
80 960145 80 960145 

ZZB 
S.134 9玉 I Iウ0,9; o., ずt,:,,;;色

9効碑 - 24• 1/4,1 九.hII? 0.9; o.,; ,fl,, ンシ色 930027~ 
的 勁 1<5 80 960145 

-2砂
Nol81 凡..I JO 1.15 I.I オ'>,@:

93002856 -Z.5 
滋 5 丸玉 ~, ス0.95 0総 紺色

9300Z161 
的 960145 80 勁 145

-230 
池74 Ji.I( クう21.3 I. ぉ 紺色

9300叩 -246 
ふ173 江 9うx&,91 0.9 紺色

93螂 8
以 9印145 訳l 960145 

-231 
紐10 九E~H I. お I. お Ill 色

93碑 111 -247 
No80付近 紅 がうス 0.9 0.8; 紺色

9300血
80 960145 80 細 14;

232 s,,2 狂 ~,. 1.25 l.l 紺色 93002乃S -2'8 池73 た ~,. O.!liJ o,s; 囀1色 930(匹 5
邸 勁 145 訳｝ 9601•5 

-233 
池13 九£ガクス I. お1.25 川色

93002114 ー249
N~l63 .u “うス 0.9 0.88 紺色 四 02840

80 96014S 的 960145 

ー231
No?Ol 丸 .,. 1.3 I. ぉ 紺色 9300お5 -250 Nol60 狂 ~H 0.93 0.15 紺色

9300四
紛 960145 80 細 145

-235 
NoS4 11.li ~,. 1.15 1.0 紺色 9300? 幽 ーお1

地切 江 ~,; 又0 93 ~.8 Ill 色
93002812 

l!O 960145 80 960145 

ー236 Nol6,; A渫 1'スI.I 1,0 紺色
93002841 ーm

"445 丸干 ヴ9ス6.95 0ぶ5紺色
9珀027謁

以 勁 145 HO 勁 l4S
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員—紐n
出t場 心 U質 注員(ool 色虞

鼠illitUf IHI&り
H¥1・ 檸“ It.項 HR 伍量lm) 色塁l

“菖団がり

可紀塩 9ヽ 弓AtllJサY記贔 0ヽ Haff書サ

1認ーお3
紐176 Ji.Ji りう10.91 o,s; 紺色

畑 850 れ0
No39 江 9うス 0.6 0.6 紺色

93002792 
紛 960145 切 960145 

ー254
邸 I 凡玉.,. 0必 o.s 紺色 9珈 2803 -271 N曲., u ，，うスo. 訪 〇.35 ＊色 93002816 

30 知 1'5 以｝ 勁 145

—·255 ぬ8 江 ”うス0.95 0.9 紺色
畑 2769 -2n 

S.65 凡土 6うX0,35 11,3 行色
93002817 

80 勁 145 以 9601,15 

-256 
油 I “ が,.o,;s 0.6! 員1色

9珈 2763 -273 
~•66 Jl..i ~. ス0.33 0.3 

UがIJ• .,/,: 釈3002818

切 勁 145 80 ＊色 蜘 145

ー257
紐 170 江 ダうス 0.8 0.8 剥色

9珈 2845 ー
No69 え£ ~,. 0.35 0.33 紺色 93002821 

的 勁 1<5 80 細 145

-258 
汝 9 u 9う1~.;; G.i 紺色

螂 811 -275 
ぬ70 凡玉 ガ;,0 35 0.3 紺色

930028とと
80 勁 1』5 80 勁 145

-259 
池61 u n, o.a ~-乃 肩1色

仄碑813 -276 
So72 ん玉 ~, ス0,38 o. ぉ 紺色

93002824 
紛 勁 1,s 80 勁 145

-260 
紐笠 丸t~,, U.8 0. 渇 紺色 畑 2814 ー277fi,l'i攘中 U 9うスり.350.35 Uがか-,,, 93002752 

80 渤 145 紛 1l e 960145 
-・261 

四 u 9うス 0,7 0,6 紺色 9碑的2 -278 ITT<Plllt中 ・.t.iヶうスo.:i. ij,3.'I ＊色 930027臼
80 ！濶145 以 960145 

ー262
潟 2 Ali ,., 又U.l 0.6 紺色

畑 8(1.< 279 
碩内叫んで "7スo.、n,x; Uが°"" 9300275l 80 知 145 切 付色 960145 

-263 
"'53 江 がう1o. 紡0,6, 紺色

9如 sos -280 
h-:ifi尾t中 丸i~, スD.3S 0.3 

Uがか -, ~ 93002755 

80 勁 145 80 .;_ e. 960145 
ー264
1≪151 u 1/クス0.?5 0.6 肩1色

畑細 -281 
瑾 7 凡t~; スG. 雑0. ぉ

Uがかった 93002819 
80 勁 145 80 水色 960145 

ー2お
N"24 A.Ji ガ7'0,l 0,6 U 色

畑 2182 -282 
N• 邸 Jtヽ.,, 0.25 n.i 計色 93002820 

80 蜘 145 帥 9601<5 

—啜
ぬ7 え上 ガうX0.1 U.6S 

＂がか..,, 9釦れ総 -283 

｀ヽ71
Ji..k ”う10.3 0,3 水色

9300'8,3 

80 au色 0001,s 80 勁 145

ー261
石蔓内覆閲 い、 ガうス 0.7 0,6 紺＆ 仄如62 -284 ,..ill, 九i“うス 0.3 0.2S f色 93002733 

80 勁 1<5 80 960145 

-2槌
NoJ /;.Ii ダうス 0.6 O.lS 紺し

9碑；65 -285 ,,.,. 杜中 凡-~- ク9ス0.23 0.25 NI 色
93002150 

80 勁 145 so 960145 

-249 
N•36 u “うス 0.6 o.s 囀f 色

畑 l7如 ー286
lllVi蜆t.中 丸k~, スo.i; 0,23 Clili色

93002751 
80 勁 I-IS 以） 9601ヽ5

S T014古墳出土遺物（写真図版81~89)

土器

Bil151と152の323-343、および図151の360-371、図155の374~393・396は須忍悩杯必と杯

牙。このうち杯涯では287~ 289・:!60がA-1類,290-302・361・374・379がA-2類。 361は
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図155 STOl4古坑Ill土土岱3(I /4) 

u緑部に刻みがある。380はB類。 370はC-2類。381はC-3類。 396も見受けが長いがc-
3類であろう。303・304・371はB・C類のいずれか不明．

杯身では305・382がA-1類。 306~321・323~341・363~368・383~389がA-2類.302・ 

362・369がB類。 322・342・343・392・393がC類,391がD類．杯溢杯身ともにA-2類が

位も多い。

窃杯では、 344・372・395・397が長脚の有森高杯ならびにその姿である．涵は會天井部に頂

部のへこむ船みがつく • 345~348・398~400・402・407が長脚の無涵裔杯である。また、 349は

紺脚の布溢芯5杯であるが、 3-50・351・40:l~405も同形態と巧えられ、透かしは反方形のものと

円孔のものがある。 401 も短開有溢であろう • 406は小形の短脚燕盗高杯の脚部。

352は壷の否．短頚盗の盗であるう。353-357・413ー415は壷である。354・415は、体部が丸

く、 口絃部が外反し肥厚するもの。後者は小形．また.353も354と1司形態と巧えられる．

355-357・414は、頸部が短〈 n絡部が短〈 iii立するいわゆる鉗頸壷である。また、413はこれ

らより大形の碩口壷の口絃部片である。

373は横瓶。偏平な体部に外反する口緑部がつく 。

358・359・408-412は通。大小あるが、いずれも休部が小形で、頚部のくびれが強い、餃大

径がはとんど口給部にくるようなbのである。このうち408は、 I]縁部のみの破片で、口緑部と

頚部の境で大きく屈曲する。412は1本部のみの破片であるが、やや大形のものである。358・お9・

412の体部には招歯状のエ具を斜めに押し付けることによる文様が施されている。

図157・158は須俎器大形i1!。いずれもn緑部およびIFI部から顕部の破片.416・420は口絃直
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凶156 STOH古lJl出土j沿い (1/4) 

下に横位の沈線のみが施されるが、 418・419は横位の沈線lillに斜行の沈線を加える．

また、 421-423は沈線間に柄描き波状文を施したものである。 417・424は無文．

394は、土師沿杯身．

汲32 S TOJ4古t/1/ll土土笞観店及J A: Ult R: 若必 c:, こちみが,,高 D:m至 （ ）は残Ii'
11-il畜ヽt

出J:J1l.il. 石桟 法量c.. i 影1!・1111望のi,岱 色霜 娩成
屈遺綸交U書り

>J≪!; 贔書t 了真11.11魯サ
1;:i一況？

杯 論
A: 13.0 ＂絵溢郎内必に石千の凸を残す．天

暉灰色 J~ 
91000013 

81 B: ,1.0 片認の~·こヘラケズ,,. 931696 

蕊 l-f. 贔 A:03.4) a絨嬬ft!内面ICヽiを残す． 褐灰色 Jl 92001539 

2;9 杯 葦 天1111るとlilt郎の境に沃い沈鳳． 灰色 (i 92001547 

290 杯 肇IA: (12.2) II磁隅1よ姐（．屈di!する． 迅沃色 FT 92001533 
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表33 S TOl4古JJIIJJ土土器観察汲2 A: ロ往 B:IJ高 c: たちムがり応 D: 駐往 ( )r; 残存

n—庸負n
出土旭灯． 乙棟 法巖(,.) 影態 ，“整の朽岱 色調 鮫成

鶴這物豆“鬱サ

J/lllliU 9 ¥真!l:fl書サ

153-291 杯 蓋 A: (13.3) 
r, 緑嬬郁は．賓くと がる． 天IH~節

哨灰色 f↓ 910(如 9
にへ,..,.ズリ．

-292 杯 遍 A: (12、6)
n馘遭郁1よ丸い．

”灰色 良 92001$箕
全面の％をヘラケズ,,.

-293 杯 董 A: (13.0) 
n縁嬬邪は丸（ ．とが•1~111.

"'灰色 良 91000050 
天Jtlmのりをへ9ヶズ •J ,

-294 杯 遍 ,¥:(12.6) u紬疇郎は九＜．とがり汽昧． 貿灰色 やや;r,11 920015'0 

-295 Iネ 遍
<llil嬬部は九い．

灰色 ti 92001S.6 
夭 I~郎のはII:全面にヘラケズ.,.

-296 杯 遍 r』緑嬬郎は丸い． 褐灰色 J¥ 笠00154<

-297 杯 董
n絨嬬郎1よ先編.,.

褐灰色 Q 92002701 
内部にへう記・').

-298 杯 嚢 II絨邸に午ザミfl. 灰色 A 笠0015ヽ5

-299 杯 葺
A: {13.0l 

xl~lll部にヘラヶかI. 明灰色 R 910000H 
B: 3.5 

ー300 杯 量
A: (11.8) 

夭汁r~部にヘ..,ケズ＇＂負 ナテ． 疇灰色 LL 91000045 8: (2.9) 

ー301 杯 憂
J¥: (11.4) D械船Ull!(, xl~lll!li低（立ちJ:

灰色 .Q 910000<3 
B: (3.7) がる．天井隕榔のみヘラケズ,,.

-302 
玄社池1位 杯 '1 

A: 10.2 底は平1こく.oi. 鳩郎は九い．
疇灰色 A 

910006n 
81 B: 3.8 庇饂のみヘラケズ.,. 96<509 

—·303 杯 蓋 A: 03.0) 
つよみの(,t(クイプ.!,! 受は直い．

灰色 A !12001542 
天井邸のHをへ9ケズ'I,

-30,1 杯 量 身受"短く JII小． 褐灰色 A 細 1534

-305 杯 身
A: 04.4) 逼,,は俎いが. ·~ は度Uゆるい． 内創灰色

A 91002邸
C: 1.1 底rn11こヘラケズ •1 . ~Ii堪色

-306 杯 身
A: (11.8) 

嶽受けは辺（．内は'tる． 掲灰色 A 畑 1511
c: (1.0) 

-307 杯 身
A: (11.8) 同上◆

褐灰色 A 笠001512C: 1.0 Ol体郎のHをへうケズ.,.

ー308 杯 身
A:(12.7) 

問上． 疇灰色 良 細 1563
C: 0.8 

-309 ~ 身
A: (11.6) 

同~- 鴎灰色 A 細 1506
C: 0.8 

ー310 杯 身
A: 02.0) 

話ラ記伝サ呪． をヘラケかI.lll!l!lこへ 褐灰色 ll. 畑 1504
c: 0.8 

-311 “ 身
A: (12.2) 岡し

褐灰色、 A 細 1502
C: 0.65 庇体縞の約~"ヘラケズ,, .
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1(-、＊奮号
tJt-1• 油“ 苔 II 法絨(ml 影感・躙竪,,特 色讚 鮫成

県ill物E註書·~
万印翡t昌り ’‘真ll:U畜サ
153-312 杯 ク

A: (10.l) 箪受けI!虹＜．内傾する．
鯖灰色 A 9200150-l c:o.9 庇体部の約％をへうケズ,,.

-313 

“ It 
A: <ll.4) 

MJ:. 秋色 良 92001綴
c: 1.0 

-31< 杯 身
A: (l0.4) 

詞J-.
灰色―

l¥ 畑 1珀
c:0.1 瑶灰色

-315 杯 身
A; U0.8) 

J;;J上． 灰色 A 畑 1埠I
c:o.s 

-316 

“ 身
A: (I0,6) J;;JJ:. 沃色～

Q 細 15乃
c:o.6 立ら ~-がりの内傾度強い． 暉灰色

-:m “ 身
A: (I0.2) 丘I.I:. lli'i色 n 92001お1
c:o.s しっと し小型化したいの． →繕灰色

-318 杯 身
A: (10.6) 

詞妊ム体→りヒ． 郎のHをヘラャズ,,.へク記サ 賞灰色 不良 ダ2001効
c:o.s 

-319 w: !,I- A: (9,6) M駈み体.t.•J . 郎のHをヘラケズ'J.ヘラ紀サ 暗灰色 J~ 9'!001507 
c.::o.s 

—碑 If' 身
A: (9.7) !;;II;. R~j員`：沃'狂艮e色 ii 畑 1571
c:0,9 ヘラ切り未綱蛇

-321 杯 身
A: (9,6) j;;J.1:. 

暗灰色 良 92001瞑
c:o.a ヘ9り）•);む属望．

一四
石台付“ Ao8: : : 7P43.6 .9,0) ) 

石白は外鯛へふんばる．体邸は外方
灰色 良

畑 I怨
81 へ立 ら上がる． 9317()6 

154-323 林 身
A:(11.7) 立ち上がりは低く，外反火珠に内傾 nヽ 員も

A 9'l001寧C :o.9 する． .. - .~ 色

-詔

“ 
$t 
A: U2.2) 

立ら上がりは低く，内傾する．
でヽ ・灰色

J~ 92001575 
c:0.1 ＂量~!

-3お 杯 身
A: (ll.8) 閲J;..

暗灰色 I~ ダ邸JSJ◄
c: 1.0 託体部の),ft-ヘラケズ＇）．

-326 fぶ k 
A: (11.4) 11. ら上がりは低く．外反れ昧に内傾

嘔灰色 A 畑 1501
c:o.9 する．

327 杯 ll 
A: (11.4) 立ちtがり1ょ妊{.やや外反久昧'" 灰色～

l~ 92001568 
C: 0.8 内傾する． 暉灰色

-328 林 k 
A: <11.4) 

詞J:. 灰色―
fl 92001579 

c: 0.7 晴灰色

ー3公 杯 II 
A: (11.2) 

立ら ~.力") は低（ ， 内傾ヤる． 晴灰色 ll 92001567 
c: 0.9 

-330 杯 !t 
A: (lt.2) 

1司上”
剛灰e

A 9'.!001562 C: 0.7 ～貴灰色

-331 "' 牙
A: (9.6) 

詞上 賞灰色 ＆ 92001510 
C :o.9 

-332 杯 !I' 
A: (10.6) 

同上． 迅灰色 R 92001505 c: 1.0 
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1¥1-遺書書Q
111:1:J紐 沿桟 怯鼠(o,) 形態・鯛整の特徴 色潤 燒成

州這物豆U蓄サ
弓真R雇書り ¥真登U畠り

154・333 杯 身 CA8: : : 0/4.17 0.0.) 6) 
立ち上がりは近く．内傾する． 糟灰色

lヽ 9函 1565
虎面にへうケズ•J. へう記サあり． -II灰e

—均 1/: 身
A: (I0.8) 立ち上がりは低く．外反久昧に内傾 靖沃色

R 9珈 1566
C: 0.9 する． 員`只色

-335 杯 JI 
A: (J0.2) 同上“

褐灰色 A 畑 1513C: 0.8 DI-U:1!11のHをヘ；；ヶかI.

—廷 杯 身
A: 00.2) 

問J.:. 明灰色 不R 9叩 1577
c: 1.0 

-331 杯 身
/¥: (9.5) 

同上.Lっとい況化したしの． 灰 e l:t 9珈 1570c: o.; 

ー3箕 ぷ 身
A: (9.2) 

同上． 灰色 Jl. 9函 1573c: 0.8 

—蕊 ．杯 !t 
A: (9.0) 

同上．
灰色～

I~ 9拗 J578
C: 0.7 褐灰色

-3"0 杯 身
A: (8.8) 

固上．
灰色―

& 92001574 C: 0.8 暗灰色

-3<1 杯 身
A: (8.2) 

同上． 灰色 良 9細 1S76
C: 0.6 

- 3•2 杯 身 A: 05.0) 体郷は外方へ訂織的に立ち上がる． 灰色 J~ 92001537 

-343 杯 $t |江 Ill沃色 A 920015-19 

-344 店 杯
A:(14.4) ~, 蒼． ~• : 見氾

Jl 92000155 c: 1.0 杯郷のHにカキll. Ki昌e

—·3-15 鵡 “ 
A: (11.8) 

憬返．
暗灰色 A 91002紐2

“頃6の!,iiこヘラケズ.,.

ー346 ;q 

“ 
A'.111.2) 

撫渥． ~•- '-灰色
良 91珈 609

関瓢残r,郎1ニカ ~El. nan~ 

—·3H な IJ I): (I0.9) 氏調二段スカシ． 黒 色 A 9,000753 

-348 応 "' o: (10.4) 即鵠のHにカ-lEI, 暗灰色 A 92000—ヽ ふ

-349 
応

“ 
AB :: 6010.0 1 .2 葺1111長1111Ji,形は,の一ス皮Hカ屈シ<杯．曲廓へI...に9短外記いサ1il”．こ郎広がが付る．（． 灰 色 r; 89009955 

81 o: .2) 96ヽ510

-350 応 “ 
n:9,s liil上 ,J,PJfLのスカシ． ff，1 色 凡 91002612 

ー351 ~ 杯 o:s_. 日I;..、J,PJ1Lのスカシ． 靖灰色 J< 91002617 

155-352 壷 葦 A: 00.0) X.1~11111,l を駐止ヘラケズ •J . 沃色 fl. 9叩 1541

-3団 .... 氏鵠を静止へ9ヶズ,,.へう記サあ
•) . 昂色 A 91000695 
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＂ー、畜書号
出土地，¥1 ~1,1! 紐 (.., I 影懇・綱笠の特徴 色調 焼

凩遺怜登II書•り
¥翼8翫ヽ り 乃真昼U奮サ

155・3ふ4 ニllフ紀馳灸郎のりU沈あM線').面三庇角邸形をにへ肥うぴケ、ズ体邪に 91000693 
81 

w. A: (9.0) ＇）．へ 陥灰色 Q 
931222 

-3,5 !II A: (8.1) Al811がは•). 11N811は蒐い貨,,. 囀1灰色 TL 91000694 

-3;6 "' A: (5.3) n諮1こ沈繊口樟ft~は近い、i口． 剛灰色 A 91000696 

-m 壷
A:(5.4) nl.'f.,綿.. にNE沈面縁を•へ IうJ 緑ケ隠ズI,!,~. 、ヘ•Wiラ記l'l ·でf}肥あ Iりヽ ：灰色 a 91000692 
B:6.9 外1:星e

-358 濯 体韻に懺l,Dlti.文み'I, 明灰色 A 91000691 

-359 瀑 体謁に隠ば列A文あり． 剛灰色 !I 91000690 

156-3槌 Nol7 

“ 
li A: U3.7) 

口緑部は，比較的ぶ（立ち.1:.がり． 灰色～
A 92001559 

嬬邸I!織くとがる． 渇灰色

-361 

“ 
董 A: (I0.5) 

,, 騒部l!!IJ;(立ち上がり，嬬邸にキ
•&灰色 n 92001560 

ザミ t;J,

-36? 玄屯凶

“ 
n 
A: 10.6 成1111ち総'1'l.:が定は平Jるi．紅liol 姪ので．郎ヘヘ体ラ 邸ケラ Jキズi 内＇•）1.笥＊気躙昧竪復に立一＂灰色 FL 91000678 
n:u 

-363 ヽ 前

“ 
~ 
A:(JJ.2) 五父Itの立ち上がりu,虹譲的で内 Af: 虹e

A 92001554 c: 1.05 傾ヤる． ≫i IKt 

-364 N"21 

“ 
~ 
A: 01.6) 眈逼ズ受に.,け.内の傾立するら•上•がl体り 謁は短のHく．をヘ外反ラ久ヶ 鴫I灰色 A 92001551 
c: 0.75 

-365 葛 前 杯 身
A:(ll.2) 

同J;..
噸灰色

A 92001555 C: 0.95 ～罠灰色

-366 

“ 
身 C: 0.8 叫競．諏喝をへ9ヶズ•J. へ9記サ 彎1灰色 R 92001552 

箕7 峯 flll 杯 ~ C: 0.9 同上．
略灰色

A 92001$56 
一然色

-3邸 杯 it C: 0.8 国」-
暉 ：ue 

A 9200155.1 U:ijU 

-369 玄屯 No84 杯 " 
A: 9.7 方狂ち上鄭向がのI~平ヘる．駁ラ託でケ部.ズ!l:は,,ヘ.郷IJラ内キ汽り只穫味にイ淀立 灰 色 A 89009952 
B: 3.0 

-370 
£ 実幽2 杯 葺

A: !1,7 
宝9リ珠受．つIヘtがまラみ紀付がサく付．あ天さり•井．謡II嶽のみ内面ヘ1ラこ疸ケいズ 月＂ヽ1:- 長~夏86 不R 890099隣

81 0: 2.9 96<513 

ー311 匹 杯 遍 A: (13.6) 
口緑内面に既い身受けが付く ．ヘラ

灰 色 A 9200155& 
記号あり．

-372 
So.I< 高 杯鍼

A: (17.4) ““,.•編部，I .の（くと,がroり-久つ昧ま•みがx井9す腿<.をへr,紐711117 略灰色 A 92001543 
81 B: S.S 931n3 

-373 A R :9ll 13 ,1 比緑，，餃昂キ的が＂n・1中郎（．のI経i郎る体1土平瓢IたC外い．反す体部るにU 890畷 59
平 駅 : ,? 曙灰色 N 

81 D; ,9 96451• 

157-374 
~i 

“ “ 
量
i¥:ti.s 

ヘCKl絨がラ記郭る．サ11短天あ井くり．，隕天郎片のみ郎11ヘゆラヶる心＜立,.ち 略灰色 R 
91000679 

82 8: ,1.3 931697 
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G-1書1•1
出土池，<J, 沿桟 法11.(co,) 形l'I・ 躙望の1渾 色綱 熾成

U遺枷豆U壽サ

口亙 サ` '/j/(曼U鵞サ

157-375 前

“ “ 
葦 A: (13.0) J:天n井械が祁部る．のIi虹H（． 天井郎r:ゆる＜立ち

をヘラケズリ．
灰色 良 910000,16 

ー316 荊庭没土中
“ 
儡 A: (13.0) 

ロほ部は比較的応（立ち上がり， 0
褐灰e 良 9ぷ!)2702

匹郎内面に1駐がヽ 沈織がある．

-371 前W>c土•I• "' 轟
ゆ天n械井る腿瓢いの． 11冠＜天井郁の立ち上がりは

みへ9ヶズ` ’・ヘう記サあり．
灰色 I~ 9,001/03 

-378 D'J 底 杯 憂 A:(11.8} 
同上．

剛灰色 A 91000042 
天井瓢のHをヘラケズ •I.

-37'.I 
削 必 杯 葦

A: 11.6 日.I:.
り印直iii灰＆：ー~置 やや不J¥・-貌 8: 3.6 夭片聾?)jiをヘラケズ •1. 964516 

—渤
玄li[So!OI 杯 葦

I¥: 11.2 
郎つn緑まをみ内不定郷のガつ9こか烈,.,いのない9へ受天う井けケ郭がズ9つ,ょ,平.く．た天（． 井 ~n→jjli灰;. 昌原駁e6 e 良 &9i碑 I

8Z B: 1.8 964,18 

-381 
納 必

＂ 
董
A: 14.6 

部Illロ紐部のの内h瓢丸をにへい．岨7偏いケ；ズ生な＇）．つItがま什みが<付,J<く． lt- 灰 6 不』1
S90! 臨 2

82 8: 2.7 -l!A灰e 964泣l

-382 
前 庭

“ 
身
A: 02.ll 遍受1/1よ比較的r.i<.内傾して立ち

沃 色 a 
910(叩 7

82 C. 1.25 上がる．庇体耶のHをヘラケズ'}, 93170< 

-383 
1,J 駈 杯 ~ CAs: : : o3(1..70 1.5 2) 

直 ltlt!.¥!く，内傾する．
剛灰色 良

91000682 
82 旺郵はへうがJ未鯛笠． 931細

-384 
前

“ 
杯 身

A: : 3(J.1 0.8) 日l:.
剛灰色 J¥ 

911)! 紐

&2 C8 : 0.85 旺jj:部のHをへうケズ,,. 93171)5 

-3邸 AB : 10.8 滋受け1!!.'l く矮,1~ 内傾憧い． 91000687 
剖 必 杯 It : ~. l 剛灰色 l~ 

82 c: .55 舅面のみをヘラヶ;(1J. 96<,n 

削
A: 2 (11.0) 

董氏あ受体り．け謁，，，は俎Hをく、へ内9傾ヶすかる,． . ..... ., 記号—函 ~ 杯 !t C a: .9 褐灰色 J¥ 92001515 
: 0.8 

-381 
前 駐 t.i: 身

An:: u (10,2) 
蛭体瓢のHをヘラケズ •1. 寅灰色 やや不R

89(碑 1
83 C: 0.8 964$2< 

—露 ~ A: 10.2 
問紐ありヒ． 邸のJ/4をヘラヶかI.へう記•} 8900!1!1ぷ

83 
前

“ 
杯 身

=•. ぶ 灰色 A 964況？: 0. 

—·389 前 庭 杯 Jt CAo: : : 03(8.,6 3 .4) 底量りの面の1お1影み1i矮へ小．底郁Ii小さく.•1細
，，ケズ,,.へう紀号が）．

褐灰色 J~ 92001516 

-390 A :9.1 丸澁庇久昧の庇郎に. ,:i絨Ii嬬部の丸 911)(殴 I

83 
削 ~ 

“ 
身
s: 3.9 鄭n.のHをヘラケズ,,.

m灰色 J~ 964529 

-391 
葬 庭 杯 ， A: J3.2 'f底に外以気味のll緑瓢がf,t(. 灰色 良

891)(涵 I
83 u: 3, ヽ 沢郎のみヘラケズ,,. 96,1: 迅0

-392 豹廷J.i..t中 店も付杯 o: (8,8) 外)jにふんばる影鱈のl:'$1'1. 硝灰色 』、 92001583 

-393 約庭及土,,, 高台付杯 o: (9.1) 向上．
靖灰色

J~ 92001誌2
～掲沃色

-J9.I i!!i圃紺潰埋 杯 身 A:01.11 逼讀基受受望けけ．はと矩体郎く内の傾攪1L:.1t体t隠なIJす.丸い・t．デ 良 e 不1~
92003184 

83 .t中 (P•2) （土蝉若） 8:4,1 -lF. 嶋色 9645-32 

欠頂夭郷損It-．郷のくにむつ土みが什＜． 口械瓢 "' ·•J:6 158-395 債庭・れ土.,, 高杯＊
~• u~ 

J¥ 92001磁
，，，みへ9ヶズ.,.
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閃一直書が
出七嬬点 むは 法li)(o,) 影店 ・Ill!傾の1,}!1, e潤 蜆成

恥遺枷豆llli'ナ
>/AKI奮9 •, il,;Jl il爵り

A: 13.0 儡け天平付井郡なく．つとよみが付く.l'.lit高に身受158-396 前 I! 高杯必 B: 2.9 隋灰色 A 9100'l601 
ヘラケズ•J.

J11J<欠部損jf.． の廓(11むつよみが付<.n葎那 疇灰色-397 創庭表.1:•I' 嘉 U:lli 凡 92001匈
のみヘラケズリ． 一屈色

-398 
A'I 庭 な

“ 
A: 11.S 

W:n鍼郎と庄忠の1J1に二条の（丸
~·· 畷t A 

910(螂

83 111部にカキUあり． H•~e 931708 

ーお9
前紅儒 高 杯 A: 11.3 l'J上.w1111, こ仕力影スカシ． 明灰色 A 

91碑 ss

ぶ3 931709 

ー、00 削LLLL上,1, 窮 Ii l~llli; 鄭と騒龍の墳に二条の沈綽 睛灰色 凡 92001S況

ー,01 削軽及.I·.•~ !1i “ 
杯f'I'から”上キまでの薮9ャ．

灰色

“ 
笠001590

杯庇瓢をへ9ヶズ •J .

- ~02 削庭1,.1:,i,
＂ “ 

o: (13.1) 
~Ill '. 段スカシ．脚灌郷l!Uね上が

賞灰色 不良 9200)594 
り気味に肥t{.

-403 前庭Jl.t•I• な 1/, u: (12,、) 綱糀は一度.¥IIIIIIL.外ガヘ広がる． 灰色 A 92001596 
rt月形スカシ．

-m 削

“ 
Iii 杯 0. 9.3 1,11:. '"灰色 R 9100260; 

ー405 1,f 庇

“ 
ll' o: 8.3 因上． 'II灰色 A 91002606 

-<06 ~[庭汲土中 ii 杯 0'(7.5) 胄郎11鴻瓢が紐く折れ．とがる． ”灰色 R 95001595 

ー407 NI庭た士巾 f.:i “ 
0:11.2 繹郡1よ鵡腿が→角おにl!l'J..

患 I!.
A 92001593 

・IC祇色

―≪⑯ 削庭沢むI' 患 A:(Jl.Q} ＂緑 のみ． 灰色 FL 92001537 

-4的 ~, Ii/. 亀 1i11nしi.ぽの郎HらIををt.ヘ欠外(ラ広.ヶ,さか~郎にI.立fj体ち上篤がとのる.墳lieで 導1灰色 I¥ 91000689 

-410 間 庭 急
~L~-

鴫9灰色 ll 9l0006ffl! 
体昴の＂をヘ ラケズ,,.

-411 関 ~ 皐
日上． 須llli•l•fiに沈縁． 沃 a

A 69009953 
体郎のHをヘラヶか）． 員`灰色

一 1ヽ2 腐庭·n. ·t:•I• 恩 体罰1こ匹~l./i.文． 灰色 .R 9函 l睾

ー"3 MM≪ わI* れ n信 ,1:(lul n緑聟とn紐の“片． 碩 6員8
Q 92000131 

~· · ~ 色

ー414 隋l'{J,t中 ,ll A: (8.5) ＂瓢がはり .n1t1111は紺い． 褐灰色 良 笠DOI函

-415 
，＂ 庭 i1 

A: (4,9) 体nリ ．絨墨底下廓方1紐1丑かに干へら紅肥う記~廓-9りこかがけ／．てへうケズ 曙灰色 A 911)1畑
ぷ｝ D: 5.9 931710 

159-•16 胸it/<心I• 費 A: (2&.•) 1-'li>!L字It, 剛褐e A 911)1岬
顛郎にカ-1>11後, lil1i~Iの沈繊文．
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Q-、傷9号
出土地.!i. 粉樟 法蟻(c,,) 影鱈・調整の特m 色調 炊成

鵬遭物豆鰊Illサ
1/員R厨奮り "Jff1lfl蓄サ

159-417 清~«·t•I• 甕 u綽肥Pf.. 褐灰色 FL 91岬 2

ー418 前庭'&;t.'I• 聾 A: (31.3) 珀あn鍼瓢り逆．に•I.字m彩•り．のカ.¥>llとへ,i.さ文 渇灰色 凡 91002643 

ー419 帆紀沃土.,. 甕 A: (47.9) 
瑣部にヘラ状工兵による籟方向の沈

沿灰色 J~ 91磁ヽ 7
線文あり．

ー420 11'1~ 汲土•I ・ 聾 A: (38.0) 
n繰退しキ影．

茶褐色 l~ 91002&19 
頚郎1こカキEl後．縦方向の沈文

160-↓ 121 附縫―UJ:•I・ 甕 A: (<0.6) 蹟狐ICカキIJ悽，働抽破状文◆
~j 賣6

A 笠000729u ui 

-,22 ll'll'!J! 土.,. 遷 /¥'.(-11.1) 穎RIに●9曇渡状文あり．
fili-16 

Jt 9200073() llii: 威e

—•123 州巖＆土中 甕 A'(<l.9) 絹郎に糧j;;誠状文あり． 剛褐色 Jl 910026ヽ8

ー424 閉出及1,,,, 甕 A:(ZU) 体狐U紬狐内に部郎情ににへ同心a？ r記クり•文?サあ>I-タ後クり．． 斗．，1免El.II: ~外iヽ ~畷te 良 9'10007況

- • 公1 胴庭汲土•I• 聾
体船に格子日ク9キ悽，ヵキi:i.体 ~i le 

A 92000733 
謁内 llil"f•l心円文77'\-. りi鴫賢e

馬具

426・427は鉄地金銅張の袋珠．いずれも破Illし、金箔の紺J洛も激しい．両者は、同一個体の

可能性もあるが、決め手に乏しいため別偲体とする。426は、約4分の 1を欠mするが、端部が
直立気味に立ち上がる偏平な径8.5四のキ球形を旦し、高さは約2.7cmである。脚は8詞で、先

端が方頭のものと円頭のものが交互に配される。実測図上では、 6脚を実際の出土遭物で復元

しているが、位口の確実なものは 3 脚のみで、残＇）の 3脚の位甜は推定である• 427は約4分の

1の破）ャ・であるが、形態は426に酷似する。脚は円頭形の 1脚のみが同一個体として取り上げら

れている．

428-432は、鉄地金銅張の辻金具,428は、位も完形に近い偶体で、径いmの半球形を呈し 4

脚が十字形に付く ．脚は先端が方頭のもの 1即、円頭3脚で、前者が長さ1.5cm、後者が3cm俣

度である。;;頭のものには1偵、円頭のものには3個の鋲が付く．また頂部には、 飾り部分を

欠くものの、飾金具がある。428・429も同形態である．このうち428は、 2分の 1弱の破片で、

方頭、 P.1頭の脚金具が1個ずつ残っている。429は、 4脚のうち方頭の 1詢を欠く。また、頂部

には錆屁れが激しいものの球形の金具が残っており、飾金具の形態を推潤させる。430は、円頭

形の先端部の脚が1脚しか残っていない。431は｀約4分の 1の破片。

432-434は． 鋲が1つ付く鋲留金具。鉄地金銅張．雰珠の関金具と力えられるが、鋲が3つ

付く辻金具の脚金具の先端部分が折れたものの可能性もあり断定できない..:. れに対して434・

435も鉄地金鉗張であるが．鋲が3つ付く先端が円頭の辻金具の脚金具である。 428・430・431

のいずれかのものと推定されるが、特定できないため別図とした．
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437は｀厚さ0.3cmの平面長方形の鉄地金銅張製の板に 2個の鋲が付く鋲侑金具．

438は、紫環の鉄製鋲板．径5cmの円径で、太さ約0.加"・―端にうl手と術の一部が銹沼して
いる。

表34 S T014古れ出上馬共級烈表 （）は残仔長

ti-• 曹約 111:t, 埠tl， 棟煩
法量(cm)

囁'JI直iiliill曼位書書りりVlllliH 
量這 “さ

161-•U 石皇釦u
真,,＂,.. ＄"'拿.. "' 銅.這傭..） 11.75 (2.7) 

93002109 
84 贔I 勁 147

-427 
地I匹 Ui鼻ァネ珠GM) (5.75) (2,6) 

~3002116 
SI 勁 147

-,u 5双ヽ良t
U辻渭坪金じ具印 9.85 2.65 

93002108 
84 凶 960147 

-,129 
②, 0 Ui辻鼻金t絃兵JJ) {6.lS) (l,7) 

9珈 Ill
s, 960141 

-430 6甕比ヽ 11 C~辻ll金ifi具.fl) 10.1 3.6 9細 117

“ 
凶I伽2, 960147 

ー431 石虹ill.I:!11.lIばL,.呂.,忠 ＂ふS) (I.S) 93002113 以 陶9 勁l◄7

162-432 Q) il:金μ 12.95) (1,151 
93002110 

SI 勁 1<7

ー433 li甕ほ¢沢L 零珠の騨 2.4 93002120 
S4 蟷 9601•7 

一 6皇応i員上 辻（金の.印ll, ? 2. ぉ 93002118 
84 "' 960141 

ー~35 Ii貰艇貞紅 辻（の金具Ill)？ {2.15) 93002121 
84 “ 細 147

ー436 ＂虹、 I.I:辻金如欝 13応） 93002!14 

“ “ 9601ヽ7

-437 6甕ヽ胄ト
il:金具の綱 (3.0) 

93002122 
＆ヽ 嵐 nょ9 蜘1◄1

ー438 ＂圏ふヽu 鋲背金U (2.8) 9300Zllf> 
8< 蝠 960147 

―・139 爾竃昌及よ中 （鸞m愕錢阪） S.3 ＂タ.,ザ....... ,. 
92003908 

以 960147 
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図16,1 S TOl4古碩出土鉄鎚2(1 /3) 

鉄鏃

鉄は、平根式と尖IU式とに大別される。440-452は平根式,440-443は．鐵身部に船袂の

ある平根式で、平面形から440・441が平根船快三角形式、 442が平根脇袂樽築式である。443は

平根閲袂五Jt1形式。440・441・443は茎に突起状の箆被、いわゆる棘箆被がある.440は透かし

がある.444・445は、脳袂のないもので椿薬式,446は、 ：E頭式．鎮身部の先端を欠く。447-449

は方頭式。このうち449は小形。450-452は．飛燕式。鏃身幅が鎮身長の約3倍の長さがある．

緑笠飯である．

453-502は尖根式,453・454は451に銹'f(/したもので、小形柳築式,454-463・465-467は,Jヽ

形三角形式。このうち.457・458・460-463・465-467は五角形に近い。また、 454-461は鎮

身部の関が短い逆刺状につくられる。464は、 圭頭状の鎚身部．
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469-487は小彩柳梨式.469・470は明確な関がつくられるが、そのはかは不明確か漸次的に

頚部に移行する。以上の媒身部は片丸つくりが大半である．

488-496は、鰈身部が特異な形態を呈するもの．鏃身貶は8.5-9匹と虻く、先蟷がJヤ方に湾

曲する。関は鏃身部の中央付近とその反対憫に段違いの関がつく両関式。刃のつくりも刃の先

嬬から鏃身部の中央付近の関までが片九式で面刃であるのに対し、これより下部は片刃である．

頸邪と茎の箆怯は棘掩破であるコこの鉄鏃と同じものは、かつて末永雅雄氏が細根式に分類さ

れた「上野上瀧」出土の例がある （末氷 1943), 

496-500は、 片刃爺式．このうち496は小さな関がつくが、 497-500は段をなすよ うな明確な

関がない。茎まで遣存する496・497・499は棘箆被である．

501は、棘筏被整爺式。502は鏃身部の形態不明．
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'J,35 S TOl4古IJl/11土鉄饂観察汲 （ ）は残rm

貞 道·~ 出J埠点 勺ベ
法量(tml

鼠Y直真檜lttijB昌奮↑9 U-;t眉奮'}Iii.I: 埠点 1疇，t 法 lo,,l uY,/!I奮1SI11暑1-1/号
漬日置n 量9長鼠身ば ~-11, 暑り 饂!tit•11蝙
163・440 r;~Ji'iili.l: i4S Ultそ~Ii 5.1 (3.8) !Y,!003706 164-•72 ij¥'瓜貞直t

尖損 4ヽ影襴璽 2.4 (1.0) 92003612 85 贔B 勁 149 邸 iヽi 960151 

ー◄◄ I I「;ii)馳iiiI?/ll-累aヽ四6 (S.O) 3.95 吹003707 ー鈴473 fiil~llt 
繹小9澤曼 13.1) 1.03 

92畑 JO
85 勁 149 "'° 960151 
ー4◄2 6郊 I(良t予11昌良三角も 3.95 2., 92003i08 ―・4i4 5韮loヽll良i尖 +11纂罠 1.8 I.I 92003722 
邸 贔ll 幽 149 訪 960151 
―U3 が源貞紅

平恨 三角彰 4.9 3.78 
92003705 ー475 1;:;r; 直嵐L ， (1.7) (0.95) 9?001691 

85 1'<1? 960149 邸 JoU, 勁 151
ー444 -~Ji.•IU: 、ドUl惰攣 5.1 3.7 92003916 ーHG ti訊負直上 ， (2.1) 1'11Jl 9200394-1 85 lltll 細 149 肪 960151 

一 石迦紐121‘11“近 半恨 W覆 s.,s 3.1 
92003930 -m Nol53 ？ ;r,111 不囀I

9細 902
85 勁 149 邸 960151 
ー446 lo6l沿ill"UH浪f? 平祖 ：E頗 (8.5) 3.1 92003926 I―478 6紐賣ffl尖恨小む彎彙 1.6 0.95 9匹 988S 勁 149 邸 ヽII 9601SI 
-m 寧 iliA!

平似 ti頑 8.25 13.05) 
92003917 
一 6il:,,, 賣11Ill 尖 ➔·I!衛島 1.6 0.95 92磁 97

以 Ull>I偽 960149 
-us r紐負At.

平恨 ）i頭 1.1 (3.2) 9200四 - • 潤
＂籾貪 l1t ~ 浪'/ 2.0 o.~s 92匹 723お llom 9601,19 lヽ?

一 6紐ヽ~t.
平恨 Hill 3.15 2.3 

92003')1ヽ ー481 n鵞応nt.尖隕~-む轡羹 u 0.15 9~ 畑 9
8S loll 勁 149 lo!l .. !6 
-,so 6 貞紅

平恨飛俗 1.95 5.7 92003695 ―432 6屯UR~ 尖項 1-1環亀 1.7 0.9 920037'11 8S loll 960149 loll 
ー451 6 員員上

乎恨飛愚 2.05 (5.8) 
92003691 ー483 紐153 尖lllH墳璽 2.6 0,8 920039()3 ぉ "14 960149 

-,sz I茂ば翼員上
平恨飛焦 1.7 5.5 92003696 -43' N•l53 尖恨小じ綱葛 2.6 0. 岱 92003904 85 'oll 960149 

-岱453 6甕llilll買L尖日 小駐欝量 1.8 0.9 
920036~ 

—·4岱 伽153 尖Ill+暉 鵞 3.0 0.8 92003叩I.. 12 9601ヽ9
-454 6'磁jjllJ.

尖I!!+も冑墨 1.8 ij,9 
笠0031沿6 -, 邸

,_6I紐似ll幻flU: l 尖鴨 1•臼纂 3.0 0.8 
9細 928

邸 ~ll 960149 86 勁 153
ー4お 6¥.JiiJif.J: ？ 2.3 1.2 

92003717 ー<81 fi祀,Ji吐 窃 NJ鼻亀 !l.95) 0,75 920039~2 
話 1<12 勁 149 絡 勁 1認

ー456 Ii皇応畜llf 1 n叫I) 1.15 9鴎 3712 16.';· • 総 四＄●ヽt （織恨） 8.7 I.IS 92! 碑 7!ill2 崎

-451 6紐ヽ員J;
繹 1•U三角8 2.3 I.• 9200面 -489 碩 ま‘ヽ”nl. (llllff) ＆お 1.15 9狐 366985 凶 勁 149

―ヽ埠 ＂韮＊員上 知 ~-u三じ 2.5., U.151 
92003120 ー490 U11),)璽ぽ11(tみ1 (11ml 8.9 1.05 9細 93685 lo!! 960149 86 勁 153

ー,w i濯贔＂員I!員よ 尖~4,ij三~M (l.lSJ 1.25 
畑 3711 一ヽ91匹蕊*ltl: （瓢!Ill (6.55) 1.2 92003932 85 勁1◄9 SG :,,ie 勁 153

- •60 n母厖奮紅 尖 {,IJ三 u 2.3 1.35 9100.liヽ14 - • 呪 r.u:,,1■-U ~f （編恨） (6.15) 1.15 9邸 J9J385 嵐I! 960149 邸 勁 153
-461 r.tllll良L

1甚小II三 U 2.5 1.25 
細 3110 -493 6伽ば*tみIll （纏叫l (J.7) 11.2) 

9四 37
85 Eヽ 勁 149 86 勁 153

- • 紐 f,¥:)liilJ: 氾Rt ti=~n 2.$, 1. 捻 92003718 m lr.lH池8n ［瓢恨） I <s.u (LO) 92003661 85 "I? 知 1'9
-463 r;,1這員L

食!II+u三負B 2.38 (1.3;) 
9200:1912 

-<95 碩 、lliAI: (1111!1) l2.9) 10.95) 9蕊 367185 Jol 勁 149 ぉヽ

―46' 石紐-,U.尖り小じ三角U 2.SS 1.35 細 ,1716 ー◄96
h喧広●Ill・ 

（綱Ill) C2. 心）{1.0)¥ 9ぷ畑73
邸 llol? 知 149 、li
ー465 "*'Qilll 1.'/ll 小11-:~IJ 2.4 1.2 

％如719
-497 深ヽi.i鼠と 尖棋 片1)騎 3.25 0.75 9鴎 36羽85 kl? 勁 149 出笥

-<66 ＂咆ば量員 上 l!II 小じ三角じ 2.5 1.25 
mo.371S ー~98 li1!瓜•~J

尖恨片J}" 0.8 0.8 
9鴎貨裕6

邸 !o.11 勁 149 訪 咄 勁 153

-467 1;t>fiヽU 1'111小1)三 8 2.6 1.25 9とOOJ/13
-,99 6蔓駄貪良t

尖恨片1)幻 1.0 0.85 
!I'細 ,02

!ti? 邸 凶2 細 153

-4槌 r,i/1,'jl(t 火1ft . む,,Ii (3.0) 1.2 畑 3945 -500 ヽ~~'"·' Lヽ 尖視 1;,in 2.5 0.75 9細 913邸 蜘 153
164・i69 h澄 iht

尖根 Mi膚l1 2.9 1.0 
畑碑

501 Ii双illl:尖泣 r,・)J縞 0.85 0.73 9邸J9•6
妬 ヽ 勁 ISi
-<70 

iヽ:i!ffi])I)すUみ 尖IllH叩 2.1 0.85 
92()()3935 -502 '''・*員I.I: 火阻 鼈贔 0.6 1.0 り叩J/"586 知 151 邸 董I! 幽 153

-471 6距面爪I.
尖横 H叫 12.35) 0.9 

呪003的•I -503 (i紅●n 尖!fl ,r-111 細 3692
邸 ぬヽ1 細 151 ,.lti 
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武器付属金具

504は、大1）の阪。鉄製で艮さ7.55cm、耀5.65cmの領卵形の平面形を只する。台形の透かしが

6 ヵ所ある。 505は鞘元金具、 506は鞘尻金具である• 507-509は貸金具。510は足金具。 511は

弓付属金具とされる両碩金具である。汲面に木質が付?llする。 512は、石突と巧えられる．

表36 S TOl4古1ft出土武器付属金具観烈牧 （ ）はll存氏

3-1驀が｝ 法 li¥(c,a) 、直四書サflj-、富’’ 法鼠(cm) 員置書illヽり
X真U贔名り

出：t l~ lf: 桟類
'1/真Q械書サ ~auu, 出;1:追・(I, H ば ¥員uu書り仕火:II級xiii 鰻 U 最

l峰氾 石紐““

” 
7.55 5.65 

92003929 -509 6豆ま奮直上
貢金Ill仮製品） 2. 鈷 1.8 

92畑 15
87 !i,117 知 155 87 '411 960155 

-sos ＂祀iiU 鞠元金具9 2.75 (!.95) 92003911 -510 石甕!l:i員L足金具{D.lt品） (2.S) l.7$ 9200: 霰 3
87 凶 勁 155 87 幽 9601お

一祁 Ii紐直l!I
Ill尻金-~ 4.05 2.85 

92003709 
1-8~11 
l濱応董員上

弓付属金!4 2.9 0.6 
92003924 

87 ,.,1 勁 155 滋I 9601お

―5()1 I沿淋倉位と ftU! 覧兄全鉛 4.58 2.7 9双102124I -:;z 6窒llitf直と ＂突（鉄製晶） (U ) 1.2 9'20碑 2
87 116 知 155 渤 9601お

—瑯
紐IOS 責食具 3.? 2.1 

93002123 
81 知 155

農工具

513-519は刀子。 このうち514・515には柄の沢金具が残っている。520"521はU字形の鉛先．

520はわずかに面端が欠り1するものの完形に近い。 522は、袋屁の鉄斧．

表37 S T014占積出土哀:r.具観察表 ( )は残/fll

~- • 貴ヽり 法位(..) 畠直書““ ~-. 賣書9 法最(ml 』ヽ喜紐書9
~MIU ! 
111・t. 鳩且 桟瓜

¥真iilf号 nw.,~ Ifft地.ii. 穫頚 '/UH暑号巖艮最大鴫 髪仕 最暢

1邸-513甲面直K /J -,. (15.2) l.G 
920036i4 166-518 li?.Iぽ鼠と

刀 (・ (9. お） IA 
!Y.!003931 

87 .. ;. 細 156 81 黛ll旧近 勁 15(,

-514 6事駄直直と n + H.3 1.9 92003921 -519 匹応貞紅 /J (・ 113.3) 1.6 9200祁75
87 如ヽ .'iolU 知 159 87 諄ヽ 勁 156

-515 6箋I団貞上
71 1・ (IO.lJ 2.17 

92003920 -520 6屯応ii:u
鰭(U字影） (9.0) (15.8) 

9200平

37 "'" 9印156 87 ,"'5.'! 知 1お

-516 E箋出直直t
JI f 110.3) I. お

笠003919 -521 
床面・,ttJ: 鐵<u・r-彰） (2.7) (3.15) 9珈 3906

87 咽 960156 81 細 156

-517 瞑ほ直直t
11 1・ 19.25 (I. お）

92003670 -522 
E紐■ll~ 銑芹 9.5 .ヽ55

92003907 
87 r.10 lo7! 960156 釦 細 156

,. 
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図l67 S TOl4古m出土氾釧I・lft;l(J/2) 

銅釧

523・524は銅網,523は殻大外径6.4畑を測る円形。太さは0.33cm,524は位大外径6.9cmの楕

円形である．太さは0.4cmを測る。いずれも錆のため表面の剥落が追行している。出上状況か

ら.it.i名は一対のセットと息われる。

及38 S TOl4占JJ¥111土銅訓観察表

It 類 穐頷

創鋼 9300緯31i―5U lr.Uliい
96,1554 88 :.11 鵞！鑓l
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耳曰

525-542は11・t;i.このうち、 525-531が銅地金張，525-528は、外径が3.05-3.35cmを測り、

比較的大形である,529は外径2.4cm、530・531は同じく I.75四と、それぞれ中形、小形とする

ことが可能である。 532-541は鉗地銀張，外径は3.05-3.3四と鉗地鋲張の大形と同大である．

542は．鉗地金鋲張と呼ぷぺさもので、鉗地に金と銀を螺旋状にないたもの。近くでは、佐買

県布明町の龍王綺古爪群!fl3・1'.! がtで複数出土している。

表39 S TOH古閉/11:1:Irr.t観原表

~i檜畠り 注鼠(,..) “苔~ii奮り ~-•HI 込 Q(o,) 農置書QR奮り

.,n1,nり
111.tJ雹A 怜煩 ,; 1ヽ111易サ 'IW~ 贔奮 111:l:J紐

穐悶
'>4!1.11量9臥 研位K編 Ilk雌 l1人蝙

167・5お ｛浪氏itiltr. Jf Ill 
3.35 0.83 

93001340 ―534 ＂曰軋 L l(I; 3.25 0,7 93002102 
調 (II （銅地金棗｝ 9601;1 ⑱ lit!!!! {Ill地割製） 960157 

-526 誼氏釣~f. J(111 
3.35 0.8 

93001343 —匹 6臼員と Jf ,. 
3.2 0.1 

93001却
邸 r.11 （創地金製） 960157 88 liolll !Ill地獄儀） 960151 

-527 誼 !<Iii貞t 11 li1 
3. ぉ 0.83 

9300210ヽ ーぶ比 E紐鵞,¥J: lf {o 
3. お 0.7 

匹 OZI06

邸 紐H1 （割J包金歪） 勁 157 88 湯lll (111地Ill歪） 960157 

-5沈 ~Iii/If, If Ill 
3.05 0.65 

93001341 -531 r.'i応頁員t If I; 
3.2 0.7 

93001101 
邸 loll （銅地金儀） 960157 認 S.12! （銅培飢ll,) 勁 157

-5勾
6奴負員上
,r 1.11 

2.< 0.5 
9300謁59 -5捻 t釈 i員t !T IQ 

3.25 0.7 
93002105 

邸 （創地金栄） 勁 157 88 ~II! (Ill地銀吸） 細 157

530 li箋貞上 1f r; 
1.75 0,<5 

930013<4 ーぶ刃 6名応釦Ii.I: 1'lll 
3.05 O.i 

9:1001342 
謁 凶8 （銅！亀金汲） 960157 邸 !ot6 (Ill地鰍栄） 960157 

-531 ヽ.~応貞貞上 I[ Ill us 0.•3 
930013<6 -540 r,名応ii員I・ 1(l,I 

3.05 0,7 
細 1345

88 "'lli （銅地金製） 960157 説 "'l9 (Ill地釦弧） 9(,0157 

-532 匹 ば貞紅 1(111 
3.25 0.8 

930013<8 -541 li<(!iijj奮上 lf ,; 
3.1 0.65 

93001349 
鴎 紐113 （創地餃栄） 960157 総 釦II （銅坦銀張） 蜘 151

-533 1; 亨,,酎汁， Yf _._ 
3.3 0.73 

93002103 -542 がllfiffil If Q 
2.9 O.f,5 

930013ヽ7
邸 ぬI鴻 （創地銅張） %0157 認 鴎 （鉗恵金鱗をl 蜘 157

不明金沼製品

543は、中空になった球形の金鉗製品．外径1.28cmで、 一嬬に小礼がある。器種については不

明であるが、島具の一部の可能性がある。

汲,tO S TOl4',1;lfl出J:;イ溝1金絹製品観煤ょ

11!-aHり
l/-、,;!血l埠 ,.Y.II'll 棗

167 54316窒!1'11呼＇り1肴糾閃品
邸 lo.12 (鮒地金栄）

I 1.os 
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玉煩

544-550は勾王。544・545はコのキ形でメノウ製。 546・548・550はCの字形で碧玉製。550

は、眼部に3状の沈線があるT字頭。549もCの字形で、ヒスイ製とクえられる．

551-561は恐玉製の行玉。いずれも片面穿11..551-558は長さ2.23-3cm、径0.73-1 C1llの大

形であるのに対し 559-561は長さ0.65-1.Scm、径0.39-0.6anの小形である。562は、ガラス

製管玉と考えられる．

563-568は、切子玉。 563はメノウ製で、径が1.87cmと大形である。564-566は水品製、 567・

568は碧玉製である。 5691:l.、水品製の算盤玉である。

570-574は、ガラス製トンポ玉,575はメノウ製丸玉、 576は水品製丸玉、 577は沿石製丸玉で

ある• 578-582はガラス製丸玉3特に.578は、緑色のガラス製で、径が2.4cmと飛び抜けた大

ささを測る、当墳出土の丸王で敢大のものである.583は、 ：I: 製の丸玉。 表面は黒色を呈する。
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表41 S'TOl4古項出土玉類観察表 丸玉はR社・沼社 Jt.玉以外f!長さ ・帽 （ ）は銭V

置"'"'Iii上地立 It悶 llfl 注鼠佃） 色讀
●直綸甕11n._ .. ll 

出上遠、Ii.H鑽 Hfl 法員1.. , 色翼 >畠/量U諭邸ilヽnり,~ 轟I! り頁ill書り~~n 

1蒻-s,ヽ N● 104 llli II? us 2.25 寅蒼褐色
93001$38 S序‘ No141 信十五 水贔 1.7 l.l! 透明 93001552 馳 細 159 960159 

-545 N,o•,•,ju14仰6 ; 勾玉‘”’ 3.Ql I.S 貧荼褐色
93001537 磁 Sol38 1111玉木贔 1.8 I.• 逍剛 93001磁的 960159 89 960159 

ー出6
""o",''14""" ● 5 勾tl!li u 1.1 迂U色

93001滋 —•滋
滋95 l!Tli 木贔 1.28 1.03 治囀I

93001お7
&9 960159 89 勁 159

-547 
地109 I;..( t ,i 3.Z) 1,93 //i皿白色と 9300153< ーお7広訓j({上 ＂十玉 覺ム 1.1 l.lS '1111灰色

93001却
的 剛色 960159 69 960159 

ー碑 出 100:； 930015お —滋 Ii郊 jj紅 93001磁
的 ."," , 勾` f!li 3.2 1.88 謀UC!I 960159 89 邸 aそtl!li 1.3 1.17 略U灰色 勁 1&9
-549 
N● 1,1 >JJ; ittP 2.18 Iん U! Rが灰かe,t 93002sn ーお9!iiJ!;"Jo菖 左＇A<A 0必0.9S 逍明

9300287< 
鈴 960159 89 勁 1$9

-550 
No.112 勾[9玉 ~.IS l.li 深U色 9300公711698-59 7C 池.27 l><l ”うス I.S 1.11, ヤ臼 色色

細 If>ヽ5
貶 960159 9601~1 

-551 1;wu 
f玉 そ王 3.2 G.95 明U灰色

93001570 -571 汝心8 l>S」H7< I. 総 1ぶ5 山付 色色
畑 1546

閲 紐 9601S9 89 勁 161

-552 
碑 !ft lln 3.0 O.!lli 匹色 93001543 

-sn 
呻 1バltt, ス1ふ5I. ぉ 守n 色色 畑 1547

釈 960159 89 勁 161

-553 
沖 I'll. !!Ji Z.7 0.75 謬U色

93001540 -573 
ド"126 じヽ1/f7' I.la I.~ 芹“ 色色

畑 1;48
89 960159 89 勁 161

-554 
匹 !fl< ”玉 ？ふ50.98 匹色

93001539 - 57• S.140 f,/.1 ~,, I. 遠 1.1 内白 色色 93001$49 
的 960159 89 勁 161

-555 
滋 I ＇玉 停玉 9鯰 1.0 深

9300154ヽ -575 ③ 丸モ IIウl.ll U ぷ色
9珈 1魯

邸 960159 89 勁 161

-sお
"'31 骨£ O玉 ?. ぉ0.9 aue,、 93001542 

-576 
② “ ＊＆ 1.16 1.0 透樽l

93002865 
鈴 960159 89 勁 161

-557 ＆遥 ltli そ」i?.3 l.O 諜U色
93001541 →11 ① 丸予 憎E0. 乃0.13 .い'.員・... t"'~' ,, l 93002訳;4

約 勁 159 詔 知 161

-s鵠
池139 iVn ， !.3S t.95 贔色 93001澤 言8 匹 7 え玉 0 ス?.• 2,3 U 色 9珈 1瑚紗 960159 知 161

-559 
① 11. u ti.Iii 0.6 ほ給色 93004磁 -S19 o'llili凶 l.l: 丸玉 H'スo.;s o.;; 伯責1,U11色; .. 1 9珈 2863的 960159 89 細 161

-560 E紐直U

＂ 
9玉u.s o.,s 灰U色

9300埠1J -580 WJIIWJ: 凡玉 9うス0.56 0ふ3 茶色 93002862 的 ~ 960159 89 細 161

-561 
床禰直J.:fヽ ”ふ 0.6$ 0.39 鯰色

93001571 -581 
② 丸玉,,,, 0.13 0,、貧色 93001554 

的 960159 89 勁 161

-562 N•l36 賣t,,.,. 2.2 0.9 霧IU灰色 93001磁 -r,si ① 江 9うス0.3' 0.3 賀色 93001555 的 960159 89 細 161

ー563 N•Iお ~H ヽ I?I. ↓ t.81 紗H色 93001551 -5鯰 池109付近 紅 土 0.13 0.65 うす茶色 93002866 
的 960159 89 勁 161

小結

当古れは、中世に廷として再利用されているなど早くから l~l 口していたにもかかわらず、金

銅製の馬具、銅銅、各種の玉類、特殊な鉄鏃等に代表されるように、他の古項に比較して優れ

た副葬品を多鼠に出：I:.しなまた、造営時期はわずかにA-1類の須恵器杯・身をふくむもの

の．大牛がA-2類であり、石室床面からはB類が馬具などと一所に出土していることから、

小m編年のIV-V期を中心にしていると考えられる。
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S TOIS古墳出土遺物（写真図版90)

土器

認4-587は、周t佑Ii土の土師器である。謁411'-泌。球形の体部。585は杯の破）む n縁部が短

く外反する。 586は小形の鉢。587は小形麻杯の詞部）.... 

V 鵠'0 即`,.,. 
= ・..-:=ーえーニ、デ立
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速四
図170 S T015,1;/fl出土滋物 （随4-587はI/4・588-591は I/3) 
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表42 S TOI5古IJtl.lJ±土器観衣表 A: Oil¥ ll: 抄tliC; たらあがりIll D: 底穫 < )I.I残1/fl

~-• 鳥書サ IJi;J: 地 ぢ毬 法lol(<m) 彰!!. 潤霰の特a 色霜 焼成
以這楡lfll書サ

了頁fllUt •; 1¥:i紬蓄サ

170-584 

“ 
清

遭 A: 10.9 
球体にI:がヘ駐鴨の外ラる体UiAfケ緑郎のズ1郷一•こ1 ．.が郎外Hに方<9ヽ,にケUII．内緯樟出的コのにコ一立・トデ鰐ら． ~)色 'I'& 91磁 6?7

90 （土帥荘） B: 14.2 96453ヽ

一磁
fJ 情

杯
A: (13.1) 舷郎Ii丸(.'1~郎は俎（折れる． "褐色 ~-ll 

9100: 紐
90 (t閥柑） 964這

一認6
l'J 清

鉢 A: 10.0 丸で11縁嬬蘭は丸い.11縁ヨコナ ぶ～
l~ 
9200758 

90 <Ul;r;> B: 6.4 デ．体郎,,,ヽ，,.紙部はへうケズ'1, 黒褐色 964逗

-587 
閲 消 麻 ’‘ 

o: (10. お） ”綿は班（．靖郭は先嬬付近で折It 寡` 翼色 A 9100漏沿
90 る． 96』5ヽ0

武お

588は鉄剣。北1111主体部柁内から出土したもの。全長41.75cm、剣身長32.7cmを測る．茎に目

釘孔が一つある．

友43 ST015古れ出土鉄剣観察汲 () Ulll/1,! 

J111上心I桟悶1R-DI、
~Alt• 書

鉄剣

農工具

589は直刃の鉄鎌、 590は鉄錢。北側主体部柁内から出土したもので、銹培している。 589は全

長13cm、590は、全長15.9cmを測る。 591は北1111主体部棺外枯土中より出土した刀子.'!fと刃部

の一部を残す、残存長5.8cmの破9ヤである．

表44 S T015古iJltH土嚢工具観察表 ()111l1/G 

只-1書ヽ9 法畿(..,) 農直働IIH
">1™1畠l
111:t池，点 Ii Ill l/llifl&り恥 U最大幅

170・5⑱ 92004499 

90 
土胃!l<墨 竃 13.0 3.65 知匈

964,61 

-590 92004ヽ”
え●も体＄ 銹 (15.9) 1.0 ％啜

90 
％おl

ー591
之●主体昴

”子 IS.83) 1ふ3 畑44~3
M土M巾

-283-



小結

本墳は、割竹形木柁と箱形木柁の2碁を内部主体とする方項である。周溝出土の土岱は、少

黛であるが、 584・586は布惜式の範疇に入り、その新しい段階と考えられる一方、 585の杯は初

期須恵器と並行するものであろう．したがって、実年代は 5世紀の初頭からll料半に位沼付けら

れる。日時期の古tJlとしては、武雄盆地を挟んだ西側の矢ノ浦前方後円/Jl(武雄市教委 1980〉

があげられる．

S T018古墳出土遺物

玉類
.. 
I 

592は、ガラス小玉．色潤は、水色．
., 592 

0 z..,. 
I , I 

小結 図171 S TOl8古Jfttll土玉類 (J/2)

ガラス玉は、 一偕のみでしかも埋土中からの出土であり、確実に共伴するものか不明である。

また、少数の土岱片が出土しているが、これらからは時期を特定することはでさない。

去45 S TOI8古l11111土玉類観察汲

益咄m江 lltl!IIH質I法量t.. >I色綱

171如 1 石細1'!!1±I江 Iガ,屯l~~I Ill/(! I 93知寧

参考文猷

字芙町教打委U会 1981 キ災観脊浦

大阪府教行委fl会 1976 紺邑 I

末氷雅雄 19,13 日本上代の武骰 第三版

武雄市教ft委只会 l980 矢ノ浦遺跡
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5. まとめ

(1) 弥生時代

弥生時代の遺構の検Illは、潤査当初まった＜期待されていなかった．しかし．予他に反して

翌I¥建物6碁と不明遺構と したSX3基が確認された。これらは、検出が極めて困雑なはど削

平の度合が強く、令形が判明するものはない。しかし、 SHOOSは、プi形の平面形で挽体溝を布

し、 SH006は竪は全くなかったが、堕体溝の形態から中央に炉を配する比較的大形の隅九長方

形ということがわかる。これらの住居跡は。概ね弥生時代中期の前半ー中頃に位沼付けられ、

後に小楠遺跡で確認されるが（武雄市教委1991}、武雄市内では当遺跡の発見が初出であり．当

該期の集落が襟a·~20m 前後の丘陵」：に展開していたことを明らかにするものであった． 今後、

市内のこのような地形に同様の秘落跡が確認されることを期待する。また、当遺跡でも曲査区

東側の丘陵上方にも当然広がっており｀今後とも注迂していくことが必姿である。

(2) 古墳時代

古墳の種類と分布

潤査AiJの束福寺古坑群は．いわゆる後期古積群と認識されていた。これは昭和49年の佐賀県

教行委月会の分布閲査による!,ので、この時点でf1lJftl3基が確認された （佐賀県教委1981}.

今回の調査で記鉢保存の対象となった古坑はSTOOi・002・003・013・014・015・017・018. 

S C016の9基であるが、 003と014の2基は昭和49-f自こ確認されていたいのである。したがって

新たにSTOO!・002・013・015・017・018の6基の古れと SC016石棺寡が確認されたことにな

る。時期の比定がそのままでは困難なものもあるが、次項で検討するようにすぺて古項時代の

墳慕と想定できる。とすれば合わせて少なくとも、 20t.!iからなる古tJl群ということができる。

しかしながら、昭和49年以後に消滅したものも多く、今nの段陪で・,r,Jft群の実懇を把艇するに

は困難な点が多い。

そこで、今ffilの潟企対象古坑とそれ以外の現存する古in.昭和49年の段階で確認されている

古れを整理することにしたい．

鯛査対象古墳

前汽までに見てさた調査対象古mから整理する。 STOOL・002・003・013・014・015・017・

018、SC016の9碁の古/ftのうら出土遺物から時期が比定できるのは、 ST002・003・0l3・014・ 

015の5基だけである．このうち、 015は周消出土遺物から 4世紀の末-5世紀の前'i'に位沼付

けられる。近くでは、盆地を挟んだ西測丘陵に位沼する矢ノ補古瑣と概ね同時期か後絞すると

考えられる。矢ノ浦古瑣は、全長37mを測る前方後JlJIJtで、内部主体は後円部上に 2碁の並列
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した粘土床を持つものと後円部斜面にる沼辻 壌某1基がある（武雄市教委1980)。後円部の内部

主体の配沢は015(/)それに近いものがある.002・003・013・014は出土遺物、特に須忠器から6

世紀後半から7世紀前牛の間に造背されたことが知れる．すなわち002は小Ill紺年(!)JV期のt((恵

器が出土していることなどから6世紀末-7世紀初頭、003はIIIB-V期の須忠器が出土してお

り6世紀後半-7世紀前半.013はIV・V期の須恵器が出土しており 6世紀末-7世紀前キ。014

は、わずかにIJIB期がふくまれるものの大半がIV期の須恵器であり、 石室床面からはV期も111

土していることから、 IV-V期が中心であり、 6世紀末ー7世紀jjり半を中心と した造営とガえ

られる．

一方001・017・018は遣物が未出土かス トレートに時期を比定できる逍物が：1¥-1・. していない．

001は竪穴系横口式石室を内部主体とするものであるが、石炭は腰石を有し袖石が撫いもので、

蒲原宏行氏の石立分類の11-b類に当たり （蒲/i;(1983).佐賀県鈴熊ST002古JJ't石室、福1,1¥J県

久戸12~!Jl,.i室など 5世紀後半の古IJl石室に類例が見られる。しかしながら、心究から出土し

た鉄鏃は、広根の屈扶三角形式と圭頭式であり、後者の類例には、 5世紀前半～中ばiに位沼付

けられる佐賀県北方町追分古mの竪穴式石む11:t:のいのなどがあるものの （北方町教委1983)、
一般的には6ilt紀代の形式とされている。破壌が芳しい状況であり、出土遺物のオリジナル性

に疑問をいだくのも一つの解決方法ではあるが、 一応この古mの造営時期の1-限を示すものと
したい。したがって、 STOOi古tnは、 5世紀後半-6世紀前半に位骰付けたい.017・018は、

翌穴式石痘という石杢形態以外に時期を比定する根拠はない。OJ71i破墳が激しく、はとんど石

至の特徴を知ることがでさない• 018は滋石が熊かった以外は大半が遺存Lていた.HiJ・./'; は長さ

1.94m、船0.4-0.34m、後者が長さ1.6:lm、"10.4-0.28mで、いずれも小形の竪火式石屯と

いうことができる。この種の石室としては、佐竹県佐霞市九山遺跡ST006号坑などがあるが（佐

賀県教委1986)、4恨紀;I(-5世紀初頭に位訳付けられる。このことなどから、 017・018両古t.tt

を4世紀後キ-5世紀初めくらいに位設付けたい。最後に、 SCOJ6石柁涎であるが。鉄岱）ヤ以

外には共伴する遠物はな〈、 ST002古titょり古いという事尖以外は時期判断の証拠はない,;i;

棺廷自体、弥生時代中期から古れ時代の前期まで絹続する粕形態であり、 .::.tlだけから9が期を

特定するのは困難である．根拠に乏Lいが、視棺謀などの先行牡制からの継餃制がないことな

どから、 一応古JJt時代前期にクiえたい．

調査対象以外の古墳

図172は、現段階で確認されが',tJlに昭和49年に確認された古れの略図から知れる消滅した古
墳の大体の位沢を1(（わたものである。また、表46はこれらの一覧である。これらによれば亀昭

和49年の分布潤査で確認された古れのうち現在確認できないものが6基あることもさることな

がら、概わ2分のl以下の潤査対象地にもかかわらず、表面のtJ't丘確認だけでは｝しつけること
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図172 東福寺古m群古JJ'1分布図 (I/2000) 破線は調査前に消滅

ができなかった古れが7基もあったことは注目せねばならない。したがって、丘陵上部の未関

査地区にもある程度の古項、特に低墳丘の古m乃歪1J't丘を持たない石棺墓などの主に5世紀以
前の1ft絡の存在を考媒しなければならないと矛える。しかしながら、現在知ることのできる20

碁でもある程度の古項群の構造を知ることは可能なので、以,..、これらの費料でわかることを

述ぺることにする。

当古項群全体は、武雄盆地に向かって伸びる丘陵先端部の標高15-45mの斜面に立地してい

る。しかし、 これらはさらにいくつかの平面的なまとまりに分けることが可能である。すなわ

ち、西側の丘陵.,.部でも北側に面した第 l支群 (STOOl・002・013・017・015、SCOJ6)と

同じく丘陵下部の南側に面した第2支群 (ST003・014)、丘餃上部の尾根線から南側の谷に面
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汲46 束枢寺古項群新旧古項対照表

No. 昭和49年分布図究 昭和62-63年発掘調壺

遺構 内容 遺構 内容

l 未確認 STOOi 円・径Sm・竪穴系横口式石寂

2 米確認 S T002 円・径9m・'II石憤穴式石立

板石が数枚改舌し内部主体が石柁て・
3 2号引 あったか石立であったか不明。以前 S T003 l"I ・ 径 9 m• 横穴式石安

駅があったとのことである。

4 未確認 STOl3 円 ・径6.5rn・横穴式石室

円前を庭半・径部ば約削に2平は0m須さ。 横,.,式,:i?Jへ(校開道[部I, 1'1・ 径12.4m・'II:石 ・横穴
5 Iサ坑 れて片い散る乱。0南 S T014 

式みi室 ・線刻文様
思器

6 未確認 S T015 方 ・一辺14m

7 未確認 S COl6 箱式石棺襄

8 未確認 STOl7 竪穴式石虫 ・1Jt丘不明， 未確認 STOIS 翌穴式石室・ IJ'tJr.不明

10 3号tJt 円径内約部1構5m巡、不窃明さ。約2m。IJl頂陥 ST020 確認不能・ 須!!/.笞大甕片散
没。 。保存良好． 布

II 4サ坑 円不・tit:f明．,10,n、比高約2rn。内部構
造 。残存状態良好．

S T021 確認不能 ・須患沿片散布

4号造不坑と隣接,がl"l部・径分約的!1Om露。出内．部 ※ 穴llり方式石後円・全長19.7m・横12 5~}tJt 構 OJJ、社石 こ残 S T022 
蛍・耳石

存状態良好．

5号れの東方約20m。l'l・径約20
13 6号tJt

極mめ、比て残窃存約状2態m良。好内．未部盗構批造不未破明壌． S T023 円 ・径8.6m

6号れから尾根沿いに 2-30m程
前頌列方石後円 ・全長約22m・外14 7号項 登る．円 ・造径不約明12．-13m、高さ 2 S T024 

m。内部構 残存良好．

15 8勺・tJl
7 サ積より lOm 程雇れ,~尾根J::.。内
1:q. 径約12-13m、比窃約2m S T025 円・8.5m
部状慈不明．蘇石有。保存良好．

8号項と同一レペル上の酎斜面．
16 9号坑 円・径6-7たm横。穴内式部石構屯造か不？明だが S T026 確認不能

南へ開nし

17 10サm 東福寺西方約円100れmかの？鞣破岱墳40mの雑木林の中.,Jヽ ひどい．
S T027 円・!ll丘低い

雑東土福木は林寺大部のの分中西。削方円平約IOOmの様-高64m0mの
18 IIサ坑 ・径約5 • 封 ST028 確認不能

は抜大き され、石材も半分は
ど 取られている

19 l2号机 4、5号1t'!と同じレペル上のW閲斜 ST029 確認不能
面。散乱する石材から古れと惟定。

束福寺へ至る111中の小道の下方の
20 13号れ 雑木H仁円・径約!Om、窃さ2m程 S T030 確認不能

度の小円れ。保存状態良好．

軍 （近藤.1992)ではs・「OIS.
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年代 溢 30'0 ' <0.0 ' 500 600 10ヽ0 ~ .u. 憎考， 
＇ 

STOOi H噴・聾穴系帽口大石寛

002 円墳・檜火式石宣

013 .. ． 
I 
015 万 ・帖:tfl・糟臼木帽

017 竪弐石塞

018 ． 

SC016 糟岱fl

2 
S1'003 円項・蠣穴式石崖

014 .. • 
0勾 '..' 円JI・ ． 

021 '. ． 

022 , —— 鶴ガ9長円噴 ・ 讀,~大石寛

0公 --・ —— 円壇

024 ー.--.— 鯛万慢Pl壇
3 
025 円墳

026 ーーー，一 ． 

O'll ． 

028 ． 

029 .' 
030 '.  一 . 

図173 各古れの造営時期

する斜面に分布する第3支群 (ST020~030)の少なくとも 3つの平面的なまとまりに分ける

ことが可能である．

ところで前項で見たとおり当古tJl群の古れは．

① 4世紀~511t紀前半の箱式石棺袋．竪穴式石当を内部主体とするもの．

② 5世紀後半ー6世紀前半の竪穴系横口式石宛を内部主体とするもの．

③ 6柑：紀後半ー 7世紀前半の横穴式石室を内藩主体とするもの。

に分かれる．このうち①・②は丘陵下部の北側斜面の第 1支群の中にのみ立地する．一方③

は．この古m群全体に分布しており、分布上でも分けることができる。横穴式石室の開口方向
をみても、第 1支群のST002・013古坑は西、第2支群のST003・014は南1111である。また、

第3支群のうち、ST022前方後円れも南側と推定され、支群により特徴が見られる．以上をも

とに、愁定も含めた各古墳の造営時期を示したのが表47である。特に、第3支群の古tJ'tについ

ては、時期比定の根拠は 3群の前方後円墳である ST022の内部主体が横穴式石坐であること

と、ST020古項の跡と思われる地点で小田編年のIV期の須思沿片が散布していることなどの他

にはないが確実には6世紀の第4四半期に開始される当古墳群の一つの支群として位氾付け
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ておくことがことが， 一応妥当と芍えられる．

しかし、6世紀後半以降の後期古墳に限ってみると第 l・2支群が2碁ずつであるのに対し、

第3文群のみが11甚と極端に多い．したがって、第3支群が尾根Iこの前方後fll項を含む一群と

南斜面の円墳のみの一群に2分される可能性もある。まな 造営時期がさらに細かく判明すれ

ば、例えば、さらに細かな支群に分離されることも可能であるし、第3支群から他の2群に展

開したことも想定でさよう。

いずれにしても、当占墳群は、 4世紀から 5111;紀末ー 6世紀新1半までの古れと 6世紀後半か

ら横穴式石室を内部主体とする古項群に分かれるということがでさる。蒲原宏行氏は6世紀前

半において古tn群の造営が一時中断される古肌群が多いことを指摘したが（蒲1点1983)、当占JA

群もその一例に加えられるだろう。

今後の諫題

以上、沿干のま とめを述ぺてきたが、今!iiiの潤査の後、 9~/;,の古頃が失われたものの、釆IJ!IJ

にはまだ多くの古償が残っている。特に笞3支群とした古/J'lbf.は、 2碁の前方後f-'l.lftを含む4

基の古項が良好なj.ll丘を残している。武雄rfj内のいわゆる1"f長裂には、 5世紀初頭ー前半の矢

ノ浦古項（全艮40m) と5世紀前半の多蛇古古積の2基の前方後円項が知られているが （武雄

市教委1993)、いずれも横穴式石疫以前の古れである。また｀玉島古坑は 5世紀末ー6世紀初頭

の大形円tit(武雄市教委1973}、潮見古.fJ'tl:112~な馬具などを出土した 6世紀中菜の円れである

（武雄市教委1975).したがって、当古墳群に含まれる 2基の前方後円mはそれ以後に絞く首貶
邸の可能性があり、馬具や鉗躙、豊lilな耳類などの装身具など他より優秀な湖非品を出土した

ST014古店も後続するd長函の可能性がある。前項までに見てきたように、昭柑49年から62年

のわずか13年間に6基の古trtが確認できなくなっていた。したがって、このように頂要な残さ

れた古JJ'tの保存を今後の森題と して特に記し、まとめとしたい．
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写真図版 9

1区全繁（南東から）

1区SK026・S K027 (東から）



写真図版2



写真図版3

l区SC025 (束から）



写真図版4



写真図版5

一
』̀-

IIA区S11009 (i!!iから）



写真図版6

． 
11 B区SKOI4 (洒から）

Ill区全呆 （東から）



写真図版1

電璽
8
 

事....-5 

ロl

ゎ
18 

］区SK026出 I:土祐

15 

13 

57 

UB区SK014出土土荏



馬場遺跡写真図版



写真図版8
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